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本ドキュメントについて 

 

本書は ATEN ジャパン株式会社において、KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/KE6910/KE6912 

/KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940AiT/KE8900S/KE8950/KE8952/KE9900ST/KE9950/KE9952

および有償版ソフトウェア(CCKM)取り扱いの便宜を図るため、英語版ユーザーマニュアルをローカライズしたドキュ

メントです。 

製品情報、仕様はソフトウェア・ハードウェアを含め、予告無く改変されることがあり、本日本語版ユーザーマニュ

アルの内容は、必ずしも最新の内容でない場合があります。また製品の不要輻射仕様、各種安全規格、含有物質

についての表示も便宜的に翻訳して記載していますが、本書はその内容について保証するものではありません。 

製品をお使いになるときは、英語版ユーザーマニュアルにも目を通し、その取扱方法に従い、正しく運用を行っ

てください。詳細な製品仕様については英語版ユーザーマニュアルの他、製品をお買い上げになった販売店また

は弊社テクニカルサポート窓口までお問い合わせください。 

 

ATEN ジャパン株式会社 

技術部 

TEL ：03-5615-5811 

MAIL :support@atenjapan.jp 

2020 年 8 月 13 日 
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ユーザーの皆様へ 

 

本マニュアルに記載された全ての情報、ドキュメンテーション、および製品仕様は、製造元であ

る ATEN International により、予告無く改変されることがあります。製造元 ATEN International は、

製品および本ドキュメントに関して、品質・機能・商品性および特定の目的に対する適合性につい

て、法定上の、明示的または黙示的であるかを問わず、いかなる保証もいたしません。 

 

弊社製品は一般的なコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操作・運用・管理

を目的として設計・製造されております。高度な動作信頼性と安全性が求められる用途、例えば軍

事使用、大規模輸送システムや交通インフラの制御、原子力発電所、セキュリティシステム、放送

システム、医療システム等における可用性への要求を必ずしも満たすものではございません。 

 

キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・ 製造されております。そのため、これらの異なるデバイ

スを接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。 また、機器

の併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環

境・異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

 

本製品および付属のソフトウェア、ドキュメントの使用によって発生した装置の破損・データの損

失等の損害に関して、直接的・間接的・特殊な事例・付帯的または必然的であるかを問わず、弊社

の損害賠償責任は本製品の代金相当額を超えないものとします。 

 

製品をお使いになる際には、製品仕様に沿った適切な環境、特に電源仕様についてはご注意

のうえ、正しくお使いください。 
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ATEN ジャパン製品保証規定 

 

弊社の規定する標準製品保証は、定められた期間内に発生した製品の不具合に対して、すべ

てを無条件で保証するものではありません。製品保証を受けるためには、この『製品保証規定』お

よびユーザーマニュアルをお読みになり、記載された使用法および使用上の各種注意をお守りく

ださい。 
また製品保証期間内であっても、次に挙げる例に該当する場合は製品保証の適用外となり、有

償による修理対応といたしますのでご留意ください。 

 

◆使用上の誤りによるもの 

◆ 製品ご購入後の輸送中に発生した事故等によるもの 

◆ ユーザーの手による修理または故意の改造が加えられたもの 

◆ 購入日の証明ができず、製品に貼付されている銘板のシリアルナンバーも確認できないもの 

◆ 車両、船舶、鉄道、航空機などに搭載されたもの 

◆ 火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害、戦争、テロリズム等の予期しない災害によっ

て故障、破損したもの 

◆ 日本国外で使用されたもの 

◆ 日本国外で購入されたもの 

 

【製品保証手順】 

弊社の製品保証規定に従いユーザーが保証を申請する場合は、大変お手数ですが、以下の手

順に従って弊社宛に連絡を行ってください。 

（1）不具合の確認 

製品に不具合の疑いが発見された場合は、購入した販売店または弊社サポート窓口に連絡の

上、製品の状態を確認してください。 この際、不具合の確認のため動作検証のご協力をお願いす

ることがあります。 

（2）本規定に基づく製品保証のご依頼 

（1）に従い確認した結果、製品に不具合が認められた場合は、本規定に基づき製品保証対応を

行います。製品保証対応のご依頼をされる場合は、RMA 申請フォームの必要項目にご記入の上、

『お客様の製品購入日が証明できる書類』を用意して、購入した販売店までご連絡ください。販売

店が不明な場合は、弊社までお問い合わせください。 

（3）製品の発送 

不具合製品の発送は宅配便などの送付状の控えが残る方法で送付してください。 
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【製品保証期間】 

製品保証期間は通常製品/液晶ディスプレイ搭載製品で異なります。詳細は下記をご覧くださ

い。 

   

①通常製品 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～3 年間 無償修理 

3 年以上 有償修理※2 

②型番 CL からはじまる

LCD 搭載製品のみ 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～2 年間 無償修理 

3 年目以降 有償修理※2 

 

※1…製品購入日から30日以内に確認された不具合は初期不良とし、新品交換を行います。初期

不良の場合の送料は往復弊社にて負担いたします。 

※2…有償修理の金額は別途製品を購入された販売店までお問い合わせください。 

※ケーブル類、その他レールキット等のアクセサリ類は初期不良の際の新品交換のみ、承ります。 

※EOL (生産終了)が確定した製品については、初期不良であっても無償修理対応とさせていただ

きます。また EOL 製品の修理に関して、上記無償修理期間中であっても、部材調達の都合等によ

り修理不可になる可能性がございます。そのような場合には、機能同等品による良品交換のご対

応となる可能性がございます。また、EOL 製品の型番や、修理可否、後継機種については、随時

情報更新を行っておりますので、弊社 Web ページにて最新情報をご確認ください。 

※製品保証期間の延長や故障時の代替品などの保証オプションについては、弊社 Web ページを

ご確認ください。 

 

 

【補足】 

・本規定は ATEN 製品に限り適用します。 

・ケーブル類は初期不良対応に準じます。 

・初期不良による新品交換の場合は、ATEN より発送した代替品の到着後、5 営業日以内に不具

合品を弊社宛に返却してください。返却の予定期日が守られない場合は弊社から督促を行います

が、それにも係わらず不具合品が返却されない場合は、代替機相当代金を販売代理店経由でご

請求いたします。 

・ラベルの汚損や剥がれなどにより製品のシリアルナンバーが確認できない場合は、すべて有償修

理とさせていただきます。 
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【免責事項】 

1. 弊社製品は映像関連システムやコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操

作・運用・管理を目的として設計・製造されております。しかし、使用環境等によってはその機能が

制限されることがあります。弊社では、ご購入前に弊社製品をお試しいただける「評価機貸出サー

ビス」を、無償でご提供しております。評価機貸出サービスに関するお問い合わせは、弊社代理店

または弊社 Web サイト（https://www.aten.com/jp/ja/）内の「お問い合わせ」フォームをご利用くだ

さい。 

2. キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・製造されております。そのため、これらの異なるデバイス

を接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。また、機器の

併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環境・

異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

3. 他社製品のKVM スイッチ、キーボード・マウスコンバーター、キーボード・マウスエミュレーター、

KVM エクステンダー等との組み合わせはサポート対象外となりますが、お客様で自己検証の上で

あれば、使用を制限するものではありません。 

4. 製品に対しての保証は、日本国内で使用されている場合のみ対象とさせて頂きます。 

5. 製品やサービスについてご不明な点がある場合は、弊社技術部門までお問い合わせください。 
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製品についてのお問い合わせ 

 

製品の仕様や使い方についてのお問い合わせは、下記窓口または製品をお買い上げになった

販売店までご連絡ください。 

購入前のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 営業部 

TEL：03-5615-5810 

MAIL:sales@atenjapan.jp 

購入後のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 技術部 

TEL ：03-5615-5811 

MAIL :support@atenjapan.jp 
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EMC 情報 

 

FCC（連邦通信委員会）電波干渉声明 

本製品は、FCC（米国連邦通信委員会）規則の Part15 に準拠したデジタル装置 Class A の

制限事項を満たして設計され、検査されています。この制限事項は、商業目的の使用におい

て、有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保護を提供する為のものです。この操作マニ

ュアルに従わずに使用した場合、本製品から発生するラジオ周波数により、他の通信機器に影

響を与える可能性があります。また、本製品を一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障害

を引き起こす可能性もあります。その際には、ユーザーご自身の負担で、その障害を取り除い

てください。 

 

本製品は、FCC（米国連邦通信委員会）規則のPart15のデジタル装置Class Aの規定に準

拠しています。動作は次の 2 つの条件を前提としています。(1)本製品による有害な干渉を発生

しない。(2)本製品は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉を

すべて受け入れる。 

 

FCC による注意：本コンプライアンスに対する責任者による明確な承認を得ていない変更または改

良を行った場合は、ユーザーの本装置を操作する権利を無効とします。 

 

警告：本製品をご家庭で使用した場合、電波干渉を引き起こす可能性があります。 

 

 

RoHS 

 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会および理事

会指令』、通称 RoHS 指令に準拠しております。 
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安全にお使い頂くために 

 

全般 

◆ 本製品は、屋内での使用に限ります。 

◆ 製品に同梱されるドキュメントは全てお読みください。またドキュメント類は全て保存してくださ

い。また、弊社 Web サイトに掲載のオンラインユーザーマニュアルもご確認ください。 

◆ 製品に関する注意・説明に従って取り扱ってください。 

◆ 落下による事故・製品の破損を防ぐため、設置場所は不安定な面（台車、簡易的なスタンドや

テーブル等）を避けるようにしてください。 

◆ 製品が水に濡れるおそれのあるような場所で使用しないでください。 

◆ 製品は熱源の近く、またはその熱源の上などで使用しないでください。 

◆ 製品のケースには必要に応じて通気口が設けられています。通気口のある製品は、安定した

運用を行うため、また製品の過熱を防ぐために、開口部を塞いだり覆ったりしないでください。 

◆ 製品をベッドやソファ、ラグなどの柔らかいものの上に置かないでください。開口部が塞がれ、

適切な通気が確保できずに製品が過熱するおそれがあります。 

◆ 製品にいかなる液体もかからないようにしてください。 

◆ 電気回路が過負荷状態に陥らないようにしてください。電気機器を回路に接続する前に、電源

の上限を把握しておき、これを超えないように注意してください。回路の電気仕様を常に見直

して、危険な条件を生じさせていないかどうか、また、すでに危険な条件がそろっていないかど

うかを確認してください。電気回路の過負荷は火災や機器破損の原因となります。 

◆ 電源プラグを電源コンセントから抜く場合は、乾いた雑巾でプラグ周りのホコリを掃除してくださ

い。液体やスプレー式のクリーナーは使用しないでください。 

◆ 製品はラベルに記載されたタイプの電源に接続して運用してください。電源タイプについて不

明な場合は、購入された販売店もしくは電気事業者にお問い合わせください。 

◆ お使いの装置への損傷を避けるためにも、すべての装置を適切に接地するようにしてくださ

い。 

◆ 電源コンセントの形状が異なり、製品付属の電源アダプターを接続できない場合には電気事

業者に問い合わせて適切に処置してください。アース極を無理に使用できない状態にしない

でください。使用される国/地域の電源形状に従ってください。 

◆ 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。人が通行するような場所を避けて電源

コードを設置してください。 

◆ 電源の延長コードや電源タップを使用する場合は、合計容量とコードまたはタップの仕様が適

合していることを確認してください。電源コンセントにつながれている製品全ての合計アンペア
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数は 15 アンペアを超えないようにしてください。 

◆ 突然の供給電力不安定や電力過剰・電力不足からお使いのシステムを守るために、サージサ

プレッサー、ラインコンディショナー、または無停電電源装置（UPS）をご使用ください。 

◆ システムケーブルや電源ケーブルは丁寧に取り扱ってください。これらのケーブル類の上には

何も置かないようにしてください。 

◆ 危険な電源ポイントへの接触やショートによって、発火したり感電したりするおそれがあります

ので、キャビネットの空きスロット等に押し込まないようにしてください。 

◆ 装置をご自身で修理せず、ご不明な点がございましたら技術サポートまでご相談ください。 

◆ 下記の現象が発生した場合、コンセントからはずして技術サポートに修理を依頼してください。 

 電源コードが破損した。 

 装置の上に液体をこぼした。 

 装置が雨や水にぬれた。 

 装置を誤って落下させた、ないしはキャビネットが破損した。 

 装置の動作に異変が見られる。（修理が必要です） 

 製品マニュアルに従って操作しているにもかかわらず、正常に動作しない。 

◆ 修理が必要となる故障が発生するおそれがありますので、製品マニュアルに従って操作してく

ださい。 

◆ 本製品をスタッキングする場合、ラックにロックする場合、フレームにネジ止めする場合やその

他類似の方法で設置を行う場合には、製品を確実に固定するための安全装置が追加で必要

になることがあります。 

◆ 本製品は固定させて使用するように設計されているため、通常の動作中には動かさないように

してください。 

◆ Cat 5e/6 ケーブルは、電気ケーブル、変圧器、照明器具といった電波障害の発生源となりうる

物から、できるだけ遠ざけて配線するようにしてください。また、これらのケーブルは、電線用導

管に接続したり、電灯設備の上に置いたりしないようにしてください。 
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ラックマウント 

◆ ラックでの作業を始める前に、スタビライザーがラックに固定され床に接していること、また、ラッ

ク全体が安定した場所に置かれていることを確認してください。作業する前に、シングルラック

にフロントとサイドのスタビライザーを取り付けるか、結合された複数のラックにフロントスタビライ

ザーを取り付けてください。 

◆ ラックには下から上に向かって、一番重いアイテムから順番に取り付けてください。 

◆ デバイスを拡張する前にラックが水平で安定していることを確認してください。 

◆ ラックに供給する AC 電源の分岐回路が過剰供給にならないようご注意ください。ラック全体の

電源負荷は分岐回路の 80％を越えないように設定する必要があります。 

◆ ラックにマウントされたデバイスは、電源タップも含め、すべて正しく接地されていることを確認

してください。 

◆ ラックへの通気を十分に確保してください。 

◆ 本製品で定められている保管温度を超えないように、ラックが設置されている場所の室温を調

節してください。 

◆ ラックに設置されているデバイスが動作している際に、デバイスを踏んだりデバイスによじ登っ

たりしないでください。 
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本マニュアルについて 

 

このユーザーマニュアルは、KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/KE6910/KE6912/ 

KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940AiT/KE8900S/KE8950/KE8952/KE9900ST/KE

9950/KE9952 および有償版ソフトウェア(CCKM)に関する情報や使用法について説明しており、

取り付け・セットアップ方法、操作方法のすべてを提供します。 

マニュアルは下記のとおりに構成されています。 

 

 本マニュアルで説明する IP-KVM エクステンダーの型番は下表のとおりです。 

型番 製品名 

KE6900 USB DVI-I シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6900A DVI-I シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6900AiT DVI-I シングルディスプレイ IP-KVM トランスミッター（インターネットアクセス、デュアル電源

/LAN 対応） 

KE6900ST スリムタイプ USB DVI-D シングルディスプレイ IP-KVM トランスミッター 

KE6910 デュアルリンク DVI-D IP-KVM エクステンダー（2K 対応）（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6912 デュアルリンク DVI-D IP-KVM エクステンダー（2K、PoE 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6920 デュアルリンク DVI-D IP-KVM エクステンダー（2K 対応、デュアル SFP 搭載） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6922 デュアルリンク DVI-D IP-KVM エクステンダー（2K&PoE 対応、デュアル SFP 搭載） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6940 USB DVI-I デュアルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6940A DVI-I デュアルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（デュアル電源/LAN 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE6940AiT DVI-I デュアルディスプレイ IP-KVM トランスミッター（インターネットアクセス、デュアル電源

/LAN 対応） 

KE8900S スリムタイプ HDMI IP-KVM エクステンダー（トランスミッター＆レシーバー） 

KE8950 HDMI シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（4K 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE8952 HDMI シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（4K、PoE 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

(表は次のページに続きます) 

  



15 

 

型番 製品名 

KE9900ST スリムタイプ DisplayPort IP-KVM エクステンダー（トランスミッター） 

KE9950 DisplayPort シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（4K 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

KE9952 DisplayPort シングルディスプレイ IP-KVM エクステンダー（4K、PoE 対応） 

（トランスミッター＆レシーバー） 

 

第1章 はじめに：KE シリーズの IP-KVM エクステンダーシステムを紹介します。特長、機能概

要および製品各部名称について説明します。 

 

第2章 ハードウェアセットアップ：基本的なハードウェアセットアップの手順と操作方法につい

て説明します。 

 

第3章 OSD 操作：KE シリーズの IP-KVM エクステンダーのシステム操作方法に関する基本概

念と OSD（オンスクリーンディスプレイ）の詳細内容および操作方法について説明しま

す。 

 

第4章 ソフトウェアのインストール：マトリックスマネジャーソフトウェアのダウンロードおよび

Windows や Linux を搭載したコンピューターへインストールするのに必要な手順につい

て説明します。 

 

第5章 ブラウザ/Telnet 操作：Web ブラウザからマトリックスマネジャーにログインする方法やそ

の特長、機能、およびブラウザのメインインターフェースについて説明します。 

 

第6章 システムの状態：マトリックスマネジャーのシステム状態パネルを使って、トランスミッタ

ー、レシーバー、ユーザー、プロファイル、およびログを管理する方法について説明し

ます。 

 

第7章 システム設定：マトリックスマネジャーのシステム設定について説明します。この章では、

全般、ANMS、LDAP/AD、RADIUS、TACACS+を使った認証、ファームウェアアップグ

レード、二重化、バックアップ/リストア、証明書、およびセッションの各タブについて説

明しています。 

 

第8章 接続：マトリックスマネジャーの接続パネルを使ってトランスミッターとレシーバーの接続

を参照したり、この接続を切断したりする方法について説明します。 
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第9章 スケジューリングされたプロファイル：マトリックスマネジャーのスケジューリングされたプ

ロファイルパネルを使って、アクティブなプロファイルスケジュールを確認する方法につ

いて説明します。 

 

第10章 セッション：マトリックスマネジャーのセッションパネルを使ってユーザーセッションを参

照したり、このセッションを切断したりする方法について説明します。 

 

第11章 リモートビューワー（AiT モデル限定）：リモートビューワーを使って、AiT モデルのトラン

スミッターに接続されたビデオソースを参照したり操作したりする方法について説明しま

す。 

 

第12章 ファームウェアアップグレードユーティリティー：お使いの KE シリーズ IP-KVM エクステ

ンダーのファームウェアをダウンロードして最新のバージョンにアップグレードする方法

について説明します。 

 

第13章 CLI コマンド：RS-232 シリアルポートまたはネットワーク接続を使って KE デバイスを設

定する際に実行可能なシリアルプロトコルおよび TCP/IP コマンドの一覧を提供しま

す。 

 

付録   製品の仕様および関連する技術情報や操作方法について説明します。 
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同梱品 

 

KE シリーズの IP-KVM エクステンダーの製品パッケージには下記のアイテムが同梱されてい

ます。 

 

KE6900/KE6940 

 トランスミッター（KE6900T/KE6940T）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 USB DVI-D KVM ケーブル（1.8m、型番：2L-7D02U)  ×1 

 DVI-D ケーブル（2m、KE6940T のみ付属） ×1 

 フットパッドセット ×1 

 電源アダプター ×1 

 ラックマウントキット   ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*   ×1 

 

レシーバー（KE6900R/KE6940R）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー  ×1 

 電源アダプター ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE6900A/KE6940A 

 トランスミッター（KE6900AT/KE6940AT）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりで

す。 

 トランスミッター  ×1 

 KVM ケーブル（DVI-D、USB、オーディオ：1.8m） ×1 

 DVI-D ケーブル（1.8m、KE6940AT のみ付属） ×1 

 電源アダプター、電源コード ×1 

 フットパッドセット（4pcs）  ×1 

 マウントキット   ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

レシーバー（KE6900AR/KE6940AR）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 
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 レシーバー   ×1 

 電源アダプター、電源コード ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE6900AiT 

 KE6900AiT の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 電源アダプター、電源コード ×1 

 KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ：1.8m） ×1 

 フットパッドセット（4pcs）  ×1 

 マウントキット   ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE6940AiT 

 KE6940AiT の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 電源アダプター、電源コード ×1 

 KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ：1.8m） ×1 

 DVI-D ケーブル（1.8m）  ×1 

 フットパッドセット（4pcs）  ×1 

 マウントキット   ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE6900ST 

 KE6900ST の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

◆ トランスミッター ×1 

◆ USB DVI-D KVM ケーブル（1.8m、型番：2L-7D02U) ×1 

◆ 電源アダプター ×1 

◆ フットパット（4pcs） ×1 

◆ ウォールマウントキット ×1 

◆ 多言語版クイックスタートガイド* ×1 

 



19 

KE6910/KE6912 

 トランスミッター（KE6910T/KE6912T）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 USB DVI-D KVM ケーブル ×1 

 電源アダプター、電源ケーブル（KE6910T のみ付属） ×1 

 フットパット（4pcs） ×1 

 マウントキット  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド* ×1 

 

レシーバー（KE6910R/KE6912R）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー   ×1 

 電源アダプター、電源コード ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE6920/KE6922 

 トランスミッター（KE6920T/KE6922T）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 電源アダプター＆電源ケーブル ×1 

 KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ、1.8m）×1  

 フットパッド（4pcs） ×1 

 マウントキット  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

レシーバー（KE6920R/KE6922R）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー  ×1 

 電源アダプター＆電源ケーブル ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE8900S 

トランスミッター（KE8900ST）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 USB HDMI KVM ケーブル（HDMI、USB、オーディオ）×1（1.8m） 

 フットパット（4pcs） ×1 
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 電源アダプター ×1 

 マウントキット  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド* ×1 

 

レシーバー（KE8900SR）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー  ×1 

 電源アダプター ×1 

 マウントキット  ×1 

◆ HDMI ケーブル抜け防止ホルダー（型番:2X-EA12）×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

KE8950/KE8952 

トランスミッター（KE8950T/KE8952T）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター  ×1 

 KVM（HDMI、USB、オーディオ）ケーブル×1（1.8m） 

 フットパッドセット   ×1 

 電源アダプター（KE8950T のみ付属） ×1 

 KE8950T 用マウントキット ×1 

 HDMI ケーブル抜け防止ホルダー（型番:2X-EA12)×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

レシーバー（KE8950R/KE8952R）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー    ×1 

 電源アダプター（KE8950R のみ付属） ×1 

◆ HDMI ケーブル抜け防止ホルダー（型番:2X-EA12）×1 

 多言語版クイックスタートガイド*   ×1 

 

KE9900ST 

 KE9900ST の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

◆ トランスミッター ×1 

◆ DisplayPort ケーブル ×1（2m） 

◆ USB2.0 Type-A→Type-B ケーブル×1（1.8m） 

◆ 電源アダプター ×1 

◆ マウントキット  ×1 
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◆ 多言語版クイックスタートガイド* ×1 

 

KE9950/KE9952 

 トランスミッター（KE9950T/KE9952T）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 トランスミッター ×1 

 DisplayPort ケーブル ×1 

 USB 2.0 Type-A→Type-B ケーブル ×1 

 フットパッドセット（4pcs） ×1 

 電源アダプター（KE9950T のみ付属） ×1 

 電源コード（KE9950T のみ付属）  ×1 

 マウントキット  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*  ×1 

 

レシーバー（KE9950R/KE9952R）の製品パッケージにおける同梱品は次のとおりです。 

 レシーバー    ×1 

 電源アダプター（KE9950R のみ付属） ×1 

 電源コード（KE9950R のみ付属）  ×1 

 多言語版クイックスタートガイド*   ×1 

 

上記のアイテムがそろっているかご確認ください。万が一、欠品または破損品があった場合は

お買い上げになった販売店までご連絡ください。 

 

本ユーザーマニュアルをよくお読みいただき、正しい使用法により、本製品および接続する機

器を安全にお使いください。 

 

* 本マニュアルの公開後に、製品仕様が追加される場合があります。最新版は弊社 Web サ

イトにアクセスしてご確認ください。 
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マニュアル表記について 

 

 

[   ] 

 

入力するキーを示します。例えば[Enter]はエンターキーを押します。複数

のキーを同時に押す場合は、[Ctrl] + [Alt]のように表記してあります。 

 

1. 

 

番号が付けられている場合は、番号に従って操作を行ってください。 

 

◆ 

 

◆印は情報を示しますが、作業の手順を意味するものではありません。 

 

→ 

 

矢印は操作の手順を示します。例えばStart → Runはスタートメニューを開

き、Run を選択することを意味します。 

 
重要な情報を示しています。 

 

 

※本マニュアルに記載されている商品名・会社名等は、各社の商標ならびに登録商標です。 
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第 1 章 

はじめに 
概要 

 

 IP-KVM エクステンダー KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/KE6910/KE6912/ 

KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940AiT/KE8900S/KE8950/KE8952/KE9900ST/KE

9950/KE9952 は、KE管理ソフトウェア（CCKM）と併用して、コンピューターのコンソール（USBキ

ーボード・USB マウス・DVI モニター）を、イーサネット経由で延長できる製品です。本製品を組

み込んだシステムによって、ネットワーク経由で複数のコンピューターにアクセスできる KVM コン

ソールをマトリックス状に形成し、個々の接続を自由に制御したり設定したりすることができます。 

 

 高性能な IP ベースの KEエクステンダーシリーズは、トランスミッターとレシーバーから構成され

ます。トランスミッターはコンピューターに接続し、コンピューターのデータをレシーバーへと送信

することで、遠隔地あるいは別の場所からコンソールに対して集約的なアクセスを実現します。コ

ンピューターには、標準的な TCP/IP ネットワーク経由またはイーサネットケーブルを直接接続し

てアクセスすることができます。したがって、コンソール（キーボード・マウス・モニター）はPC の設

置が難しい場所に設置し、コンピューターはコンソールとは別のセキュアな場所に設置したい場

合に、本製品は最適です。 

 

本エクステンダーは、遅延を最小限に抑えながら、ロスが極めて少ないビデオ圧縮品質で伝

送します。一部の機種は航空管制などで広く用いられている 2K×2K のビデオ解像度

（2048×2048@60Hz）を含む、最大 2560×2048 @50Hz の解像度に対応しています。各製品で

サポートされるビデオ解像度については、p.29「対応ビデオ解像度」を参照してください。 

 

 一部のエクステンダーは電源を冗長化できるようデュアル電源に対応しています。また、本シリ

ーズのラインナップからは、デュアル電源対応モデルで PoE（Power over Ethernet）対応の LAN

ポートを搭載しているモデルだけでなく、シングル電源モデルで PoE 対応 LAN ポートを搭載し

た機種もお選びいただけます。 

 

また、本シリーズには、1Gpbs SFP ファイバーモジュール※に対応し、最大 1Gbps の速度でネ

ットワークスイッチに接続できるモデルもあります。これらのエクステンダーは、ギガビットイーサネ

ットまたは SFP ポート経由の TCP/IP ネットワーク上において 1 対 1 で接続することができます。

いずれの方法においても、ネットワークフェイルオーバーが可能です。 
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スリムタイプ以外の IP-KVM エクステンダーには、レシーバー側から両方のユニットの設定や

操作が簡単に行える、ローカルのオンスクリーンディスプレイ（OSD）が搭載されています。また、

トランスミッターとレシーバーの両方に RS-232 ポートを搭載しているため、設定用のシリアルター

ミナル、またはタッチパネルやバーコードリーダーなどのシリアルデバイスに接続可能です。 

 

本シリーズの IP-KVM エクステンダーにはスリムタイプも提供されており、型番は KE6900ST、

KE8900S、KE9900ST です。これらのモデルは、ローカルコンソールやオーディオ伝送は不要で

も、高度な KE モデルの接続機能は利用したいといったユーザー向けに開発された、低コストな

スリムタイプのエクステンダーです。KE6900ST は、DVI 入力に対応したスリムタイプ IP-KVM トラ

ンスミッターです。KE8900S は、スリムタイプの IP-KVM トランスミッター（KE8900ST）と IP－KVM

レシーバー（KE8900SR）から構成されており、コンピューターから入力された HDMI ビデオ信号

を HDMI ディスプレイ 1 台に出力します。KE9900ST は、DisplayPort 入力に対応したスリムタイ

プの IP-KVM トランスミッターです。トランスミッターKE8900ST および KE9900ST には、いずれも、

DC 電源ジャックに加えて DC ターミナルブロックが 1 箇所ありますので、セットアップにお使いい

ただけます。 

 

 IP-KVM エクステンダーは、対応するビデオインターフェース（DVI、HDMI、DisplayPort など）、

ビデオ解像度、また、冗長電源やネットワークフェイルオーバーの機能が、機種によって異なる

ため、アドミニストレーター/ユーザーは現在の環境に合わせて、あるいは想定内や想定外の拡

張に備えて、最適なモデルを選択したり、カスタマイズしたりすることを検討するかもしれません。 
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 各モデルのインターフェースや機能および特長は下表を参照してください。 

 

型番 DVI HDMI DisplayPort 
PoE 経由の 

冗長電源* 

セカンド電源

ジャックから

の冗長電源 

ネットワークフェイ

ルオーバー - 

SFP 

KE6900 1 - - - - - 

KE6900A 1 - - - 1 1 

KE6900AiT 1 - - - 1 1 

KE6900ST 1 - - - - - 

KE6910 1 - - - 1 1 

KE6912 1 - - 1 - 1 

KE6920 1 - - - 1 2 

KE6922 1 - - 1 1 2 

KE6940 2 - - - - - 

KE6940A 2 - - - 1 1 

KE6940AiT 2 - - - 1 1 

KE8900S - 1 - - - - 

KE8950 - 1 - - - 1 

KE8952 - 1 - 1 - 1 

KE9900ST - - 1 - - - 

KE9950 - - 1 - 1 1 

KE9952 - - 1 1 - 1 

* PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源ボードが必要です（詳細は p.103

「PoE による冗長電源」を参照してください）。 

 

 本シリーズの製品の各ユニットには、固有の IP アドレスが割り当てられるので、1 対 1（エクステ

ンダーモード）、1 対多（分配器モード）、多対 1（スイッチモード）、および多対多（マトリックスモ

ード）での通信ができます。 

 

 マトリックスマネジャーソフトウェア（CCKM）を使用すると、上記のようなマトリックス接続を定義

したり、各種機能（同一 LAN セグメント上にあるデバイスの自動検知、ユーザー名とパスワードに

よる認証、接続の切替や共有、スケジューリング、権限設定など）を使って KE エクステンダーを

管理したりすることができます。コンピューターのコンソールを延長する目的が、システム監視、

ブロードキャスト、編集、ワークステーションのセットアップのいずれであるにせよ、本シリーズの

DVI 対応 IP-KVM エクステンダーは、1 台から数百台のコンピューターを延長した接続を自由に
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操作して管理します。 

 

注意： SFP モジュールは別売品です。対応 SFP モジュール型番 - SM(10km)：2A-136G、

MM(550m)：2A-137G。詳細については、弊社 Web サイトにアクセスするか、販売店ま

でお問い合わせの上、ご確認ください。 
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特長 

 

 コンピューターのコンソール（USB キーボード・USB マウス・DVI モニター）をイーサネット経由

で延長できる IP-KVM エクステンダー 

 デュアルコンソール操作 – トランスミッター/レシーバーに接続された USB キーボード、USB

マウス、モニターからコンピューターの操作が可能 

 RS-232 シリアルポート搭載※1 – タッチスクリーン、バーコードリーダー等のシリアル機器が接

続可能 

 解 像 度 ※ 2 - 最 大 1920×1200@60Hz 、 24 ビ ッ ト 色 深 度 （ KE69 シ リ ー ズ ） 。 最 大

3840×2160@30Hz（4:4:4）、36 ビット色深度（KE89/KE99 シリーズ） 

 解像度（640×480～1920×1200@60Hz)に対応（KE69 シリーズ）。解像度（640×480～

3840×2160@30Hz(4:4:4)）に対応（KE89/KE99 シリーズ） 

 2K×2K のビデオ解像度に対応（2048×2048@60Hz）（KE6910/KE6912/KE6920/KE6922） 

 レシーバーに搭載された OSD（オンスクリーンディスプレイ）で、トランスミッターとレシーバーの

両方の設定が可能 

 マトリックスマネジャーWeb GUI による管理※3 

 PoE（Power over Ethernet）対応 - IEEE 802.3at および IEEE802.3af 準拠（KE6912/KE6922/ 

KE8952/KE9952） 

 マルチスクリーンコントロール - マウスカーソルを画面の端に移動させるだけで、他のレシー

バーへ簡単切替 

 インテリジェントデュアルビデオ出力管理 – デュアルディスプレイ対応のトランスミッター1 台

か ら ビ デ オ ソ ー ス を 2 系 統 に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ を 別 々 の レ シ ー バ ー に 接 続

（KE6940/KE6940A） 

 ギガビットイーサネットポート接続対応 

 リモートログインセキュリティ 

 DVI デジタル/アナログモニター対応（KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/ 

KE6910/KE6912/KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940AiT） 

 HDMI モニター対応（KE8900S/KE8950/KE8952） 

 DisplayPort モニター対応（KE9900ST/KE9950/KE9952） 

 8KV/15KV ESD 保護および 2KV サージ保護 

 2ch アナログ（KE69 シリーズ）および 7.1ch サラウンドサウンド（KE89/KE99 シリーズ）ステレオ

スピーカーおよびマイクロフォンに対応 

 Auto-MDIX 対応 – LAN ケーブルの種類（ストレート/クロス）を自動判別 

 ワイド画面対応 
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 高画質ビデオストリーミング対応 - ATEN の高度なグラフィックプロセッサー搭載で、延長距

離に関わらずクリアでシャープな画像を出力可能 

 バーチャルメディア対応 

 ホットプラグ対応 

 ウォールマウント対応 

 ファームウェアアップグレード対応 

 HDMI オーディオ対応（KE8900S/KE8950/KE8952/KE9900ST/KE9950/KE9952） 

 適応力に優れた高速切替機能 - トランスミッターの異なるビデオ解像度をレシーバー側のデ

ィスプレイにおいて 0.3 秒以内で高速切替（KE6910/KE6912） 

 認証ロック  - システムの電源が投入された際に電源 OFF 前の状態に自動ログイン

（KE6910/KE6912） 

 冗長接続 - トランスミッターとの接続が切断された場合は、別のトランスミッターへと自動接続

することで、サーバーへの継続的なアクセスを確保（KE6900A/KE6900AiT/KE6910/ 

KE6912/KE6920/KE6922/KE6940A/KE6940AiT） 

 切断警告 - 警告メッセージをポップアップ表示しビープ音を連続して鳴らすことで、ユーザ

ーに切断状況を通知（KE6910/KE6912） 

 インスタントリンク – レシーバー（Rx）側のディスプレイでトランスミッター（Tx）を直感的かつ効

率的に切替 

 「プッシュ」＆「プル」 - クリック 1 つで 1 台の Rx またはビデオウォールに対してコンテンツを

簡単に共有 

 ビデオウォール - 各レイアウトにおいて最大 8×8（最大 64 台のディスプレイ）で複数のビデ

オウォールを作成 

 複数同時アクセス用に 4 つの選択可能なアクセスモード（排他/占有/共有/表示のみモード） 

 Windows/Java クライアントを使ってインターネット経由でリモートアクセス可能 

 レシーバーのアクセス制御 – ユーザーはトランスミッター側のローカルコンソールから制御ボ

タンを押すだけで、レシーバーのアクセスを有効/無効に切替可能※4 

 

注意： 1. RS-232 ポートは、Tx/Rx/CTS/RTS/DTR/DSR 信号のみに対応しています。 

2. 詳細については、次の「対応ビデオ解像度」のセクションを参照してください。 

3. マ ト リ ッ ク ス マ ネ ジ ャ ー の ソ フ ト ウ ェ ア は 、 弊 社 Web サ イ ト

（https://www.aten.com/jp/ja/）における esupport のユーザー登録後、個人アカ

ウントからダウンロードすることができます。無償版では最大 8 台の KE デバイスに

対応しています。このソフトウェアの完全版ライセンスをお求めの場合は、販売店

までお問い合わせください。 

4. 制御ボタン（2XRT-0015G）は製品パッケージに同梱されていません。お求めの

際には弊社販売代理店までお問い合わせください。 



29 

 

対応ビデオ解像度 

解像度 

KE6900 

KE6940 

KE6900A 

KE6940A 

KE6900AiT 

KE6940AiT 

KE6910 

KE6912 

KE6920 

KE6922 

KE8950 

KE8952 

KE9950 

KE9952 

KE6900ST 

KE8900S 

KE9900ST 

3840×2160 @ 24/25/30 Hz 
  

● 
 

3440×1440 @ 50 Hz 
  

● 
 

2560×2048 @ 50 Hz 
 

● 
  

2560×1600 @ 60 Hz 
 

● ● 
 

2560×1440 @ 60 Hz 
 

● ● 
 

2560×1080  

@ 24/25/30/50/60/100/120 Hz 

  
● 

 

2048×2048 @ 30/60 Hz 
 

● 
  

2048×1536 @ 60 Hz 
 

● ● 
 

2048×1536 @ 30 Hz 
 

● 
  

2048×1152 @ 60 Hz 
 

● 
  

1600×1600 @ 60 Hz 
 

● 
  

1920×2160 @ 60 Hz 
 

● 
  

1920×2160 @ 30 Hz 
 

● ● 
 

1920×1440 @ 60 Hz 
 

● ● 
 

1920×1200 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1920×1080 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1600×1200 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1680×1050 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1400×1050 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1280×1024 @ 60/75 Hz ● ● ● ● 

1280×960 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1280×800 @ 60 Hz 
 

● 
  

1600×900 @ 60 Hz ● ● ● ● 

（表は次のページに続きます） 
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解像度 

KE6900 

KE6940 

KE6900A 

KE6940A 

KE6900AiT 

KE6940AiT 

KE6910 

KE6912 

KE6920 

KE6922 

KE8950 

KE8952 

KE9950 

KE9952 

KE6900ST 

KE8900S 

KE9900ST 

1440×900 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1152×864 @ 75 Hz ● ● ● ● 

1366×768 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1280×720 @ 60 Hz ● ● ● ● 

1024×768 @ 60/70/75/85 Hz ● ● ● ● 

848×480 @ 60 Hz  ●   

800×600 @ 56/60/72/75/85Hz ● ● ● ● 

720×400 @ 70/85 Hz ● ● ● ● 

640×480 @ 60/72/75/85 Hz ● ● ● ● 
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システム要件 

 

コンソール 

 （KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/KE6910/KE6912/KE6920/KE6922 の場合）接

続する機器の解像度に対応した DVI モニター×1 

 （KE6940/KE6940A/KE6940AiTの場合）接続する機器の解像度に対応したDVIモニター×2 

 （KE8900S/KE8950/KE8952 の場合）接続する機器の解像度に対応した HDMI モニター×1 

 （KE9900ST/KE9950/KE9952 の場合）接続する機器の解像度に対応した DisplayPort モニタ

ー×1 

 USB マウス×1 

 USB キーボード×1 

 マイクロフォンおよびスピーカー×1 

 

コンピューター 

 本製品に接続するコンピューターには、以下のハードウェア環境が必要です。 

 （ KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6900ST/KE6910/KE6912/KE6920/KE6922 の 場 合 ）

DVI ポート×1 

 （KE6940/KE6940A/KE6940AiT の場合）DVI ポート×2 

 （KE8900S/KE8950/KE8952 の場合）HDMI ポート×1 

 （KE9900ST/KE9950/KE9952 の場合）DisplayPort ポート×1 

 USB Type-A ポート 

 オーディオポート 

 

ケーブル 

 システムのレイアウトを簡素化し、理想的な状態でデータ転送を行うには、本製品に同梱され

ている USB KVM ケーブルの使用を推奨します。 

 

最小ハードウェア/ソフトウェア要件 

 マトリックスマネジャーソフトウェアを動作させるコンピューターには以下のハードウェア環境およ

びソフトウェアが必要です。 
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 プロセッサー – Pentium 4、2.60GHz 以上 

 メモリ – 1GB 以上 

 HDD – 500MB 以上 

 Web ブラウザ – Internet Explorer 10（以降）、Chrome 70（以降）、Firefox 62（以降） 

 OS 要件： 

 Windows 7、8.1、10、Server 2008、Server 2012、Server 2016 

 Linux Ubuntu 16.04、CentOS 7 

 

注意： 上記のOSにおいて Java Runtime Environment（JRE） 8以降のインストールが必要です。 
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製品各部名称 

 

KE6900T（トランスミッター）フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに接

続して、トランスミッターをコンピューターと接続します。 

3 RS-232シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リ モ ー ト / ロ ー カ ル

LED（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側のど

ちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がア

クティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のと

おりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6900T（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Configure（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由で

シリアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

9 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 
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KE6900R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアク

ティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のとおり

です。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランス

ミッター側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシー

バー側にあることを表します。 

5 グラフィックスボタン 表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適

化します。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF

にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグル

ボタンはグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場

合は、p.85「USB Mode（USBモード）」をご参照の上、設定を

行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポ

ートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのように

オーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺

機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意くださ

い。 
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KE6900R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定

を行ってください。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソール 

ポート 

USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

10 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 
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KE6900AT（トランスミッター）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポート 製品パッケージに同梱されている USB KVM ケーブルを使っ

て、トランスミッターとコンピューターを接続します。 

3 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

4 リ モ ー ト / ロ ー カ ル

LED 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側のど

ちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がア

クティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のと

おりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6900AT（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Configure（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由で

シリアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

7 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

9 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

10 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

11 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6900AR（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアク

ティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のとおり

です。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランス

ミッター側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシー

バー側にあることを表します。 

5 グラフィックスボタン 表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適

化します。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF

にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグル

ボタンはグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場

合は、p.85「USB Mode（USBモード）」をご参照の上、設定を

行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポ

ートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのように

オーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺

機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意くださ

い。 
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KE6900AR（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、

設定を行ってください。 

 この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

5 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

6 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

7 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

8 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

9 コンソール 

ポート 

USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

10 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

11 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6900AiT（トランスミッター）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポート 製品パッケージに同梱されている USB KVM ケーブルを使っ

て、トランスミッターとコンピューターを接続します。 

3 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

4 リ モ ー ト / ロ ー カ ル

LED 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側のど

ちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がア

クティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のと

おりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6900AiT（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

はにマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 インターネットポート インターネットにつながっているイーサネットケーブルを接続す

ると、Web インターフェースへのアクセスが可能になります。 

6 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

7 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Configure（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由で

シリアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

8 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

9 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

10 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

11 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6910T/KE6912T（トランスミッター）フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに接

続して、トランスミッターをコンピューターと接続します。 

3 RS-232シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リ モ ー ト / ロ ー カ ル

LED（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側のど

ちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がア

クティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のと

おりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6910T/KE6912T（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Configure（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由で

シリアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE経由の冗長電源には、バージョンB01G以降の電

源ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を

参照してください）。 

9 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

10 DVI-D 出力 DVI モニターを接続します。 

11 電源ジャック 

（KE6910T のみ） 

冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6910R/KE6912R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアク

ティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のとおり

です。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランス

ミッター側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシー

バー側にあることを表します。 

5 グラフィックスボタン 表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適

化します。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF

にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグル

ボタンはグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場

合は、p.85「USB Mode（USBモード）」をご参照の上、設定を

行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポ

ートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのように

オーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺

機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意くださ

い。 
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KE6910R/KE6912R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、

設定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソール 

ポート 

USB キーボード・マウスを接続します。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源

ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を参照

してください）。 

10 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

11 DVI-D 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 

（KE6910R のみ） 

冗長電源用にサブ電源を接続します。 

 

  



57 

 

KE6920T/KE6922T（トランスミッター）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポート 製品パッケージに同梱されている USB KVM ケーブルを使っ

て、トランスミッターとコンピューターを接続します。 

3 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

4 リ モ ー ト / ロ ー カ ル

LED 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側のど

ちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がア

クティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のと

おりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6920T/KE6922T（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 

  



59 

 

No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Configure（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由で

シリアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源

ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を参照

してください）。 

9 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

10 DVI-D 出力 DVI モニターを接続します。 

11 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6920R/KE6922R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアク

ティブである場合は点滅します。状態を表す色は次のとおり

です。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランス

ミッター側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシー

バー側にあることを表します。 

5 グラフィックスボタン 表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適

化します。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF

にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグル

ボタンはグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場

合は、p.85「USB Mode（USBモード）」をご参照の上、設定を

行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポ

ートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのように

オーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺

機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意くださ

い。 
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KE6920R/KE6922R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、

設定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源

ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を参照

してください）。 

10 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

11 DVI-D 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6940T（トランスミッター）フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに

接続して、コンピューターと接続します。 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リモート/ローカル LED

（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側の

どちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6940T（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコントロ

ールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシーバ

ーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

9 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 
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KE6940R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアクティブ

である場合は点滅します。状態を表す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランスミッター

側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシーバー側

にあることを表します。 

5 グラフィックス

ボタン 

表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適化しま

す。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグルボタン

はグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場合は、

p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポートし

ません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオ

やビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続して

も、正しく動作しませんので、ご注意ください。 
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KE6940R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設

定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

10 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 
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KE6940AT（トランスミッター）フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルと DVI ケーブルをこ

れらのポートに接続して、コンピューターと接続します。 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リモート/ローカル LED

（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側の

どちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6940AT（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコントロ

ールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシーバ

ーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

7 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

9 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

10 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

11 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6940AR（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアクティブ

である場合は点滅します。状態を表す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランスミッター

側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシーバー側

にあることを表します。 

5 グラフィックス

ボタン 

表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適化しま

す。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグルボタン

はグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場合は、

p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポートし

ません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオ

やビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続して

も、正しく動作しませんので、ご注意ください。 
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KE6940AR（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設

定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

5 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

6 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

7 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

8 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

9 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

10 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

11 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6940AiT（トランスミッター）フロントパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルと DVI ケーブルをこ

れらのポートに接続して、コンピューターと接続します。 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リモート/ローカル LED

（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側の

どちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE6940AiT（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 インターネットポート インターネットにつながっているイーサネットケーブルを接続す

ると、Web インターフェースへのアクセスが可能になります。 

6 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

7 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）側

とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM 操

作権を共有します（両側から同時アクセス可能）*。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコントロ

ールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシーバ

ーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ与

えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232およびオーディオ

の各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッター

側では動作しないので、ご注意ください。 

8 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

9 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

10 SFP スロット ギガビットイーサネット（GbE）光ファイバーケーブルで、この部

分から LAN に接続します。 

11 DVI-I 出力 DVI モニターを接続します。 

12 電源ジャック 冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE6900ST（トランスミッター）フロント/リア/トップパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに

接続して、コンピューターと接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

注 意 ： LAN 接 続 が 検 出 さ れ る と 、 シ リ ア ル コ マ ン ド は

KE6900ST にバイパスされ、ネットワーク経由でレシーバーに

送信されます。LAN 接続が検出されないと、シリアルコマンド

は、ローカルで設定や操作を行うもの として自動的に

KE6900ST に送られます。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

7 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE8950T/KE8952T（トランスミッター）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに

接続して、コンピューターと接続します。 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リモート/ローカル LED

（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側の

どちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE8950T/KE8952T（トランスミッター）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用

してください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）

側とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM

操作権を共有します（両側から同時アクセス可能）。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシ

リアル接続を行う際に設定します。IP-KVM アクセスコン

トロールボックス（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシ

ーバーの操作権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ

与えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232 およびオーディ

オの各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッタ

ー側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を

行うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電

源ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を

参照してください）。 

9 SFP ポート 本体を LAN につなぐ GbE 光ファイバーケーブルを接続しま

す。 

10 HDMI 出力 HDMI モニターを接続します。 
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KE8950R/KE8952R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアクティブ

である場合は点滅します。状態を表す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランスミッター

側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシーバー側

にあることを表します。 

5 グラフィックス

ボタン 

表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適化しま

す。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグルボタン

はグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場合は、

p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポートし

ません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオ

やビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続して

も、正しく動作しませんので、ご注意ください。 
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KE8950R/KE8952R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設

定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源

ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を参照

してください）。 

10 SFP ポート 本体を LAN につなぐ GbE 光ファイバーケーブルを接続しま

す。 

11 HDMI 出力 HDMI モニターを接続します。 
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KE8900ST（トランスミッター）フロント/リア/トップパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接

続がアクティブである場合は点滅します。状態を表

す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 RS-232 シ リ ア ル ポ ー ト

（DB-9 ピン メス） 

シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

注意：LAN 接続が検出されると、シリアルコマンドは

KE8900ST にバイパスされ、ネットワーク経由でレシーバ

ーに送信されます。LAN 接続が検出されないと、シリアル

コマンドは、ローカルで設定や操作を行うものとして自動

的に KE8900ST に送られます。 

6 USB Type-B ポート コンピューターとの接続を行う USB ポートです。 

7 HDMI 入力ポート ローカル HDMI モニターのケーブルを接続します。 

8 3 極ターミナルブロック DC ＋および－のワイヤー（DC 12～48V）を電源入力用

のターミナルブロックに接続します。 

9 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

10 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 
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KE8900SR（レシーバー）フロント/リア/トップパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意： 

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用す

る場合は、p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の

上、設定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントを

サポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラ

のようにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う

USB 周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、

ご注意ください。 

2 コンソールポート このユニットで使用する USB キーボードと USB マウスを接続

するポートです。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

3 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

4 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

5 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 

6 LAN ポート  LAN ケーブルを接続します。 

7 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

シリアル制御用にコンピューターと接続する RS-232 シリアル

ポートです。 

注 意 ： LAN 接 続 が 検 出 さ れ る と 、 シ リ ア ル コ マ ン ド は

KE8900SR にバイパスされ、ネットワーク経由でレシーバーに

送信されます。LAN 接続が検出されないと、シリアルコマンド

は、ローカルで設定や操作を行うもの として自動的に

KE8900SR に送られます。 

8 HDMI 出力ポート ローカル HDMI モニターのケーブルを接続します。 

9 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

10 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 
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KE9900ST（トランスミッター）フロント/リア/トップパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接

続がアクティブである場合は点滅します。状態を表

す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 

4 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

5 RS-232 シ リ ア ル ポ ー ト

（DB-9 ピン メス） 

シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

注意：LAN 接続が検出されると、シリアルコマンドは

KE9900ST にバイパスされ、ネットワーク経由でレシーバ

ーに送信されます。LAN 接続が検出されないと、シリアル

コマンドは、ローカルで設定や操作を行うものとして自動

的に KE9900ST に送られます。 

6 USB Type-B ポート コンピューターとの接続を行う USB ポートです。 

7 DisplayPort 入力ポート ローカル DisplayPort モニターのケーブルを接続します。 

8 3 極ターミナルブロック DC ＋および－のワイヤー（DC 12～48V）を電源入力用

のターミナルブロックに接続します。 

9 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

10 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 
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KE9950T/KE9952T（トランスミッター）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 オーディオ入力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

2 KVM ポートセクション 製品同梱の USB タイプの KVM ケーブルをこれらのポートに

接続して、コンピューターと接続します。 

3 RS-232 シリアルポート

（DB-9 ピン メス） 

レシーバー側でシリアル機器を使用する場合は、ストレートケ

ーブル（オス – メス）でコンピューターと接続してください。 

4 リモート/ローカル LED

（グリーン） 

コンピューターの KVM 操作がローカル側またはリモート側の

どちらにあるかを点灯状態で表します。 

5 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続が

アクティブである場合は点滅します。状態を表す色は次

のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

6 電源 LED 本体に電源が入るとブルーに点灯します。 
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KE9950T/KE9952T（トランスミッター）リアパネル 

 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物

を使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に

戻します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、

このボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その

後ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデ

フォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ出力ポート ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用

してください。 

 Auto（オート/初期位置） - ローカル（トランスミッター）

側とリモート（レシーバー）側とで、コンピューターの KVM

操作権を共有します（両側から同時アクセス可能）。 

 RS-232 Config/Access Control（RS-232 設定/アクセス

制御） - RS-232ポート経由でシリアル接続を行う際に設

定 し ま す 。 IP-KVM ア ク セ ス コ ン ト ロ ー ル ボ ッ ク ス

（2XRT-0015G）を接続すると、接続レシーバーの操作

権限を有効/無効にすることができます。 

 Local（ローカル） - 操作権はトランスミッター側にのみ

与えられ、レシーバー側は閲覧のみとなります。 

注意：「Auto」（オート）モードの場合、RS-232 およびオーディ

オの各機能はレシーバー側では動作しますが、トランスミッタ

ー側では動作しないので、ご注意ください。 

6 RS-232 ポート シリアル機器接続用の RS-232 シリアルポートです。 

7 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。 

8 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を

行うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電

源ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を

参照してください）。 

9 SFP スロット 本体を LAN につなぐ GbE 光ファイバーケーブルを接続しま

す。 

10 DisplayPort 出力 DisplayPort モニターを接続します。 

11 電源ジャック 

（KE9950T のみ） 

冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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KE9950R/KE9952R（レシーバー）フロントパネル 

 

No. 名称 説明 

1 電源 LED 電源が入っている場合、ブルーに点灯します。 

2 LAN LED ネットワークの状態を次の点灯状態で表します。 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアクティブ

である場合は点滅します。状態を表す色は次のとおりです。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

 LAN に接続していない場合は、OFF になります。 

3 ローカル LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がトランスミッター

側にあることを表します。 

4 リモート LED グリーンに点灯した時は、コンピューターの KVM 操作がレシーバー側

にあることを表します。 

5 グラフィックス

ボタン 

表示画質を可能な限り最高のレベルまで引き上げ、画質を最適化しま

す。このトグルボタンは、ビデオボタンのオプションを OFF にします。 

デフォルトではグラフィックスモードが選択されています。 

6 OSD ボタン このボタンを押すと、OSD を起動します。 

7 ビデオボタン 表示画質を映像再生に最適なレベルに設定します。このトグルボタン

はグラフィックスボタンのオプションを OFF にします。 

(表は次のページに続きます) 

  



100 

 

No. 名称 説明 

8 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する場合は、

p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポートし

ません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオ

やビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続して

も、正しく動作しませんので、ご注意ください。 
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KE9950R/KE9952R（レシーバー）リアパネル 

 

No. 名称 説明 

1 グランドターミナル 製品本体を接地する接地線を接続します。 

2 リセット このスイッチは、クリップやボールペンのような先の尖った物を

使って押してください。 

 このボタンを押して離すと、ユニットを再起動します。 

 3 秒以上長押しすると、工場出荷時のデフォルト設定に戻

します*。 

 ファームウェアアップグレードの失敗から回復するには、こ

のボタンを押したままユニットの電源を OFF にし、その後

ボタンを押したまま電源を再投入します。 

注意：工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン

情報（ユーザーネーム/パスワード）を除くすべての設定がデフ

ォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするには、

p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

3 オーディオ 

出力ポート 

ステレオミニジャックのうち、グリーンにはスピーカーを、ピンク

にはマイクロフォンを、それぞれ接続します。 

4 USB ポート バーチャルメディアや USB デバイス用に使用します。 

注意：  

1. このポートに USB ストレージデバイスを接続して使用する

場合は、p.85「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設

定を行ってください。 

2. この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサ

ポートしません。したがって、スピーカーや Web カメラのよ

うにオーディオやビデオデータのストリーミングを行う USB

周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、ご注意

ください。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 電源ジャック 電源アダプターのケーブル部分を接続します。 

6 ファンクションスイッチ ユニットのモードを設定するには、このスライドスイッチを使用し

てください。 

 Extension（拡張/初期位置） - 通常の TX/RX 拡張モー

ドが使用可能な状態にします。 

 RS-232 Config（RS-232 設定） - RS-232 ポート経由でシリ

アル接続を行う際に設定します。 

7 RS-232 ポート シリアルターミナル接続用の RS-232 シリアルポートです。 

8 コンソールポート USB キーボード・マウスを接続します。キーボードやマウスの特

殊機能を使用する場合は、4 の USB ポートへ接続し、p.196

「USB Mode（USB モード）」をご参照の上、設定を行ってくださ

い。 

9 LAN ポート LAN ケーブルを接続します。 

このポートは PoE 対応*のため、冗長電源やケーブル管理を行

うことができます。 

注意：PoE 経由の冗長電源には、バージョン B01G 以降の電源

ボードが必要です（詳細は p.103「PoE による冗長電源」を参照

してください）。 

10 SFP スロット 本体を LAN につなぐ GbE 光ファイバーケーブルを接続しま

す。 

11 DisplayPort 出力 DisplayPort モニターを接続します。 

12 電源ジャック 

（KE9950R のみ） 

冗長電源用にサブ電源を接続します。 
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PoE による冗長電源 

 PoE 対応モデルで電源を冗長化する場合は、製品本体の底面に「Power Board Version: B01G」

と印刷されたラベルが貼られていることをご確認ください。下図は、ラベルの例です。 
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第 2 章 

ハードウェアセットアップ 
 

 

1. 機器の設置に際し重要な情報をp.11に記載しています。作業の前に、必ず

目を通してください。 

2. 今から接続する装置すべての電源がオフになっていることを確認してくださ

い。キーボードに起動機能がついている場合は、コンピューターの電源ケ

ーブルも抜いてください。 

 

マウント方法 

 

トランスミッターは、システムラックや壁の使いやすいところに自由にマウントしてお使いいただ

けます。 

 

注意： オプションのラックマウントキットを使った方法でセットアップすることも可能です。詳細

については p.112「オプションのラックマウント方法」を参照してください。 

また、AiT モデルは、平置きで積み重ねてセットアップするのではなく、適切に排気が

行われるようシステムラックまたは壁にマウントすることを推奨します。 

 

 後続のセクションでは、製品パッケージに同梱されたマウントキットを使ってトランスミッターを取

り付ける方法について説明します。 
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ブラケットの取付 

 ユニットにマウント用ブラケットを取り付けるには、次の手順に従って作業を行ってください。 

 

非スリムタイプのトランスミッター 

注意： 非 ス リム タ イプ の ト ラ ンス ミッ ター （ KE6900 、 KE6900A 、 KE6900AiT 、 KE6910 、

KE6912、KE6920、KE6922、KE6940、KE6940A、KE6940AiT、KE8950、KE8952、

KE9950、KE9952）は、次に説明する KE6900 の手順と同様に取り付けることができま

す。 

 

1. ユニットの下図の部分にあるネジを取り外してください。 

 

 

2. トランスミッターの下図の部分に、手順 1 で取り外したネジを使ってマウント用ブラケットを取

り付けてください。 
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スリムタイプのトランスミッター（KE6900ST） 

 マウントキットに付属しているネジを使用して、下図のようにマウント用ブラケットをトランスミッタ

ーの底面に取り付けてください。 

 

 

 

スリムタイプのトランスミッター（KE8900ST/KE9900ST） 

 手順説明の図で使用されているのは KE8900ST です。 

 

1. ユニットの下図の部分にあるネジを取り外してください。 
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2. トランスミッターの下図の部分に、手順 1 で取り外したネジを使ってマウント用ブラケットを取

り付けてください。 
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ラックマウント 

非スリムタイプのトランスミッター 

注意： 非 ス リム タ イプ の ト ラ ンス ミッ ター （ KE6900 、 KE6900A 、 KE6900AiT 、 KE6910 、

KE6912、KE6920、KE6922、KE6940、KE6940A、KE6940AiT、KE8950、KE8952、

KE9950、KE9952）は、次に説明する KE6900 の手順と同様に取り付けることができま

す。 

 

マウント用ブラケットを、ラックの適当な場所にネジ止めしてください。 

 

 

注意： ラックにブラケットを取り付ける際に必要となるネジは製品には同梱されていません。

製品をラックにマウントする場合は、お手数ですが、お使いのシステムラックに適した

ネジを別途ご用意ください。 
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スリムタイプのトランスミッター（KE6900ST） 

マウント用ブラケットを、ラックの適当な場所にネジ止めしてください。 

 

 

注意： ラックにブラケットを取り付ける際に必要となるネジは製品には同梱されていません。

製品をラックにマウントする場合は、お手数ですが、お使いのシステムラックに適した

ネジを別途ご用意ください。 

 

スリムタイプのトランスミッター（KE8900ST/KE9900ST） 

マウント用ブラケットを、ラックの適当な場所にネジ止めしてください。 
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ウォールマウント 

非スリムタイプのトランスミッター 

注意： 非 ス リム タ イプ の ト ラ ンス ミッ ター （ KE6900 、 KE6900A 、 KE6900AiT 、 KE6910 、

KE6912、KE6920、KE6922、KE6940、KE6940A、KE6940AiT、KE8950、KE8952、

KE9950、KE9952）は、次に説明する KE6900 の手順と同様に取り付けることができま

す。 

 

マウント用ブラケット中央の穴を使って、壁面の安全な場所にブラケットをネジ止めしてくださ

い。 

 

 

注意： 壁面固定用のネジは製品パッケージに同梱されていません。 
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スリムタイプのトランスミッター（KE6900ST） 

マウント用ブラケット中央の穴を使って、壁面の安全な場所にブラケットをネジ止めしてくださ

い。 

 

 

スリムタイプのトランスミッター（KE8900ST/KE9900ST） 

マウント用ブラケット中央の穴を使って、壁面の安全な場所にブラケットをネジ止めしてくださ

い。 
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オプションのラックマウント方法 

 

 ラックマウントの利便性と柔軟性を高めるために、下表のオプションラックマウントキットがご利用い

ただけます。 

 

マウントの種類 型番 

デュアルラックマウントキット※1 2X-021G 

シングルラックマウントキット※1 2X-031G 

ビデオエクステンダー ラックマウントキット※2 

（KE6900ST、KE8900ST、KE8900SR、KE9900ST 用） 
VE-RMK1U 

 

※1 KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6910/KE6912/KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A 

/KE6940AiT/KE8950/KE8952/KE9950/KE9952 に対応しています。 

※2 これらの製品のマウント方法については、VE-RMK1U のユーザーマニュアルを参照してくだ

さい。 
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デュアルラックマウントキットを使ったセットアップ方法 

 デュアルラックマウントキット「2X-021G」は、2 台のユニット（KE6900/KE6900A/KE6900AiT/ 

KE6910/KE6912/KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940AiT/KE8950/KE8952/KE9950/

KE9952）を横並びに結合して、1U のサーバーラックスペースにセットアップします。 

 

トランスミッター 

 ここでは KE8950T を例として説明します。 

 

1. 2 台のユニットで、リンクブラケットを取り付ける位置にあたる場所から 1 台につき 2 個ずつネジ

を外したら、このブラケットを図の位置に合わせ、先ほど取り外したネジで固定してください。 

 

 

2. 各ユニットから、下図に示した位置（底面および側面）にあるネジを取り外してください。 

 

リンクブラケット 

ネジを外す 

ネジを外す 
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3. 手順 2 で取り外したネジを使って、下図の位置にマウント用ブラケットを取り付けてください。 

 

4. マウント用ブラケットをラックにネジ止めしてください。 

 

 

  



115 

 

レシーバー 

 ここでは KE8950R を例として説明します。 

 

1. レシーバーから、下図に示した位置にあるネジ（8 箇所）を取り外し、側面のプラスチックカバ

ーを外してください 

 

2. 2 台のユニットで、リンクブラケットを取り付ける位置にあたる場所から 1 台につき 2 個ずつネジ

を外したら、このブラケットを図の位置に合わせ、先ほど取り外したネジで固定してください。 

 

  

リンクブラケット 
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3. 各ユニットから、下図に示した位置（底面および側面）にあるネジを取り外してください。 

 

 

4. 手順 3 で取り外したネジを使って、下図の位置にマウント用ブラケットを取り付けてください。 

 

5. マウント用ブラケットをラックにネジ止めしてください。 

 

 

ネジを外す 

ネジを外す 
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シングルラックマウントを使ったセットアップ方法 

シングルラックマウントキット「2X-031G」は、1U のサーバーラックスペースにおいて、 

KE6900/KE6900A/KE6900AiT/KE6910/KE6912/KE6920/KE6922/KE6940/KE6940A/KE6940

AiT/KE8950/KE8952/KE9950/KE9952 のユニットを 1 台ずつセットアップします。 

 

1. ユニットから、下図に示した位置にあるネジ（8 箇所）を取り外し、側面のプラスチックカバーを

外してください（レシーバーのユニットのみ）。 

 

 

 

2. ユニットから、下図に示した位置にあるネジ（底面および側面）を取り外してください。 
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3. 手順 2 で取り外したネジを使って、ユニットの左側面と右側面にマウント用ブラケットを取り付け

てください。 

 

 

4. 手順 3 で取り付けたマウント用ブラケットをラックにネジ止めしてください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6900/KE6940） 

 

 KE6900/KE6940 を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だ

けです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.122 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. トランスミッター側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカ

ー)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください。ポートにはわかりやすくするため、接続

するデバイスのアイコンと PC99 準拠のカラーリングが施されています※1。 

 

2. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルにある

KVM セクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 手順 2 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ接

続してください。 

 

4. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

5. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 

 

6. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

をトランスミッターの電源ジャックに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニター、スピーカー、

マイク)をレシーバーのコンソールセクションにある当該ポートにそれぞれ接続してください※2。 

 

8. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 



121 

 

9. 製品に同梱されている 2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの

電源ケーブルをレシーバーの電源ジャックに接続してください。 

 

10. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. KE6940 に DVI モニターを 2 台接続する場合は、同梱の DVI ケーブルで 2 台目

の DVI モニターとコンピューターを KE6940 に接続してください。 

2. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、USB ポートに接続しな

いと、特殊機能が動作しないことがあります（p.196「USB Mode（USB モード）」参

照）。 
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KE6900/KE6940 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

注意： 上図は、KE6900T と KE6900R のセットアップ方法を例に取った接続図です。KE6940

のセットアップは、デュアルディスプレイ用として両側にもう 1 台 DVI モニターが接続さ

れるという点を除いて、基本的に同じ方法で行います。 
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KE6900/KE6940 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポートにはコンピューターを、また、レシーバー側のシリア

ルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それぞ

れ接続してください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6900A/KE6940A） 

 

 KE6900A/KE6940A を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線

だけです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.126 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）ユニットのグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体を

接地してください。 

 

2. トランスミッター側（KE6900AT/KE6940AT）で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI

モニター、シリアルデバイス)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください※1。 

 

3. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルにある

KVM セクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

4. 手順 3 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ接

続してください。 

 

5. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのフロントパネルにある

RS-232 シリアルポートとコンピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結

線 ： コンピューター側 メス、トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

6. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー側（KE6900AR/KE6940AR）で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、

DVI モニター、スピーカー、マイク)をレシーバーのコンソールセクションにある当該ポートにそ

れぞれ接続してください※2。 

 

8. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 
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9. LAN ポート経由で接続する代わりに、KE6900A/KE6940A を SFP スロット経由で接続すること

もできます。後者の方法で接続する場合は、SFP モジュールをトランスミッターとレシーバーの

SFP スロットにそれぞれ接続し、これらの SFP モジュールをギガビットイーサネット（GbE）光ファ

イバーケーブルで接続してください※3。 

 

10. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの電源ケー

ブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバーも同様の方法で電源ア

ダプターを使って電源に接続してください。 

 

11. （オプション）電源を二重化する場合は、2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電

源アダプターの電源ケーブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバ

ーも同様の方法で電源アダプターを使って電源に接続してください※4。 

 

12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. KE6940A に DVI モニターを 2 台接続する場合は、同梱の DVI ケーブルで 2 台

目の DVI モニターとコンピューターを KE6940A に接続してください。 

2. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、USB ポートに接続しな

いと、特殊機能が動作しないことがあります（p.196「USB Mode（USB モード）」参

照）。 

3. SFP モジュール（2A-136G/2A-137G）は別売りです。製品情報については、弊

社販売代理店までお問い合わせください。 

4. 2 つ目の電源アダプターは別売りです。製品情報については、弊社販売代理店

までお問い合わせください。 
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KE6900A/KE6940A を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

注意： 上図は、KE6900AT と KE6900AR のセットアップ方法を例に取った接続図です。

KE6940A のセットアップは、デュアルディスプレイ用として両側にもう 1 台 DVI モニタ

ーが接続されるという点を除いて、基本的に同じ方法で行います。 
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KE6900A/KE6940A を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポートにはコンピューターを、また、レシーバー側のシリア

ルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それぞ

れ接続してください。 
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1 対 1 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6900AiT/KE6940AiT） 

 

 KE6900AiT/KE6940AiT を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの

配線だけです。これらの製品はトランスミッターですが、レシーバーと対にして使用するため、

KE6940AR と併用した場合を例に説明します。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

また、AiT モデルは、平置きで積み重ねてセットアップするのではなく、適切に排気が

行われるようシステムラックまたは壁にマウントすることを推奨します。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そうしたら、p.130 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）ユニットのグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体を

接地してください。 

 

2. トランスミッター側（KE6900AiT/KE6940AiT）で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI

モニター、シリアルデバイス)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください※1。 

 

3. 製品同梱の KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ）および DVI-D ケーブ

ル（KE6940AiT のみ）を、トランスミッターのフロントパネルにある KVM セクションの当該ポート

にそれぞれ接続してください。 

 

4. 手順 3 で使用した KVM ケーブルおよび DVI-D ケーブル（KE6940AiT のみ）の反対側の端に

ある各コネクターを、コンピューターの当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、

スピーカーの各ポート）にそれぞれ接続してください。 

 

5. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのフロントパネルにある

RS-232 シリアルポートとコンピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結

線 ： コンピューター側 メス、トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

6. コンソールで使用するマウス、キーボード、DVI モニター、スピーカー、マイク、シリアルデバイ
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スの各コネクターを、それぞれレシーバーのコンソールセクションにあるポートに接続してくだ

さい（ここでは KE6940AR を使用した場合を例に説明します）※1。 

 

7. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 

 

8. Cat 5e/6 ケーブルの反対側の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 

 

9. Web インターフェースにアクセスする場合は、製品本体のイーサネットポートにイーサネットケ

ーブルを接続し、このケーブルをネットワークスイッチに接続してください。 

 

10. LAN ポート経由で接続する代わりに、KE6900AiT/KE6940AiT を SFP スロット経由で接続する

こともできます。後者の方法で接続する場合は、SFP モジュールをトランスミッターとレシーバ

ーの SFP スロットにそれぞれ接続し、これらの SFP モジュールをギガビットイーサネット（GbE）

光ファイバーケーブルで接続してください※2。 

 

11. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターのケーブル

部分をトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバーも同様の方法で電源ア

ダプターを使って電源に接続してください。 

 

12. （オプション）電源を二重化する場合は、2つ目の電源アダプター（別売り）をAC電源に接続し、

この電源アダプターの電源ケーブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシ

ーバーも同様の方法で電源アダプターを使って電源に接続してください※3。 

 

13. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、USB ポートに接続しな

いと、特殊機能が動作しないことがあります（p.196「USB Mode（USB モード）」参

照）。 

2. SFP モジュール（2A-136G/2A-137G）は別売りです。製品情報については、弊

社販売代理店までお問い合わせください。 

3. 2 つ目の電源アダプターは別売りです。製品情報については、弊社販売代理店

までお問い合わせください。 
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KE6940AiT を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

注意： 上図は、KE6940AiT と KE6940AR のセットアップ方法を例に取った接続図です。

KE6900AiT のセットアップは、使用する DVI モニターが 1 台だけである点を除いて、

基本的に同じ方法で行います。 
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KE6940AiT を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポート（上図参照）にはコンピューターを、また、レシーバ

ー側のシリアルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプショ

ン）を、それぞれ接続してください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6910/KE6912） 

 

 KE6910/KE6912 を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だ

けです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.134 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）ユニットのグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体を

接地してください。 

 

2. トランスミッター（KE6910T/KE6912T）側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI-D

モニター、シリアルデバイス、マイク、スピーカー)を背面のコンソールセクションにある当該ポ

ートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 製品同梱の USB DVI-D KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルに

ある KVM セクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

4. 手順 3 で使用した USB DVI-D KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピュ

ーターの当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそ

れぞれ接続してください。 

 

5. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

6. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー（KE6910R/KE6912R）側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、

DVI-D モニター、シリアルデバイス、スピーカー、マイク)をレシーバーのコンソールセクション

にある当該ポートにそれぞれ接続してください。 
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8. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 

 

9. LAN ポート経由で接続する代わりに、KE6910/KE6912 を SFP スロット経由で接続することもで

きます。後者の方法で接続する場合は、SFP モジュールをトランスミッターとレシーバーの SFP

スロットにそれぞれ接続し、これらの SFP モジュール※1 をギガビットイーサネット（GbE）光ファイ

バーケーブルで接続してください。 

 

10. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの電源ケー

ブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバーも同様の方法で電源ア

ダプターを使って電源に接続してください。なお、KE6912 は Power over Ethernet（PoE）に対

応していますので、電源アダプターを使わなくても PoE ネットワークスイッチ経由で給電するこ

とができます。 

 

11. （オプション）電源を二重化する場合は、2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電

源アダプターの電源ケーブルをトランスミッターの電源ジャック※2 に接続してください。レシー

バーも同様の方法で電源アダプターを使って電源に接続してください。 

 

12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. SFP モジュール（2A-136G/2A-137G）は別売りです。製品情報については、弊

社販売代理店までお問い合わせください。 

2. この仕様は、KE6910T と KE6900R のみでご利用いただけます。なお、2 つ目の

電源アダプターは別売りです。製品情報については、弊社販売代理店までお問

い合わせください。また、KE6912T と KE6912R の冗長電源は、PoE 機能によって

実現されます。 
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KE6910/KE6912 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE6910/KE6912 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6920/KE6922） 

 

 KE6920/KE6922 を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だ

けです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.138 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）ユニットのグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体を

接地してください。 

 

2. トランスミッター（KE6920T/KE6922T）側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニ

ター、シリアルデバイス、マイク、スピーカー)をコンソールセクションにある当該ポートにそれぞ

れ接続してください。 

 

3. 製品同梱の USB DVI-D KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルに

ある KVM セクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

4. 手順 3 で使用した USB DVI-D KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピュ

ーターの当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそ

れぞれ接続してください。 

 

5. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

6. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー（KE6920R/KE6922R）側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、

DVI-D モニター、シリアルデバイス、スピーカー、マイク)をレシーバーのコンソールセクション

にある当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 



137 

8. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 

 

9. LAN ポート経由で接続する代わりに、KE6920/KE6922 を SFP スロット経由で接続することもで

きます。後者の方法で接続する場合は、SFP モジュールをトランスミッターとレシーバーの SFP

スロットにそれぞれ接続し、これらの SFP モジュール※1 をギガビットイーサネット（GbE）光ファイ

バーケーブルで接続してください。 

 

10. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの電源ケー

ブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバーも同様の方法で電源ア

ダプターを使って電源に接続してください。 

 

11. （オプション）電源を二重化する場合は、2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電

源アダプターの電源ケーブルをトランスミッターの電源ジャック※2 に接続してください。レシー

バーも同様の方法で電源アダプターを使って電源に接続してください。 

 

12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. SFP モジュール（2A-136G/2A-137G）は別売りです。製品情報については、弊

社販売代理店までお問い合わせください。 

2. この仕様は、KE6920T と KE6920R のみでご利用いただけます。なお、2 つ目の

電源アダプターは別売りです。製品情報については、弊社販売代理店までお問

い合わせください。また、KE6922T と KE6922R の冗長電源は、PoE 機能によって

実現されます。 
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KE6920/KE6922 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE6920/KE6922 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE8950/KE8952） 

 

 KE8950/KE8952 を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だ

けです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.142 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. トランスミッター側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、HDMI モニター、マイク、スピー

カー)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください。ポートにはわかりやすくするため、接

続するデバイスのアイコンと PC99 準拠のカラーリングが施されています。 

 

2. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルにある

KVM セクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 手順 2 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポート（マウス、キーボード、HDMI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ

接続してください。 

 

4. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

5. ネットワークにつながっている Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続するか、

同じくネットワークにつながっている GbE 光ファイバーケーブルを SFP ポートに接続してくださ

い。 

 

6. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

をトランスミッターの電源ジャックに接続してください※。 

 

7. 次に、レシーバー側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、HDMI モニター、スピーカー、

マイク)をレシーバーのコンソールセクションにある当該ポートにそれぞれ接続してください。 
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8. Cat 5e/6ケーブルをお使いの場合は、このケーブルの端をレシーバーのLANポートに接続し、

ケーブルを TCP/IP ネットワークに接続してください。GbE 光ファイバーケーブルをお使いの場

合は、同様に、このケーブルの端をレシーバーの SFP ポートに接続して、ケーブルを TCP/IP

ネットワークに接続してください。 

 

9. 製品に同梱されている 2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの

電源ケーブルをレシーバーの電源ジャックに接続してください※。 

 

10. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： KE8952 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で必要と

なる場合には、販売店までお問い合わせください。 
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KE8950/KE8952 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

注意： KE8952 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で必要と

なる場合には、販売店にお問い合わせの上、お求めください。または、PoE（Power 

over Ethernet）機能を使って KE8952 に給電してください。 
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KE8950/KE8952 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポートにはコンピューターを、また、レシーバー側のシリア

ルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それぞ

れ接続してください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6900ST） 

 

 DVI 対応 IP-KVM エクステンダーシリーズにおけるスリムタイプのトランスミッターKE6900ST は、ロ

ーカルコンソールやオーディオ信号は不要でも、進化した KE シリーズの接続機能を利用したいと

いった要件であれば、コストを抑えたトランスミッターとしてお使いいただけます。 

 

KE6900ST を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だけです。

まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。そ

して、p.145 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、KE6900ST のフロントパネルにある KVM セ

クションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

2. 手順 1 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、KE6900STのRS-232シリアルポートとコンピュ

ーターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、トラ

ンスミッター側 オス)で接続してください。 

 

4. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

を KE6900ST の電源ジャックに接続してください。 

 

5. Cat 5e/6 ケーブルを KE6900ST の LAN ポートに接続してください。 

 

6. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバー*の LAN ポートに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー*側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニター)をレシーバー

のコンソールセクションにある当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

8. 製品に同梱されている 2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの

電源ケーブルをレシーバーの電源ジャックに接続してください。 

 

9. コンピューターに電源を入れてください。 
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注意： レシーバーとなるユニット（KE69xxR または KE89xxR）が必要となります。こちらのユニ

ットは、別途お求めください。 

 

イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法 

イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、IP-KVM エクステンダーをそれぞれ複数台使用し、同一

のイーサネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。イーサネット経由で使用す

る場合は、2 台の KE69xx のユニットをダイレクトに接続するのではなく、Cat 5e/6 ケーブルでネット

ワークに接続してください（上記手順 5 を参照）。詳細は p.155「イーサネット経由で使用する場合の

セットアップ方法（KE6900/KE6940）」をご参照ください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE8900S） 

 

 HDMI 対応 IP-KVM エクステンダーシリーズにおけるスリムタイプモデルの KE8900S は、ローカル

コンソールやオーディオ信号は不要でも、進化した KE シリーズの接続機能を利用したいといった

要件であれば、コストを抑えたトランスミッターとしてお使いいただけます。 

 

KE8900S を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だけです。

まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。そ

して、p.148 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）KE8900ST および KE8900SR のグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接

続して、製品本体を接地してください。 

 

2. 製品同梱のUSB HDMI KVMケーブルの各コネクターを、KE8900STの対応ポートにそれぞれ

接続してください。KE8900ST には USB Type-B ポートがありますので、ここには KVM ケーブ

ルの USB Type-B コネクターを接続してください。 

 

3. Cat 5e/6 ケーブルを KE8900ST と KE8900SR の LAN ポートに接続してください。 

 

4. USB マウス/キーボードを KE8900SR のフロントパネルに、また、HDMI モニターを KE8900SR

のリアパネルに、それぞれ接続してください。 

 

5. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

を KE8900ST および KE8900SR の電源ジャックにそれぞれ接続してください。KE8900ST に対

しては、電源入力にターミナルブロックを使用することができます。アイコンの表示に従って、

DC ＋および－のワイヤー（DC 12～48V）をターミナルブロックに接続してください。 

 

6. （オプション）シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、KE8900ST の RS-232 シリアルポ

ートとコンピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター

側 メス、トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

7. コンピューターに電源を入れてください。 
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イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法 

イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、IP-KVM エクステンダーをそれぞれ複数台使用し、同一

のイーサネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。イーサネット経由で使用す

る場合は、2 台のユニットをダイレクトに接続するのではなく、Cat 5e/6 ケーブルでネットワークに接

続してください（手順 3）。詳細は p.155「イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法

（KE6900/KE6940）」をご参照ください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE9900ST） 

 

 DisplayPort 対応 IP-KVM エクステンダーシリーズにおけるスリムタイプのトランスミッター

KE9900ST は、ローカルコンソールやオーディオ信号は不要でも、進化した KE シリーズの接続機

能を利用したいといった要件であれば、コストを抑えたトランスミッターとしてお使いいただけます。 

 

KE9900ST を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だけです。

まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。そ

して、p.150 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）KE9900ST のグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体

を接地してください。 

 

2. 製品同梱の DisplayPort ケーブルで、コンピューターの DisplayPort ポートを KE9900ST に接

続してください。 

 

3. 製品同梱の USB 2.0 Type-A→Type-B ケーブルで、コンピューターの USB Type-A ポートと

KE9900ST の USB Type-B ポートを接続してください。 

 

4. （オプション）シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、KE9900ST の RS-232 シリアルポ

ートとコンピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター

側 メス、トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

5. Cat 5e/6 ケーブルで KE9900ST とレシーバーユニット※（例：KE8900SR）の LAN ポートを接続

してください。 

 

6. USB マウス/キーボードおよび HDMI モニターを KE8900SR の対応ポートに、それぞれ接続し

てください。 

 

7. KE8900SR に電源を入れてください（例：電源アダプターをユニットと電源に接続）。 

 

8. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

を KE9900ST の電源ジャックにそれぞれ接続してください。電源入力にはターミナルブロックを

使用することもできます。アイコンの表示に従って、DC ＋および－のワイヤー（DC 12～48V）
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をターミナルブロックに接続してください。 

 

9. コンピューターに電源を入れてください。 

 

※ KE シリーズのレシーバーユニットが必要です（別売り）。 

 

イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法 

イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、IP-KVM エクステンダーをそれぞれ複数台使用し、同一

のイーサネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。イーサネット経由で使用す

る場合は、2 台のユニットをダイレクトに接続するのではなく、Cat 5e/6 ケーブルでネットワークに接

続してください（手順 5）。詳細は p.155「イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法

（KE6900/KE6940）」をご参照ください。 
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1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE9950/KE9952） 

 

 KE9950/KE9952 を 1 対 1 で使用する場合、セットアップに必要になる作業はケーブルの配線だ

けです。 

 

注意： 1 対 1 で使用する場合は、管理者向けの設定を行う必要はありません。 

 

 まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してください。

そして、p.153 の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. （オプション）ユニットのグランドターミナルを接地線で適切な設置物に接続して、製品本体を

接地してください。 

 

2. トランスミッター（KE9950T/KE9952T）側で、コンソールデバイス (マウス、キーボード、

DisplayPort モニター、シリアルデバイス、マイク、スピーカー)をコンソールセクションにある当

該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 製 品 同 梱 の DisplayPort ケ ー ブ ル で 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の DisplayPort ポ ー ト を

KE9950T/KE9952Tに接続してください。また、製品同梱のUSB 2.0 Type-A→Type-Bケーブ

ルで、コンピューターの USB Type-A ポートを KE9950T/KE9952T の USB Type-B ポートに接

続してください。これと同様に、オーディオケーブルでコンピューターのオーディオポートを

KE9950T/KE9952T のオーディオ出力ポートに接続してください。 

 

4. 手順 3 で使用した DisplayPort ケーブル、USB 2.0 Type-A→Type-B ケーブル、およびオー

ディオケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの当該ポート

（DisplayPort モニター、USB Type-A、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ接続してくだ

さい。 

 

5. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

6. Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続してください。 
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7. 次に、レシーバー（KE9950R/KE9952R）側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、

DisplayPort モニター、シリアルデバイス、スピーカー、マイク)をレシーバーのコンソールセクシ

ョンにある当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

8. Cat 5e/6 ケーブルのもう片方の端をレシーバーの LAN ポートに接続してください。 

 

9. LAN ポート経由で接続する代わりに、KE9950/KE9952 を SFP スロット経由で接続することもで

きます。後者の方法で接続する場合は、SFP モジュールをトランスミッターとレシーバーの SFP

スロットにそれぞれ接続し、これらの SFP モジュール※1 をギガビットイーサネット（GbE）光ファイ

バーケーブルで接続してください。 

 

10. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの電源ケー

ブルをトランスミッターの電源ジャックに接続してください。レシーバーも同様の方法で電源ア

ダプターを使って電源に接続してください。なお、KE9952 は Power over Ethernet（PoE）に対

応していますので、電源アダプターを使わなくても PoE ネットワークスイッチ経由で給電するこ

とができます。 

 

11. （オプション）電源を二重化する場合は、2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電

源アダプターの電源ケーブルをトランスミッターの電源ジャック※2 に接続してください。レシー

バーも同様の方法で電源アダプターを使って電源に接続してください。 

 

12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. SFP モジュール（2A-136G/2A-137G）は別売りです。製品情報については、弊

社販売代理店までお問い合わせください。 

2. この仕様は、KE9950T と KE9950R のみでご利用いただけます。なお、2 つ目の

電源アダプターは別売りです。製品情報については、弊社販売代理店までお問

い合わせください。また、KE9952T と KE9952R の冗長電源は、PoE 機能によって

実現されます。 
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KE9950/KE9952 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

注意： KE9952 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で必要と

なる場合には、販売店までお問い合わせください。または、PoE（Power over 

Ethernet）機能を使って KE9952 に給電してください。 
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KE9950/KE9952 を 1 対 1 で使用する場合の接続図（2/2） 

 
 

注意： トランスミッター側のシリアルポートにはコンピューターを、また、レシーバー側のシリア

ルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それぞ

れ接続してください。 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6900/KE6940） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE6900/KE6900ST/KE6940 をそれぞれ複数台使用し、

同一のイーサネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、

弊社が提供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成され

ることを推奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

 セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ

い。 

 

以下の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

1. KE6900T/KE6940T で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピ

ーカー)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください。ポートにはわかりやすくするため、
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接続するデバイスのアイコンと PC99 準拠のカラーリングが施されています（下記の注意書き 1

参照）。 

 

2. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルにある

KVM ポートセクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 手順 2 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポート（マウス、キーボード、DVI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ接

続してください。 

 

4. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

5. Cat 5e/6ケーブルをトランスミッターのユニットのリア側にあるLANポートに接続し、このケーブ

ルをイーサネットに接続してください。 

 

6. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

をトランスミッターの電源ジャックに接続してください。 

 

7. 次に、レシーバー側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、DVI モニター、スピーカー、

マイク)を背面のコンソールセクションにある当該ポートにそれぞれ接続してください（下記の注

意書き 2 を参照）。 

 

8. Cat 5e/6 ケーブルをレシーバーの背面にある LAN ポートに接続し、このケーブルをイーサネ

ットに接続してください。 

 

9. 製品に同梱されている 2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの

電源ケーブルをレシーバーの電源ジャックに接続してください。 

 

10. レシーバー側の OSD を使って、トランスミッターとレシーバー両方のネットワーク設定を行って

ください（p.155「ネットワークの設定」参照）。 

 

11. 使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して、上記の手順でセットアップを行ってく

ださい。 
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12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. KE6940 に DVI モニターを 2 台接続する場合は、同梱の DVI ケーブルで 2 台目の

DVI モニターとコンピューターを KE6940 に接続してください。 

2. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、p.196「USB Mode（USB

モード）」を参照してください。 
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KE6900/KE6940 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

 

注意： 上図は、KE6900T と KE6900R を例に取った接続図です。KE6940 のセットアップは、

デュアルディスプレイ用として両側にもう 1 台 DVI モニターが接続されるという点を除

いて、基本的に同じ方法で行います。 
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KE6900/KE6940 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポートには、コンピューターを、また、レシーバー側のシリ

アルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それ

ぞれ接続してください。 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6900A/KE6940A） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE6900A/KE6940A をそれぞれ複数台使用し、同一のイ

ーサネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、弊社が

提供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを

推奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

  セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ KE6900A/KE6940A はネットワークの二重化に対応しています。LAN ポートと SFP ポートが両

方接続されている場合は、ネットワークが二重化されますが、銅製 SFP モジュールをお使いの

際に LAN ポートのネットワークに切り替えるには、モジュールを取り外す必要があります。 

◆ 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」を

参照してください。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ
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い。 

 

 セットアップ手順は、p.124「1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6900A/KE6940A）」に

記載されている内容と基本的に同じです。異なるのは、トランスミッターとレシーバーをローカルエリ

アの TCP/IP ネットワークに接続する点です。次のページの接続図を参考にしながら、正しく接続を

行ってください。 

 

 ネットワークで使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して手順を繰り返し、最後にコ

ンピューターの電源を入れてください。 

 

KE6900A/KE6940A をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE6900A/KE6940A をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6900AiT/KE6940AiT） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、エクステンダーを複数台使用し、同一のイーサネット上で

トランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップを行う前に、弊社が提供するパフ

ォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを推奨します。

詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

  セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ KE6900AiT/KE6940AiT はネットワークの二重化に対応しています。LAN ポートと SFP ポート

が両方接続されている場合は、ネットワークが二重化されますが、銅製 SFP モジュールをお使

いの際に LAN ポートのネットワークに切り替えるには、モジュールを取り外す必要があります。 

◆ 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、p.196「USB Mode（USB モード）」を

参照してください。 

◆ 作業に取り掛かる前に、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていること
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を確認してください。 

 

 セットアップ手順は、p.128「1対 1で使用する場合のセットアップ方法（KE6900AiT/KE6940AiT）」

に記載されている内容と基本的に同じです。異なるのは、トランスミッターとレシーバーをローカル

エリアの TCP/IP ネットワークに接続する点です。次のページの接続図を参考にしながら、正しく接

続を行ってください。 

 

 ネットワークで使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して手順を繰り返し、最後にコ

ンピューターの電源を入れてください。 

 

注意： Windows/Java ク ラ イ ア ン ト を 使 用 し て リ モ ー ト ア ク セ ス を 行 う 場 合 は 、

KE6900AiT/KE6940AiT のインターネットポートをオフィス LAN に接続する必要があり

ます。 

また、AiT モデルは、平置きで積み重ねてセットアップするのではなく、適切に排気が

行われるようシステムラックまたは壁にマウントすることを推奨します。 
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KE6900AiT/KE6940AiT をイーサネット経由で使用する場合の接続図

（1/2） 
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KE6900AiT/KE6940AiT をイーサネット経由で使用する場合の接続図

（2/2） 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6910/KE6912） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE6910/KE6912 をそれぞれ複数台使用し、同一のイー

サネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、弊社が提

供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを推

奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

 セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ

い。 

 

 セットアップ手順は、p.132「1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6910/KE6912）」に記載

されている内容と基本的に同じです。異なるのは、トランスミッターとレシーバーをローカルエリアの

TCP/IP ネットワークに接続する点です。次のページの接続図を参考にしながら、正しく接続を行っ

てください。 
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 ネットワークで使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して手順を繰り返し、最後にコ

ンピューターの電源を入れてください。 

 

KE6910/KE6912 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE6910/KE6912 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE6920/KE6922） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE6920/KE6922 をそれぞれ複数台使用し、同一のイー

サネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、弊社が提

供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを推

奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

 セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ

い。 

 

 セットアップ手順は、p.136「1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE6920/KE6922）」に記載

されている内容と基本的に同じです。異なるのは、トランスミッターとレシーバーをローカルエリアの

TCP/IP ネットワークに接続する点です。次のページの接続図を参考にしながら、正しく接続を行っ
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てください。 

 

 ネットワークで使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して手順を繰り返し、最後にコ

ンピューターの電源を入れてください。 

 

注意： 1. KE6920/KE6922 はネットワークの二重化に対応しています。LAN ポートと SFP ポ

ートが両方接続されている場合は、ネットワークが二重化されますが、銅製 SFP

モジュールをお使いの際に LAN ポートのネットワークに切り替えるには、モジュ

ールを取り外す必要があります。 

2. KE6922 の LAN ポートは、PoE（Power over Ethernet）機能に対応しています。こ

のため、互換性のある PoE ネットワークスイッチに接続されると、製品本体に電源

が供給されます。 

3. KE6922 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で

必要となる場合には、販売店にお問い合わせの上、お求めください。または、

PoE（Power over Ethernet）機能を使って KE6922 に給電してください。 

4. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、p.196「USB Mode

（USB モード）」を参照してください。 
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KE6920/KE6922 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE6920/KE6922 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE8950/KE8952） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE8950/KE8952 をそれぞれ複数台使用し、同一のイー

サネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、弊社が提

供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを推

奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

 セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ

い。 

 

以下の接続図を参考にしながら、下記の手順に従って作業を行ってください。 

 

1. トランスミッター側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、HDMI モニター、マイク、スピー
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カー)を背面の当該ポートにそれぞれ接続してください。ポートにはわかりやすくするため、接

続するデバイスのアイコン表示と PC99 準拠のカラーリングが施されています。 

 

2. 製品同梱の USB KVM ケーブルの各コネクターを、トランスミッターのフロントパネルにある

KVM ポートセクションの当該ポートにそれぞれ接続してください。 

 

3. 手順 2 で使用した USB KVM ケーブルのもう片方の端にある各コネクターを、コンピューターの

当該ポート（マウス、キーボード、HDMI モニター、マイク、スピーカーの各ポート）にそれぞれ

接続してください。 

 

4. シリアルデバイスを接続して使用したい場合は、トランスミッターのRS-232シリアルポートとコン

ピューターのシリアルポートをシリアルケーブル(ストレート 全結線 ： コンピューター側 メス、

トランスミッター側 オス)で接続してください。 

 

5. ネットワークにつながっている Cat 5e/6 ケーブルをトランスミッターの LAN ポートに接続するか、

同じくネットワークにつながっている GbE 光ファイバーケーブルを SFP ポートに接続して、トラ

ンスミッターをローカルエリアの TCP/IP ネットワークに接続してください※2。 

 

6. 製品に同梱されている電源アダプターを AC 電源に接続し、このアダプターの電源ケーブル

をトランスミッターの電源ジャックに接続してください※3。 

 

7. 次に、レシーバー側で、コンソールデバイス(マウス、キーボード、HDMI モニター、スピーカー、

マイク)を背面のコンソールセクションにある当該ポートにそれぞれ接続してください※4。 

 

8. 手順5と同様の方法で、ネットワークにつながっているCat 5e/6ケーブルをレシーバーの背面

にあるLANポートに接続するか、同じくネットワークにつながっているGbE光ファイバーケーブ

ルを SFP ポートに接続して、レシーバーをローカルエリアの TCP/IP ネットワークに接続してく

ださい※2。 

 

9. 製品に同梱されている 2 つ目の電源アダプターを AC 電源に接続し、この電源アダプターの

電源ケーブルをレシーバーの電源ジャックに接続してください※3。 

 

10. レシーバー側の OSD を使って、トランスミッターとレシーバー両方のネットワーク設定を行って

ください（p.155「ネットワークの設定」参照）。 

 

11. 使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して、上記の手順でセットアップを行ってく
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ださい。 

 

12. コンピューターに電源を入れてください。 

 

注意： 1. KE8950/KE8952 はネットワークの二重化に対応しています。LAN ポートと SFP ポ

ートが両方接続されている場合は、ネットワークが二重化されますが、銅製 SFP モ

ジュールをお使いの際に LAN ポートのネットワークに切り替えるには、モジュール

を取り外す必要があります。 

2. KE8952 の LAN ポートは、PoE（Power over Ethernet）機能に対応しています。この

ため、互換性のある PoE ネットワークスイッチに接続されると、製品本体に電源が

供給されます。 

3. KE8952 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で必

要となる場合には、販売店にお問い合わせの上、お求めください。または、PoE

（Power over Ethernet）機能を使って KE8952 に給電してください。 

4. 特殊機能を備えたキーボードやマウスを使用する場合は、p.196「USB Mode（USB

モード）」を参照してください。 
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KE8950/KE8952 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 

 

 

 

注意： KE8952 には電源アダプターが同梱されていません。電源アダプターが追加で必要と

なる場合には、販売店にお問い合わせの上、お求めください。または、PoE（Power 

over Ethernet）機能を使って KE8952 に給電してください。 
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KE8950/KE8952 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 

 

 

注意： トランスミッター側のシリアルポートには、コンピューターを、また、レシーバー側のシリ

アルポート（図には表示されていません）にはシリアルデバイス（オプション）を、それ

ぞれ接続してください。 
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イ ー サ ネ ッ ト 経 由 で 使 用 す る 場 合 の セ ッ ト ア ッ プ 方 法

（KE9950/KE9952） 

 

 イーサネット経由で本製品を使用するには、1 対 1、1 対多、多対 1、多対多の 4 つの通信方法が

あります。1 対 1 以外で使用する場合は、KE9950/KE9952 をそれぞれ複数台使用し、同一のイー

サネット上でトランスミッターとレシーバーを接続して使用します。セットアップする前に、弊社が提

供するパフォーマンスガイドを使って、お使いの KE システムのレイアウト計画を作成されることを推

奨します。詳細は、p.473「ネットワークパフォーマンス改善の秘訣」をご参照ください。 

 

 セットアップの際には、次の点にご注意ください。 

◆ 本製品には工場出荷時にデフォルトのネットワーク情報が設定されています。製品を単体で 1

対 1 にて使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する必要はありません。

詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照ください。 

◆ 同一のイーサネットネットワークにおいて、1 対 1 以外の機器構成で使用する場合、トランスミッ

ターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してください。詳細については p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

◆ 本製品を使って、異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビットイーサネ

ットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、ノンブロッキングで通信）

の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用に耐えないおそれがあります。 

◆ 1対1以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐために、お使いの

ネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を有効にしてください。本製

品の性能が存分に発揮されるよう、IGMP クエリに対応したレイヤー3 スイッチをお使いくださ

い。 

◆ お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データスループット

が十分かどうか、ご確認ください。 

◆ 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用のプライベート

ネットワークを構築されることを推奨します。 

◆ まず、セットアップに使用するすべての機器の電源が OFF になっていることを確認してくださ

い。 

 

 セットアップ手順は、p.151「1 対 1 で使用する場合のセットアップ方法（KE9950/KE9952）」に記載

されている内容と基本的に同じです。異なるのは、トランスミッターとレシーバーをローカルエリアの

TCP/IP ネットワークに接続する点です。次のページの接続図を参考にしながら、正しく接続を行っ
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てください。 

 

 ネットワークで使用するトランスミッターとレシーバーそれぞれに対して手順を繰り返し、最後にコ

ンピューターの電源を入れてください。 

 

KE9950/KE9952 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（1/2） 
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KE9950/KE9952 をイーサネット経由で使用する場合の接続図（2/2） 
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ネットワークの設定 

 

本セクションでは、固定 IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイでネットワーク設

定を行う方法について説明します。IP インストーラーを使って IP アドレスを設定する場合は、

p.427「IP インストーラー」をご参照ください。 

 

注意： 1. 本製品には工場出荷時のネットワーク情報がデフォルトで設定されています。製

品を 1 対 1 で使用する場合は、これらのデフォルトのネットワーク情報を変更する

必要はありません。詳細については p.183「デフォルト IP アドレス」をご参照くださ

い。 

2. 同一のイーサネットネットワークにおいて 1 対 1 以外の機器構成で使用する場

合、トランスミッターやレシーバーにはそれぞれ固有の IP アドレスを設定してくだ

さい。詳細については下記をご参照ください。 

3. 本製品を使って異なる LAN セグメント間で通信を行う場合は、1000Mbps ギガビ

ットイーサネットスイッチ（ポートあたり 1Gbps/1.5Mpps の性能で、ワイヤスピード、

ノンブロッキングで通信）の使用を推奨します。10/100Mbps のスイッチでは使用

に耐えないおそれがあります。 

4. 1 対 1 以外の機器構成で使用する際には、データスループットの低下を防ぐため

に、お使いのネットワークスイッチ/ハブにおいて IGMP およびフロー制御機能を

有効にしてください。本製品の性能が存分に発揮できるよう、IGMP クエリに対応

したレイヤー3 スイッチをお使いください。 

5. お使いのネットワークで、スイッチをカスケード接続してご使用の場合は、データ

スループットが十分かどうか、ご確認ください。 

6. 本製品は帯域幅を大量に使用しますので、性能が存分に発揮されるよう、専用

のプライベートネットワークを構築されることを推奨します。 

 

ネットワーク情報を設定する場合は、下記の手順に従ってください。 

 

1. ハードウェアをセットアップし、トランスミッターとレシーバーを LAN に接続してください

（p.120「イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法（KE6900/KE6940）」、または

p.174「イーサネット経由で使用する場合のセットアップ方法（KE8950/KE8952）」参照）。 

 

2. レシーバー側で、[Scroll Lock]キーを 2 回押し、OSD を起動してください。 
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3. サイドバーのメニューから「Receiver」（レシーバー）または「Transmitter」（トランスミッター）を

選択してください。 

 

4. パスワードを入力し、「Configure」（設定）をクリックしてください。 

デフォルトパスワードは「password」です。 

 

5. 「Network」（ネットワーク）タブから「Set IP address manually」（手動で IP アドレスを設定する）を

選択し、ご使用のネットワークに適した値を次のように各欄に入力してください。 

◆ IP Address（IP アドレス） – 本製品の IP アドレスを設定します。お使いのネットワークで有

効な固有の IP アドレスを入力してください。 

注意： 工場出荷時におけるデフォルト設定については、p.183「デフォルト IP アドレ

ス」をご参照ください。 

◆ Subnet Mask（サブネットマスク） - 本製品のサブネットマスクを設定します。お使いのネ

ットワークで有効なサブネットマスクの値を入力してください。 

注意： サブネットマスクのデフォルト設定は、255.255.255.0 です。 

◆ Default Gateway（デフォルトゲートウェイ） - 本製品のデフォルトゲートウェイを設定しま

す。お使いのネットワークで有効なデフォルトゲートウェイの IP アドレスを入力してくださ

い。 

 

6. 「Save」（保存）をクリックしてください。 

 

操作を終了する 

 OSD を終了する場合は、キーボードで[Esc]キーを押すか、「Logout」（ログアウト）をクリックす

るか、[Scroll Lock]キーを 2 回押すか、OSD のメイン画面に戻ってフロントパネルの OSD ボタン

を押す（レシーバーのみ）かの、いずれかの操作を行ってください。 

 

 この時点では、レシーバーはトランスミッターに接続して、コンピューターにアクセスすることが

できます（詳細については、p.214「OSD マトリックスモード」を参照）。 

 

デフォルト IP アドレス 

 

 工場出荷時にデフォルトで設定されている IP アドレスは次のとおりです。 

トランスミッター – 192.168.0.61 

レシーバー – 192.168.0.60 
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本製品における I/O ポート 

 

 本製品における I/O ポートは下表のとおりです。 

 

デバイス ポート ポート番号 

マトリックスマネジャー 

（TCP） 

HTTP 8080 

HTTPS 8443 

デバイス TCP 9110 

CLI 9111 

二重化 9120 

データベース 

サービス 

1527 

マトリックスマネジャー 

（UDP） 

ポート 9110 

ブロードキャスト 9000 

KE TX/RX デバイス（TCP） マネジャー 9110 

サービス 9000 

Telnet 23 

SSH 22 

KE TX デバイス（TCP） VM 9001 

vUSB 9002 

シリアル 9003 

USB アクセスモード 9009 

KE RX デバイス（TCP） CLI 9130 

KE TX/RX デバイス（UDP） マネジャー 9110 

サービス 9000 

アレイモード 9120 

ビデオ 0xFE00（65024）～0xFE03（65027） 

オーディオ 0xFE04（65028）～0xFE05（65029） 

 

 

  



185 

 

LED 表示 

 トランスミッター、レシーバーともに、フロントパネルには操作状況と電源状況を示す LED ランプが

ついています。各ランプの機能は下表のとおりです。  

 

LED 説明 

LAN 

ネットワークの状態を次の点灯状態で表示 

◆ LAN に接続している場合は点灯し、イーサネット接続がアクティブであ

る場合は点滅。状態を表す色は次のとおり。 

 オレンジ： 10Mbps 

 オレンジ＋グリーン： 100Mbps 

 グリーン：1000Mbps 

◆ LAN 未接続時に消灯 

電源 
◆ ユニットに電源が入っている場合、ブルーに点灯 

◆ 電源が入っていない場合に消灯 

ローカル 
◆ トランスミッター側でコンピューターの KVM 操作を行っている場合、グリ

ーンに点灯 

リモート 
◆ レシーバー側でコンピューターの KVM 操作を行っている場合、グリー

ンに点灯 

 

認証ロック（KE6910/KE6912 のみ） 

 

 KE6910/KE6912 には、認証ロック機能が搭載されています。予期せぬ停電が発生した場合でも、

この機能があれば、ユーザーは停電前に表示された設定を継続することができますので、ユーザ

ーの認証状態と表示画面は変わりません。 

 

 この機能は、p.312「全般」メニューにて設定することができます。 
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第 3 章 

OSD 操作 
概要 

 

 本章では、トランスミッター側のオンスクリーンディスプレイ(OSD)を使って、本製品の設定や操作

を行う方法について説明します。OSD を使ってネットワークの設定を行う方法については、p.155

「ネットワークの設定」をご参照ください。 

 

OSD の起動 

 

 オンスクリーンディスプレイ(OSD)は、レシーバー側から操作できる設定用メニューです。複数のト

ランスミッターを１台のレシーバーで切り替えて設定を行うことができます。レシーバー側でネットワ

ーク*上にあるトランスミッターやイーサネットケーブルに接続されたトランスミッターが検出されると、

レシーバー側の OSD を使ってトランスミッターの設定を行うことができます。 

 

OSD を起動する場合は、レシーバーのフロントパネルにある OSD ボタンを押すか、キーボードの

[Scroll Lock]キーを 2 回連続で押すと、OSD のメイン画面が表示されます（p.189「OSD インターフ

ェース」参照）。 

 

OSD を終了する場合は、キーボードで[Esc]キーを押すか、「Logout」（ログアウト）をクリックする

か、[Scroll Lock]キーを 2 回押すか、OSD のメイン画面に戻ってレシーバーのフロントパネルにある

OSD ボタンを押すかの、いずれかの操作を行ってください。そうすると、OSD 画面が終了し、コンピ

ューターのデスクトップ画面が表示されます。 

 

注意： 1. レシーバーがネットワーク上のトランスミッターを検出するには、2 つが共に LAN

の同一セグメントにセットアップされている必要があります。 

2. OSD起動のホットキーは変更することができます。詳細についてはp.212「ユーザ

ー設定」をご参照ください。 

3. OSD 起動時にキーボード/マウスが動作しない場合は、まず、キーボードの接続

ポートが正しいかご確認ください。特殊キー付きのデバイスをご使用する場合

は、合わせて p.281「USB Mode（USB モード）」をご参照ください。 
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タッチパネルのキャリブレーション 

 タッチパネルを使っているときに OSD 画面が中央に表示されない場合は、四隅にある点滅中の

「＋」マークを押して、OSD の位置を調節してください。 
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OSD ホットキー 

 

 OSD ホットキーは、レシーバーの OSD 画面を操作するのに用いられます。ホットキーは、OSD 設

定画面ではなく、システムログイン画面（p.214 参照）へのログイン後に動作します。ホットキーを押

すと、そのホットキーに対応した OSD 画面へと遷移します。 

 

ホットキー OSD 画面 ページ 

[F1] リストモードの接続画面 1 p.215 

[F2] アレイモードの接続画面 1 p.218 

[F3] プロファイル画面 1 p.220 

[F5] コンテンツのプッシュ画面 1 p.222 

[F6] コンテンツのプル画面１ p.224 

[F7] レシーバー > プロパティ p.194 

[F8] ユーザー設定 p.212 

[F9] OSD ログイン画面（ユーザーのログオフ） p.214 

 

マイク用ホットキー 

 下記のホットキーで、レシーバー間におけるマイクの使用を切り替えることができます。 

 

1. [Num Lock]キーを長押ししてください。 

2. [-]（マイナス）キーを 1 回押したら、指を離してください。 

3. [Num Lock]キーから指を離してください。 

4. [1]キーを押してください。 

 

 操作をキャンセルする場合は[Esc]キーを押してください。 
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OSD インターフェース 

 

 レシーバーから OSD を起動すると、下図のような画面が表示されます。 

 

注意： OSD にログインするにはパスワードが必要です。デフォルトで設定されているパスワー

ドは「password」です。なお、セキュリティ対策のため、システム側からパスワードの変

更が求められます。 

 

 OSD 内のメニューは下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 Receiver 

（レシーバー） 

こ の ラ ジ オ ボ タ ン を 選 択 し 、 パ ス ワ ー ド を 入 力 し て

「 Configure 」 （ 設 定 ） を ク リ ッ ク す る と 、 「 Receiver 

Configuration」（レシーバーの設定）画面に移動します。 

2 Transmitter 

（トランスミッター） 

こ の ラ ジ オ ボ タ ン を 選 択 し 、 パ ス ワ ー ド を 入 力 し て

「 Configure 」 （ 設 定 ） を ク リ ッ ク す る と 、 「 Transmitter 

Configuration」（トランスミッターの設定）画面に遷移します。 

注意：このオプションを使用できるようにするには、レシーバ

ー側でネットワーク上のトランスミッターを先に認識しておく

必要があります。 

3 User Preferences 

（ユーザー設定） 

こ の ラ ジ オ ボ タ ン を 選 択 し 、 パ ス ワ ー ド を 入 力 し て

「Configure」（設定）をクリックすると、「User Preferences」（ユ

ーザー設定）画面に遷移します。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

4 About 

（バージョン情報） 

OSD のバージョン情報を提供します。 

5 Password 

（パスワード） 

OSD パスワードを入力し「Configure」（設定）をクリックする

と、選択された設定画面に移動します。前頁に記載のパス

ワードに関する注意書きをご参照ください。 

6 Configure 

（設定） 

パスワードを入力して「Configure」（設定）をクリックすると、

選択された設定画面に遷移します。 

7 Back to Connection 

（接続に戻る） 

このボタンをクリックすると、OSD を終了し、お使いのコンピ

ューターの画面へ戻ります。 
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初めてログインするには 

 アドミニストレーターとして最初に（レシーバーまたはユーザー設定ラジオボタンで）ログインす

る場合は、デフォルトのパスワード（password）を使用してください。 

 

 なお、ログインすると、セキュリティ対策のため下図のようにシステム側からパスワードの変更が

求められます。 

 

 

 上図のような画面が表示されたら、「OK」をクリックして、パスワードを変更してください。 

 

  

新しいパスワードとなる文字列を、「New Password」（新しいパスワード）と「Confirm Password」

（確認用パスワード）の各欄に入力してください。新しいパスワードには、元のパスワードとは違う

文字列を設定してください。 
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レシーバーの設定 

 

 「Receiver」（レシーバー）ラジオボタンを選択し、「Configure」（設定）をクリックしてログインする

と、「Network」（ネットワーク）タブが表示されます。 
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ネットワーク 

 「Network」（ネットワーク）タブでは、レシーバーの IP アドレス設定を行うことができます。 

 

項目 説明 

IP Installer 

（IP インストーラー） 

IP インストーラーとは、製品に IP アドレスを割り当てることのできる

Windows ベースの外部ユーティリティーです。IP インストーラーの使

用目的に応じて、「Enable」（有効）、「View Only」（参照のみ）、

「Disable」（無効）のラジオボタンの中から一つを選択してください。

使用方法については、p.427「IP インストーラー」をご参照ください。 

注意：セキュリティ対策として、IP インストーラーの使用後は、この項

目を「View Only」（参照のみ）、または「Disable」（無効）に設定するこ

とを推奨します。 

Network 

Configuration 

（ネットワーク設定） 

（DHCP を使用して）動的に IP アドレスを設定する場合は、「Obtain 

an IP address automatically」（IP アドレスを自動的に取得する）のラ

ジオボタンを選択してださい。 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにそれぞれ固

定のアドレスを割り当てる場合は、「Set IP address manually」（IP アド

レスを手動で設定する）のラジオボタンを選択して、各欄に、お使い

のネットワーク環境で有効な値を入力してください。 

ネットワーク設定を行う方法の詳細は、p.155「ネットワークの設定」を

ご参照ください。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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プロパティ 

 KE シリーズのプロパティには、通常版とスリム版の 2 種類があります。 

 

  「Properties」（プロパティ）タブでは、レシーバーのエクステンダー機能に関する設定を行うこ

とができます。 

 

注意： スリム版を使用するのは、KE8900ST、KE8900SR、KE9900ST です。 

 

通常版 

 

項目 説明 

Mode 

（モード） 

単純な（トランスミッターからレシーバーに対する）1 対 1 の通信をレシー

バー側の OSD メニューで管理する場合は、「Extender」（エクステンダー）

モードを選択してください。 

KE マトリックスマネジャーの Web GUI からデバイスや接続の管理を行う

場合は、「Matrix」（マトリックス）モードを選択してください。このモードは、

トランスミッターからレシーバーへの通信を高度な方法で管理するための

ものです（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参照）。 

Properties 

（プロパティ） 

「Extender」（エクステンダー）モード（上記参照）を選択した場合は、レシ

ーバーのビデオ、オーディオ、USB、RS-232 の各信号の送信元となるトラ

ンスミッターの IP アドレスを設定してください。 

「Matrix」（マトリックス）モードを選択した場合、これらの入力欄は操作で

きません。チャネルを使ってトランスミッターの接続を設定してください

（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参照）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

RS-232 Settings 

（RS-232 設定） 

レシーバーに対してシリアルデバイスの設定を行います。デフォルト

設定は下記のとおりです。 

ボーレート：9600 

パリティ：なし 

データビット：8 ビット 

ストップビット：1 ビット 

フロー制御：なし 

Enable Media 

（メディアを有効にす

る） 

レシーバーがトランスミッターにアクセスできるメディアの種類を選択

します。選択できるのは「Video」（ビデオ）、「Audio」（オーディオ）、

USB、RS-232 です。KE8950 シリーズのモデルでは、ラジオボタンを

使ってオーディオ信号のソースを設定してください。選択できるの

は、HDMI、「Analog」（アナログ）、「Both」（両方）です。 

Manager Address 

（マネジャーアドレス） 

マトリックスマネジャーのソフトウェアが稼働しているコンピューター

の IP アドレスとポート番号を設定します。デフォルトのポート番号は

9110 です。 

Beeper 

（ビープ音） 

この項目にチェックを入れると、設定が変更された際にレシーバー

からビープ音を出力します。 

Touch Screen 

Calibration 

（タッチパネルの 

キャリブレーション） 

製品に接続された USB タッチパネルの画面のキャリブレーション

は、このボタンを使って行います。キャリブレーション画面が表示さ

れたら、処理が完了する前に、四隅にある点滅中の「＋」マークに触

れてキャリブレーションを行ってください。 

USB Mode 

（USB モード） 

USB ポートに接続する USB デバイスの種類を選択します。 

Virtual Media（バーチャルメディア）：USB ポートにストレージデバイ

スを挿入している時にのみ、このオプションを選択するようにしてくだ

さい。この設定では、データ転送速度を最大にしますが、他の USB

デバイスを USB ポートに接続して使用することはできなくなります。

同一トランスミッターに接続されたレシーバーがUSBディスクドライブ

をマウントまたはマウント解除すると、キーボードやマウスの操作は

若干遅延します。トランスミッターがサポートするバーチャルメディア

の同時接続数は最大 12 です（キーボード/マウスを含む）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

USB Mode 

（USB モード） 

（続き） 

vUSB（Generic USB デバイス）（vUSB（ジェネリック USB デバイス））：

USB デバイス*を USB ポートに接続する場合は、この項目を選択してく

ださい。また、特殊な機能を備えたキーボードやマウスを USB ポート

に接続してコンソールとして使用する場合も、この項目を選択します。

この項目は、特殊な機能を備えたキーボードやマウスを使用する必要

があるものの、コンソールポートに接続しても動作しない場合にのみ

設定するようにしてください。キーボードやマウスを USB ポートに接続

しても、これらを使って OSD メニューを操作することはできません。

OSD メニューで使用できるようにするためには、キーボードおよびマウ

ス を コ ン ソ ー ル ポ ー ト に 接 続 し て く だ さ い 。 な お 、

KE6900ST/KE8900ST/KE9900ST は、このモードに対応していませ

ん。このモードにおいてサポートされる USB の最大接続数は、

KE6900/KE6940 で 2、KE8950/KE8952 で 5 です（キーボード/マウス

を除く）。また、KE8900SR でサポートされる vUSB の接続数は 1 です。 

Encryption（暗号化）：この項目にチェックを入れると、USB ポートに接

続された USB ドライブを暗号化します。 

 

注意：この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポート

しません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオや

ビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続しても、正し

く動作しませんので、ご注意ください。 

Receiver Keyboard 

（レシーバーのキー

ボード） 

キーボードの国コードが列挙されたドロップダウンメニューを使って、

レシーバーの OSD で使用する言語キーボードを選択します。 

Disable front video 

button 

（フロントのビデオボ

タンを無効にする） 

（KE6910/KE6912

のみ） 

レシーバーのフロントパネルにあるビデオボタンの機能（ビデオモード

またはグラフィックモードの選択）を有効または無効にすることができ

ます。 

「Disable」（無効）にチェックを入れると、この機能を無効にします（デ

フォルト設定）。 

また、この項目からチェックを外すと、この機能を有効にします。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。  
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スリム版 

 

 

項目 説明 

Mode 

（モード） 

単純な（トランスミッターからレシーバーに対する）1 対 1 の通信をレ

シーバー側の OSD メニューで管理する場合は、「Extender」（エクス

テンダー）モードを選択してください。 

KE マトリックスマネジャーの Web GUI からデバイスや接続の管理を

行う場合は、「Matrix」（マトリックス）モードを選択してください。この

モードは、トランスミッターからレシーバーへの通信を高度な方法で

管理するためのものです（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参

照）。 

Properties 

（プロパティ） 

「Extender」（エクステンダー）モード（上記参照）を選択した場合は、

レシーバーのビデオ、オーディオ、USB、RS-232 の各信号の送信

元となるトランスミッターの IP アドレスを設定してください。 

「Matrix」（マトリックス）モードを選択した場合、これらの入力欄は操

作できません。チャネルを使ってトランスミッターの接続を設定してく

ださい（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参照）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

RS-232 Settings 

（RS-232 設定） 

レシーバーに対してシリアルデバイスの設定を行います。デフォルト

設定は下記のとおりです。 

ボーレート：9600 

パリティ：なし 

データビット：8 ビット 

ストップビット：1 ビット 

フロー制御：なし 

Enable Media 

（メディアを有効にす

る） 

レシーバーがトランスミッターにアクセスできるメディアの種類を選択

します。選択できるのは「Video」（ビデオ）、「Audio」（オーディオ）、

USB、RS-232 です。KE8950 シリーズのモデルでは、ラジオボタンを

使ってオーディオ信号のソースを設定してください。選択できるの

は、HDMI、「Analog」（アナログ）、「Both」（両方）です。 

Manager Address 

（マネジャーアドレス） 

マトリックスマネジャーのソフトウェアが稼働しているコンピューター

の IP アドレスとポート番号を設定します。デフォルトのポート番号は

9110 です。 

Beeper 

（ビープ音） 

この項目にチェックを入れると、設定が変更された際にレシーバー

からビープ音を出力します。 

Touch Screen 

Calibration 

（タッチパネルの 

キャリブレーション） 

製品に接続された USB タッチパネルの画面のキャリブレーション

は、このボタンを使って行います。キャリブレーション画面が表示さ

れたら、処理が完了する前に、四隅にある点滅中の「＋」マークに触

れてキャリブレーションを行ってください。 

USB Mode 

（USB モード） 

USB ポートに接続する USB デバイスの種類を選択します。 

Virtual Media（バーチャルメディア）：USB ポートにストレージデバイ

スを挿入している時にのみ、このオプションを選択するようにしてくだ

さい。この設定では、データ転送速度を最大にしますが、他の USB

デバイスを USB ポートに接続して使用することはできなくなります。

同一トランスミッターに接続されたレシーバーがUSBディスクドライブ

をマウントまたはマウント解除すると、キーボードやマウスの操作は

若干遅延します。トランスミッターがサポートするバーチャルメディア

の同時接続数は最大 12 です（キーボード/マウスを含む）。 

(表は次のページに続きます) 

 

  



199 

項目 説明 

USB Mode 

（USB モード） 

（続き） 

vUSB（Generic USB デバイス）（vUSB（ジェネリック USB デバイス））：

USB デバイス*を USB ポートに接続する場合は、この項目を選択してく

ださい。また、特殊な機能を備えたキーボードやマウスを USB ポート

に接続してコンソールとして使用する場合も、この項目を選択します。

この項目は、特殊な機能を備えたキーボードやマウスを使用する必要

があるものの、コンソールポートに接続しても動作しない場合にのみ

設定するようにしてください。キーボードやマウスを USB ポートに接続

しても、これらを使って OSD メニューを操作することはできません。

OSD メニューで使用できるようにするためには、キーボードおよびマウ

ス を コ ン ソ ー ル ポ ー ト に 接 続 し て く だ さ い 。 な お 、

KE6900ST/KE8900ST/KE9900ST は、このモードに対応していませ

ん。また、このモードにおいてサポートされる USB の最大接続数は、

KE6900/KE6940 で 2、KE8950/KE8952 で 5 です（キーボード/マウス

を除く）。 

Encryption（暗号化）：この項目にチェックを入れると、USB ポートに接

続された USB ドライブを暗号化します。 

 

注意：この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポート

しません。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオや

ビデオデータのストリーミングを行う USB 周辺機器を接続しても、正し

く動作しませんので、ご注意ください。 

Receiver Keyboard 

（レシーバーのキー

ボード） 

キーボードの国コードが列挙されたドロップダウンメニューを使って、

レシーバーの OSD で使用する言語キーボードを選択します。 

Video Quality 

（ビデオ品質） 

（KE8900ST/KE890

0SR/KE9900ST の

み） 

スリムタイプの KE シリーズのレシーバーには物理的なボタンがないた

め、この項目でビデオモードまたはグラフィックモードのいずれかを選

択することができます。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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システム 

 「System」（システム）タブでは、レシーバーの全般的な設定を行うことができます。 

 

 

項目 説明 

Device Information 

（デバイス情報） 

「Name」(名前)と「Description」（説明）の各欄に、レシーバーの名前

と説明をそれぞれ入力してください。また、この部分には、レシーバ

ーの IP アドレス、MAC アドレス、ファームウェアバージョン、シリアル

ナンバーが表示されます。 

Reboot 

（再起動） 

1. ボタンをクリックすると、本体の再起動を行います。 

または 

2. レシーバーを工場出荷時のデフォルト設定にリセットする場

合、この項目にチェックを入れ、「Reboot」（再起動）ボタンをクリ

ックします。この操作により、製品購入後に変更された設定（ロ

グイン情報を除く）はすべて失われます。 

Receiver Password 

Change 

（レシーバーのパスワ

ード変更） 

「Enable」（有効）にチェックを入れると、レシーバーの OSD 設定画面

にアクセスする際にパスワードが必要になります。「Old Password」

（旧パスワード）、「New Password」（新パスワード）、「Confirm 

Password」（確認用新パスワード）の各欄に必要な情報を入力して

「Save」（保存）ボタンをクリックすると変更できます。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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トランスミッターの設定 

 

 「Transmitter」（トランスミッター）ラジオボタンを選択し、「Configure」（設定）をクリックしてログイ

ンすると、「Network」（ネットワーク）タブが表示されます。 

 

注意： トランスミッターの設定は単体で行えません。必ずレシーバーと接続し、レシーバーと

通信できるようになってから設定が可能になります。もし、通信できない場合は、1 対 1

で接続し、トランスミッターとレシーバーを工場出荷時設定に戻して通信を行ってくだ

さい。 
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ネットワーク 

 「Network」（ネットワーク）タブでは、トランスミッターの IP アドレス設定を行うことができます。 

 

項目 説明 

IP Installer 

（IP インストーラー） 

IP インストーラーとは、製品に IP アドレスを割り当てることのできる

Windows ベースの外部ユーティリティーです。IP インストーラーの使

用目的に応じて、「Enable」（有効）、「View Only」（参照のみ）、

「Disable」（無効）のラジオボタンの中から一つを選択してください。

使用方法については、p.427「IP インストーラー」をご参照ください。 

注意：セキュリティ対策として、IP インストーラーの使用後は、この項

目を「View Only」（参照のみ）、または「Disable」（無効）に設定するこ

とを推奨します。 

Network 

Configuration 

（ネットワーク設定） 

（DHCP を使用して）動的に IP アドレスを設定する場合は、「Obtain 

an IP address automatically」（IP アドレスを自動的に取得する）のラ

ジオボタンを選択してださい。 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにそれぞれ固

定のアドレスを割り当てる場合は、「Set IP address manually」（IP アド

レスを手動で設定する）のラジオボタンを選択して、各欄に、お使い

のネットワーク環境で有効な値を入力してください。 

ネットワーク設定を行う方法の詳細は、p.155「ネットワーク設定」をご

参照ください。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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プロパティ 

 「Properties」（プロパティ）タブでは、トランスミッターのエクステンダー機能に関する設定を行う

ことができます。 

 

 

項目 説明 

Mode 

（モード） 

単純な（トランスミッターからレシーバーに対する）1 対 1 の通信をレ

シーバー側の OSD メニューで管理する場合は、「Extender」（エクス

テンダー）モードを選択してください。 

KE マトリックスマネジャーの Web GUI からデバイスや接続の管理を

行う場合は、「Matrix」（マトリックス）モードを選択してください。この

モードは、トランスミッターからレシーバーへの通信を高度な方法で

管理するためのものです（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参

照）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Properties 

（プロパティ） 

Port OS（ポート OS）：トランスミッターに接続されているコンピュータ

ーの OS を、このドロップダウンリストから選択してください。 

OS Language（OS 言語）：トランスミッターに接続されているコンピュ

ーターの OS 言語を、このドロップダウンリストから選択してください。 

Enable Multicast Video（マルチキャストビデオを有効にする）：この

項目にチェックを入れると、トランスミッターのビデオ信号を複数のレ

シーバーにブロードキャストします。複数のレシーバーから同時にア

クセスする時はこの項目にチェックを入れてください。 

Enable Multicast Audio（マルチキャストオーディオを有効にする）：

この項目にチェックを入れると、トランスミッターのオーディオ信号を

複数のレシーバーにブロードキャストします。複数のレシーバーから

同時にアクセスする時はこの項目にチェックを入れてください。 

EDID Mode Selection（EDID モード選択）：EDID にはモニターの基

本情報が含まれており、使用するモニターの機種が異なっていても

入力機器側でこの情報をもとに解像度を最適化して表示することが

できます。「Manual」（手動）または「Remix」（リミックス）が選択されて

いると、レシーバー側のOSDにはボタンが表示されます。このボタン

を使うと、接続に使用するローカル EDID を設定することができま

す。入力機器がどのような方法でディスプレイの EDID を取得するか

は、こちらの項目で設定を行います。 

◆ Default（デフォルト）： トランスミッターに内蔵している EDID を

使用します。KE69xxのデバイスをKE89xxのデバイスに接続す

る場合は、必ずこの設定にしてください。 

◆ Auto（自動）：接続されているすべてのディスプレイの EDID お

よび ATEN デフォルト EDID を精査し、全ディスプレイに最適な

共通解像度を使用します。 

◆ Manual（手動）：レシーバーに接続しているモニターの EDID を

読み込めるようにします。読込の方法は「Connection」（接続）

画面（p.215）からを行います。 

◆ Remix（リミックス）：接続されているすべてのディスプレイの

EDID および ATEN デフォルト EDID を手動で精査し、全ディス

プレイに最適である共通解像度を使用します（p.215 参照）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Enable Media 

（メディアを有効にす

る） 

トランスミッターがレシーバーへ送信するメディアの種類を選択しま

す。選択できるのは「Video」（ビデオ）、「Audio」（オーディオ）、

USB、RS-232 です。 

RS-232 Settings 

（RS-232 設定） 

トランスミッターに対してシリアルデバイスの設定を行います。デフォ

ルト設定は下記のとおりです。 

ボーレート：9600 

パリティ：なし 

データビット：8 ビット 

ストップビット：1 ビット 

フロー制御：なし 

Manager Address 

（マネジャーアドレス） 

マトリックスマネジャーのソフトウェアが稼働しているコンピューター

の IP アドレスとポート番号を設定します。デフォルトのポート番号は

9110 です。 

Transmitter Video 

Attributes 

（トランスミッターのビ

デオ動作） 

トランスミッターのビデオを設定します。 

Video Type（ビデオの種類）：ディスプレイで使用されている DVI コ

ネクターの種類を、「Digital（DVI-D）」と「Digital（DVI-I）」から選択し

て く だ さ い 。 こ の オ プ シ ョ ン は KE6900 、 KE6940 、 KE6900A 、

KE6940A の各シリーズのみで利用可能であるため、他の型番をお

使いの場合はグレー表示されます。 

Color Depth（色深度）：色深度に使用するビット数を、24、16、8 から

選択してください。これは 1 ピクセルの色を描画するのに使用するビ

ット数を表すものです。1 ビットの深度で、一度に表示できる色の数

が決まります。 

Bandwidth Limit（転送量上限）：トランスミッターがネットワーク上で

ビデオを転送するのに使用することのできる最大帯域幅を選択して

ください。この値を小さく設定すると低画質で転送します。この値を

大きくすると高画質で転送しますが、ネットワークの転送速度に影響

を与える可能性があります。 

Video Quality（ビデオ画質）：お使いの環境で使用するビデオ画質

を選択してください。5 は最も高い画質に、1 は最も低い画質にそれ

ぞれ設定します。選択できる値は 1～5 です。 

Background Refresh（バックグラウンドリフレッシュ）：トランスミッター

がディスプレイを自動でリフレッシュする頻度を設定してください。選

択できる値は、256/128/64/32/16/0 フレームごとです。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Beeper  

（ビープ音） 

この項目にチェックを入れると、設定が変更されるたびに製品からビ

ープ音を出力します。 

Occupy Timeout 

（占有タイムアウト） 

アクセスモードが「Occupy」（占有）に設定されているデバイスのタイ

ムアウトのしきい値を設定します（p.275「Access Type（アクセスタイ

プ）」参照）。このポートを占有しているユーザーが何も操作せずに、

ここで設定されたタイムアウト時間が経過すると、レシーバーはタイ

ムアウトとなり、ポートは開放されます。ポートが開放されてから初め

てキーボードやマウスで操作を行ったレシーバーが、次にポートを

占有することができます。入力できる値は、1～240 秒です。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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システム 

 「System」（システム）タブでは、トランスミッターの全般的な設定を行うことができます。 

 

項目 説明 

Device Information 

（デバイス情報） 

「Name」(名前)と「Description」（説明）の各欄に、トランスミッターの

名前と説明をそれぞれ入力してください。この部分には、トランスミ

ッターの IP アドレス、MAC アドレス、ファームウェアバージョン、シリ

アルナンバーが表示されます。 

Reboot 

（再起動） 

1. ボタンをクリックすると、本体の再起動を行います。 

または 

2. トランスミッターを工場出荷時のデフォルト設定にリセットする

場合、「Reset to factory default」（工場出荷時のデフォルト値

にリセットする）の項目にチェックを入れ、「Reboot」（再起動）

ボタンをクリックします。この操作により、製品購入後に変更さ

れた設定（ログイン情報を除く）はすべて失われます。 

Transmitter Password 

Change 

（トランスミッターの 

パスワード変更） 

「Enable」（有効）にチェックを入れると、トランスミッターの OSD 設

定画面にアクセスする際にパスワードが必要になります。「Old 

Password」（旧パスワード）、「New Password」（新パスワード）、

「Confirm Password」（確認用新パスワード）の各欄に必要な情報

を入力して「Save」（保存）ボタンをクリックすると変更できます。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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インターネットポート（Ait モデル限定） 

 「Internet Port」（インターネットポート）タブでは、トランスミッターにおけるインターネットポート

の設定を行うことができます。 
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IP インストーラー 

IP インストーラーは、トランスミッターに外部から IP アドレスを設定することのできる、Windows 用ソ

フトウェアです。IP インストーラーの用途に応じて、「Enabled」（有効にする）、「View Only」（参照の

み）、「Disabled」（無効にする）のいずれかのラジオボタンをクリックしてください。IP インストーラーの

詳細は p.427 を参照してください。 

注意： 1. 「View Only」（参照のみ）を選択した場合、トランスミッターは IP インストーラーの

デバイスリストで確認することができますが、この IP インストーラーから IP アドレス

を変更することはできません。 

2. セキュリティ上の理由から、IP インストーラーの使用後には、この項目を「View 

Only」（参照のみ）または「Disabled」（無効にする）に設定することを強く推奨しま

す。 

 

サービスポート 

 トランスミッターが各種ネットワークサービスで使用するポートを指定してください。 

 

 Program（プログラム）：Windows クライアントや Java ビューワー、Windows/Java クライアント AP

プログラムからトランスミッターに接続する際に使用するポート番号です。デフォルトでは 9000

に設定されています。 

 HTTP：ブラウザによるログインで使用するポート番号です。デフォルトでは 80 に設定されてい

ます。 

 HTTPS：セキュリティで保護されたブラウザによるログインで使用するポート番号です。デフォ

ルトでは 443 に設定されています。 

注意： 1. 各サービスポートで有効な値は 1～65535 です。 

2. これらのポートはそれぞれ固有のポートを割り当て、項目間で値が重複しな

いように設定してください。 

3. ファイアーウォールが設置されている環境では、ネットワーク管理者とご相談

の上、設定してください。 

 

 ファイアーウォールが使用されている場合、管理者はファイアーウォールの設定で許可されたポ

ート番号を製品側でも設定する必要があります。デフォルト以外のポートが設定されている場合、

ユーザーはログイン時に IPアドレスの一部としてポート番号を指定する必要があります。ポート番号

が指定されていない場合や無効なポート番号が指定されている場合、あるいはポート番号が存在

しない場合は、トランスミッターを検索しても表示されません。 
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IPv4 設定 

 トランスミッターには、起動時に動的に割り当てられる IP アドレス（DHCP）、または固定 IP アドレス

を割り当てることができます。 

 

 IP アドレスを動的に割り当てる場合は、「DHCP」ラジオボタンを選択します(デフォルト設定で

す)。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Manual」（手動）のラジオボタンを選択し、IP アドレスを入

力してください。 

注意： 1. 「DHCP」の項目を選択した場合、トランスミッターは起動後にDHCPサーバー

からの IP アドレスの割り当てを待機します。1 分経過しても IP アドレスが割り

当てられない場合は、工場出荷時にデフォルトで設定された IP アドレス 

(192.168.0.60)に自動的に戻ります。 

2. トランスミッターが DHCP を使用してネットワークアドレスを割り当てるネットワ

ーク上にあり、その IPアドレスを確認する必要がある場合は、IPインストーラー

を使用できます。詳細については p.427「IP インストーラー」を参照してくださ

い。 

 

 トランスミッターは、DNS サーバーアドレスを自動的に割り当てるか、または固定アドレスを指定す

ることができます。 

 

 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS server address 

automatically」(DNS サーバーアドレスを自動的に取得する)のラジオボタンを選択してくださ

い。 

 DNS サーバーの固定アドレスを指定する場合は、「Use the following DNS server address」(以

下の DNS サーバーアドレスを使用する)のラジオボタンを選択し、必要な情報を入力してくださ

い。 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 

 

IPv6 設定 

 トランスミッターには、ブート時に動的 IPv6 アドレスを割り当てたり(DHCP)、固定 IPv6 アドレスを指

定したりすることができます。 

 

◆ 動的 IPv6 アドレスを割り当てる場合は、「DHCP」ラジオボタンを選択してください(デフォルト設

定です)。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Manual」（手動）ラジオボタンを選択し、IP アドレスを入力
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してください。 

 

 トランスミッターには DNS サーバーのアドレスを自動で割り当てることも、手動で固定アドレスを設

定することも可能です。 

 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS server address 

automatically」(DNS サーバーアドレスの自動取得)のラジオボタンを選択してください。 

 DNS サーバーの固定アドレスを指定する場合は、「Set DNS server address manually」(DNS サ

ーバーアドレスを手動で設定する)のラジオボタンを選択し、必要な情報を入力してください。 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 

 

動作モード 

 「Working Mode」（動作モード）セクションを使うと、動作モードの各種パラメーターを設定すること

ができます。 

 

◆ Enable ICMP（ICMP を有効にする）：この項目にチェックを入れると、ICMP サービスを有効に

します。 

◆ Disable Browser Service（ブラウザサービスを無効にする）：この項目にチェックを入れると、特

定のアクセスを無効にします。利用可能なオプションは、「browser」（ブラウザ）、「http」、

「https」です。 

◆ Enable Client AP Device List（クライアント AP のデバイスリストを有効にする）：この項目にチェ

ックを入れると、この機能を有効にします。この機能が有効である場合、ユニットは

Windows/Java クライアントを使ってサーバーリストで検出できるようになります（p.350「起動」参

照）。また、無効である場合は、ユニットが接続されていてもサーバーリストには表示されませ

ん。 

 

 情報の入力や設定が完了したら、「Save」（保存）をクリックしてください。 
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ユーザー設定 

 

 「User Preferences」（ユーザー設定）ラジオボタンを選択し、「Configure」（設定）をクリックしてロ

グインすると、下図のような設定画面が表示されます。 

 

項目 説明 

User Password Change 

（ユーザーパスワードの変更） 

このセクションでは、OSD パスワードを変更することができま

す。 

1. 「Old Password」（旧パスワード）の欄に、現在のパスワ

ードを入力してください。 

2. 「New Password」（新パスワード）の欄に、新たに設定す

るパスワードを入力してください。 

3. 「Confirm Password」（確認用パスワード）の欄に、新た

に設定するパスワードを再度入力してください。 

OSD Language 

（OSD 言語） 

ドロップダウンリストから OSD セッションで使用する言語を選

択してください。選択できる値は、英語、中国語（簡体字）、

中国語（繁体字）、日本語、韓国語、オランダ語、フランス

語、スペイン語、ポルトガル語、ロシア語です。 

OSD Hotkey 

（OSD ホットキー） 

OSD 画面を呼び出すホットキーの組み合わせを選択してく

ださい。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Logout Timeout 

（ログアウトタイムアウト） 

ユーザーが操作しないまま、この機能で設定された時間が

経過すると、ユーザーは自動的にログアウトします。OSD に

アクセスするには再度ログインする必要があります。 

Screen Blanker 

（スクリーンブランカー） 

ユーザーが操作しないまま、この機能で設定された時間が

経過すると、映像信号の出力を OFF にします。 

 

 入力が完了したら、「Save」（保存）ボタンをクリックしてください。 
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OSD マトリックスモード 

 

 システムを（プロパティで）マトリックスモードに設定すると、OSD を起動した際にシステムログイ

ン画面が表示されます。ここでユーザーネームとパスワードを入力すると、「Connection」（接続）

画面に遷移します。 

 

 

注意： レシーバー側でログインが不要な場合は、「Login to system」（システムへログイン）を

クリックしてください。エクステンダー、デスクトップ/マトリックスの各モードに関する詳

細は、p.194「Mode（モード）」を参照してください。 

 

 ログインすると、次のページのような「Connection」（接続）画面に遷移します。 
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接続画面 

 

リストモード 

 

 

 この接続画面における各項目の内容は下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 Channel Name 

（チャネル名） 

レシーバーで利用可能なチャネル接続を一覧表示します。チャネ

ルとはアクセス可能なトランスミッターへの接続のことを指します。

これはマトリックスマネジャーの「Device Management」（デバイス管

理）タブで作成されます（p.234「ブラウザ/Telnet による操作」参

照）。 

2 Description 

（説明） 

この欄には、接続が作成されたときに入力された、チャネルの説明

が表示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

3 Connect 

（接続） 

レシーバーをチャネルに接続する際には、次のアクセスタイプを

クリックしてください。 

Exclusive（排他）：最初にチャネルにアクセスしたレシーバーが、

このチャネルに対して排他的に操作することができます。このと

き、他のユーザーはチャネルを参照したり、操作したりすることが

できません。この設定ではタイムアウト機能は適用されません。 

Occupy（占有）：最初にチャネルにアクセスしたレシーバーが、こ

のチャネルを操作することができます。このとき、他のユーザーも

チャネルのビデオを参照できますが操作はできません。このチャ

ネルを操作しているレシーバーが非アクティブな状態のまま、

「Timeout」（タイムアウト）欄で設定された時間が経過すると、操

作権限は、このタイムアウト後に初めてマウスかキーボードを操

作したレシーバーに移ります。 

Share（共有）：チャネルに対して複数のレシーバーで同時に操

作を共有することができます。レシーバーからの入力はキューに

格納されて、順番に実行されます。 

View Only（参照のみ）：レシーバーは映像を参照するのみで、

操作はできません。 

4 >> / >>| 

（次のページ 

/ 最後のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるチャネルがある場合、「>>」

ボタンをクリックすると、次のページに移動します。また、「>>|」ボ

タンをクリックすると、最後のページに移動します。 

5 << / |<< 

（前のページ 

/ 最初のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるチャネルがある場合、「<<」

ボタンをクリックすると、前のページに移動します。また、「|<<」ボ

タンをクリックすると、最初のページに移動します。 

6 Favorite 

（お気に入り） 

「Favorites」（お気に入り）をクリックすると、お気に入りに該当す

るチャネルのみが一覧表示されます。また、お気に入りに該当す

るチャネルにはハートのアイコンが表示されます。 

お気に入りに追加する場合は、チャネルを選択した後でマウスを

右クリックして、「Add to Favorite」（お気に入りに追加）を選択し

てください。また、お気に入りから削除する場合は、チャネルを選

択した後でマウスを右クリックして、「Remove from Favorite」（お

気に入りから削除）を選択してください。 

注意：お気に入りには、最大 50 チャンネル追加することができま

す。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

7 Array Mode 

（アレイモード） 

このボタンをクリックすると、各ソースのビデオプレビューの形式

でチャネル接続を参照します。この一覧は一度に 6 つのグルー

プで表示されます。このモードについては p.218 で説明します。 

8 List Mode 

（リストモード） 

これは、モードに「Array」（アレイ）を選択した際に表示されるオ

プションです。このボタンをクリックすると、名前でソートされた一

覧、またはお気に入りが上位に表示された形式でチャネル接続

を参照します。ソートを変更する場合は、一覧における「Channel 

Name」（チャネル名）の見出しをクリックしてください。 

9 EDID Mode 

（EDID モード） 

トランスミッターの EDIDが設定されると、設定内容に応じて、レシ

ーバーの接続用 EDID の設定を行う各種ボタンが表示または非

表示になります。トランスミッターの EDID 設定に応じて、下記の

ルールがレシーバー側の OSD に適用されます。 

 

◆ EDID モードが「Default」（デフォルト）または「Auto」（自動）

である場合は、設定項目がないため、EDID ボタンは表示さ

れません。 

◆ EDID モードが「Manual」（手動）または「Remix」（リミックス）

である場合は、EDID ボタンが表示されるため、「Manual 

EDID」（手動 EDID）または「Remix EDID」（リミックス EDID）

のどちらかを選択してください。 

 

EDID 設定をローカルで調整する場合は、「Manual」（手動）また

は「Remix」（リミックス）をクリックしてください。 

トランスミッターの EDID モードを設定する方法については、

p.203「プロパティ」を参照してください。 

10 Logout 

（ログアウト） 

このボタンをクリックすると、接続画面からログアウトします。 

11 Go to Configuration 

Window 

（設定ウィンドウに戻

る） 

このボタンをクリックすると、メインの OSD 画面に戻ります。 
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アレイモード 

 アレイモードは、スリムタイプの IP-KVM レシーバーではサポートされませんので、ご注意くださ

い。 

 

 この画面は複数パネルのグリッドに分かれており、各パネルには特定チャネルのビデオ出力が表

示されます。接続するモードを選択するには、パネルを右クリックして、次のオプションから適当なも

のを選択してください。 

E：Exclusive（排他）、O：Occupy（占有）、S：Share（共有）、V：View Only（参照のみ）、X：Exit（終

了） 

なお、ビデオを表示中のパネルの上にマウスカーソルが置かれていると、オーディオがトランスミッ

ターから出力されてもレシーバー側で出力できなくなります。 

 

 

No. 名称 説明 

1 >> / >>| 

（次のページ 

/ 最後のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるチャネルがある場合、「>>」

ボタンをクリックすると、次のページに移動します。また、「>>|」ボ

タンをクリックすると、最後のページに移動します。 

2 << / |<< 

（前のページ 

/ 最初のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるチャネルがある場合、「<<」

ボタンをクリックすると、前のページに移動します。また、「|<<」ボ

タンをクリックすると、最初のページに移動します。 

3 Grid Selection 

（グリッド選択） 

表示するチャネル数を選択します。オプションは、2×2、3×3、4

×4、5×5、6×6 です。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

4 Favorites 

（お気に入り） 

「Favorites」（お気に入り）をクリックすると、お気に入りに該当す

るチャネルのみが一覧表示されます。「All」（すべて）をクリックす

ると、すべてのチャネルを一覧表示します。 

お気に入りに追加する場合は、リストモードにしてから、チャネル

を選択した後でマウスを右クリックして、「Add to Favorite」（お気

に入りに追加）を選択してください。また、お気に入りから削除す

る場合も同様に、リストモードにしてから、チャネルを選択した後

でマウスを右クリックして、「Remove from Favorite」（お気に入り

から削除）を選択してください。 

注意：お気に入りには、最大 50 チャンネル追加することができま

す。 

5 List Mode 

（リストモード） 

このボタンをクリックすると、名前でソートされた一覧、またはお気

に入りが上位に表示された形式でチャネル接続を参照します。

ソートを変更する場合は、一覧における「Channel Name」（チャネ

ル名）の見出しをクリックしてください。リストモードについては

p.217 でも説明しています。 

6 Logout 

（ログアウト） 

このボタンをクリックすると、接続画面からログアウトします。 

7 Configure 

（設定） 

このボタンをクリックすると、メインの OSD 画面に戻ります。 

 

  



220 

 

プロファイル画面 

 「Profile」（プロファイル）タブをクリックすると、次のような画面が表示されます。 

 

 

このプロファイル画面における各項目の内容は下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 Name 

（名前） 

利用可能なプロファイルを一覧表示します。プロファイル

は、レシーバーにチャネルへのアクセスを提供します。

「Connect」（接続）をクリックすることで接続することができま

す。 

2 Description 

（説明） 

この欄には、新規作成時に入力されたプロファイルの説明

が表示されます。 

3 Connect 

（接続） 

「Connect」（接続）をクリックすると、レシーバーは、プロファ

イルの設定情報に基づき接続を行います（p.305「プロファイ

ルの追加」参照）。 

(表は次のページに続きます) 

  



221 

 

No. 名称 説明 

4 Disconnect 

（切断） 

「Disconnect」（切断）をクリックすると、現在のプロファイルへ

の接続を終了します。 

5 >>/ >>| 

（次のページ 

/ 最後のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるプロファイル/ビデオウ

ォールがある場合、「>>」ボタンをクリックすると、次のページ

に遷移します。また、「>>|」ボタンをクリックすると、最後のペ

ージに移動します。 

6 << / |<< 

（前のページ 

/ 最初のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるプロファイル/ビデオウ

ォールがある場合、「<<」ボタンをクリックすると、前のページ

に遷移します。また、「|<<」ボタンをクリックすると、最初のペ

ージに移動します。 

7 Logout 

（ログアウト） 

このボタンをクリックすると、接続画面からログアウトします。 

8 Go to Configuration 

Window 

（設定ウィンドウに戻る） 

このボタンをクリックすると、メインの OSD 画面に戻ります。 
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コンテンツのプッシュ 

 「Push Content」（コンテンツのプッシュ）画面を使うと、レシーバー側にあるコンピューターの接

続を別のレシーバーのコンソールにプッシュし、両方から同じコンピューターに対してアクセスす

ることができるようになります。「Push Content」（コンテンツのプッシュ）タブをクリックすると、下図

のような画面が表示されます。 

 

 

この画面における各項目の内容は下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 Receiver Name 

（レシーバー名） 

レシーバー側のコンピューターの接続をプッシュする対

象として選択可能なレシーバーの名前を一覧表示しま

す。 

2 Description 

（説明） 

この欄には、新規作成時に入力されたレシーバーの説

明が表示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

3 Connect 

（接続） 

「Push Content」（コンテンツのプッシュ）をクリックすると、

選択されたレシーバーのコンソールに対して、ローカル

のレシーバー側にあるコンピューターの接続をプッシュ

します。そうすると、ローカルのレシーバー側にあるコン

ピューターの接続が、プッシュされた側のレシーバーに

表示され、両側からコンピューターへの接続を共有する

ことができます。アクセスの共有方法は、ローカル側のレ

シーバーによって選択されたアクセスモードによって決

まります（p.274「トランスミッターの操作権限」参照）。 

4 >>/ >>| 

（次のページ 

/ 最後のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるアイテムがある場

合、「>>」ボタンをクリックすると、次のページに遷移しま

す。また、「>>|」ボタンをクリックすると、最後のページに

移動します。 

5 << / |<< 

（前のページ 

/ 最初のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるアイテムがある場

合、「<<」ボタンをクリックすると、前のページに遷移しま

す。また、「|<<」ボタンをクリックすると、最初のページに

移動します。 

6 Logout 

（ログアウト） 

このボタンをクリックすると、接続画面からログアウトしま

す。 

7 Go to Configuration Window 

（設定ウィンドウに戻る） 

このボタンをクリックすると、メインの OSD 画面に戻りま

す。 
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コンテンツのプル 

 「Pull Content」（コンテンツのプル）画面を使うと、レシーバー側にあるコンピューターの接続を

ローカル側のレシーバーのコンソールにプルし、両方から同じコンピューターに対してアクセス

することができるようになります。「Pull Content」（コンテンツのプル）タブをクリックすると、下図の

ような画面が表示されます。 

 

 

この画面における各項目の内容は下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 Receiver Name 

（レシーバー名） 

「Channel Status」（チャネルの状態）列に表示されたチャ

ネルに接続中のレシーバーの名前を一覧表示します。 

2 Channel Status 

（チャネルの状態） 

この欄には、利用可能な各チャネル接続の名前、説明、

アクセスタイプが表示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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No. 名称 説明 

3 Connect 

（接続） 

「Pull Content」（コンテンツのプル）をクリックすると、レシ

ーバーは「Channel Status」（チャネルの状態）に表示さ

れているアクセスモードを使用して、チャネル接続をロー

カルコンソールにプルします。 

4 >>/ >>| 

（次のページ 

/ 最後のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるアイテムがある場

合、「>>」ボタンをクリックすると、次のページに遷移しま

す。また、「>>|」ボタンをクリックすると、最後のページに

移動します。 

5 << / |<< 

（前のページ 

/ 最初のページ） 

一覧に 1 ページの表示件数を超えるアイテムがある場

合、「<<」ボタンをクリックすると、前のページに遷移しま

す。また、「|<<」ボタンをクリックすると、最初のページに

移動します。 

6 Logout 

（ログアウト） 

このボタンをクリックすると、接続画面からログアウトしま

す。 

7 Go to Configuration Window 

（設定ウィンドウに戻る） 

このボタンをクリックすると、メインの OSD 画面に戻りま

す。 
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第 4 章 

ソフトウェアのインストール 
 

概要 

 

 「KE マトリックスマネジャー」とは、本製品をマトリックスモードで使用するのに必要なシステムであ

り、ネットワーク経由で管理する Web ブラウザベースの GUI です。このソフトウェアの完全版をご購

入される場合は、お近くの ATEN 販売店までお問い合わせください。無料の KE マトリックスマネジ

ャーのライト版をダウンロードする場合は、下記の操作方法をご参照ください。  

 

注意： 1. 「マトリックスマネジャー」と「KE Matrix Manager」は同じソフトウェアのことを指しま

す。 

2. このソフトウェアには、マトリックスモードを使用するための基本的な機能が含まれ

ています。 

 

マトリックスマネジャーのインストール 

 

 ここでは、KE マトリックスマネジャーの完全版をプライマリーまたはセカンダリーのコンピュータ

ーへとインストールする方法について説明します。ソフトウェア要件については、p.31「最小ハー

ドウェア/ソフトウェア要件」を参照してください。 

 

1. お使いのコンピューターの USB ポートに、別売りの USB ライセンスキーを挿してください。 

注意： セットアップで KE シリーズのデバイスを 9 台以上使用する場合は、セカンダリー

コンピューターにKEマトリックスマネジャーをインストールする際に、USBライセン

スキーがもう 1 つ必要になります。 
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2. ファイル「KEMatrixManagerSetup」をダブルクリックし、インストールを開始してください。

「Introduction」画面が表示されたら、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてください。 

 

3. 「License Agreement」画面が表示されます。 

 

この使用許諾契約の内容に同意される場合は、「 I accept the terms of the license 

agreement」（この使用許諾契約の内容に同意する）のラジオボタンを選択し、「Next」（次へ）

ボタンをクリックしてください。 
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4. 「Choose Install Folder」（インストールフォルダーの選択）画面が表示されます。 

 

このソフトウェアをインストールするフォルダーを選択し、「Next」（次へ）ボタンをクリックして

ください。 

 

5. 「Choose Shortcut Folder」（ショートカットフォルダーの選択）画面が表示されます。 

 

画面内に表示されているオプションを選択し、プログラムのショートカットを作成する場所を

選択したら、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてください。 
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6. 「Pre-Installation Summary」（インストール前の概要）画面が表示されます。 

 

これまでにインストーラーで選択してきた設定内容を確認してください。設定を変更したい

場合は、「Previous」（前へ）ボタンをクリックして、前の画面に戻ってください。この設定でソ

フトウェアをインストールする場合は、「Install」（インストール）ボタンをクリックしてください。 

 

7. インストールが終了すると、「Install Complete」（インストール完了）画面が表示されます。 

 

「Done」（終了）ボタンをクリックしてください。 
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Linux へのインストール 

 

 下記の説明は、Linux サーバーにマトリックスマネジャーソフトウェアの完全版をインストールす

る方法です。ソフトウェアのシステム要件については、p.31「最小ハードウェア/ソフトウェア要件」

を参照してください。 

 

1. マトリックスマネジャーソフトウェアのインストール用ファイルをLinuxサーバーにダウンロード

してください。 

 

2. 手順 1 でダウンロードしたインストール用ファイルがコマンドから実行できるように、下記の例

を参考にしながらファイルの属性（アクセス権限）を変更してください。 

例： chmod a+x kemanager_setup.bin 
 

3. インストール用ファイルをコマンドで実行してください。 

sudo sh ./kemanager_setup.bin 
 
4. 「Introduction」（はじめに）画面が表示されたら、「Next」（次へ）をクリックしてください。 
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5. そうすると、「License Agreement」（使用許諾契約）画面が表示されます。 

 

使用許諾契約に同意した場合は、「I accept the terms of the license agreement」（この使用

許諾契約の内容に同意する）のラジオボタンを選択し、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

6. 「Choose Install Folder」（インストールフォルダーの選択）画面が表示されたら、インストール

場所となるディレクトリを選択して、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてインストール作業を続

けてください。 

 

7. ソフトウェアが正常にインストールされると、有効なリンクがディレクトリに表示されます。 
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8. 上図にある「Uninstall_Matrix_Manager」はソフトウェアをアンインストールする際に使用され

ます。デフォルトでは、ルートフォルダーに対して次のようにアクセスすることができます。 

sudo –i cd /root cd KeManager sudo ./Uninstall_Matrix_Manager 
 
9. マトリックスマネジャーのサービスを確認して停止する場合は、下記のコマンドを使用してく

ださい。 

cd KeManager  
サービスを確認する場合： sudo ./Query_Service  

サービスを停止する場合： sudo ./Stop_Service 
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10. マトリックスマネジャーのサービスを確認して開始する場合は、下記のコマンドを使用してく

ださい。 

cd KeManager  

サービスを確認する場合： sudo ./Query_Service 

サービスを開始する場合： sudo ./Start_Service 
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第 5 章 

ブラウザ/Telnet 操作 
概要 

 

 「マトリックスマネジャー」には、標準的な Web ブラウザや Telnet 経由でアクセスすることができ

ます。ユーザーがログインし、認証されると、ブラウザ GUI 画面が表示されます。本章では、前半

のセクションでログイン手順と Web ブラウザ画面における項目について、また、後半のセクション

で Telnet 経由の接続方法に関する詳細について、それぞれ説明します。 

 

ログイン 

 

 マトリックスマネジャーにログインするには、以下の手順に従って操作を行ってください。 

 

 アクセスの前にマトリックスマネジャーが Windows サービスとして起動しているか確認してくださ

い。サービスとして登録されていなければ、スタートメニューから、Matrix Manager → 「Install 

service」を管理者権限で実行してください※。インストール完了後に再びスタートメニューから、

「Start Service」を管理者権限で実行してください。 

 

※ もし、インストールができない場合は、JRE ランタイムのパスがシステム環境変数に追

加されているかご確認ください。 

 

 

1. Web ブラウザを起動し、マトリックスマネジャーがインストールされているコンピューターの IP

アドレスを URL バーに入力してください。 

注意： 管理者が HTTP または HTTPS のポートをデフォルト設定から変更している場合

は、IP アドレスの前に「http://」または「https://」を、また、IP アドレスの後ろにポ

ート番号をそれぞれ追加する必要があります。以下は入力例です。 

 https://192.168.1.20:8443 

この例における「8443」は HTTPS のポート番号です。HTTP を使用する場合のポ

ート番号は「8080」です。また、IP アドレスとこのポート番号はコロンでつなげま

す。 
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2. 「セキュリティの警告」ダイアログボックスが表示されますが、この証明書は信頼できるもので

すので、受け入れてください（詳細は p.460「信頼された証明書」参照）。または「このサイト

の閲覧を続行する（推奨されません）」をクリックすると、ログイン画面が表示されます。 

 

 

3. ユーザーネームとパスワードを入力し、「Login」（ログイン）ボタンをクリックしてください。 

注意： この時、必ず、次のアドミニストレーターのアカウントを使用してください。 

ユーザーネーム：administrator パスワード：password 

 

4. セキュリティ対策として、システム側からパスワードをすぐに変更するよう求められます。 

 

「OK」をクリックすると、パスワード変更ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

5. 新しいパスワードを「Password」（パスワード）と「Confirm」（確認）の両方の欄に入力してくだ

さい。 

 

6. 「OK」をクリックしてパスワードの変更を完了すると、KE マトリックスマネジャーのメイン画面

に遷移します。詳細については次のページを参照してください。 
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マトリックスマネジャー メイン画面 

 

 ログインに成功すると、Web ブラウザには下図のようなメイン画面が表示されます。 

 

各部名称 

 画面内における各部名称と機能内容は下表のとおりです。 

No. 名称 説明 

1 インストールウィザード このアイコンを使うと、LAN 上のトランスミッター/レシーバー

を検索し、これらをマトリックスマネジャーに追加することが

できます（p.238「インストールウィザード」参照）。デバイスが

見つからない場合は、そのデバイスの OSD メニューにおけ

るネットワークの設定をご確認ください（p.193、p.202 参

照）。 

2 システム設定 このアイコンをクリックすると、マトリックスマネジャーソフトウ

ェアの設定を行える「System Setting」（システム設定）セクシ

ョンに移動します。このメニューにおける操作方法について

は p.312 で説明しています。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

3 ログアウト このボタンをクリックすると、マトリックスマネジャーの Web セ

ッションからログアウトします。 

4 相互表示パネル メインで操作を行う部分です。ページを上または下にスクロ

ールすると、各種選択項目を参照することができます。クリッ

クすると、項目に応じて詳細画面を開いたり、現在の情報が

表示されたりします。 

5 簡易リンク このアイコンをクリックすると、下部にバーが表示され、ここ

から KEデバイスに簡単にアクセスすることができます。簡易

リンクについては、p.241 で説明します。 

 

相互表示パネル 

 メインの相互表示パネルにある各アイコンには、下表の機能が関連付けられています。 

 

アイコン 機能 

 

System Status（システムの状態）：トランスミッター、レシーバー、ユーザ

ー、プロファイル、ログの状態の概要を提供します。各タイトルをクリック

すると、そのタイトルに関連した設定画面が開きます。システムの状態

に関する詳細は、p.248 で説明します。 

 

Connections（接続）：現在のトランスミッターとレシーバーの接続を視覚

的に表示します。接続に関する詳細は、p.340 で説明します。 

 

Scheduled Profile（スケジューリングされたプロファイル）：実行が予定さ

れている接続プロファイルの概要を提供します。スケジューリングされた

プロファイルに関する詳細は、p.343 で説明します。 

 

Sessions（セッション）：現在のユーザーセッションが一覧表示されます。

セッションに関する詳細は、p.345 で説明します。 

 

Refresh（再表示）：このアイコンをクリックすると、現在画面に表示されて

いる情報を最新の情報に更新します。  

 

To Top（画面上部へ）： このアイコンは相互表示パネルの右下に表示

され、クリックすると、画面の上部に戻ります。 
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インストールウィザード 

 

 CCKM にトランスミッターやレシーバーを追加するには、インストールウィザードを使用します。こ

のウィザードは、ネットワーク上のデバイスを検索し、これらをCCKMに追加するものです。デバイス

を追加するには、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. トランスミッターとレシーバーをすべて LAN に接続してください。 

2. CCKM のメイン画面で、「Install Wizard」（インストールウィザード）アイコンをクリックしてくださ

い（p.236 参照）。 

3. インストールウィザードが表示されたら、オプションを選択してデバイスの検索を行ってくださ

い。 

 

項目 説明 

Search Local 

（ローカル検索） 

この項目にチェックを入れて「Refresh」（再読込）ボタ

ンをクリックすると、LAN 上のトランスミッター/レシー

バーを検索します。 

Search Subnet 

（サブネット検索） 

この項目にチェックを入れてサブネット IP を入力し、

「Refresh」（再読込）ボタンをクリックすると、サブネット

上のトランスミッター/レシーバーを検索します。 

Transmitter / Receiver 

（トランスミッター / レシーバー） 

ネットワーク上で検出されたトランスミッターおよびレ

シーバーの数を表示します。追加したいトランスミッタ

ーやレシーバーを選択するには、各アイテムの隣に

あるチェックボックスにチェックを入れてください。 

 

この「Refresh」（再読込）ボタンを押すと、現在インスト

ールウィザードに表示されている情報を更新します。 
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4. 追加したいトランスミッターやレシーバーの隣にあるチェックボックスにチェックを入れて選択し

たら、「Next」（次へ）をクリックしてください。 

5. 「Assign IP Address」（IP アドレスの割り当て）画面でオプションを選択して、ネットワーク設定を

行ったら、「Next」（次へ）をクリックしてください。 

 

項目 説明 

IP Range 

（IP の範囲） 

この項目を選択した場合は、追加対象のトランスミッター/

レシーバーに割り当てたい固定 IP アドレスの範囲の始点

および終点となるアドレスをそれぞれ入力してください。 

DHCP この項目を選択すると、動的 IP アドレスを割り当てます。 

Use Original IP Setting 

（元の IP 設定を使用する） 

この項目を選択すると、現在トランスミッター/レシーバー

に設定されている IP アドレスを、そのまま使用します。 

 

6. 命名規則（タイトル＋番号）を作成する場合は、「Naming Rule」（命名規則）ラジオボタンを、ま

た、現在トランスミッター/レシーバーに設定されている名前をそのまま使用する場合は「Use 

Original Name」（元の名前を使用する）ラジオボタンを、それぞれ選択し、「Next」（次へ）ボタン

をクリックしてください。 
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7. 各トランスミッターの名前、IP アドレス、オーディオの各設定を確認したら、「Permissions」（操作

権限）*のチェックボックスを選択して、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてください。レシーバー

に対しても、それぞれ同様の手順で設定を行ってください。 

 

注意： 操作権限の設定に関する詳細は、p.274「トランスミッターの操作権限」および

p.291「レシーバーの権限設定」を参照してください。 

 

8. 「Done」（完了）をクリックしてください。 
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簡易リンク 

 

 マトリックスマネジャーのメイン画面下部には、簡易リンクバーがあります。この部分を使うと、レシ

ーバーをトランスミッターに簡単に接続することができます。 

 

 上部パネルには「Receiver List」（レシーバー一覧）が、下部パネルには「Transmitter List」（トラ

ンスミッター一覧）が、それぞれ表示されます。接続を作成するには、上部パネルにあるレシーバー

をクリックして、ドロップダウンメニューからトランスミッターを選択するか（下図参照）、下部パネルに

あるトランスミッターをドラッグして、上部パネルのレシーバーにドロップしてください。レシーバーとト

ランスミッターの接続を必要なだけ設定したら、「Apply」（適用）をクリックしてください。 

 

 

 

項目 説明 

Instant Link 

（簡易リンク） 

このバーを使うと、レシーバーをトランスミッターへと簡単に接続させる

ことができます。バーをクリックするとパネルを開き、もう一回クリックす

るとパネルを最小化します。上部パネルには、LAN で検出されたレシ

ーバーがすべて一覧表示されます。レシーバーをクリックしてドロップ

ダウンメニューを使うと、トランスミッターを選択します。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Transmitter List 

（トランスミッター一覧） 

この一覧のバーをクリックすると、パネルを開きます。パネルには、

LAN で検出されたトランスミッターがすべて一覧表示されます。下部

パネルにあるトランスミッターをドラッグして、上部パネルにあるレシー

バーにドロップすると、接続を確立します。 

Location 

（場所） 

ドロップダウンメニューを使って場所を選択すると、画面に表示するレ

シーバーやトランスミッターの条件を絞り込みます。 

 

このアイコンをクリックすると、個々のレシーバーを表示します。 

 

このアイコンをクリックすると、ビデオウォールのレシーバーのみを表示

します。 

 

このアイコンをクリックすると、レシーバーグループに属しているレシー

バーのみを表示します。 

Access Mode 

（アクセスモード） 

デバイスをクリックしたら、ドロップダウンボックスからアクセスモード（占

有、参照のみ、排他）を選択してください。 

Auto Apply 

（自動適用） 

この項目にチェックを入れると、「Apply」（適用）ボタンをクリックしなく

ても、デバイスをドラッグ＆ドロップするだけで接続を即座に適用しま

す。 

Apply 

（適用） 

この部分をクリックすると、デバイスの接続を行います。 

Cancel 

（キャンセル） 

この部分をクリックすると、接続せずに終了します。 

 

  



243 

 

RS-232/Telnet 

 

 KE シリーズの IP-KVM エクステンダーは、Telnet を使用しリモートターミナルセッション経由で

操作したり設定したりすることができます。これは、初回セットアップでネットワークに接続して、製

品本体を設定するのに便利な方法です。 

 

Telnet 

 Telnet セッションを使用して KE シリーズの IP-KVM エクステンダーにログインするには、下記

の手順に従って操作してください。 

 

1. お使いのコンピューターで、ターミナル（コマンドライン）セッションを開いてください。 

2. プロンプトで、KE シリーズの IP-KVM エクステンダーの IP アドレスとポート番号（23）を次の

形式で入力してください（パラメーター前後のカッコ（[ ]）は入力不要です）。 

telnet [IP アドレス] [ポート番号] 

3. [Enter]キーを押してテキストメニューを起動してください。そうすると、ログイン画面が表示さ

れますので、ログインプロンプトでパスワードを入力してください。 

 

 

注意： Telnet セッションのデフォルトパスワードは「password」です。 
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RS-232 

 RS-232 セッションを使用して KE シリーズの IP-KVM エクステンダーにログインするには、下記

の手順に従って操作してください。 

 

1. コントローラーのシリアルポートを、レシーバーのデフォルト設定と同じになるように設定してく

ださい。設定内容は下表のとおりです。 

ボーレート 9600 

データビット 8 ビット 

パリティ 無 

ストップビット 1 ビット 

フローコントロール 無 

 

レシーバーのファンクションスイッチは、「RS-232 Config」（RS-232設定）にする必要があります

（p.39 参照）。また、ネットワーク上で RS-232 コマンドを実行する前に、コンピューターにマトリ

ックスマネジャーをインストールして、オンライン状態になっていることを確認してください。また、

スリムタイプの KE シリーズ（KE8900ST/KE8900SR/KE9900ST）をお使いの場合は、コマンドを

実行する前に RS-232 シリアルポートが接続されていないことを確認してください。 

 

4. [Enter]キーを押してテキストメニューを起動してください。そうすると、ログイン画面が表示さ

れますので、ログインプロンプトでパスワードを入力してください。 

 

 

注意： RS-232 セッションのデフォルトパスワードは「password」です。 
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設定メニュー 

 KE シリーズの IP-KVM エクステンダーへの Telnet 接続が確立されると、この製品のテキストベ

ースの設定メニューが表示されます。この画面では、番号を指定することでオプションの選択が

可能です。 

 

メインメニュー 

 

 

 

1. ネットワーク 
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2. プロパティ 
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3. システム 

 

 

注意： 工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン情報（ユーザーネーム/パスワー

ド）を除くすべての設定がデフォルトの設定値に戻ります。ログイン情報をリセットするに

は、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 
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第 6 章 

システムの状態 
概要 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルは、マトリックスマネジャーのメイン画面上部にありま

す。この部分には、トランスミッター、レシーバー、ユーザー、プロファイル、およびログに関する

状態の情報が表示されます。項目を選択してクリックすると、「Settings」（設定）画面を開きます。

この画面の詳細については、次のセクションで説明します。 
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システムの状態 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルには、情報や各設定画面へのリンクが表示された 5 つ

のセクションがあります。セクション内における「Transmitter」（トランスミッター）、「Receiver」（レシー

バー）、「Users」（ユーザー）、「Profile」（プロファイル）、「Log」（ログ）といった項目をクリックすると、

それぞれの設定画面にアクセスすることができます。各セクションについては下表で、また、画面に

おける設定に関する詳細は後続のページで、それぞれ説明します。 

 

 

 

項目 説明 

Transmitter 

（トランスミッター） 

この部分には、マトリックスマネジャーに追加されているトランスミッタ

ーの概要が表示されます。 

◆ Active（アクティブ）：オンラインで、かつレシーバーに接続してい

るトランスミッターの台数が表示されます。 

◆ Standby（スタンバイ）：オンラインではあるものの、レシーバーに

接続していないトランスミッターの台数が表示されます。 

◆ Offline（オフライン）：オフラインのマトリックスマネジャーに追加さ

れているトランスミッターの台数が表示されます。 

◆ Total（合計）：マトリックスマネジャーに追加されているトランスミッ

ターの合計台数が表示されます。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Receiver 

（レシーバー） 

この部分には、マトリックスマネジャーに追加されているレシーバーの

概要が表示されます。 

◆ Active（アクティブ）：オンラインで、かつトランスミッターに接続し

ているレシーバーの台数が表示されます。 

◆ Standby（スタンバイ）：オンラインではあるものの、トランスミッター

に接続していないレシーバーの台数が表示されます。 

◆ Offline（オフライン）：オフラインのマトリックスマネジャーに追加さ

れているレシーバーの台数が表示されます。 

◆ Total（合計）：マトリックスマネジャーに追加されているレシーバー

の合計台数が表示されます。 

Users 

（ユーザー） 

この部分には、マトリックスマネジャーのセッションにおけるユーザーの

概要が表示されます。 

◆ On-line（オンライン）：OSD またはマトリックスマネジャーのセッシ

ョンにログイン中のユーザー数が表示されます。 

◆ Idle（アイドル）：OSD とマトリックスマネジャーのセッションのどちら

にもログインしていないユーザー数が表示されます。 

Profile 

（プロファイル） 

この部分には、プロファイルおよびプロファイルスケジュールの概要が

表示されます。 

◆ Total（合計）：利用可能なプロファイルの合計が表示されます。 

◆ Next scheduled to run（次の実行スケジュール）：次に実行が予

定されているプロファイルの名前が表示されます。 

◆ Days later（次のスケジュールまでの日数）：次に予定されている

プロファイルが実行されるまでの日数が表示されます。 

Log 

（ログ） 

この部分には、システムログの概要が表示されます。 

◆ Warning（警告）：イベントログが消去されてから、新たに発生した

警告ログの件数が表示されます。 

◆ Error（エラー）：イベントログが消去されてから、新たに発生した

エラーログの件数が表示されます。 

◆ Information（情報）：イベントログが消去されてから、新たに発生し

た情報ログの件数が表示されます。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Redundancy Status 

（二重化の状態） 

この部分には、二重化モードに関する情報が表示されます。最初のカ

ッコには、どのサーバーがマトリックスマネジャーを制御しているかを、

[Primary]または[Secondary]で表示します。二重化が無効になってい

る場合、最初のカッコには[Standalone]と表示されます。2 つ目のカッ

コには状態が表示されます。 

◆ [Working]（稼働中）：このサーバーがマトリックスマネジャーのデ

ータベースを制御していることを表します。 

◆ [Standby]（スタンバイ）： データベースの稼働がアイドル状態で

ある場合に、このメッセージが表示されます。 
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トランスミッター 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルにある「Transmitter」（トランスミッター）をクリックすると、

設定画面を開きます。この画面では、トランスミッター（物理的なトランスミッター）、仮想トランスミッタ

ー（マルチソース）、およびトランスミッターグループ（マルチビデオソース）の追加、削除、および設

定を行うことができます。マトリックスマネジャーは、有効な IP アドレスで LAN に接続されているトラ

ンスミッターを自動的に追加します。 

 

 

 この画面におけるアイコンや項目名は文字どおりの意味を表します。ここでは、トランスミッターの

確認や設定を行うことができます。 

 

◆  Active（アクティブ）は、オンラインで、かつ使用中のトランスミッター接続を意味します。 

◆  Standby（スタンバイ）は、オンラインのトランスミッター接続を意味します。 

◆  Offline（オフライン）は、オフラインのトランスミッター接続を意味します。 
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◆  このドロップダウンメニューを使うと、トランスミッターを場所別の条件に絞り

込んで表示します。場所を指定すると、画面に表示されるトランスミッターに制限をかけること

ができます。 

  クリックすると、新しい場所を追加します。 

  トランスミッターを選択して、この「Move to」（次へ移動）アイコンをクリックすると、

選択したデバイスを場所に追加します。 

  ドロップダウンメニューから場所を選択して、このアイコンをクリックすると、その項目

を削除します。 

  場所を選択して、このアイコンをクリックすると、その場所の名前を変更します。 

◆  このアイコンをクリックすると、選択されたトランスミッターを削除します。 

◆  選択されたトランスミッターに、次のオプションを与えたい場合は、該当する項目をクリック

してください。 

 Copy & Paste（コピー＆ペースト）：トランスミッターの設定をコピーして、別のトランスミッタ

ーにペーストします（p.268「コピー＆ペースト」参照）。 

 Beeper（ビープ音）：ビープ音を出力します。 

 Reboot（再起動）：シャットダウン後、再起動します。 

 Reset to Factory（工場出荷時の状態にリセット）：すべての設定を工場出荷時における

デフォルト設定に戻します。 

注意： 工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン情報（ユーザーネーム

/パスワード）を除くすべての設定がデフォルトの設定値に戻ります。ログイン

情報をリセットするには、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

 

◆  クリックすると、「Create Virtual TX」（仮想 TX の作成）または「Create TX Group」（TX グ

ループの作成）画面に遷移します（p.269 および p.272 参照）。 

◆  クリックすると、トランスミッターの操作権限を設定します（p.274 参照）。 

◆  クリックすると、トランスミッターの検索を行います。 
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◆  クリックすると、トランスミッターの条件を絞り込んで画面に表示します。 

◆  クリックすると、表示を「Grid View」（グリッド表示）と「List View」（一覧表示）の間で交互

に切り替えます。 
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トランスミッターの設定 

 マトリックスマネジャーがネットワーク上のトランスミッターを検出すると、検出されたデバイスがトラ

ンスミッターの設定画面に表示されます。トランスミッターをダブルクリックすると、そのデバイスの設

定を行うことができます。 

 

 

注意： インターネットポートを搭載したトランスミッター（AiT モデル）では、上図の設定画面が

「Main」（メイン）タブの下に配置されます。そして、「Internet Port」（インターネットポー

ト）タブが追加で利用できるようになります。詳細は p.261「インターネットポート（AiT モ

デル限定）」を参照してください。 

 

 

項目 説明 

Basic 

（基礎） 

Device Name（デバイス名）：トランスミッターの名前を入力してください。 

 

Description（説明）：トランスミッターの説明を入力してください。 

 

Location（場所）：デバイスの場所をドロップダウンメニューから選択してくださ

い。設定画面に表示されるトランスミッターは、この条件で絞り込むことができ

ます。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Basic 

（基本） 

（続き） 

Mode（モード）：このラジオボタンを使って、トランスミッターをセットアップしたり

管理したりする方法を選択してください。 

◆ 単純な 1 対 1（トランスミッター→レシーバー）の機器でシステムを構成し、

レシーバー側の OSD 側で管理を行う場合は、「Extender」（エクステンダ

ー）モードを選択してください。 

◆ デバイスや接続の管理をマトリックスマネジャーから LAN 経由で行う場合

は、「Matrix」（マトリックス）モードを選択してください。このモードは、マトリ

ックスマネジャーの Web GUI で定義されたトランスミッターやレシーバー

の接続を高度な方法で管理する場合に選択してください。 

 

Enable Media（メディアを有効にする）：トランスミッターがストリーミングできるソ

ースの種類を選択してください。選択できるのは次の項目です：Video（ビデ

オ）、Audio（オーディオ）、USB、RS-232。 

 

Audio Input（オーディオ入力）：このオプションを選択すると、トランスミッターの

オーディオ信号を次から選択することができます：HDMI、Analog（アナログ）、

Auto（自動）。なお、この項目はコンピューター側と同じ値に設定する必要があ

ります*。 

注意：このオプションは、HDMI に対応した KE デバイスでのみ利用可能です。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Basic 

（基本） 

（続き） 

EDID Mode（EDID モード）：EDID にはディスプレイの基本情報が含まれてい

ます。ソースデバイスがこの情報を使うことで、各種モニター間で最適な解像

度を利用することができるようになります。「Manual」（手動）または「Remix」（リミ

ックス）が選択されていると、レシーバー側の OSD にはボタンが表示されます。

このボタンを使うと、接続に使用するローカル EDID を設定することができます

（p.217「EDID モード」参照）。ソースデバイスがディスプレイの EDID を取得す

る方法を次から選択してください。 

◆ Default（デフォルト）：EDID は ATEN のデフォルトに設定されます。KE69

シリーズのデバイスを KE89 シリーズのデバイスに接続している場合は、

必ずこの設定にしてください。 

◆ Auto（自動）：接続されているすべてのディスプレイの EDID および ATEN

デフォルト EDID を精査し、全ディスプレイに最適な共通解像度を使用し

ます。 

◆ Manual（手動）：レシーバー側の OSD から手動で EDID の設定を行いま

す（p.217「EDID モード」参照）。 

◆ Remix（リミックス）：接続されているすべてのディスプレイの EDID および

ATEN デフォルト EDID を手動で精査し、全ディスプレイに最適である共

通解像度を使用します（p.215 参照）。 

 

Multicast Video（マルチキャストビデオ）：「Enable」（有効）を選択すると、トラン

スミッターのビデオ信号を複数のレシーバーにブロードキャストします。 

 

Multicast Audio（マルチキャストオーディオ）：「Enable」（有効）を選択すると、ト

ランスミッターのオーディオ信号を複数のレシーバーにブロードキャストしま

す。 

◆ Occupy Timeout（占有タイムアウト）：アクセスモードが「Occupy」（占有）

に設定されているレシーバーに対して、タイムアウトのしきい値を設定しま

す。このポートを占有しているユーザーが何も操作せずに、ここで設定さ

れたタイムアウト時間が経過すると、レシーバーはタイムアウトとなり、ポー

トは開放されます。ポートが開放されてから初めてキーボードやマウスで

操作を行ったレシーバーが、次にポートを占有することができます。入力

できる値は、1～240 秒です。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Basic 

（基本） 

（続き） 

Port OS（ポート OS）：トランスミッターに接続されているコンピューターの OS

を、ドロップダウンメニューから選択してください。 

 

OS Language（OS 言語）：トランスミッターに接続されているコンピューターの

OS 言語を、ドロップダウンメニューから選択してください。 

 

CCKM IP：マトリックスマネジャーソフトウェアが稼働しているコンピューターの

IP アドレスとポート番号を設定してください。ポート番号は、デフォルトでは

9110 に設定されています。 

 

IP Installer（IP インストーラー）：IP インストーラーとは、製品に IP アドレスを割り

当てることのできる Windows ベースの外部ユーティリティーです。IP インストー

ラーの使用目的に応じて、「Enable」（有効）、「View Only」（参照のみ）、

「Disable」（無効）のラジオボタンの中から一つを選択してください。使用方法

については、p.427「IP インストーラー」をご参照ください。 

Video Settings 

（ビデオ設定） 

トランスミッターのビデオを設定します。 

 

Video Type（ビデオの種類）：ディスプレイで使用されている DVI コネクターの

種類を、「Digital（DVI-D）」と「Digital（DVI-I）」から選択してください。このオプ

ションは KE6900 のみで利用可能です。 

 

Color Depth（色深度）：色深度に使用するビット数を、24、16、8 から選択してく

ださい。これは 1 ピクセルの色を描画するのに使用するビット数を表すもので

す。1 ビットの深度で、一度に表示できる色の数が決まります。 

 

Bandwidth Limit（転送量上限）：トランスミッターがネットワーク上でビデオを転

送するのに使用することのできる最大帯域幅を選択してください。この値を小

さく設定すると低画質で転送します。この値を大きくすると高画質で転送しま

すが、ネットワークの転送速度に影響を与える可能性があります。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Video Settings 

（ビデオ設定） 

（続き） 

Video Quality（ビデオ画質）：お使いの環境で使用するビデオ画質を選択

してください。5 は最も高い画質に、1 は最も低い画質にそれぞれ設定しま

す。選択できる値は 1～5 です。 

 

Background Refresh（バックグラウンドリフレッシュ）：トランスミッターがディス

プレイを自動でリフレッシュする頻度を設定してください。選択できる値は、

256/128/64/32/16/0 フレームごとです。 

IP Settings 

（IP 設定） 

動的に IP アドレスを設定する場合は、「DHCP」のラジオボタンを選択して

ださい。 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにそれぞれ固定のアド

レスを割り当てる場合は、「Manual」（手動）のラジオボタンを選択して、お

使いのネットワーク環境で有効な値を各欄に入力してください。 

ネットワーク設定を行う方法の詳細は、p.155「ネットワークの設定」をご参照

ください。 

Password 

Protection 

（パスワード保護） 

「Enable」（有効）を選択すると、トランスミッターの OSD 設定画面にアクセス

するのにパスワードが必要になります（p.189 参照）。 

パスワードとして使用する文字列を、「Password」（パスワード）と「Confirm」

（確認）の両方の欄に入力してください。 

RS-232 Settings 

（RS-232 設定） 

トランスミッターに対してシリアルデバイスの設定を行います。デフォルト設

定は下記のとおりです。 

ボーレート：9600 

パリティ：なし 

データビット：8 ビット 

ストップビット：1 ビット 

フロー制御：なし 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Replace Device 

（デバイスの置き換え） 

左上にある「Replace Device」（デバイスの置き換え）をクリックすると、

古いトランスミッターを新しいものに置き換えます*。設定内容は古いト

ランスミッターからすべてコピーされ、新しいトランスミッターへと引き継

がれます。この機能を利用する前に、新しいトランスミッターをネットワ

ークに接続しておいてください。この項目をクリックしたら、設定を適用

する新しいトランスミッターをドロップダウンメニューから選択してくださ

い。 

注意： 

1. この項目は、トランスミッターがオフラインの場合にのみ表示され

ます。 

2. この機能はレシーバーにもトランスミッターにも使用することがで

きますが、置き換えを行う際には同じ型番であることをご確認くだ

さい。 

Save 

（保存） 

クリックすると、プロパティに対する変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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インターネットポート（AiT モデル限定） 

 インターネットポートを搭載したトランスミッター（AiT モデル）では、このポートの設定を

「Internet Port」（インターネットポート）タブで行うことができます。 
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基本 
■ IP インストーラー 

IP インストーラーは、トランスミッターに外部から IP アドレスを設定することができる Windows 用ソ

フトウェアです。IP インストーラーの用途に応じて、「Enabled」（有効にする）、「View Only」（参照の

み）、「Disabled」（無効にする）のいずれかのラジオボタンをクリックしてください。IP インストーラーの

詳細は p.427 を参照してください。 

注意： 1. 「View Only」（参照のみ）を選択した場合、トランスミッターは IP インストーラーの

デバイスリストで確認することができますが、この IP インストーラーから IP アドレス

を変更することはできません。 

2. セキュリティ上の理由から、IP インストーラーの使用後には、この項目を「View 

Only」（参照のみ）または「Disabled」（無効にする）に設定することを強く推奨しま

す。 

 

■ ポート 

 トランスミッターが各種ネットワークサービスで使用するポートを指定してください。 

 Program（プログラム）：Windows クライアントや Java ビューワー、Windows/Java クライアント AP

プログラムからトランスミッターに接続する際に使用するポート番号です。デフォルトでは 9000

に設定されています。 

 HTTP：ブラウザによるログインで使用するポート番号です。デフォルトでは 80 に設定されてい

ます。 

 HTTPS：セキュリティで保護されたブラウザによるログインで使用するポート番号です。デフォ

ルトでは 443 に設定されています。 

注意： 1. 各サービスポートで有効な値は 1～65535 です。 

2. これらのポートはそれぞれ固有のポートを割り当て、項目間で値が重複しな

いように設定してください。 

3. ファイアーウォールが設置されている環境では、ネットワーク管理者とご相談

の上、設定してください。 

 

 ファイアーウォールが使用されている場合、管理者はファイアーウォールの設定で許可されたポ

ート番号を製品側でも設定する必要があります。デフォルト以外のポートが設定されている場合、

ユーザーはログイン時に IPアドレスの一部としてポート番号を指定する必要があります。ポート番号

が指定されていない場合や無効なポート番号が指定されている場合、あるいはポート番号が存在

しない場合は、トランスミッターを検索しても表示されません。 
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モード 

 「Mode」（動作モード）セクションを使うと、動作モードの各種パラメーターを設定することができま

す。 

 

◆ Enable ICMP（ICMP を有効にする）：この項目にチェックを入れると、ICMP サービスを有効に

します。 

◆ Disable Browser Service（ブラウザサービスを無効にする）：この項目にチェックを入れると、特

定のアクセスを無効にします。利用可能なオプションは、「browser」（ブラウザ）、「http」、

「https」です。 

◆ Enable Client AP Device List（クライアント AP のデバイスリストを有効にする）：この項目にチェ

ックを入れると、この機能を有効にします。この機能が有効である場合、ユニットは

Windows/Java クライアントを使ってサーバーリストで検出できるようになります（p.350「起動」参

照）。また、無効である場合は、ユニットが接続されていてもサーバーリストには表示されませ

ん。 

 

IPv4 設定 
 トランスミッターは、起動時に動的に割り当てられる IP アドレス（DHCP）、または固定 IP アドレスを

使用することができます。 

 

 IP アドレスを動的に割り当てる場合は、「DHCP」ラジオボタンを選択します(デフォルト設定で

す)。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Manual」（手動）のラジオボタンを選択し、IP アドレスを入

力してください。 

注意： 1. 「DHCP」の項目を選択した場合、トランスミッターは起動後にDHCPサーバー

からの IP アドレスの割り当てを待機します。1 分経過しても IP アドレスが割り

当てられない場合は、工場出荷時にデフォルトで設定された IP アドレス 

(192.168.0.61)に自動的に戻ります。 

2. トランスミッターが DHCP を使用してネットワークアドレスを割り当てるネットワ

ーク上にあり、その IPアドレスを確認する必要がある場合は、IPインストーラー

を使用できます。詳細については p.427「IP インストーラー」を参照してくださ

い。 

 

 トランスミッターは、DNS サーバーアドレスを自動的に割り当てるか、または固定アドレスを指定す

ることができます。 
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 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS server address 

automatically」(DNS サーバーアドレスを自動的に取得する)のラジオボタンを選択してくださ

い。 

 DNS サーバーの固定アドレスを指定する場合は、「Use the following DNS server address」(以

下の DNS サーバーアドレスを使用する)のラジオボタンを選択し、必要な情報を入力してくださ

い。 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 

 

IPv6 設定 
 トランスミッターには、ブート時に動的 IPv6 アドレスを割り当てたり(DHCP)、固定 IPv6 アドレスを指

定したりすることができます。 

 

◆ 動的 IPv6 アドレスを割り当てる場合は、「DHCP」ラジオボタンを選択してください(デフォルト設

定です)。 

 固定 IP アドレスを設定する場合は、「Manual」（手動）ラジオボタンを選択し、IP アドレスを入力

してください。 

 

 トランスミッターには DNS サーバーのアドレスを自動で割り当てることも、手動で固定アドレスを設

定することも可能です。 

 DNS サーバーのアドレスを自動的に割り当てる場合は、「Obtain DNS server address 

automatically」(DNS サーバーアドレスの自動取得)のラジオボタンを選択してください。 

 DNS サーバーの固定アドレスを指定する場合は、「Set DNS server address manually」(DNS サ

ーバーアドレスを手動で設定する)のラジオボタンを選択し、必要な情報を入力してください。 

注意： 代替 DNS サーバーのアドレスは任意で設定してください。 
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プライベート証明書 
 SSL による暗号化通信でログインする場合は、ユーザー自身が意図した Web サイトにログインす

ることを証明するために、署名済み証明書が使用されます。このセクションでは、セキュリティを強

化するために、デフォルトの ATEN 証明書を使うのではなく、自分のプライベート暗号キーと署名済

み証明書を使うように設定することができます。 

 

プライベート証明書を発行するには、自己署名された証明書を作成する方法と、サードパーティ

ーの証明局（CA）によって署名された証明書をインポートする方法の 2 つの方法があります。 

 

自己署名済証明書の作成 

 自己署名済証明書は、「openssl.org.」で公開されている「Win32 OpenSSL」などで作成できます。

OpenSSL を使って独自のプライベートキーと SSL 証明書を作成する方法の詳細については、p.461

「自己署名（プライベート）証明書」を参照してください。 

 

CA 署名済 SSL サーバー証明書の取得 

 セキュリティを強化するために、サードパーティーの認証局（CA)によって署名された証明書を使

うことを推奨します。サードパーティーによって署名された証明書を取得する場合は、認証局の

Web サイトにアクセスし、SSL 証明書を申請してください。CA から証明書が送られてきたら、お使い

のコンピューターのハードディスクドライブの適当なフォルダーに保存してください。 

 

プライベート証明書のインポート 

 プライベート証明書をインポートするには、次の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. 「Private Key」（プライベートキー）の右隣にある「Browse」（参照）ボタンをクリックして、プライベ

ート暗号キーのファイルがあるフォルダーに移動し、このファイルを選択してください。 

2. 「Certificate」（証明書）の右隣にある「Browse」（参照）ボタンをクリックして、証明書のファイル

があるフォルダーに移動し、このファイルを選択してください。 

3. 「Upload」（アップロード）ボタンをクリックして、操作を完了させてください。 

注意： プライベート暗号キーと署名済証明書は同時にインポートしてください。 

 

 「Reset Default」（デフォルトにリセット）をクリックすると、過去に行われた変更がリストアされます。 
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証明書署名要求 
 「Certificate Signing Request(CSR)」（CSR 証明書署名要求）セクションでは、CA 署名済み SSL サ

ーバー証明書の取得とインストールを自動的に行います。 

 

 この操作を実行するには、次の手順に従ってください。 

 

1. 「Create CSR」（CSR の作成）をクリックしてください。そうすると、下図のようなダイアログボック

スが表示されます。 

 

 

2. 下表の例を参考にしながら、お使いのサイトで有効な値をフォームに入力してください。 

情報 入力例 

Country(2 letter code) 

(国名（2 バイトコード） 

TW 

State or Province 

（都道府県） 

Taiwan 

Locality（市区町村） Taipei 

Organization（会社名） Your Company, Ltd. 

Unit（部署名） Techdoc Department 

Common Name 

（コモンネーム） 

mycompany.com 

ここには証明書を有効にしたいサイトのドメイン名を正確に入力してく

ださい。例えば、サイトのドメイン名が「www.mycompany.com」で、

「mycompany.com」だけしか入力しなかった場合、この証明書は有効

にはなりません。 

Email Address 

（メールアドレス） 

administrator@youcompany.com 

http://www.mycompany.com/
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3. フォームへの入力（全項目への入力が必須）が完了したら、「Create」(作成)をクリックしてく

ださい。 

そうすると、入力した情報に基づいて作成された自己署名済み証明書が、トランスミッター

に保存されます。 

 

4. 「Get CSR」(CSR を取得する)をクリックし、証明書ファイル(csr.cer)をお使いのコンピュータ

ーの適当なフォルダーに保存してください。 

これは、署名済み SSL 証明書の申請の際にサードパーティーの認証局へ提出が必要とな

るファイルです。 

 

5. 認証局から証明書が送られて来たら、この証明書をお使いのコンピューターの適当なフォ

ルダーに保存してください。そうしたら、「Browse」（参照）をクリックして、ファイルの場所へ

移動し、「Upload」（アップロード）をクリックして、これをトランスミッターに保存してください。 

注意： ファイルをアップロードすると、 トランスミッターではファイルのチェックを行い、特

定の情報が一致しているかどうかを確認します。一致した場合、ファイルは受け入

れられ、一致しない場合は拒否されます。 

 

 証明書を削除する場合（ドメイン名の変更などにより新しい証明書に置き換える場合）は、

「Remove CSR」（CSR を削除）をクリックしてください。 
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コピー＆ペースト 

 このオプションを使うと、トランスミッターの設定をコピーして、別のトランスミッターにペーストします。

この機能を利用するには、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. 物理的なトランスミッターを選択してください。 

2. トランスミッターのメニューバーで、「Copy & Paste」（コピー＆ペースト）をクリックしてください

（p.253 参照）。 

3. コピーしたい設定項目のチェックボックスにチェックを入れたら、「Next」（次へ）をクリックしてく

ださい。 

 

4. 設定内容を適用したいトランスミッターを選択したら、「Done」（完了）をクリックしてください（複

数選択可）。 
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仮想トランスミッター 

 仮想トランスミッターを作成すると、別々のトランスミッターから出力されたソースメディア（KVM、オ

ーディオ、USB、シリアル）の信号から 1 系統の接続を作成することができます。トランスミッターの設

定画面の右上に「Virtual TX」（仮想 TX）と表示されている場合は、それが仮想トランスミッターであ

ることを表します。この仮想トランスミッターの機能は、各メディアソースに対して、オンラインのトラン

スミッターを選択するだけで、お使いいただけます。なお、デュアルディスプレイに対応したトランス

ミッターは、2 台の異なる仮想トランスミッターとして追加することが可能です。 

 

 仮想トランスミッターを作成する場合は、トランスミッターの設定画面で「 」のアイコンをクリック

し、「Create Virtual TX」（仮想 TX の作成）を選択してください。 

 

 

 

項目 説明 

Name 

（名前） 

仮想トランスミッターの名前を入力してください。 

Description 

（説明） 

仮想トランスミッターの説明を入力してください。 

Location 

（場所） 

仮想トランスミッターに対して設定する場所を、ドロップダウンメニューから

選択してください。場所の割り当ては任意です。詳細については、p.276

における場所に関する記述を参照してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

KVM 仮想トランスミッターに対して設定する KVM 入力（キーボード、モニタ

ー、マウス）を、ドロップダウンメニューから選択してください。 

Audio 

（オーディオ） 

仮想トランスミッターに対して設定するオーディオ入力を、ドロップダウン

メニューから選択してください。 

USB 仮想トランスミッターに対して設定する USB 入力を、ドロップダウンメニュ

ーから選択してください。 

Serial 

（シリアル） 

仮想トランスミッターに対して設定するシリアル入力を、ドロップダウンメニ

ューから選択してください。 

Apply 

（適用） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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インテリジェントデュアルビデオ出力管理 

本シリーズの A モデル（KE6900A、KE6940A）において、インテリジェントデュアルビデオ出力管

理は、1台のデュアルディスプレイ出力対応のトランスミッター（KE6940T）の各ビデオ出力（DVI：1、

DVI：2）を分けて 2 台の異なる仮想トランスミッターへと出力する機能です。分離されたこれらの出

力には、別々のレシーバー（KE6900AR、KE6940AR）からアクセスすることができます。レシーバー

は、どちらのレシーバーが制御を行うかを定義したアクセスタイプに基づいて、仮想トランスミッター

を相互に切り替えたり、これらのトランスミッターに対して独立して接続したりすることができます

（p.274 参照）。 

 

 この方法で使用する場合は、下図のように KE デバイスをセットアップしてください。そうしたら、各

仮想トランスミッターに対し、KVM ソースとして DVI：1 と DVI：2 のどちらを使用するのかを選択して、

仮想トランスミッターを 2 台作成してください。 

 

 A モデル以外の機種（例：KE6910R、KE6912R）では、DVI：1 または DVI：2 を選択することができ

ますが、常に DVI：1 からのビデオ出力を取得することになります。 

 

 

 上図のようにセットアップして、2 台の仮想トランスミッターの片方に接続すると、マウスカーソルが

メインまたは拡張デュアルディスプレイの画面に置かれて、視界から消える場合があります。このた

め、操作中のマウスカーソルが見えなくなるかもしれません。マウスカーソルをデュアルディスプレイ

画面のどちらかで見えるようにするには、マルチスクリーンコントロール（p.289 参照）を有効にして

から、[F8] + [F9]のホットキーを使用してください。 
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トランスミッターグループ 

 トランスミッターグループを作成すると、複数のトランスミッターから出力されたビデオから 1 系統の

接続を作成して、複数のレシーバーに接続されたディスプレイに出力することができます。この機

能を使用するには、トランスミッターグループをレシーバーグループに接続してください（p.285 参

照）。トランスミッターグループは、トランスミッター設定画面の下部に表示されます。 

 

 トランスミッターグループを作成する場合は、トランスミッターの設定画面で「 」のアイコンをクリ

ックし、「Create TX Group」（TX グループの作成）を選択してください。 

 

 

 

 各項目に対して適当な値を入力したら、トランスミッターをダブルクリックするか、ドラッグ＆ドロッ

プして、これらを上部パネルに追加したり、ここから削除したりしてください。上部パネルにあるトラン

スミッターは、レシーバー側でレシーバーグループに対するビデオソースとして使用されます。 

 

項目 説明 

Name 

（名前） 

トランスミッターグループの名前を入力してください。 

Description 

（説明） 

トランスミッターグループの説明を入力してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Location 

（場所） 

トランスミッターグループに対して設定する場所を、ドロップダウンメニュ

ーから選択してください。場所の割り当ては任意です。詳細については、

p.276 における場所に関する記述を参照してください。 

Save 

（保存） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 

 

注意： トランスミッターグループは最大で 4 つ作成することができます。 
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トランスミッターの操作権限 

 「Set Transmitter Permissions」（トランスミッターの操作権限設定）画面では、トランスミッター、仮

想トランスミッター、およびトランスミッターグループにアクセス可能なユーザーやグループを設定し

ます。 

 

 「Transmitter List」（トランスミッター一覧）でデバイスを選択したら、各ユーザーまたは各グループ

の隣にあるドロップダウンメニューから操作権限を「All」（すべて）、「View」（参照）、「Occupy」（占

有）、「Exclusive」（排他）から選択して、トランスミッターに接続する際の操作権限を設定してくださ

い。グリーンのブロックは、ユーザーがアクセスできることを表しています。 

 

 トランスミッターの操作権限を設定する場合は、「Transmitter」（トランスミッター）の設定画面で、

をクリックしてください。 

 

 

項目 説明 

Transmitter List 

（トランスミッター一覧） 

操作権限を設定するのに選択可能なトランスミッター、仮想トラン

スミッター、およびトランスミッターグループを一覧表示します。 

ドロップダウンメニュー ドロップダウンメニューから、「User」（ユーザー）または「Group」（グ

ループ）を選択してください。選択すると、ユーザーまたはグルー

プの一覧が表示されます。そうしたら、各ユーザーまたは各グルー

プの隣にあるアクセスタイプ（すべて、参照、占有、排他）から該当

するものを選択して、操作権限を設定してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Access Type 

（アクセスタイプ） 

ユーザーやグループに対して与えたいアクセスタイプを、項目名

の下にある項目から選択してください。これによって、ユーザーや

グループによって、トランスミッターがどのようにアクセスされるかを

定義することができます。そのユーザーが利用可能なアクセスタイ

プは、レシーバー側の OSD 接続メニューに表示されます。アクセ

スタイプを無効にする場合は、項目名の部分にあるチェックボック

スからチェックを外してください。 

 

All（すべて）：ユーザーは完全な操作権限を持っており、トランスミ

ッターの操作を同時に共有することが可能です。ユーザーからの

入力はキューに格納され、順次実行されていきます。 

 

View（参照）：ユーザーはリモート画面の参照はできますが、操作

はできません。 

 

Occupy（占有）：最初にトランスミッターにアクセスしたユーザーに

操作権限があります。このとき、他のユーザーもトランスミッターの

ビデオを参照できます。このトランスミッターを操作しているユーザ

ーが非アクティブな状態のまま、トランスミッターの「Timeout」（タイ

ムアウト）で設定された時間が経過すると、操作権限は、このタイム

アウト後に初めてマウスかキーボードを操作したユーザーに移りま

す。 

 

Exclusive（排他）：最初にトランスミッターにアクセスしたユーザー

が、このトランスミッターに対して排他的に操作することができま

す。このとき、他のユーザーはトランスミッターを見たり、操作したり

することができません。この設定ではタイムアウト機能は適用されま

せん。 

Apply 

（適用） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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レシーバー 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルにある「Receiver」（レシーバー）をクリックすると、設定

画面を開きます。この画面では、レシーバー（物理的なレシーバー）、レシーバーグループ、および

ビデオウォールの追加、削除、および設定を行うことができます。マトリックスマネジャーは、有効な

IP アドレスで LAN に接続されているレシーバーを自動的に追加します。 

 

 

 この画面におけるアイコンや項目名は文字どおりの意味を表します。ここでは、レシーバーの確

認や設定を行うことができます。 

 

◆  Active（アクティブ）は、オンラインで、かつ使用中のレシーバー接続を意味します。 

◆  Standby（スタンバイ）は、オンラインのレシーバー接続を意味します。 

◆  Offline（オフライン）は、オフラインのレシーバー接続を意味します。 

◆  このドロップダウンメニューを使うと、レシーバーを場所別の条件に絞り込

んで表示します。場所を指定すると、画面に表示されるレシーバーに制限をかけることができ

ます。 
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  クリックすると、新しい場所を追加します。 

  レシーバーを選択して、この「Move to」（次へ移動）アイコンをクリックすると、選択

したデバイスを場所に追加します。 

  ドロップダウンメニューから場所を選択して、このアイコンをクリックすると、その項目

を削除します。 

  場所を選択して、このアイコンをクリックすると、その場所の名前を変更します。 

◆  このアイコンをクリックすると、選択されたレシーバーを削除します。 

◆  選択されたレシーバーに、次のオプションを与えたい場合は、該当する項目をクリックし

てください。 

 Copy & Paste（コピー＆ペースト）：レシーバーの設定をコピーして、別のレシーバーにペ

ーストします（p.284「コピー＆ペースト」参照）。 

 Beeper（ビープ音）：ビープ音を出力します。 

 Reboot（再起動）：シャットダウン後、再起動します。 

 Reset to Factory（工場出荷時の状態にリセット）：すべての設定を工場出荷時における

デフォルト設定に戻します。 

注意： 工場出荷時のデフォルト設定にリセットすると、ログイン情報（ユーザーネーム

/パスワード）を除くすべての設定がデフォルトの設定値に戻ります。ログイン

情報をリセットするには、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

 

◆  クリックすると、「Create Receiver Group」（レシーバーグループの作成）または「Video 

Wall」（ビデオウォール）画面に遷移します（p.285 および p.272 参照）。 

◆  クリックすると、レシーバーの操作権限を設定します（p.274 参照）。 

◆  クリックすると、レシーバーの検索を行います。 

◆  クリックすると、レシーバーの条件を絞り込んで画面に表示します。 
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◆  クリックすると、表示を「Grid View」（グリッド表示）と「List View」（一覧表示）の間で交互

に切り替えます。 
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レシーバーの設定 

 マトリックスマネジャーがネットワーク上のレシーバーを検出すると、検出されたデバイスがレシー

バーの設定画面に表示されします。レシーバーをダブルクリックすると、そのデバイスの設定を行う

ことができます。 

 

項目 説明 

Basic 

（基礎） 

Device Name（デバイス名）：レシーバーの名前を入力してください。 

 

Description（説明）：レシーバーの説明を入力してください。 

 

Location（場所）：デバイスの場所をドロップダウンメニューから選択してくださ

い。設定画面に表示されるレシーバーは、この項目で絞り込むことができま

す。 

 

Mode（モード）：このラジオボタンを使って、レシーバーをセットアップしたり管

理したりする方法を選択してください。 

◆ 単純な 1 対 1（トランスミッター→レシーバー）の機器でシステムを構成し、

レシーバー側の OSD 側で管理を行う場合は、「Extender」（エクステンダ

ー）モードを選択してください。 

◆ デバイスや接続の管理をマトリックスマネジャーから LAN 経由で行う場合

は、「Matrix」（マトリックス）モードを選択してください。このモードは、マトリ

ックスマネジャーの Web GUI で定義されたトランスミッターやレシーバー

の接続を高度な方法で管理する場合に選択してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Basic 

（基本） 

（続き） 

Enable Media（メディアを有効にする）：レシーバーがストリーミングできるソース

の種類を選択してください。選択できるのは次の項目です：Video（ビデオ）、

Audio（オーディオ）、USB、RS-232 

 

Audio Output（オーディオ出力）：このオプションを選択すると、オーディオ信

号（HDMI、アナログ、またはその両方）を、レシーバーに接続されたデジタル

またはアナログオーディオ出力機器（スピーカー）に対して個別にストリーミン

グすることができます。 

注意：このオプションは、HDMI に対応した KE デバイスでのみ利用可能です。 

 

CCKM IP：マトリックスマネジャーソフトウェアが稼働しているコンピューターの

IP アドレスとポート番号を設定してください。ポート番号は、デフォルトでは

9110 に設定されています。 

 

IP Installer（IP インストーラー）：IP インストーラーとは、製品に IP アドレスを割り

当てることのできる Windows ベースの外部ユーティリティーです。IP インストー

ラーの使用目的に応じて、「Enable」（有効）、「View Only」（参照のみ）、

「Disable」（無効）のラジオボタンの中から一つを選択してください。使用方法

については、p.427「IP インストーラー」をご参照ください。 

RS-232 

Settings 

（RS-232 設定） 

レシーバーに対してシリアルデバイスの設定を行います。デフォルト設定は下

記のとおりです。 

ボーレート：9600 

パリティ：なし 

データビット：8 ビット 

ストップビット：1 ビット 

フロー制御：なし 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Extender Properties 

（エクステンダーの

プロパティ） 

（「Basic」（基本）において）「Extender」（エクステンダー）モードを選択し

た場合、レシーバーのビデオ、オーディオ、USB、RS-232 ソースに対し

て、トランスミッターの IP アドレスを設定してください。 

（「Basic」（基本）において）「Matrix」（マトリックス）モードを選択した場合、

プロパティはグレー表示されます。この場合は、トランスミッター、仮想トラ

ンスミッター、およびトランスミッターグループを使って、接続の設定を行

ってください（p.252「トランスミッター」参照）。 

IP Settings 

（IP 設定） 

動的に IP アドレスを設定する場合は、「DHCP」のラジオボタンを選択して

ださい。 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにそれぞれ固定のア

ドレスを割り当てる場合は、「Manual」（手動）のラジオボタンを選択して、

お使いのネットワーク環境で有効な値を各欄に入力してください。 

ネットワーク設定を行う方法の詳細は、p.155「ネットワークの設定」をご参

照ください。 

Password Protection 

（パスワード保護） 

「Enable」（有効）を選択すると、レシーバーの OSD 設定画面にアクセスす

るのにパスワードが必要になります（p.189 参照）。 

パスワードとして使用する文字列を、「Password」（パスワード）と「Confirm」

（確認）の両方の欄に入力してください。 

USB Mode 

（USB モード） 

USB ポートに接続する USB デバイスの種類を選択します。 

 

Virtual Media（バーチャルメディア）：このオプションは、USB ポートに USB

ディスク（USB HDD ドライブ/光学ディスクを含む）を挿入している時にの

み選択するようにしてください。この設定では、データ転送速度を最大に

しますが、他の USB デバイスを USB ポートに接続して使用することはでき

なくなります。同一のトランスミッターに接続されたレシーバーが USB ディ

スクドライブをマウントまたはマウント解除すると、キーボードやマウスの操

作は若干遅延します。トランスミッターがサポートするバーチャルメディア

の同時接続数は最大 12 です（キーボード/マウスを含む）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

USB Mode 

（USB モード） 

（続き） 

vUSB（Generic USB Device）（vUSB（ジェネリック USB デバイス））：USB デバ

イス*を USB ポートに接続する場合は、この項目を選択してください。また、特

殊な機能を備えたキーボードやマウスを USB ポートに接続してコンソールと

して使用する場合も、この項目を選択します。この項目は、特殊な機能を備

えたキーボードやマウスを使用する必要があるものの、コンソールポートに接

続しても動作しない場合にのみ設定するようにしてください。キーボードやマ

ウスを USB ポートに接続しても、これらを使って OSD メニューを操作すること

はできません。OSD メニューで使用できるようにするためには、キーボードお

よ び マ ウ ス を コ ン ソ ー ル ポ ー ト に 接 続 し て く だ さ い 。 な お 、

KE6900ST/KE8900ST/KE9900ST は、このモードに対応していません。ま

た 、 こ の モ ー ド に お い て サ ポ ー ト さ れ る USB の 最 大 接 続 数 は 、

KE6900/KE6940 で 2、KE8950/KE8952 で 5 です（キーボード/マウスを除

く）。 

 

Encryption（暗号化）：この項目にチェックを入れると、USB ポートに接続され

た USB ドライブを暗号化します。 

 

注意：この USB ポートはアイソクロナス転送のエンドポイントをサポートしませ

ん。したがって、スピーカーや Web カメラのようにオーディオやビデオデータ

のストリーミングを行う USB 周辺機器を接続しても、正しく動作しませんので、

ご注意ください。 

Replace Device 

（デバイスの置き

換え） 

左上にある「Replace Device」（デバイスの置き換え）をクリックすると、古いレ

シーバーを新しいものに置き換えます*。設定内容は古いレシーバーからす

べてコピーされ、新しいレシーバーへと引き継がれます。この機能を利用す

る前に、新しいレシーバーをネットワークに接続しておいてください。この項

目をクリックしたら、設定を適用する新しいレシーバーをドロップダウンメニュ

ーから選択してください。 

注意： 

1. この項目は、レシーバーがオフラインの場合にのみ表示されます。 

2. この機能はレシーバーにもトランスミッターにも使用することができます

が、置き換えを行う際には同じ型番であることをご確認ください。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Save 

（保存） 

クリックすると、プロパティに対する変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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コピー＆ペースト 

 このオプションを使うと、レシーバーの設定をコピーして、別のレシーバーにペーストします。この

機能を利用するには、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. 物理的なレシーバーを選択してください。 

2. レシーバーのメニューバーで、「Copy & Paste」（コピー＆ペースト）をクリックしてください

（p.277 参照）。 

3. コピーしたい設定項目のチェックボックスにチェックを入れたら、「Next」（次へ）をクリックしてく

ださい。 

 

4. 設定内容を適用したいレシーバーを選択したら、「Done」（完了）をクリックしてください（複数

選択可）。 
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レシーバーグループ 

 レシーバーグループを作成すると、複数のトランスミッターから出力されたビデオを複数のレシー

バーに接続されたディスプレイに出力することができます。この機能を使用するには、トランスミッタ

ーグループ（p.272 参照）をレシーバーグループに接続してください（p.241「簡易リンク」参照）。レ

シーバーグループは、レシーバー設定画面の下部に表示されます。 

 

 レシーバーグループを作成する場合は、レシーバーの設定画面で「 」のアイコンをクリックし、

「Create RX Group」（RX グループの作成）を選択してください。 

 

各項目に対して適当な値を入力したら、レシーバーをダブルクリックするか、ドラッグ＆ドロップし

て、これらを上部パネルに追加したり、ここから削除したりしてください。上部パネルにあるレシーバ

ーは、トランスミッターグループから出力されたビデオを参照するのに使用されます。トランスミッタ

ーグループをレシーバーグループに接続する方法については、p.241「簡易リンク」を参照してくだ

さい。 

 

項目 説明 

Name 

（名前） 

レシーバーグループの名前を入力してください。 

Description 

（説明） 

レシーバーグループの説明を入力してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Location 

（場所） 

レシーバーグループに対して設定する場所を、ドロップダウンメニ

ューから選択してください。場所の割り当ては任意です。詳細につ

いては、p.276 における場所に関する記述を参照してください。 

Boundless Switching

（マルチスクリーン 

コントロール） 

ラジオボタンでマルチスクリーンコントロールを有効にするか無効

にするかを設定します。詳細については p.289「マルチスクリーンコ

ントロール」を参照してください。 

Save 

（保存） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 

 

注意： レシーバーグループは最大で 4 つ作成することができます。 
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ビデオウォール 

 ビデオウォールを作成すると、レシーバー側のディスプレイを組み合わせて大型ビデオウォール

を形成する接続を作成することができます。画面で提供されている項目を使用して、複数のレシー

バーをグループ化し、ビデオウォールを作成してください。ビデオウォールは、複数のコンテンツを

個別に出力することも、また、ディスプレイをグループ化させて各種レイアウトで出力することも可能

です。ビデオウォールは、レシーバー設定画面の下部に一覧表示されます。 

 

 ビデオウォールを作成する場合は、レシーバーの設定画面で「 」のアイコンをクリックし、

「Create Video Wall」（ビデオウォールの作成）を選択してください。 

 

 ディスプレイの台数を選択したら、複数のディスプレイをグループ化して大型スクリーンを構成す

るか、個々の画面に対して別々のディスプレイを使用してビデオウォールのレイアウトを作成してく

ださい。ディスプレイのアイコンの下にあるバーをクリックしたら、各ディスプレイに対してレシーバー

を選択してください。この設定は、実際のビデオウォールのレイアウトに合わせてください。 

 

項目 説明 

Name 

（名前） 

ビデオウォールの名前を入力してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Description 

（説明） 

ビデオウォールの説明を入力してください。 

Number of Displays 

（ディスプレイ数） 

ビデオウォールを構成するディスプレイの台数を、「Horizontal」（横）

と「Vertical」（縦）の各ドロップダウンメニューを使って設定してくださ

い（最大で 64 台に対応）。この設定は、物理的なビデオウォールの

レイアウトに合わせてください。更新アイコン（ ）をクリックすると、

レイアウトを更新します。 

Bezel Dimension 

（モニターの額幅） 

この 2 つのボックスを使って、アクティブなディスプレイそれぞれの額

幅サイズを増減させてください。 

Lock / Unlock 

（ロック/ロック解除） 

 

モニターのアイコンをクリックすると、（2 つの）額幅の幅をロックしま

す。この場合、1 つを変更すると、他の設定も、それに合わせて変更

されます。 

モニターのアイコンを再びクリックすると、（2 つの）額幅の幅のロック

を解除します。この場合、各々のサイズを個別に変更することができ

ます。 

Layout Selection 

（レイアウト選択） 

「 」をクリックすると、ビデオウォールに対してレイアウトを追加しま

す。また、「 」をクリックすると、ビデオウォールからレイアウトを削除

します。ここで列挙されるビデオウォールのオプションは、ドロップダ

ウンメニューの形式で表示されるため、レシーバーの設定画面から

各種レイアウトを素早く選択することができます。この項目の下にあ

る矢印を使うと、リストにおける選択項目を上下に移動することがで

きます。 

クイックセットアップに使えるレイアウトテンプレートは3種類ご用意し

ております。ビデオウォールとスプリッターのオプションは変更するこ

とができませんが、レシーバーの選択は可能です。なお、これら 3 種

類のレイアウトは削除することができません。 

◆ 「Video Wall」（ビデオウォール）のオプションを選択すると、基

本的なフルスクリーンのレイアウトを提供します。このレイアウト

では 1 台のトランスミッターから複数のレシーバーに接続して、

複数のディスプレイを 1 台の大型ディスプレイに見立ててビデ

オを出力することができます。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Layout Selection 

（レイアウト選択） 

（続き） 

◆ 「Splitter」（スプリッター）を選択すると、1 台のトランスミッターか

ら複数のレシーバーに接続し、別々の画面に同一のビデオを

出力するレイアウトを提供します。 

◆ 「Customize」（カスタマイズ）を選択すると、基本的なフルスクリ

ーンのレイアウトを提供します。このレイアウトでは、自由にグル

ープ化を定義することができます（下記「Group」（グループ）参

照）*。 

注意：KE6940R を「Customize」（カスタマイズ）レイアウトで使用

した場合、KE6940R の最初のビデオポートの映像のみが出力

されます。これは、各々のポートにおけるビデオソースが独立し

ているためです。なお、KE6940R を「Video Wall」（ビデオウォー

ル）または「Splitter」（スプリッター）のレイアウトで使用した場合

は、両方のビデオポートに映像が表示されます。 

Location 

（場所） 

ビデオウォールに対して設定する場所を、ドロップダウンメニューか

ら選択してください。場所の割り当ては任意です。詳細については、

p.276 における場所に関する記述を参照してください。 

Boundless Switching

（マルチスクリーン 

コントロール） 

この項目を使うと、マウスカーソルを画面の枠を超えて動かすことに

よって、異なるレシーバー間で KVM 操作を切り替えることができま

す。デフォルトでは、この機能は無効に設定されています。 

 

マルチスクリーンコントロールが有効になっている場合、下記の機能

を無効にする必要があります。 

◆ コンピューター側の「コントロールパネル」 > 「マウスのプロパ

ティ」 > 「ポインター オプション」のダイアログで、「ポインター

の精度を高める」の項目からチェックを外してください。 

◆ CCKM のメイン画面で、「Settings」（設定）（p.289 参照）をクリッ

クしたら、「General」（一般）タブで画面を下にスクロールし、

「Fast Switching」（高速切替）を無効にしてください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Boundless Switching

（マルチスクリーン 

コントロール） 

注意： 

◆ マルチスクリーンコントロール機能を使うと、デュアルディスプレ

イ対応のトランスミッターを 2 台の独立した仮想トランスミッター

としてセットアップすることができます。この場合、KE6940 は左

側にメインディスプレイとなる DVI-1 を、右側にセカンダリーデ

ィスプレイとなる DVI-2 を、それぞれ配置する必要があります。 

◆ マルチスクリーンコントロール切替は、任意のコンピューターか

ら出力される 1 系統または 2 系統のビデオのみをサポートしま

す。 

◆ Linux でマウスカーソルが消えてしまう場合は、次のコマンドを

実行してください。 

gsettings set org.gnome.setting-daemon.plugins.cursor active false 

 

このスライドバーを使うと、ビデオウォールのレイアウトを確認しやす

くするためにズームインまたはズームアウトして表示します。 

 

このアイコンをクリックすると、ズーム表示を終了して、フルサイズに

戻します。 

 

複数のディスプレイのアイコンを選択して、このグループ化ボタンを

クリックすると、ディスプレイを一画面にグループ化します。 

 

グループを選択して、このグループ解除ボタンを押すと、ディスプレ

イのグループ化を解除します。 

Fit Mode 

（調整モード） 

ビデオウォールの表示方法を選択します。 

Height（高さ）：ビデオをディスプレイの高さに合わせます。 

Width（幅）：ビデオをディスプレイの幅に合わせます。 

Scale（スケーリング）：ビデオをディスプレイ全体に合わせます。 

 

この RX OSD ボタンを使うと、接続画面の左上にレシーバー名と IP

アドレスを表示するかどうかを設定することができます。表示を有効

にすると、ディスプレイに接続されているのは、どのレシーバーかを

確認するのに便利です。 

Save 

（保存） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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レシーバーの操作権限 

 「Set Receiver Permissions」（レシーバーの操作権限設定）画面では、レシーバーにアクセス可能

なユーザーやグループを設定します。「Receiver List」（レシーバー一覧）でデバイスを選択してか

ら、「Operation」（操作）の下をクリックすると、そのデバイスに対するアクセス権限をユーザーやグ

ループに対して設定することができます。これによって、ユーザーがレシーバー側の OSD メニュー

にログインして「Connections」（接続）タブにアクセスできるようになります。 

 

 レシーバーの操作権限を設定する場合は、「Receiver」（レシーバー）の設定画面で、 をクリッ

クしてください。 

 

 

項目 説明 

Receiver List 

（レシーバー一覧） 

操作権限を設定するのに選択可能なレシーバーを一覧表示しま

す。 

ドロップダウンメニュー ドロップダウンメニューから、「User」（ユーザー）または「Group」（グ

ループ）を選択してください。選択すると、ユーザーまたはグルー

プの一覧が表示されます。そうしたら、各ユーザーまたは各グルー

プの隣にある「Operation」（操作）のチェックボックスにチェックを入

れることで、操作権限を設定してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Operation 

（操作） 

各ユーザーまたは各グループの隣にある「Operation」（操作）のチ

ェックボックスにチェックを入れることで、選択されたデバイスに対

してアクセス権限を設定してください。これによって、ユーザーやグ

ループは、レシーバー側の OSD に対してログインできる権限が与

えられます。ユーザーが所属するグループに権限が与えられてい

る場合は、このボックスはブルーで表示されます。すべてのユーザ

ーに対してアクセス権限を無効にしたい場合は、項目名のところ

にあるチェックボックスからチェックを外してください。 

Apply 

（適用） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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ユーザーアカウント 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルにある「Users」（ユーザー）をクリックすると、設定画面を

開きます。この画面では、ユーザーやグループの追加、削除、および設定を行うことができます。ユ

ーザーやグループの追加方法については、p.294 に記載されています。 

 

 

◆ 「Users」（ユーザー）および「Group」（グループ）の各ボタンは、画面の上部に表示されます。 

 選択された項目に応じて、ユーザーまたはグループが画面に一覧表示されます。 

◆ 表示される情報は、列の項目名をクリックすることで、その項目順に並び替えられます。 

◆ 右上にある 3 つのアイコンは、後続のセクションで説明されるように、ユーザーやグループの追

加、および権限設定に用いられます。 
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ユーザー 

 マトリックスマネジャーは、以下の 3 種類のユーザータイプを提供しています。 

ユーザータイプ 役割 

アドミニストレーター 機器の設定を含むマトリックスマネジャーのアクセス、プッシュ/プル

および管理、ユーザー/グループ/トランスミッター/レシーバー/プロ

ファイル/ビデオウォールの管理、個人の作業環境の設定がそれぞ

れ可能です。 

スーパーユーザー 操作権限のあるレシーバー、トランスミッターおよびプロファイルに対

するアクセスとプッシュ/プルが可能です。 

ユーザー レシーバーにアクセスして、操作権限のあるトランスミッターに接続す

ることが可能です。 

 

ユーザーの追加 

 ユーザーを追加する場合は、以下の手順で操作してください。 

1. メニューバーから「 」を選択してください。 

 

2. 「Add New User」（新規ユーザーの追加）を選択してください。そうすると、「Add User User」（新

規ユーザーの追加）タブが表示されます。 
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必要な項目を入力してください。各項目の詳細は下表のとおりです。 

項目 説明 

Username 

（ユーザーネーム） 

1～32 文字で設定してください。 

Local User 

（ローカルユーザー） 

マトリックスマネジャーまたはレシーバーにログインするアカウントの場合

は、この項目にチェックを入れてください。 

アカウントがサードパーティーの外部ソース（RADIUS、LDAP/AD、

TACACS+）によって認証される場合は、この項目からチェックを外してく

ださい。詳細については p.321「ANMS」をご参照ください。 

Password 

（パスワード） 

アカウントポリシーの設定に応じて、6～32 文字で設定してください。 

Confirm Password 

（パスワード確認） 

パスワードの誤設定を防ぐために、パスワードを再入力してください。ここ

にはパスワードの欄に入力された文字列と同じものを入力してください。 

Description 

（記述） 

ユーザーに関する付加情報があれば、この欄に入力してください。 

User Level 

（ユーザーレベル） 

アドミニストレーター、スーパーユーザー、ユーザーのカテゴリの中から選

択することができます。 

 

◆ アドミニストレーターは、マトリックスマネジャーで行える、すべての変

更操作に対して完全な権限を有しています。この操作には、トランス

ミッターやレシーバーの追加・削除、ユーザーアカウントの追加・削

除、設定情報の変更が含まれます。 

 

◆ スーパーユーザーは、レシーバー側の OSD にアクセスし、チャネル

やプロファイルに接続することができます。 

 

◆ ユーザーは、レシーバー側からログインし、チャネルにアクセスする

ことができます。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Status 

（ステータス） 

ユーザーのアカウントとアクセスを、次のように管理することができま

す。 

◆ 「Active」（アクティブ）を選択すると、ユーザーに対してアクセスお

よび操作権限を設定されたとおりに提供します。 

◆ 「Disable」（無効）を選択すると、そのユーザーアカウントの使用を

停止することができます。この機能ではユーザーは物理的に削除

されることがありませんので、後に必要となった場合でも簡単に設

定を戻すことができます。 

OSD Language 

（OSD 言語） 

このユーザーが OSD セッションで使用する言語をドロップダウンメニュ

ーから選択してください。選択できる値は、英語、中国語（繁体字）、中

国語（簡体字）、日本語、ドイツ語、韓国語、ロシア語、フランス語、ス

ペイン語、ポルトガル語です。 

Toolbar Hotkey 

（ツールバーホットキー） 

このユーザーが OSD 画面を呼び出す際に用いるホットキーの組み合

わせを選択してください。このツールバーは、トランスミッターやレシー

バー側からコンピューターにアクセスする際に使用します。 

Logout Timeout 

（ログアウトタイムアウト） 

ユーザーが操作しないまま、この機能で設定された時間が経過する

と、ユーザーは自動的にログアウトします。OSD にアクセスするには再

度ログインする必要があります。デフォルトでは 30 分に設定されていま

す。 

Screen Blanker 

（スクリーンブランカー） 

ユーザーが操作しないまま、この機能で設定された時間が経過する

と、映像信号の出力を OFF にします。 

OSD Title Bar Duration 

（OSD タイトルバー表示

時間） 

この機能がサポートされるのは、KE6910/KE6912 のみです。 

ポートにアクセスすると、画面の左上に、アクセスモードとデバイス名を

示すタイトルバーが表示されます。 

このバーを表示する場合は、タイトルバーを表示する時間を選択してく

ださい。このバーを表示したくない場合は、「Disable」（無効）にチェック

を入れてください。 

Welcome Message 

（ウェルカムメッセージ） 

ユーザーがマトリックスマネジャーにログインした際に、ウェルカムメッ

セージを画面に表示させたい場合は、「Enable」（有効）の項目にチェ

ックを入れてください。 

ウェルカムメッセージと共にユーザーの画面名を表示させたい場合

は、「Username」（ユーザーネーム）の項目にチェックを入れてくださ

い。 

（表は次のページに続きます） 
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項目 説明 

Group 

（グループ） 

「Select」（選択）をクリックして、チェックボックスにチェックを入れること

で、ユーザーをグループに追加してください。 

Apply 

（適用） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 

 

3. 各項目への入力が終わったら「Apply」（適用）ボタンをクリックしてください。 

 

4. 操作に成功すると、メッセージボックスに「Operation Succeeded」（オペレーション成功）と表示

されます。ダイアログの「OK」ボタンをクリックして、操作を終了してください。 

 

5. メインパネルに新規ユーザーが表示されます。 

◆ 列には、ユーザーネーム、ユーザーレベル、状態、OSD 言語、説明、およびグループが

表示されます。 

 

ユーザーの編集 

 ユーザーを編集する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで、編集対象となるユーザーの名前を選択してください。 

2. 「Edit User」（ユーザーの編集）画面が表示されたら、設定内容を変更し、「Apply」（適用）ボタ

ンをクリックしてください。 

 

ユーザーの削除 

 ユーザーを削除する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで、削除対象となるユーザーのユーザーネームの隣にあるチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

2. 「 」ボタンをクリックしてください。 

3. 「OK」ボタンをクリックしてください。 
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ユーザーグループ 

 このメニューを使うと、管理者はユーザーやデバイスを簡単かつ効率的に管理することができま

す。グループ単位で設定を行うことで、デバイスのアクセス権限はグループの全メンバーに適用さ

れますので、管理者は個々のユーザーに対して権限を設定する手間が省けます。複数のグルー

プを定義して、複数のユーザーに特定のデバイスへのアクセスを許可したり、反対に、特定のデバ

イスへのアクセスを禁止したりすることができます。デバイスの操作権限については p.300 で説明し

ます。 

 

グループの作成 

 グループを作成する場合は、以下の手順で操作してください。 

1. 「Account」（アカウント）画面で、「Group」(グループ)をクリックしてください。 

 

2. 「 」をクリックしたら、「Add New Group」（新規グループの追加）を選択してください。そうす

ると、下図のような「Add New Group」（新規グループの追加）画面が表示されます。 

 
 

3. 必要な項目に適切な値を入力してください。各項目の詳細は下表のとおりです。 

項目 説明 

Group Name 

（グループネーム） 

最大 32 文字で設定してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Description 

（説明） 

グループに関する付加情報があれば、最大 32 文字でこの欄に入力し

てください。 

Member 

（メンバー） 

現在グループに所属しているユーザーを一覧表示します。ユーザー

を追加する場合は、「Edit」（編集）ボタンをクリックしてください。 

 

4. この段階で、「Edit」（編集）ボタンをクリックすることで、ユーザーをグループに割り当てることが

できます。 

 

5. 選択し終わったら、「Apply」（適用）ボタンをクリックしてください。 

 

6. 操作に成功すると、メッセージボックスに「オペレーション成功」と表示されます。ダイアログの

「OK」ボタンをクリックして、操作を終了してください。 

 

7. そうすると、メインパネルに新規グループが表示されます。 

◆ 列には、グループネーム、説明、および、そのグループに所属しているメンバーが表示さ

れます。 

 

 他にも追加するグループがある場合は、上記の操作手順を繰り返してください。 

 

グループの編集 

 グループを編集する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで、編集対象となるグループの名前をダブルクリックしてください。 

2. 内容を変更したら、「Apply」（適用）ボタンをクリックしてください。 

 

グループの削除 

 グループを削除する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. メインパネルで、削除対象となるグループのグループネームの隣にあるチェックボックスにチェ

ックを入れてください。 

2. 「 」ボタンをクリックしてください。 

3. 「OK」ボタンをクリックしてください。 
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操作権限 

 

 「Account」（アカウント）画面を使うと、トランスミッター、レシーバー、およびプロファイルの操作権

限をユーザーやグループに対して設定することができます。 

 

デバイス操作権限の割り当て 

 「Account」（アカウント）画面から、ユーザーやグループに対して操作権限を割り当てたい場合は、

下記の手順で操作してください。 

 

1. メニューバーで「 」をクリックしてください。そうすると、「Set User Permissions」（ユーザー操

作権限の設定）画面が表示されます。 

 

2. 操作権限を設定するには、ユーザーまたはグループを選択してからデバイスを選択し、各列

の下にあるアクセスタイプを選択してください。そうすると、色がグリーンに変わります。各デバ

イスにおけるユーザーまたはグループそれぞれに対して、下表の内容を参考にしながら、操

作権限の設定を行ってください。 

(表は次のページに続きます) 

項目 説明 

User List 

（ユーザー一覧） 

ユーザーとグループのどちらを参照するかを、「Users」（ユーザ

ー）または「Group」（グループ）のラジオボタンで選択し、操作権

限の設定を行いたいユーザーまたはグループをクリックしてくだ

さい。 
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(表は次のページに続きます) 

項目 説明 

ドロップダウンメニュー ドロップダウンメニューから、「Transmitter」（トランスミッター）、

「Receiver」（レシーバー）、「Profile」（プロファイル）のいずれかを

選択してください。選択すると、デバイスの一覧が表示されます。

そうしたら、そのデバイスの隣にあるアクセスタイプ（すべて、参

照、占有、排他）から該当するものを選択して、操作権限を設定し

てください。 

Access Type 

（アクセスタイプ） 

ユーザーやグループに対して与えたいアクセスタイプを、各デバ

イスの下にある項目から選択してください。これによって、ユーザ

ーやグループによって、デバイスがどのようにアクセスされるかを

定義することができます。権限が設定されると、そのユーザーが

利用可能なトランスミッターのアクセスタイプが、レシーバー側の

OSD 接続メニューに表示されます（p.215 参照）。 

 

All（すべて）：ユーザーは完全な操作権限を持っており、トランスミ

ッターの操作を同時に共有することが可能です。ユーザーからの

入力はキューに格納され、順次実行されていきます。 

 

View（参照）：ユーザーはリモート画面の参照はできますが、操作

はできません。 

 

Occupy（占有）：最初にトランスミッターにアクセスしたユーザーに

操作権限があります。このとき、他のユーザーもトランスミッターの

ビデオを参照できます。このトランスミッターを操作しているユーザ

ーが非アクティブな状態のまま、トランスミッターの「Timeout」（タイ

ムアウト）で設定された時間が経過すると、操作権限は、このタイ

ムアウト後に初めてマウスかキーボードを操作したユーザーに移

ります。 

 

Exclusive（排他）：最初にトランスミッターにアクセスしたユーザー

が、このトランスミッターに対して排他的に操作することができま

す。このとき、他のユーザーはトランスミッターを見たり、操作したり

することができません。この設定ではタイムアウト機能は適用され

ません。 
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項目 説明 

Access Type 

（アクセスタイプ） 

（続き） 

Operation（操作）※レシーバーおよびプロファイル：このアクセスタ

イプを選択すると、レシーバーの場合は、ユーザーがレシーバー

にログインすることができます。また、プロファイルの場合は、ユー

ザーがレシーバーからプロファイルに対して接続することができる

ようになります。 

Apply 

（適用） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 

 

3. 各項目への入力が終わったら「Apply」（適用）ボタンをクリックしてください。 

 

4. 確認のポップアップウィンドウが表示されたら、「OK」ボタンをクリックして、操作を終了してくだ

さい。 
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プロファイル 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルにある「Profile」（プロファイル）をクリックすると、設定画

面を開きます。この画面では、接続プロファイルの作成、実行、およびスケジューリングを行うことが

できます。プロファイルは、特定のレシーバーをトランスミッターに接続するもので、これはプロファイ

ルの画面からいつでも簡単に接続することができます。プロファイルはまた、特定の時刻に自動実

行するようスケジューリングすることもできます。 

 

 

 

 この画面におけるアイコンや項目名は文字どおりの意味を表します。ここでは、トランスミッターの

確認や設定を行うことができます。 

 

◆  クリックすると、選択されたプロファイルに接続します。 

◆  クリックすると、選択されたプロファイルとの接続を切断します。 

◆  クリックすると、選択されたプロファイルを削除します。 

◆  クリックすると、「Create Profile」（プロファイルの作成）または「Create Schedule」（スケジュ

ールの作成）画面に遷移します（p.305 および p.308 参照）。 

◆  クリックすると、検索条件となる文字列を入力してプロファイルの検索を行います。 
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◆  プロファイルの隣にあるチェックボックスにチェックを入れて、「Connect」（接続）または

「Disconnect」（切断）のアイコンをクリックすると、プロファイルの接続を開始/停止します。また、

スケジュールの隣にあるチェックボックスにチェックを入れて、「Enable」（有効）または「Disable」

（無効）のアイコンをクリックすると、スケジュールを有効/無効にします。 

◆  このアイコンは「Schedule」（スケジュール）画面に表示され、クリックすると、選択された

スケジュールを有効にします。 

◆  このアイコンは「Schedule」（スケジュール）画面に表示され、クリックすると、選択された

スケジュールを無効にします。 
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プロファイルの追加 

 プロファイルを作成すると、1台または複数のレシーバーからトランスミッターに素早く接続すること

ができます。 

 

 プロファイルを追加する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Profile」（プロファイル）画面から、「 」をクリックしたら、「Create Profile」（プロファイルの作

成）を選択してください。そうすると、「Create Profile」（プロファイルの作成）画面が表示されま

す。 

 

 

項目 説明 

Name 

（名前） 

プロファイルに付ける名前を入力してください。 

Description 

（説明） 

プロファイルの説明を入力してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Permissions 

（操作権限） 

「Select」（選択）をクリックしたら、このプロファイルへのアクセスを許

可したいユーザー/グループをチェックボックスで選択してください。

ユーザーがレシーバーにログインすると、プロファイルが「Profile」（プ

ロファイル）画面の OSD メニューに一覧表示されるため、ここから接

続することができるようになります（p.220 参照）。 

Access Mode 

（アクセスモード） 

この項目では、複数のユーザーからアクセスがあった場合に、プロフ

ァイルにおけるトランスミッターが、レシーバーによって、どのようにア

クセスされるかを定義することができます。 

View Only（参照のみ）：レシーバーはトランスミッターのビデオ出力を

参照することしかできません。 

Occupy（占有）：アクセスモードを占有に設定されたレシーバーに対

して時間のしきい値を設定してください。 このポートを占有した状態

でレシーバーから何も操作が行われないまま、ここで設定された時間

が経過すると、レシーバーはタイムアウトとなり、このポートは開放さ

れます。この場合、ポートが開放された直後にキーボードやマウスを

操作したレシーバーが、このポートを占有することになります。時間の

しきい値は 1～240 秒で設定してください。 

Exclusive（排他）：最初にトランスミッターにアクセスしたレシーバー

が、このトランスミッターに対して排他的に操作できます。このとき、他

のユーザーはトランスミッターを参照することができません。なお、こ

の設定が適用されているトランスミッターにはタイムアウト機能が適用

されません。 

Login Check 

（ログインチェック） 

このチェックボックスにチェックを入れると、プロファイルに対して接続

が試みられた際に、ユーザーはレシーバーにログインするよう求めら

れます。この項目が有効になっていると、ユーザーはレシーバーにロ

グインしなければなりません。ログインしないと、プロファイルが開始し

た際にトランスミッターに接続できなくなります。 

Lock OSD 

（OSD をロックする） 

このチェックボックスにチェックを入れると、プロファイルがトランスミッ

ターに接続されているときにレシーバーの OSD 画面をロックします。 

Location 

（場所） 

ドロップダウンメニューを使って場所を選択すると、画面に表示され

ているレシーバーの絞り込みを行います。 

 

このアイコンをクリックすると、個々のレシーバーを表示します。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

 

このアイコンをクリックすると、ビデオウォールのレシーバーのみを表

示します。 

 

このアイコンをクリックすると、レシーバーグループのレシーバーのみ

を表示します。 

Save 

（保存） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 

 

2. 各項目に値を入力したら、レシーバーをクリックし、「Select TX」（TX の選択）を選択して、ドロ

ップダウンメニューからトランスミッターを選択するか、画面下部にある「Transmitter List」（トラ

ンスミッター一覧）を使ってトランスミッターをドラッグして、レシーバーにドロップすることで、接

続を作成してください。 

 

3. 接続の設定を行ったら、「Save」（保存）をクリックしてください。そうすると、新規プロファイルが

「Profile」（プロファイル）画面に表示されます。 

 

4. プロファイルを接続するには、接続したいプロファイルのチェックボックスにチェックを入れて、

「 」をクリックしてください。 

 

5. プロファイルの接続を切断するには、「 」をクリックしてください。 
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スケジュールの追加 

 スケジュールを作成すると、プロファイルの接続を特定の日付や時刻、そして特定のインターバル

で行うことができます。 

 

 スケジュールを追加する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Profile」（プロファイル）画面で、「 」をクリックしてください。 

2. 「 」をクリックしたら、「Create Schedule」（スケジュールの作成）を選択してください。そうする

と、「Create Schedule」（スケジュールの作成）画面が表示されます。 

 

項目 説明 

Profile 

（プロファイル） 

スケジューリングするプロファイルをドロップダウンメニューから選択し

てください。 

Frequency 

（頻度） 

プロファイルを実行する頻度をドロップダウンメニューから選択してくだ

さい。選択できる値は「Once」（1 回）、「Daily」（毎日）、「Weekly」（毎

週）、「Monthly」（毎月）です。 

「Weekly」（毎週）や「Monthly」（毎月）を選択すると、プロファイルを実

行する曜日や日にちを選択できるドロップダウンメニューが追加で表

示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Start Date 

（開始日） 

スケジュールの実行を開始する日付を入力してください。 

End Date 

（終了日） 

スケジュールの実行を終了する日付を入力してください。 

Start Time 

（開始時刻） 

プロファイルが接続する時刻を入力してください。 

End Time 

（終了時刻） 

プロファイルが接続を切断する時刻を入力してください。 

Every 

（ごと） 

「Daily」（毎日）、「Weekly」（毎週）、「Monthly」（毎月）、「Every」（ご

と）のオプションを選択した場合、スケジュールを実行する頻度を入

力してください。例えば、3 か月ごとにプロファイルを実行したい場合

は 3 か月と入力します。また、スケジュールを 1 日に 1 回、1 週間に 1

回、または 1 か月に 1 回、実行したい場合は、デフォルト値である 1

を使用してください。 

 

3. スケジュールを設定したら、「Save」（保存）をクリックしてください。 
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ログ 

 

 「System Status」（システムの状態）パネルにある「Log」（ログ）をクリックすると、設定画面を開きま

す。この画面には、発生したイベントが一覧表示され、各イベントの発生時刻、ユーザー、重要度、

デバイス、ログに関する概要が提供されます。表の列名をクリックすると、その項目で並び順を変更

して表示することができます。 

 

 

◆ 列名の横にあるドロップダウンメニューをクリックすると、イベントをサブカテゴリの条件で絞り込

みます。サブカテゴリを選択すると、その選択項目に関連したログだけを参照します。画面上

部にある項目名は、文字通りの意味です。 

 「All Severity」（すべての重要度）は、イベントの重要度を表します。選択できる値は

「Information」（情報）、「Error」（エラー）、「Warning」（警告）です。 

 「All Device」（すべてのデバイス）は、そのイベントに関連したトランスミッターまたはレシ

ーバーを表します。一覧に表示されているデバイスがない場合は、イベントはマトリックス

マネジャーソフトウェアを表します。 

 「All User」（すべてのユーザー）は、そのイベントに関連したユーザーネームを表します。

ユーザーネームが表示されていない場合、イベントはシステム情報全般となります。 

 「Time」（時刻）は、イベントの発生時刻を表します。 

 「Log Information」（ログ情報）には、各イベントに関する詳細が表示されます。 

◆  をクリックすると、現在、一覧に表示されているログを削除します。 

◆  をクリックすると、検索条件となる文字列を入力してイベントログの検索を行います。 

◆  をクリックすると、ログの内容を、お使いのコンピューター上にファイルとして保存します。 
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◆  をクリックすると、ポップアップウィンドウが表示されて、何日経過したら、また、何件のロ

グを記録したら古いログファイルを上書きするのかを設定することができます。ラジオボタンで

「By Period (Days)」（期間ごと（日数））または「By Records」（件数ごと）をラジオボタンで選択し

たら、一番古いログファイルを上書きするまでに経過する日数または保存するログの件数を数

値で入力してください。 
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第 7 章 

システム設定 
概要 

 

 「System Status」（システムの状態）画面で「 」アイコンをクリックすると、「System Settings」（シス

テム設定）メニューにアクセスします（p.249「システムの状態」参照）。ここには、「General」（全般）、

「 ANMS 」 、 「 FW Upgrade 」 （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ア ッ プ グ レ ー ド ） 、 「 Redundancy 」 （ 二 重 化 ） 、

「Backup/Restore」（バックアップ/リストア）、「Certificates」（証明書）、「Sessions」（セッション）といっ

た、マトリックスマネジャーのシステム設定を行う 7 つのタブがあります。 

 

全般 

 

 システムの状態画面で「 」アイコンをクリックすると、下図のような「General」（全般）タブが開き

ます。 
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見出し 項目 説明 

Basic 

（基本） 

KE Manager Version 

（KE マトリックスマネ

ジャーのバージョン） 

マトリックスマネジャーソフトウェアのバージョン情報が

表示されます。 

Serial Number 

（シリアルナンバー） 

シリアルナンバーとソフトウェアをアップグレードするリン

クが表示されます。 

KE Manager Name 

（KE マトリックスマネ

ジャー名） 

マトリックスマネジャーに設定する名前を入力してくださ

い。 

Description 

（説明） 

マトリックスマネジャーの説明を入力してください。 

Language 

（言語） 

マトリックスマネジャーで使用する言語を入力してくださ

い。選択できる値は次のとおりです：英語、中国語（繁

体字）、中国語（簡体字）、日本語、ドイツ語、韓国語、

ロシア語、フランス語、スペイン語、ポルトガル語。 

Beeper 

（ビープ音） 

「Enable」（有効）のラジオボタンを選択すると、設定が

変更された際にトランスミッター/レシーバーでビープ音

を出力します。 

CCKM Timeout 

（CCKM タイムアウト） 

ユーザーからの入力がないまま、この項目で設定され

た時間が経過すると、CCKM にログインしているユーザ

ーは自動的にログアウトさせられます。この機能を無効

にするには「Disable」（無効）を選択してください。 

Authentication Lock 

（認証ロック） 

この機能がサポートされるのは、KE6910/KE6912 のみ

です。予期せぬ停電が発生した場合、この機能を使うと

ユーザーは停電前に表示されていた設定を継続するこ

とができますので、ユーザーの認証状態と表示画面は

変わりません。 

◆ 「Disable」（無効）の項目からチェックを外すと、こ

の機能を ON にします。 

◆ 認証と表示の状態を維持したい時間を秒で入力し

てください。 

この機能が無効になっている場合、あるいは、有効にな

っているものの指定された時間が経過してしまった場合

は、マトリックスマネジャーにアクセスする際に認証操作

が必要となります。 

（表は次のページに続きます） 
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見出し 項目 説明 

Network Ports 

（ネットワークポート） 

HTTP Port 

（HTTP ポート） 

マトリックスマネジャーへのアクセスに用いられる HTTP

サービスポートを設定します。これはブラウザログインに

使用されるポート番号です。デフォルトでは 8080 に設

定されています。 

Device Port 

（デバイスポート） 

マトリックスマネジャーへのアクセスに用いられるデバイ

スサービスポートを設定します。マトリックスマネジャーソ

フトウェアにアクセスできるように、トランスミッターとレシ

ーバーの両方でこのポート番号を設定してください

（p.195およびp.205「マネジャーアドレス」参照）。デフォ

ルトでは 9110 に設定されています。 

HTTPS Port 

（HTTPS ポート） 

マトリックスマネジャーへのアクセスに用いられる

HTTPS サービスポートを設定します。これはセキュアな

ブラウザログインに使用されるポート番号です。デフォ

ルトでは 8443 に設定されています。 

例：IP アドレスが「192.168.0.100」に設定されているマト

リックスマネジャーに、セキュアなブラウザログインでア

クセスするには、「https://192.169.0.100:8443」と入力

してください。 

Fast Switching 

（高速切替） 

レシーバーからトランスミッターへの接続を変更する際

に、より速く切り替えられるよう、デフォルトで使用する解

像度を選択してください。お使いのモニターが高速切

替に対応していない場合は、この設定を有効にしてい

てもビデオが正しく出力されない場合があります。 

注意：高速切替機能を有効にする場合は、マルチスクリ

ーンコントロール機能を無効にしてください。 

（表は次のページに続きます） 
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見出し 項目 説明 

Account Policy 

（アカウントポリシー） 

Enforce Password 

History 

（パスワード履歴を

実行する） 

この項目では、古いパスワードを再度使用できるように

するまでに、固有のパスワードを設定しなければならな

い回数を設定することができます。パスワード履歴のポ

リシーを適用する場合は、「Disable」（無効）の項目から

チェックを外して、その回数を入力してください。 

Enhance Password 

Rule 

（パスワード規則を

強化する） 

「Enable」（有効）のラジオボタンを選択すると、パスワー

ド作成時の規則を下記のとおりに強化します。 

◆ パスワードは 8 文字以上で設定しなければなりま

せん。 

◆ パスワードに、半角英字の大文字と小文字を含め

なければなりません。 

◆ パスワードに、半角数字 1 文字（0～9）を含めなけ

ればなりません。 

◆ パスワードの入力を 5 回連続で誤ると、アカウント

が 10 分間ロックされます。 

CLI Mode 

（CLI モード） 

CLI Mode Login 

（CLI モードログイ

ン） 

マトリックスマネジャーに対するコマンドラインインターフ

ェースからのログインを有効にするか、または無効にす

るかを、ラジオボタンで選択してください。 

注意：CLI モードログインが無効になっていると、どのユ

ーザーも認証なしで Telnet 経由にてログインし、アドミ

ニストレーター権限であらゆる操作ができるようになって

しまいます。高度なセキュリティが求められるシステムで

は、CLI モードログインを有効にすることを推奨します。 

(表は次のページに続きます) 

  



316 

 

見出し 項目 説明 

Receiver Login 

Settings 

（レシーバーのログイ

ン設定） 

Anonymous Login 

（匿名ログイン） 

選択されたレシーバーに対して匿名でログインする場

合は、この項目を使ってください。このオプションを使う

と、ログインすることなく、レシーバーにアクセスしてトラ

ンスミッターに接続することができます。 

「Device List」（デバイスリスト）をクリックすると、一覧が

表示されますので、この匿名ログイン機能を有効にする

レシーバーの隣にチェックを入れてください。 

Anonymous Login 

User 

（匿名ログインユー

ザー） 

レシーバーに対して上記の「Anonymous Login」（匿名

ログイン）が有効になっている場合は、このレシーバー

に対して匿名ログインを行うデフォルトアカウントとなる

ユーザーをドロップダウンメニューから選択してくださ

い。 

EDID Mode 

（EDID モード） 

EDID Mode 

（EDID モード） 

このドロップダウンメニューを使うと、すべてのトランスミ

ッターに対してデフォルト EDID モードを設定します。ト

ランスミッターごとに異なる EDID モードを設定する場合

は、「Customized」（カスタム）を選択して「Edit」（編集）

をクリックしてください。そうすると、トランスミッターの一

覧に、各デバイスの EDID モードが設定できるドロップ

ダウンメニューが表示されます。 

Connection Redundancy 

（接続の二重化） 

（KE6910/KE6912 のみ） 

このドロップダウンメニューでは、接続の二重化機能の

設定を行います。この機能を使うと、優先的に使用する

接続を定義することができます。 

詳細については、次のセクションを参照してください。 

Save 

（保存） 

クリックすると、変更内容を保存します。 

Cancel 

（キャンセル） 

クリックすると、変更内容を保存せずに終了します。 
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接続の二重化（KE6910/KE6912 のみ） 

 KE6910/KE6912 では、レシーバーに対して優先的に使用する接続を定義することができます。ト

ランスミッターがエラーになった場合、この機能を使うと、レシーバーは利用可能なトランスミッター

のうち、優先度が最も高いユニットに対して接続を行うことができます。 

 

 優先リストをセットアップするには、下記の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. 「Enable」（有効）をクリックして、この機能を有効にしてください。 

 

2. 「Edit」（編集）をクリックしてください。そうすると、編集が行えるポップアップウィンドウが表示さ

れます。 

 

 

3. 「Alarm Sound」（アラーム音）の項目で「Enable」（有効）のラジオボタンを選択してください。 
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4. 新規リストを作成するには、「New」（新規）をクリックしてください。そうすると、「Priority List 1」

（優先リスト 1）が表示されます。（「New」（新規）を、もう一度クリックすると、もう一つ新規リストが

作成されます。） 

 

 

5. リストに追加したいトランスミッターを「Available TX」（利用可能な TX）リストから選択したら、

「Add」（追加）をクリックしてください。追加されたトランスミッターは「Selected TX」（選択済み

TX）リストに移動します。 

 

トランスミッターの選択を解除するには、「Selected TX」（選択済み TX）リストから対象となるトラ

ンスミッターをクリックして選択し、「Remove」（除外）をクリックしてください。そうすると、そのトラ

スミッターは「Available TX」（利用可能な TX）リストへと戻ります。 
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6. 「Target RX」（対象となる RX）ドロップダウンメニューをクリックして、ここから対象となるレシー

バーを選択してください。 

 

 

7. 優先リストに追加するトランスミッターが複数ある場合は、手順 4～6 の操作を繰り返してくださ

い。 

 

8. 「Save」（保存）をクリックして、設定内容を保存してください。 
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ログインアクセスの優先順位（AiT モデル限定） 

 お使いのシステムに AiT モデルが含まれている場合、（リモートビューワーの）「General」（全般）タ

ブの下に「Javaclient/Winclient」（Java クライアント/Win クライアント）というセクションが表示されま

す。ここでは、ユーザーに応じてログインアクセスの優先順位を選択することができます。 

 

 

Share（共有）：ユーザーにはフルコントロール権限が与えられ、リモートビューワーの操作を同時に

共有することができます。ユーザーからの入力はキューに格納されて、順番に実行されます。 

 

Occupy（占有）：最初にリモートビューワーにアクセスしたユーザーが、操作を行えます。このとき、

他のユーザーもリモートビューワーを参照することができます。このリモートビューワーを操作してい

るユーザーが非アクティブな状態のまま、トランスミッターの「Timeout」（タイムアウト）欄で設定され

た時間が経過すると、このタイムアウト後に初めてマウスかキーボードを操作したユーザーに操作

権限が移ります。 

 

View Only（参照のみ）：ユーザーはリモートビューワーの画面を参照することはできますが、操作す

ることはできません。 

 

Exclusive（排他）：最初にリモートビューワーにアクセスしたユーザーが、このビューワーに対して排

他的に操作することができます。このとき、他のユーザーはリモートビューワーを参照したり、操作し

たりすることができません。なお、トランスミッターがこの設定でアクセスされている間は、タイムアウト

機能が適用されません。 
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ANMS 

 

「ANMS」 (Advanced Network Management Settings)タブでは、外部システムからのログイン認

証および権限管理に関するセットアップを行います。このメニューは 2 つのカテゴリから構成され

ています。各カテゴリの内容については、後のセクションで説明します。 

 

イベント送り先 

 

 

◆ SMTP Settings（SMTP 設定） 

マトリックスマネジャーが SMTP サーバーからのレポートをユーザーにメール通知する場合

は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Enable report from the following SMTP server」（以下の SMTP サーバーからの通知を有

効にする）の項目にチェックを入れて、ログのレベル（情報、警告、エラー）を選択し、お

使いの SMTP サーバーの IP アドレスと SMTP ポートの値を入力してください。 
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2. サーバーで認証が必要な場合は、「Server requires authentication」（サーバー認証が必

要）の項目にチェックを入れて、「Account Name」（アカウント名）と「Password」（パスワード）

の各欄に、お使いの環境で適した値を設定してください。 

 

3. レポートの差出人となるメールアドレスを「From」欄に入力してください。 

注意： 1. 「From」欄に設定できるメールアドレスは一つだけです。64 バイト以内

で設定してください。 

2. 1 バイトは半角英数字 1 文字に相当します。 

 

4. レポートの宛先となるメールアドレス（複数入力可）を「To」欄に入力してください。 

注意： 複数の宛先にレポートを配信する場合は、アドレスをセミコロンで区切ってく

ださい。また、宛先のアドレス全体で 256 バイト以内になるように設定してく

ださい。 

 

5. 「Save」（保存）をクリックしてください。 

 

◆ Syslog Settings（Syslog 設定） 

マトリックスマネジャーで発生した全イベントを記録し、Syslog サーバーに書き込む場合は、下

記の手順に従って設定してください。 

 

1. 「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

 

2. 「Log Level」（ログレベル）ドロップダウンメニューから、ログ情報のレベル（情報、警告、エ

ラー）を選択してください。 

 

3. Syslog サーバーの IP アドレスを「Server IP」（サーバーIP）欄に入力してください。 

 

4. 「Service Port」（サービスポート）欄にポート番号を入力してください。ポート番号の有効な

値の範囲は 1～65535 です。 

 

5. 「Save」（保存）をクリックしてください。 
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認証 

 

 

◆ RADIUS Settings（RADIUS 設定） 

RADIUS サーバー経由で製品への認証を行う場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Enable」（有効にする）の項目にチェックを入れてください。 

 

2. 優先 RADIUS サーバーと代替 RADIUS サーバーに関して、各々の IP アドレスとサービス

ポートの値を該当欄に入力してください。 

 

3. 「Timeout」（タイムアウト）の項目に、マトリックスマネジャーが RADIUS サーバーの応答を

待機する最大時間(秒)を入力してください。 

 

4. 「Retries」（再試行）の項目に、RADIUS サーバーを使ったログインの再試行可能回数を

設定してください。 

 

5. 「Shared Secret」（共有シークレット）の項目に、RADIUS サーバーとの認証で使用する共

有シークレットの文字列を 6 文字以上で入力してください。 

 

6. RADIUS サーバーでは、以下のいずれかの方法でユーザー認証を行うことができます。 

 RADIUS サーバー側とマトリックスマネジャー側で同じユーザーネームを使用する。 

 RADIUS サーバー側とマトリックスマネジャー側で同じグループネームを使用する。 

 RADIUS サーバー側とマトリックスマネジャー側で同じユーザーネーム、グループネ

ームを使用する。 
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いずれの方法においても、ユーザーのアクセス権限は、グループユーザーがマトリックス

マネジャーで作成された際に割り当てられた権限になります。 

 

◆ LDAP/AD 認証設定 

 
 

マトリックスマネジャーにログインするユーザーの認証および権限設定を LDAP/AD で行う場

合は、以下の表をご参照ください。 

 

項目 説明 

Enable 

（有効にする） 

LDAP/AD による認証および権限設定を行う場合は、この項目

にチェックを入れてください。 

Enable SSL 

（SSL を有効にする） 

SSL 接続を有効にする場合は、この項目にチェックを入れてくだ

さい。 

LDAP Server IP/Port 

（サーバーIP/ポート） 

LDAP/AD サーバーの IP アドレスやポート番号を入力してくださ

い。 

◆ LDAP サーバーの IP アドレスは、IPv4 アドレス、IPv6 アドレ

ス、ドメイン名を使って設定できます。 

◆ LDAP サーバーのデフォルトポート番号は 389 です。 

Timeout 

（タイムアウト） 

マトリックスマネジャーが LDAP/AD サーバーの応答を待機する

時間(秒)を設定してください。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Admin DN 

（アドミニストレーターDN） 

この項目に入力する値は LDAP/LDAPS サーバーの管理者にご

確認ください。以下、設定例です。 

   ou=kn4132,dc=aten,dc=com 

Admin Name 

（アドミニストレーター名） 

LDAP アドミニストレーターのユーザーネームを入力してくださ

い。 

Password 

（パスワード） 

LDAP アドミニストレーターのパスワードを入力してください。 

Search DN 

（サーチ DN） 

検索ベースの識別名を設定してください。これはユーザーネー

ムの検索を開始する DNS 名です。 

 

LDAP/LDAPS サーバーでは、下記のいずれかの方法でユーザー認証を行うことができます。 

 Active Directory スキーマを使用 

注意： この方法でユーザー認証を行う場合、MS Active Directory 用の LDAP

スキーマを拡張する必要があります。スキーマを使用しない場合は、マ

トリックスマネジャー側で使用されているユーザーネームと LDAP/AD

サーバー上での名前を一致させます。ユーザー権限は、マトリックスマ

ネジャー側で設定された内容と同じです。 

 

 ス キ ー マ を 使 用 せ ず 、 製 品 上 で 使 用 さ れ て い る ユ ー ザ ー ネ ー ム だ け を

LDAP/LDAPS サーバー上の名前に一致させる。ユーザー権限はマトリックスマネジ

ャー側で設定されている権限と同じ。 

 

 スキーマを使用せず、Active Directory で使用されているグループだけを一致させ

る。ユーザー権限は、マトリックスマネジャーにおいて、そのユーザーが属しているグ

ループに設定されている権限と同じ。 

 

 スキーマを使用せず、Active Directory のユーザーネームとグループを一致させる。

ユーザー権限は、マトリックスマネジャーにおいて、そのユーザーが属しているグル

ープとユーザーに設定されている権限と同じ。 
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◆ TACACS+ 設定 

 

 

 TACACS+ を有効にし、次の情報を入力してください。 

 優先 TACACS+ サーバー 

 優先 TACACS+ サービスポート 

 共有シークレット 1 

 代替 TACACS+ サーバー 

 代替 TACACS+ サービスポート 

 共有シークレット 2 
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ファームウェアアップグレード 

 

「FW Upgrade」（ファームウェアアップグレード）メニューでは、オンライン状態の KE デバイスがす

べて一覧表示されますので、アップグレードしたいデバイスを、ここから選択することができます。製

品のファームウェアは新しいバージョンがリリースされると、弊社 Web サイトに公開され、ダウンロー

ドできるようになります。定期的にこのダウンロードサイトにアクセスしていただき、ファームウェアの

アップグレードを行うことで、最新の機能をご利用いただけます。https://www.aten.com/jp/ja/ 

 

ファームウェアは実行形式のファイルもあります。詳細の手順は p.374「第 12 章ファームウェアの

アップグレード」を参照してください。 

 

 ファームウェアのアップグレードを行う場合は、以下の手順に従って操作を行ってください。 

 

1. 弊社ダウンロードサイトにアクセスし、KE デバイスのファームウェアアップグレードパッケージを

ダウンロードしてください。 

ダウンロードは、1） 製品ページ内の「サポートとダウンロード」メニューからアクセス、または、2） 

ホームページのトップページの右上に表示される（表示画面のサイズによっては画面左上に

三本線のアイコンが表示されるので、それをクリックすると表示される）「サポートとダウンロード」

→「ダウンロード」→「他の製品の資料をダウンロードする」に型番を入力して検索する方法で

行えます。 

 

2. Webブラウザからアドミニストレーターのアカウントでマトリックスマネジャーにログインしてくださ

い。 

 

3. 「Settings」（設定）アイコンをクリックしたら、「FW Upgrade」（ファームウェアアップグレード）タブ

を選択してください。そうすると、「FW Upgrade」（ファームウェアアップグレード）画面が表示さ

れます。 
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アップグレード可能なデバイスがすべて一覧に表示されます。 

注意： このとき、一覧に表示されるのはオンライン状態のデバイスだけです。オフライン

状態のデバイスはアップグレードの対象外となります。 

 

4. アップグレードの対象となる機器にチェックを入れてください。また、アップグレードしない機器

のチェックボックスからはチェックを外してください。 

 

5. 「Browse」（参照）をクリックし、ファームウェアアップグレードファイルが保存されているフォルダ

ーに移動し、該当ファイルを選択してください。 

 

6. 「Check FW Version」（ファームウェアバージョンをチェックする）の項目を有効または無効にし

てください。 

◆ 「Check FW Version」（ファームウェアバージョンをチェックする）の項目を有効にした場合、

現在のファームウェアとアップグレードファイルとでバージョンの比較を行います。現在の

バージョンがアップグレードファイルのバージョンと同じか、これより新しい場合は、この状

況を説明するメッセージがポップアップダイアログに表示され、アップグレード処理が中

断されます。 

◆ 「Check FW Version」（ファームウェアバージョンをチェックする）の項目を有効にしなかっ

た場合、バージョンの比較は行われず、アップグレードファイルがインストールされます。 

◆ ファームウェアのアップグレードを中止した場合は、12 秒程度待機してから、「Check 

Firmware Version」（ファームウェアバージョンをチェックする）の項目からチェックを外し、

アップグレードを再度行うようにしてください。 

 

7. 「Upgrade」（アップグレード）をクリックしてアップグレード処理を開始してください。アップグレ

ード処理の進行状況は画面に表示されます。アップグレードが正常に終了すると、機器はリセ

ットされます。 
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8. ログインして、ファームウェアバージョンが更新されていることを確認してください。 

 

ファームウェアアップグレードリカバリー 

 アップグレード成功画面が表示されない、または、（コンピューターの故障や停電などの理由で）

アップグレード処理が正常終了しなかった場合、機器が操作できなくなる可能性があります。アップ

グレードに失敗したり中断したりして、機器が操作できなくなった場合には、以下の手順に従ってリ

カバリーを行ってください。 

 

1. KE デバイスの電源を切ってください。 

 

2. 「Reset」（リセット）ボタンを押したままにして、KE デバイスに電源を入れてください。 

 

3. KE デバイスに電源が入った後、「Reset」（リセット）ボタンを 7 秒間押したままにしてください。 

 

4. この操作で、KE デバイスは前のファームウェアバージョンに戻り、エラーからの回復処理を行

います。 

 

5. ファームウェアを最新のバージョンにアップグレードしてください。 
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二重化 

 

 「Redundancy」（二重化）タブでは、マトリックスマネジャーを稼働させているコンピューターがオフ

ライン状態になった場合に備えて、バックアップ用のコンピューターの設定を行います。ここで設定

を行っておくと、マトリックスマネジャーがオフライン状態になった場合、セカンダリーのコンピュータ

ーが自動的に処理を引き継ぎますので、すべての接続は切断されることなく継続します。ただし、

オフライン発生後の約 30 秒間は、新しい接続を開始することができません。プライマリーのコンピュ

ーターがオンライン状態に戻ると、セカンダリーのコンピューターで発生した変更内容をデータベ

ースから取得し、マトリックスマネジャーのすべての処理を回復させます。 

 

 二重化の設定を行うには、下記の手順で操作してください。 

 

1. CCKM サーバーを二重化（冗長化）させるために、まずはセカンダリーサーバーからセットアッ

プを行います。USB ライセンスキーを使って、セカンダリーのコンピューターにマトリックスマネ

ジャーをインストールしてください。手順の詳細は p.226 を参照してください。 

注意： セットアップで KE シリーズのデバイスを 9 台以上使用する場合は、セカンダリー

コンピューターに KE マトリックスマネジャーをインストールする際に、USB ライセン

スキーがもう 1 つ必要になります。 

 

2. インストール後、別売りの USB ライセンスキーを接続し、「一般」のシリアルナンバー(p227)を 

クリックして CCKM の制限解除を行ってください。解除に成功すると、「クリックしてアップグレ

ードする」から USB ライセンスキーのシリアルナンバーの表示に変わります。 

 

3. セカンダリーのコンピューター側からマトリックスマネジャーにログインし、「 」アイコンをクリ

ックしたら、「Redundancy」（二重化）タブを開いてください。 
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4. 「Enable Redundancy」（二重化を有効にする）の項目にチェックを入れ、「Secondary」（セカン

ダリー）ラジオボタンを選択してください。 

 

5. 「Primary Server IP」（プライマリーサーバーIP）ドロップダウンメニューから、プライマリーコンピ

ューターの IP アドレスを選択してください。 

 

6. 「Save」（保存）をクリックしてください。 

 

7. これで、セカンダリーコンピューターで二重化が有効になります。 

     

8. プライマリーサーバーも同様に手順１のようにインストールを行ってください。 

二重化の機能を使用するにはプライマリー、セカンダリーの各サーバーにそれぞれ USB ライ

センスキーが必要となります。 

 

9. プライマリーコンピューター側からマトリックスマネジャーにログインし、「 」アイコンをクリック

したら、「Redundancy」（二重化）タブを開いてください。 
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10. 「Enable Redundancy」（二重化を有効にする）の項目にチェックを入れ、「Primary」（プライマリ

ー）ラジオボタンを選択してください。 

 

11. 「Secondary Server IP」（セカンダリーサーバーIP）ドロップダウンメニューから、セカンダリーコ

ンピューターの IP アドレスを選択してください。 

 

12. セカンダリーコンピューターのローカルアドミニストレーターのアカウントのユーザーネームとパ

スワードを入力してください。 

 

13. 「Save」（保存）をクリックしてください。 

 

14. 二重化の状態に関する情報は、イベントログで確認することができます（p.310「ログ」参照）。 
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バックアップ/リストア 

 

 「Backup/Restore」（バックアップ/リストア）タブは、「Backup」（バックアップ）、「Restore」（リスト

ア）、「Export Device List」（デバイス一覧のエクスポート）の 3 つのパネルに分かれています。 

 

 

 バックアップ/リストアの実行方法は、下表のとおりです。 

項目 説明 

Backup 

（バックアップ） 

マトリックスマネジャーの設定内容（レシーバー/トランスミッター/プロフ

ァイル/スケジュールの設定、ユーザーおよびグループアカウント、ユ

ーザープロファイル、ログ、システム設定）をバックアップとして保存しま

す。 

Restore 

（リストア） 

現在の設定内容（レシーバー/トランスミッター/プロファイル/スケジュー

ルの設定、ユーザーおよびグループアカウント、ユーザープロファイル、

ログ、システム設定）を削除し、バックアップした内容に変更します。 

Export Device List 

（デバイス一覧のエク

スポート） 

「Export」（エクスポート）をクリックすると、マトリックスマネジャーに追加さ

れた全デバイスの一覧をファイルに保存します。ファイルには、各トランス

ミッターおよびレシーバーの ID、名前、説明、IP アドレスといった情報が

含まれます。また、「Existing」（既存）列にはデバイスの状態が表示されま

す。デバイスが存在し、利用可能な場合は「Yes」が、オフライン状態また

は削除されている場合は「No」がそれぞれ表示されます。 
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バックアップ 

 システム設定をバックアップする場合は、以下の手順で操作してください。 

1. （オプション）「Backup」（バックアップ）パネルで、「Add Password」（パスワードの追加）の項

目にチェックを入れたら、バックアップファイルのパスワードを設定してください。 

注意： パスワードの設定はセキュリティ機能の一つです。パスワードを設定している場合

は、同じファイルで設定をリストアする際にも同一のパスワードを入力する必要が

あります。 

 

2. 「Backup」（バックアップ）をクリックしてください。 

 

3. 表示されたダイアログで、「Save」（保存）をクリックし、お使いのコンピューターのハードディ

スクの適当な場所に、設定ファイル（System.conf）を保存してください。 

 

4. ファイルを保存したいディレクトリに移動し、ファイルを保存したら、「Save」（保存）をクリック

してください。 

 

リストア 

 システム設定をリストアする場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 「Restore」（リストア）パネルで、「Browse」（参照）をクリックしてください。 

 

2. バックアップファイルのあるディレクトリに移動し、ファイルを選択してください。 

 

3. 「Backup/Restore」（バックアップ/リストア）画面に戻ったら、このバックアップファイルを作成

した際に設定したパスワードを入力してください。 

注意： ファイルにパスワードを設定していない場合は、入力する必要はありません。 

 

4. 「Restore」（リストア）をクリックしてください。 

 

5. 「OK」をクリックし、設定内容がリストアされたことを確認してください。 

リストアの実行中には、マトリックスマネジャーが再起動する旨を伝えるメッセージが表示さ

れます。しばらくすると、マトリックスマネジャーは終了し、ログイン画面が再度表示されます。

再起動が完了すると、先ほどバックアップファイルからリストアされた設定内容が有効になっ

ています。 
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証明書 

 

 このタブでは、プライベート証明書に関する情報を提供します。 

 

プライベート証明書 

SSL 接続でログインすると、ユーザーが意図するサイトにログインしようとしているかどうかを検証

するために署名済み証明書が使われます。デフォルトの ATEN 証明書を使うのではなく、このセク

ションで自分のプライベート暗号キーと署名済み証明書を使うように設定することで、セキュリティを

強化することができます。 

 

 プライベート証明書の作成方法には、自己署名された証明書を作成する方法と、サードパーティ

ーの証明局(CA)によって署名された証明書をインポートする方法の 2 つの方法があります。 

 

◆ 自己署名済み証明書の作成 

自己署名済み証明書を作成する場合は、「openssl.exe」というフリーツールをインターネットで

ダウンロードして使うことができます。OpenSSL を使って自身のプライベートキーと SSL 証明書

を作成する方法の詳細については p.461「自己署名(プライベート)証明書」をご参照ください。 
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◆ CA 署名済み SSL サーバー証明書の取得 

セキュリティを強化するために、サードパーティーの認証局(CA)によって署名された証明書を

使うことを推奨します。サードパーティーによって署名された証明書を取得する場合は、認証

局の Web サイトにアクセスし、SSL 証明書を申請してください。CA から証明書が送られてきた

ら、お使いのコンピューターのハードディスクドライブの適当なフォルダーに保存してください。 

 

◆ プライベート証明書のインポート 

プライベート証明書をインポートする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

1. 下図のように「Private Certificate」（プライベート証明書）画面の下部にある「Import」（イン

ポート）をクリックしてください。 

 

 

2. 「Certificate Filename」（証明書ファイル名）の右にある「参照」ボタンをクリックして、ダイア

ログからプライベート暗号キーのファイルがあるフォルダーに移動し、このファイルを選択

してください。 

 

3. 「Import」（インポート）をクリックして操作を完了してください。 

 

注意： 「Restore Default」（デフォルトをリストアする）をクリックすると、KE デバイスはデフォ

ルトの ATEN 証明書を使用するようになります。 

 

証明書署名要求 

 証明書署名要求のセクションでは、CA 署名済み SSL サーバー証明書の取得とインストールを

自動的に行います。 

 

 この操作を行う場合は、以下の手順に従ってください。 

 

1. 「New」（新規）をクリックしてください。下図のようなダイアログボックスが表示されます。 
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2. 下表の例を参考にしながら、お使いのサイトで有効な値をフォームに入力してください。 

 

3. フォームへの入力（全項目への入力が必須）が完了したら、「Create」（作成）をクリックしてくだ

さい。 

先ほど入力した情報に基づいて作成された自己署名済み証明書が、マトリックスマネジャーに

保存されます。 

情報 例 

Country (2 letter code) 

（国（2 文字のコード）） 

TW 

State or Province 

（都道府県） 

Taiwan 

Locality 

（市区町村） 

Taipei 

Organization 

（会社） 

Your Company, Ltd. 

Organization Unit 

（部署） 

Tech Department 

Common Name 

（コモンネーム） 

mycompany.com 

注意：ここには証明書を有効にしたいサイトのドメイン名

を正確に入力してください。もし、サイトのドメイン名が

「www.mycompany.com」で、この欄に「mycompany.com」

とだけしか入力しなかったとしたら、この証明書は有効に

はなりません。 

Email Address 

（メールアドレス） 

administrator@yourcompany.com 

http://www.mycompany.com/
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4. 「Get CSR」（CSR を取得する）をクリックし、お使いのコンピューターの適当なフォルダーに、証

明書ファイル（csr.cer）を保存してください。 

これは、署名済み SSL 証明書の申請にサードパーティーの認証局に提出が必要となるファイ

ルです。 

 

5. 認証局から証明書が送られて来たら、お使いのコンピューターの適当なフォルダーに、この証

明書を保存してください。「Import」（インポート）をクリックしてファイルを置いてください。それ

から、また「Import」（インポート）をクリックして、これをマトリックスマネジャーに保存してくださ

い。 

 

注意： ファイルをアップロードすると、マトリックスマネジャーではファイルのチェックを行

い、特定の情報が一致しているかどうかを確認します。もし、一致しているのであれ

ば、このファイルを受け入れ、一致しなければこのファイルを拒否します。 

 

 （例えば、ドメイン名の変更で新しい証明書に置き換えたいなどの理由で）証明書を削除する場

合は、「Restore Defaults」（デフォルトをリストアする）をクリックしてください。 
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セッション 

 

 「Sessions」（セッション）タブでは、マトリックスマネジャーや OSD セッションにログイン中の全ユー

ザーが表示され、各セッションについて、「誰が」、「どこから」、「いつ」ログインしているかという情報

が提供されます。この画面では、ユーザーを選択して、そのユーザーの隣にある「Kill Session」（セ

ッションを切断）ボタンをクリックすることで、アドミニストレーターがユーザーを強制ログアウトさせる

こともできます。 

 

 

◆ 「Username」（ユーザーネーム）列には、レシーバーにログインし、接続を確立したユーザー

を表します。 

◆ 「User Type」（ユーザータイプ）列には、ログインユーザーのアカウントの種類を表します。 

◆ 「Service」（サービス）列には、ユーザーが、マトリックスマネジャー、コマンドライン、OSD の

どれでセッションにログインしているかを表します。 

◆ 「IP」列には、ユーザーがログインに使用しているデバイスの IP アドレスを表します。 

◆ 「Login Time」（ログイン時間）列には、ユーザーがマトリックスマネジャーまたは OSD のセッ

ションにログインした日時を表します。 

◆ 「Last Access」（最終アクセス）列には、このユーザーのセッションが最後にアクティブになり

使用された時間を表します。 

◆ 「Operation」（操作）列には、ユーザーを強制ログアウトさせる「Kill Session」（セッション終了）

ボタンが提供されています。 
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第 8 章 

接続 
概要 

 

「Connection」（接続）パネルは、マトリックスマネジャーのメイン画面で「System Status」（システム

の状態）の真下に表示されます。ここには、現在のトランスミッターからレシーバーへの接続が図で

表されています。接続が確立されていないと、下図のようにパネルがブランクで表示されます。レシ

ーバーからトランスミッターに接続するには、「Instant Link」（簡易リンク）を使うか（p.241 参照）、接

続プロファイルを作成してください（p.303 参照）。 

 

 接続後に左側の列にあるデバイスをクリックすると、接続を参照することができます。右側の列

にある接続図の上にマウスカーソルを重ねて動かすと、後続のセクションで説明するようにデバ

イスとの接続を切断することができます。 
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接続 

 

 レシーバーがトランスミッターに接続すると、その接続が「Connections」（接続）パネルに表示され

ます。ここには 2 列あり、それぞれにトランスミッターまたはレシーバーが一覧表示されます。列は、

「TX-RX」または「RX-TX」ボタンをクリックすることで入れ替えることができます。左側の列にあるデ

バイスをクリックすると、デバイスに対する接続が右側の列に表示されます。右側に表示されている

接続は、接続図の上にある「×」をクリックすることで切断することができます。 

 

 

(表は次のページに続きます) 

  

項目 説明 

 

「Connections」（接続）の下にある見出しのバーで、このアイコンをクリ

ックすると、左側に一覧表示されているトランスミッターまたはレシーバ

ーの表示順を変更します。 

左の列 左の列にあるデバイスをクリックすると、そのデバイスの接続を右の列で

参照することができます。右の列には、その接続デバイスの図が表示され

ます。 

右の列 左の列にあるデバイスが選択されると、右の列には接続図が表示されま

す。マウスを図の上に重ねて動かし「×」をクリックすると、デバイスとの接

続を切断します。この列には、ユーザーおよび接続の確立に用いられて

いるアクセスタイプ（排他、占有、共有、参照のみ）が表示されます。 

Transmitter 

（トランスミッター） 

オンライン状態で、なおかつレシーバーに接続しているトランスミッターが

一覧表示されます。 
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項目 説明 

Receiver 

（レシーバー） 

オンライン状態で、なおかつトランスミッターに接続しているレシーバーが

一覧表示されます。 

 

クリックすると、トランスミッターからレシーバーへの接続を参照することが

できます。このボタンをクリックすると、左の列にトランスミッターが一覧表

示され、ここから選択されたトランスミッターに関連した接続図を参照する

ことができます。 

 

クリックすると、レシーバーからトランスミッターへの接続を参照することが

できます。このボタンをクリックすると、左の列にレシーバーが一覧表示さ

れ、ここから選択されたレシーバーに関連した接続図を参照することがで

きます。 

 

このアイコンをクリックすると、接続パネルにおけるトランスミッターとレシー

バーの一覧を更新します。 

Undo 

（取り消し） 

このアイコンをクリックすると、直近に行われた接続の切断操作を取り消し

ます。 
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第 9 章 

スケジューリングされたプロファイル 
概要 

 

 「Scheduled Profile」（スケジューリングされたプロファイル）パネルは、マトリックスマネジャーのメ

イン画面で「Connections」（接続）の真下に表示されます。スケジューリングされたプロファイルに

は、実行が予定されている接続プロファイルが表示されます。「Go to Schedule」（スケジュールに

進む）をクリックすると、プロファイルのスケジュールを編集したり作成したりすることができます

（p.308 参照）。プロファイルの作成方法については、p.303 を参照してください。 
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項目 説明 

列名 ここにはスケジュールの名前、説明、開始日時、終了日時、および状

態が表示されます。「Start」（開始）にはスケジュールの開始日時が、

「End」（終了）にはスケジュールの終了日時が、それぞれ表示されま

す。また、「Status」（状態）には、次のスケジュールが実行されるまで

の日数が表示されます。 

Go to Schedule 

（スケジュールに進む） 

ここをクリックすると、「Profile」（プロファイル）の設定画面を表示し、ここ

で接続プロファイルの作成や編集を行うことができます。詳細について

は、p.303「プロファイル」を参照してください。 

 

このアイコンをクリックすると、右の列における接続一覧を更新します。 

Undo 

（取り消し） 

このアイコンをクリックすると、直近に行われた接続の切断操作を取り消

します。 
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第 10 章 

セッション 
概要 

 

 「Sessions」（セッション）パネルは、マトリックスマネジャーのメイン画面で「Scheduled Profile」（ス

ケジューリングされたプロファイル）の真下に表示されます。ここには、デバイスやマトリックスマネ

ジャーの Web GUI にログインしているユーザーに関する情報が表示されます。「Go to Sessions」

（セッションに進む）をクリックすると、設定画面を参照することができます（p.339 参照）。 

 

項目 説明 

列名 ここには各ユーザーセッションに関する情報（ユーザーネーム、ユー

ザーレベル、サービス、IP、ログイン時間、最終アクセス）が表示され

ます。各列名に関する詳細は、p.339「セッション」を参照してくださ

い。 

Go to Sessions 

（セッションに進む） 

ここをクリックすると、このパネルに表示されているものと同じ情報が提供

されている「Sessions」（セッション）の設定画面を表示します。 

 

このアイコンをクリックすると、セッション一覧を更新します。 
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第 11 章 

リモートビューワー（AiT モデル限定） 
 

はじめに 

 

 AiT モデルにビデオソースが接続されている場合、リモートビューワーを使用することで、これ

らのビデオソースに対してローカルシステムと同様の操作感でアクセスすることができます。 

 

 このビューワーを起動すると、ウィンドウが立ち上がり、リモートサーバーのコンソールの内容が

表示されます。 

◆ ウィンドウは、最大化したり、枠をドラッグすることでサイズを変更したり、スクロールバーを使

って画面内での位置を移動したりすることができます。 

◆ ネットワークの遅延によって、キー入力の表示に若干時間がかかる場合があります。また、

マウスのクリックは、リモートマウスがローカルマウスの動きに追いついてから操作するように

してください。 

◆ ネットワークの遅延、またはローカルマシーンの電力不足によって、一部のイメージ（特に動

画）の表示品質が劣化する場合があります。 

 

 リモートサーバーにアクセスするには、次に示すとおり、いくつかの方法があります。 

1. Web ブラウザ GUI から直接アクセスする Windows ビューワー 

2. Web ブラウザ GUI から直接アクセスする Java ビューワー 

3. Windows クライアントビューワーAP（ブラウザ不使用）。ブラウザのログイン画面では、

「Download Windows Client AP」（Windows クライアント AP のダウンロード）というボタンを利

用することができます。詳細は p.349「Windows/Java クライアント AP」を参照してください。 

4. Java クライアントビューワーAP（ブラウザ不使用）。このコントロールは Windows クライアント

ビューワーと同じであるため、p.353「コントロールパネル」を参照してください。 
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Windows/Java クライアントビューワー（Web アクセス） 

 

 Windows/Java クライアントビューワーは、Web ブラウザ経由でアクセスすることができます。 

 

 リモートビューワーのログイン画面で、ユーザーネームとパスワードを入力したら、「Login」（ログイ

ン）をクリックしてください。ログイン言語は、ドロップダウンメニューから変更することができます。 

 

 数秒経つと、お使いのデスクトップにビデオソースの画面がウィンドウ形式で表示されます。 
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 コントロール/アクセスは、コントロールパネルに配置されています。詳細については p.353「コント

ロールパネル」を参照してください。 

 

 デフォルトでは、Internet Explorer を既定のブラウザにしている場合は、Windows クライアントビュ

ーワーが使用されます。その他のブラウザを既定のブラウザにしている場合は、Java クライアントビ

ューワーが使用されます。 

 

 既定のブラウザが Internet Explorer で、なおかつユーザー設定を手動で Java クライアントにした

場合も、Java クライアントビューワーが使用されます。 
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Windows/Java クライアント AP 

 

ダウンロード 

 スタンドアロン版の Windows または Java クライアントプログラムをダウンロードするには、ブラウザ

のログイン画面にアクセスし、使用するクライアントプログラムに応じて、「Download Windows Client 

AP」（Windows クライアント AP のダウンロード）ボタン、または「Download Java Client AP」（Java クラ

イアント AP のダウンロード）ボタンをクリックしてください。 

 

 

注意： お使いのコンピューターに JRE 6 Update 3 以降のバージョンがインストールされている

ことをご確認ください。なお、Java は、Java Web サイト(https://www.java.com/ja/)から

無償でダウンロードできます。 
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起動 

 AP を初めて起動する場合は、Windows/Java クライアント AP を右クリックしてから、「管理者として

実行」をクリックしてください。 

 

 そうすると、下図のようなクライアントの接続画面が表示され、各ユニットが一覧形式で表示されま

す。ここでは、Windows クライアントを例に説明します。 

 

 

項目 説明 

Server List 

（サーバーリスト） 

クライアントプログラムを起動すると、ユーザーのローカル LAN セ

グメントにある AiT ユニットを自動検出し、リストに表示します。ユニ

ットにアクセスする場合は、対象となるデバイスをダブルクリックして

接続してください。 

Server 

（サーバー） 

接続したい AiT ユニットが離れた場所にある場合、LAN 上で検出

することはできません。このような場合には、ご自身で IP アドレスと

ポートを入力してください。 

ポート番号がご不明な場合は、IP-KVM エクステンダーの管理者

にご確認ください。 

接続対象となるユニットの IP アドレスとポート番号を指定したら、

「Connect」（接続）をクリックして接続を開始してください。 

（表は次のページに続きます） 

  



351 

 

項目 説明 

Connect 

（接続） 

AiT ユニットへの接続を開始します。 

Disconnect 

（切断） 

これらのボタンは、AiT ユニットにログインするとアクティブになりま

す。 

Switch to remote view 

（リモート表示に切替） 

メッセージパネル 「Server」（サーバー）セクションの右側にある空白のボックスには、

サーバー接続の現在の状態が表示されます。 

 

1. ユニットをダブルクリックしてください。ユニットに接続すると、ログイン画面が表示されます。 

 

 

2. 有効なユーザーネームとパスワードを入力し、「OK」をクリックして操作を続行ししてください。 

注意： デフォルトのユーザーネームは「administrator」、パスワードは「password」で

す。 

 

ログインに成功すると、接続画面に戻ります。 
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このとき、2 つのボタンがアクティブになります。説明は下表のとおりです。 

ボタン アクション 

Disconnect 

（切断） 

ユニットへの接続を切断します。 

Switch to remote view 

（リモート表示に切替） 

このボタンをクリックすると、ユーザーのデスクトップ上にウィン

ドウが開いて、ブラウザベースの Windows クライアントと同じよ

うにリモートサーバーの画面が表示されます。 

 

3. 「Switch to remote view」（リモート表示に切替）をクリックして、リモートサーバーにアクセスして

ください。 

 

 リモートアクセスのインターフェースの詳細については、p.353「コントロールパネル」を参照してく

ださい。 
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コントロールパネル 

 

 コントロールパネルは、画面の上部または下部中央で非表示になっています（デフォルトは上部

中央）。これはマウスポインターを重ねると表示されます。 

 

 

注意： 1. 上図はコントロールパネル全体を示しています。表示されるアイコンはカスタマイ

ズできます。詳細については、p.371「コントロールパネルの設定」を参照してくだ

さい。 

2. コントロールパネルを画面上の別の場所に移動するには、コントロールパネルを

クリックしてドラッグしてください。 

 

◆ パネルは 2 つの行から構成されています。 

◆ 2 行目には、リモート画面のビデオ解像度、ユーザーが使用しているバス、およびコントロール

パネルツールバーのメニュー形式版用にクリックできる情報ボタンが表示されます（以下を参

照）。 

◆ メニュー形式のコントロールパネルは、2 行目の領域を右クリックすることでも表示できます。こ

のメニューでは、スクリーンモード、ズーム、マウスポインターの種類、およびマウス同期モード

のオプションを選択できます。これらの機能については、後続のセクションで説明します。 
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コントロールパネルの機能 

 コントロールパネルの機能を以下の表に示します。 

アイコン 機能 

 

これはトグルボタンです。クリックすると、コントロールパネルを常に他の画面の上

に表示します。もう一度クリックすると、通常の状態に戻します。 

 

クリックすると、「Video Options」（ビデオオプション）ダイアログボックスを表示しま

す（詳細は p.359「ビデオ設定」参照）。 

 

フルスクリーンモードとウィンドウモードを交互に切り替えます。 

 

クリックすると、リモート画面のスナップショット(画面キャプチャ)を取得します。ス

ナップショットに関するパラメーターの設定方法については p.372「スナップショッ

ト」を参照してください。 

 

クリックすると、リモート画面の表示をカラーとグレースケールで交互に切り替えま

す。 

 

クリックすると、リモート画面のウィンドウをズーム表示します。 

注意：この機能はウィンドウモード(フルスクリーンモードが OFF)でのみ使用でき

ます。詳細については p.367「ズーム」を参照してください。 

 

クリックすると、[Ctrl] + [Alt] + [Delete]の信号がリモートシステムに送信されま

す。 

 

クリックすると、オンスクリーンキーボード（p.368 参照）を起動します。 

 

クリックすると、マウスポインターの種類を選択します。 

注意：このアイコンは、選択されたマウスポインターの種類に応じて変わります

（p.369「マウスポインターの種類」参照）。 

 

クリックすると、マウスの自動同期と手動同期を交互に切り替えます。 

◆ 「Automatic」(自動)を選択すると、アイコンに緑色のマークが表示されます。 

◆ 「Manual」(手動)を選択すると、アイコンに赤色のマークが表示されます。 

 

この機能に関する詳細については、p.370「マウスダイナシンクモード」をご参照く

ださい。 

（表は次のページに続きます） 
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アイコン 機能 

 

これらのアイコンは、リモートコンピューターにおける[Num Lock]、[Caps Lock]、

[Scroll Lock]各キーの状態を表します。 

 

 ロック状態が ON の場合、LED は明るいオレンジ色に点灯します。 

 ロック状態が OFF の場合、LED は鈍い青色になります。 

 

アイコンをクリックすると、状態を切り替えます。 

 

注意：これらのアイコンとローカルキーボードのアイコンは同期しています。アイコ

ンをクリックすると、それに応じてキーボードの対応する LED が変化します。同様

に、キーボードのロックキーを押すと、アイコンの色がそれに応じて変化します。 

 

クリックすると、マクロダイアログボックスを表示します(詳細は p.356「マクロ」を参

照）。 

 

クリックすると、「Virtual Media」（バーチャルメディア）ダイアログボックスを起動し

ます。バーチャルメディアのデバイスがポートにマウントされると、アイコンが変わ

ります。詳細については p.363「バーチャルメディア」を参照してください。 

注意：この機能が無効、または利用不可の状態になると、このアイコンはグレー

で表示されます。 

 

クリックすると、コントロールパネルの設定ダイアログを表示します。コントロール

パネルの設定の詳細については、p.371 を参照してください。 

 

  



356 

 

 

マクロ 

 マクロアイコンは、マクロダイアログボックスの 3 つの機能（ホットキー、ユーザーマクロ、システムマ

クロ）にアクセスすることができます。これらの機能については、以下のセクションで説明します。 

 

ホットキー 

 コントロールパネルのアイコンをクリックして実行されるアクションは、キーボードから入力されたホ

ットキーで直接実行することができます。「Hotkeys」（ホットキー）のラジオボタンを選択すると、アク

ションを実行するホットキーを設定することができます。アクションは左側に、また、そのアクションを

行うホットキーはその右側に、それぞれ表示されます。アクション名の左側のチェックボックスを使用

してホットキーの有効/無効を設定してください。 

 

 

 デフォルトのホットキーの組み合わせでは不都合が生じる場合は、下記の手順でホットキーを変

更することができます。 

 

1. 対象となるアクションをリストから選択し、「Set Hotkey」（ホットキーの設定）をクリックしてくださ

い。 

2. 選択したファンクションキーを 1 つずつ押してください。そうすると、押されたキーの名前が

「Hotkey」（ホットキー）欄に表示されます。 

 キー入力の順番が同じでなければ、同一ファンクションキーを複数のアクションに使用す

ることができます。 

 ホットキーの設定を取り消す場合は「Cancel」（キャンセル）ボタンをクリックしてください。

また、アクションの「Hotkey」（ホットキー）欄を消去するには「Clear」(クリア)ボタンをクリック
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してください。 

3. マクロキーの順番を入力し終えたら、「Save」(保存)ボタンをクリックしてください。 

 

 ホットキーの設定をすべてデフォルト値にリセットするには、「Reset」（リセット）ボタンをクリックして

ください。 

 

 ホットキーアクションの内容は下表のとおりです。 

アクション 説明 

リモート操作の終了 リモートビューを終了します。これは、コントロールパネルの「Exit」（終

了）アイコンをクリックするのと同じです。デフォルトでは、[F2][F3][F4]

に設定されています。 

ビデオの調整 「Video Settings」（ビデオ設定）ダイアログボックスを表示します。これ

は、コントロールパネルの「Video Settings」（ビデオ設定）アイコンをクリ

ックするのと同じです。デフォルトでは[F5][F6][F7]に設定されていま

す。 

コントロールパネルの

切替 

コントロールパネルの ON と OFF を切り替えます。デフォルトでは

[F3][F4][F5]に設定されています。 

マウス表示の切替 ローカルとリモートの 2 つのマウスポインターが表示されて操作しづらい

場合は、この機能を使用して、機能しない方のマウスポインターを最小

化することで見やすくすることができます。この機能はトグル式であるた

め、同じホットキーを再度入力するとマウス表示を元の設定に戻しま

す。これは、コントロールパネルの「Mouse Pointer」（マウスポインター）

アイコンをクリックし、「Dot」（ドット）ポインターの種類を選択するのと同

じです。デフォルトでは[F7][F8][F9]に設定されています。 

注意：Java コントロールパネルにはこの機能はありません。 

マウスの調整 これにより、ローカルとリモートのマウスの動きが同期されます。デフォ

ルトでは[F8][F7][F6]に設定されています。 

ビデオの自動同期 この組み合わせは、自動同期操作を実行します。これは、コントロール

パネルの「Video Autosync」（ビデオの自動同期）アイコンをクリックする

のと同じです。デフォルトでは[F6][F7][F8]に設定されています。 

ローカルカーソルの

表示/非表示 

ローカルマウスのポインターの表示の ON と OFF を切り替えます。これ

は、コントロールパネルにある「Mouse Pointer」（マウスポインター）アイ

コンから「Null」（無）ポインタータイプを選択するのと同じです。デフォル

トでは[F4][F5]に設定されています。 

(表は次のページに続きます) 

 



358 

 

アクション 説明 

代替 Ctrl キー ローカルコンピューターが[Ctrl]キーの組み合わせをキャプチャし、ホットキー

がリモートシステムに送信されない場合は、[Ctrl]キーの代わりとして使用する

ファンクションキーを指定することでリモートシステムに送信することができま

す。例えば、[F11]キーを[Ctrl」キーの代わりに使用する場合、[F11] + [5]と入

力すると、リモートシステムでは[Ctrl] + [5]キーが押されたことになります。デフ

ォルトでは[F11]キーに設定されています。 

代替 Alt キー 基本的にキーボードの入力はキャプチャされ、リモートシステムへ送られます

が、[Alt] + [Tab]と[Ctrl] + [Alt] + [Del]はローカルコンピューターでのみ動作

します。リモートシステムに対して[Alt] + [Tab]と[Ctrl] + [Alt] + [Del]の機能を

実行したい場合には、任意のファンクションキーを[Alt]キーの代わりに設定す

ることができます。例えば、[F12]を代替キーにした場合、[F12] + [Tab]と[Ctrl] 

+ [F12] + [Del]と入力します。デフォルトでは[F12]に設定されています。 
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ビデオ設定 

 「Video Settings」（ビデオ設定）ダイアログボックスでは、モニター上におけるリモート画面の表示

位置および画質の調整を行います。 

 

 

 調整オプションは次のとおりです。 

オプション 使用方法 

 

クリックすると、ビデオ設定ダイアログボックスの透明度を調節しま

す。 

Performance 

（パフォーマンス） 

ローカルクライアントコンピューターとユニットの間で使用されている

インターネット接続のタイプを選択します。ユニットはここで選択した

項目によって、ビデオ画質と検出許容値の各項目を自動的に調整

し、ビデオの表示画質を最適化します。 

ネットワークの状態が異なるため、プリセットのオプションでは不都合

が生じるかもしれません。そのような場合には、「Customize」(カスタ

マイズ)を選択し、「Video Quality」(ビデオ画質)のスライドバーを使

って、お使いの環境に適した値に調節してください。 

Advanced (詳細設定) 詳細は、p.360 を参照してください。 
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ガンマ調整 

 操作を強化したり、リモート表示画面のガンマレベルを調整したりする必要がある場合は、

「Advanced」（詳細）ボタンをクリックして、詳細ビデオ設定のガンマ機能を使用してください。 

 

ガンマレベルには、10種類のプリセットと4種類のユーザー定義レベルがあり、そこから選択する

ことができます。ドロップダウンメニューをクリックして、最適なものを選択してください。 

 

 

 

 詳細設定画面の追加オプションは次のとおりです。 

オプション 使用方法 

RGB スライダーバーをドラッグして RGB(赤、緑、青)の値を調整します。

RGB の値の増加に伴って、画像の RGB 要素も増加します。 

「Set to Grayscale」（グレースケールに設定）の項目を有効にすると、

リモート画面をグレースケールで表示します。 

（表は次のページに続きます) 
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オプション 機能 

Gamma 

（ガンマ） 

このセクションでは、ビデオ表示のガンマレベルを調節できます。 

満足いく表示出力が得られるよう、希望する数のポイントで対角線を

クリックしてドラッグしてください。 

上記の方法で変更した値をユーザー定義の設定として保存する場

合は「Save As」（名前をつけて保存）をクリックしてください。ユーザー

定義の値は最大 4 種類まで保存することができます。保存された値

は、後でリストボックスから呼び出すことができます。 

変更内容を破棄し、ガンマ線を元の状態に戻す場合は、「Reset」（リ

セット）ボタンをクリックしてください。 

Video Quality 

（ビデオ品質） 

スライダーバーをドラッグしてビデオ全体の画質を調整します。値が

大きくなるにつれて、画像はより鮮明に、また、ネットワークに転送さ

れるビデオデータの量はより大きくなります。ネットワークのバンド幅に

よっては、高い値を設定すると逆にレスポンス時間に影響を与える可

能性があります。 

Enable Refresh 

（再読込を有効にする） 

ユニットは、1～99 秒毎に画面を再描画し、ブロックノイズなどの歪み

を除去します。「Enable Refresh」（再読込を有効にする）の項目にチ

ェックを入れて、再描画の時間間隔を 1～99 の整数で入力してくださ

い。ユニットはここで設定された時間間隔で、画面を再描画します。こ

の機能はデフォルトでは無効です。この機能を有効にするには、

「Enable Refresh」（再読込を有効にする）の項目にチェックを入れてく

ださい。 

注意： 

1. ユニットは、マウスの動作が止まったタイミングでインターバル時

間の計測を開始します。 

2. この機能を有効にするとネットワーク上に送信されるビデオデー

タの量が増加します。また、設定するインターバル時間の値が小

さくなるに従って、ビデオデータの転送頻度が高くなります。この

値を小さくしすぎると処理全体のレスポンスに影響を与える可能

性がありますので、ご注意ください。 

Transparency 

（透明度） 

スライダーバーをドラッグして、リモート画面の透明度を調節します。 

Color Depth Control 

（色深度コントロール） 

この設定は、色情報の量を調整することによって、ビデオ表示の豊か

さを決定します。 
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変更内容を保存し、ダイアログボックスを終了する場合は「OK」をクリックしてください。 

 

変更内容を破棄し、ダイアログボックスを終了する場合は「Cancel」（キャンセル）をクリックして

ください。 

 

注意： 最適な結果を得るには、リモートコンピューターの画面を見ながら設定値の変更を行

ってください。 
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バーチャルメディア 

 バーチャルメディア機能を使用すると、ローカルクライアントコンピューター上のドライブ、

フォルダー、イメージファイル、またはリムーバブルディスクを表示して、リモートサーバーにセットア

ップされているかのように動作させることができます。 

 

 また、この機能を使うことで、ローカルクライアントコンピューターに接続されたスマートカードリー

ダーを、リモートサーバーにセットアップされている機器のように扱うこともできます。 

 

バーチャルメディアのアイコン 

 コントロールパネルのバーチャルメディアアイコンは、バーチャルメディア機能が利用可能かどう

か、あるいは、バーチャルメディアデバイスがリモートサーバーにマウントされたかどうかを表します。

各アイコンが示す機能の詳細は下表のとおりです。 

 

アイコン 機能 

 

バーチャルメディア機能が無効または利用できない場合、このアイコンが表示さ

れます。 

 

バーチャルメディア機能が利用可能である場合、このアイコンが表示されます。こ

のアイコンをクリックするとバーチャルメディアのダイアログボックスを表示します。 

 

バーチャルメディアデバイスがリモートサーバー側にマウントされていると、このア

イコンが表示されます。このアイコンをクリックすると、リダイレクトされているデバイ

スはすべてマウントが解除されます。 

 

バーチャルメディアのリダイレクト 

 バーチャルメディアのリダイレクト機能を実行する場合は、下記の手順に従って操作を行ってくだ

さい。 

 

1. バーチャルメディアのアイコンをクリックして、「Virtual Media Control」（バーチャルメディア操

作）ダイアログボックスを表示してください。 
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2. 「Add」(追加)ボタンをクリックし、ソースメディアを選択してください。 

 

選択した項目によっては、ドライブ、ファイル、フォルダー、リムーバブルディスクを選択するダ

イアログボックスが追加で表示されます。各メディアのマウント方法の詳細については、p.482

「対応バーチャルメディア」を参照してください。 

 

3. ソースメディアを追加する場合は、「Add」(追加)ボタンをクリックして必要となるメディアをすべ

て選択してください。 

バーチャルメディアは最大 3 つまでマウントすることができます。また、リストの上位 3 つの項目

は、選択済みのものです。選択された項目の順番を入れ替える場合は、移動対象となるデバ

イスを選択し、上下の矢印ボタンをクリックしてリスト内で位置を移動させてください。 

 

4. 「Read」（読込）はリモートサーバーにデータを送信することのできるリダイレクトされたデバイス

を、また「Write」（書込）はリモートサーバーからのデータが書き込み可能な状態になっている

リダイレクトされたデバイスをそれぞれ指しています。デフォルトの設定では、書き込みは無効

になっています（読み取り専用）。リダイレクトされたデバイスの読み取りと書き込みを同時に許

可する場合は、「Enable Write」（書込を有効にする）の項目にチェックを入れてください。 
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注意： 1. リダイレクトされたデバイスに書き込みができない場合、またはユーザーに書

込みの操作権限がない場合、リスト中ではグレーで表示され、選択不可にな

ります。 

2. 本製品が対応しているバーチャルメディアの種類については、p.482「対応バ

ーチャルメディア」を参照してください。 

 

5. リストから項目を削除する場合は、対象となる項目を選択してから、「Remove」（削除）ボタンを

クリックしてください。 

 

6. ソースメディアの選択後に「Mount」(マウント)ボタンをクリックすると、ダイアログボックスは終了

します。選択されたバーチャルメディアのデバイスはリモートシステムにリダイレクトされ、リモー

トシステムのドライブ、ファイル、およびフォルダーとして表示されます。 

 

マウントされると、そのメディアがあたかもリモートサーバー上に存在するかのように扱うことが

できるため、ファイルをリモートサーバーにドラッグ＆ドロップしたり、リモートシステムのファイル
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を開いて、編集した後にリダイレクトされたメディアに保存したりすることができます。 

 

リダイレクトされたメディアに保存したファイルは、実際にはローカル側のファイルシステムに保

存されます。また、リダイレクトされたメディアからドラッグしたファイルは、実際にローカルシス

テム側から取得することになります。 

 

7. リダイレクトを終了するには、コントロールパネルを表示してバーチャルメディアのアイコンをク

リックしてください。そうすると、マウントされたデバイスはすべて自動的にマウントが解除されま

す。 

 

スマートカードリーダー 

注意： この機能は Win クライアントビューワーまたは Windows クライアント AP の使用時にのみ

利用可能です。 

 

 スマートカードリーダー機能を使うと、ローカルクライアントコンピューターの USB ポートに接続さ

れたリーダーをリダイレクトし、リモートサーバーに接続されているように見せることができます。スマ

ートカード（コモンアクセスカードなど）の目的の 1 つは、ローカルクライアントからリモートサーバー

への認証を許可するためです。 

 

 スマートカードリーダーがローカルクライアントコンピューターに接続されていると、「Virtual Media 

Control」（バーチャルメディア操作）ダイアログボックスを起動したときに、このエントリーが表示され

るため、「Add」(追加)ボタンをクリックしてください。 

 

 

 メニューから適切なものを選択したら、「Mount」(マウント)をクリックしてリダイレクトを完了させてく

ださい。 

 

  



367 

 

ズーム 

 ズームアイコンは、リモートビューウィンドウのズーム倍率を制御します。リモートビューのウィンドウ

をズーム表示します。設定内容は以下のとおりです。 

 

設定 説明 

100% リモートビューのウィンドウを 100%の倍率で表示します。 

75% リモートビューのウィンドウを 75%の倍率で表示します。 

50% リモートビューのウィンドウを 50%の倍率で表示します。 

25% リモートビューのウィンドウを 25%の倍率で表示します。 

1：1 リモートビューのウィンドウを 100%の倍率で表示します。この設定と 100%設定

の違いは、リモートビューウィンドウのサイズが変更されても、その内容はサ

イズ変更されず、元のサイズのままになることです。表示されていない部分を

操作したい場合は、マウスをウィンドウの端に移動させ、画面をスクロールし

てください。 
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オンスクリーンキーボード 

 ユニットは、サポートされている各言語のすべての標準キーとともに、複数の言語で使用可能な

オンスクリーンキーボードをサポートしています。このアイコンをクリックすると、オンスクリーンキーボ

ードがポップアップ表示されます。 

 
 オンスクリーンキーボードの主な利点の 1 つは、リモートシステムとローカルシステムのキーボード

言語が異なっていたとしても、どちらのシステムの構成設定も変更する必要がないことです。ユーザ

ーは画面上のキーボードを呼び出すだけで、アクセスしているポートでコンピューターが使用して

いる言語を選択し、画面上のキーボードを使用して通信することができます。 

 

注意： オンスクリーンキーボードの操作はマウスで行ってください。実際のキーボードで操作

することはできません。 

 

 言語を変更するには、以下の手順で操作を行ってください。 

 

1. 現在選択されている言語の隣にある三角ボタンをクリックし、リストを展開してください。 

 

2. リストから新しい言語を選択してください。 
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展開したオンスクリーンキーボードのキーの表示/非表示を切り替えるには、言語選択リストの

右隣にある矢印ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

マウスポインターの種類 

 本製品は、リモート画面で使用するマウスカーソルのポインターを数種類提供していま

す。ポインターを変更する場合は、アイコンをクリックして、リストからポインターを選択してください。 

 

 

注意： 1. ドットポインターは、Java クライアントビューワーや Javaクライアント AP では使用で

きません。 

2. シングルポインターを選択すると、マウスポインターは「マウス表示の切替」のホッ

トキーを実行した時と同じ状態になります(p.357 参照)。 

3. コントロールパネルのアイコンは、現在使用しているポインターの種類に応じて変

わります。 
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マウスダイナシンクモード 

 このアイコンをクリックすると、ローカルとリモートのマウスポインターの同期を自動と手

動のどちらで行うかを選択することができます。 

 

 ツールバーのアイコンは、同期モードの状態を次のように示します。 

アイコン 機能 

 

このアイコンの緑色のマークは、マウスダイナシンク機能が使用可能で、か

つ有効であることを示します。これは、マウスダイナシンクが使用可能な場合

のデフォルト設定です。 

 

このアイコンの赤いマークは、マウスダイナシンク機能は使用可能ではあるも

のの、無効であることを示します。 

 

 マウスダイナシンクが使用可能な場合、アイコンをクリックすると有効または無効が切り替わります。

マウスのダイナシンクモードを無効にする場合は、次のセクションで説明する手動同期の手順を実

行する必要があります。 

 

マウスの自動同期（ダイナシンク） 

 マウスのダイナシンク機能は、リモート/ローカルマウスのポインターを自動的に同期します。これ

により、両者の動きを定期的に再同期する手間が軽減されます。 

 

手動設定によるマウス同期 

 自動同期のマウスダイナシンクではなく、手動のマウス同期を行い、かつローカルとリモートのマ

ウスポインターが同期を失った場合、いくつかの方法で再同期することができます。 

 

1. 「Adjust Mouse」(マウス調整)ホットキーを使用して、マウス調整機能を起動してください（詳細

は p.357「マウスの調整」参照）。 

2. 画面の四隅にマウスポインターを動かしてください（動かす順序は問いません）。 

3. 画面上のコントロールパネルをドラッグして別の位置に移動させてください。 

4. 製品に接続されているコンピューターのうち、マウスの同期に問題あるものを対象に、マウスポ

インターのオプション（速度、精度）の設定を行ってください。手順の詳細は p.479「その他のマ

ウス同期方法」を参照してください。 

 

注意： 1. マウスダイナシンクが使用できない時は、一度セッションを終了してから再度ビュ

ーワーを立ち上げて使用できるか、お試しください。 

2. まれにビューワー起動時に USB デバイスの認識が失敗することがあります。 
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コントロールパネルの設定 

 コントロールパネルの設定アイコンをクリックすると、コントロールパネルに表示するアイコ

ンやコントロールパネルの外観の設定を行うダイアログボックスが表示されます。 

 
 

 ダイアログボックスは主に 5 つのセクションから構成されています。各部分の詳細は下表のとおり

です。 

項目 説明 

Customize 

Control Panel 

(コントロールパネ

ルのカスタマイズ) 

コントロールパネルに表示するアイコンを選択することができます。 

Control Panel 

Style 

(コントロールパネ

ルのスタイル) 

 「Transparent」(透明)の項目にチェックを入れると、コントロールパネ

ルが半透明になり、下にあるオブジェクトを確認することができます。 

 「Icon」(アイコン)の項目にチェックを入れると、コントロールパネルの

上にマウスを置くまでコントロールパネルがアイコンとして表示されま

す。マウスをアイコンの上に置くと、パネル全体が表示されます。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Screen Options 

(画面オプション) 

 「Full Screen Mode」(フルスクリーンモード)の項目にチェックが入って

いる場合、リモート画面はお使いのモニターにフルサイズで表示され

ます。 

 「Full Screen Mode」(フルスクリーンモード)の項目にチェックが入って

いない場合、リモート側の画面はローカルデスクトップのプログラムの

ようにウィンドウ形式で表示されます。リモート画面がウィンドウに収ま

りきらない大きさの場合は、スクロールバーが表示されます。 

 「Keep Screen Size」(画面サイズを保持する)の項目にチェックが入っ

ている場合、リモート画面のサイズは変更されません。 

 リモート側の画面の解像度がローカルモニターの画面の解像度

より小さい場合、リモート側のデスクトップ画面はウィンドウ形式で

画面の中央に表示されます。 

 リモート側の画面の解像度がローカルモニターの画面の解像度

よりも大きい場合、リモート側のデスクトップ画面はローカルモニ

ターの大きさに合わせてサイズ調整されます。 

 「Keep Screen Size」(画面サイズを保持する)の項目にチェックが入っ

ていない場合、リモート側のデスクトップ画面はローカルモニターの解

像度に合わせてサイズ変更されます。 

Scrolling Method 

（スクロール方法） 

リモート画面の表示がモニターよりも大きい場合、画面外の領域にスクロー

ルする方法を選択することができます。 

◆ 「Mouse Movement」（マウスの動き）を選択すると、マウスポインターを

画面の境界に移動したときに画面がスクロールします。 

◆ 「Scroll Bar」（スクロールバー）を選択すると、画面の境界線の周りに

表示されたスクロールバーを使用して画面外の領域にスクロールする

ことができます。 

User Info 

(ユーザー情報) 

「User Numbers」（ユーザー数）の項目にチェックが入っている場合、現在

ユニットにログインしているユーザーの合計がコントロールパネルの 2 行目

にある解像度の隣に表示されます（表示例は p.353 のコントロールパネル

の図を参照）。 

(表は次のページに続きます) 
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項目 説明 

Snapshot 

(スナップショット) 

この部分は、ユニットの画面キャプチャに関連する設定項目を定義します

（詳細は p.353「Windows クライアントのコントロールパネル」のスナップショ

ットを参照）。 

 「Path」（パス）は、キャプチャした画面が自動的に保存されるディレクト

リを選択できます。パスを指定する場合は、「Browse」(参照)ボタンをク

リックし、対象となるフォルダーをダイアログから選択して「OK」ボタン

をクリックしてください。ここでディレクトリを指定しない場合、スナップ

ショットはデスクトップに保存されます。 

 キャプチャした画面のイメージの保存形式（BMP、JPEG)をラジオボタ

ンで選択してください。 

 JPEG を選択した場合は、キャプチャした画像の画質をスライダーバ

ーで調整することができます。画質を上げるとより鮮明な画像になりま

すが、ファイルサイズが大きくなります。 

Keyboard Pass 

Through 

（キーボードパスス

ルー） 

この項目が有効になっていると、[Alt] + [Tab]のキー入力がリモートデバイ

スに送られて実行されます。この項目が有効になっていない場合は、[Alt] 

+ [Tab]のキー操作がローカルクライアントコンピューター上で実行されま

す。 

Window Title 

（ウ ィンドウ タイト

ル） 

ウィンドウタイトルに表示させるリモートサーバー情報を、ドロップダウンメニ

ューから選択してください。 
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第 12 章 

ファームウェアのアップグレード 
 

 Window ベースのファームウェアアップブレードユーティリティーを使用して、KE デバイスのファー

ムウェアを自動的にアップグレードさせることができます。このユーティリティーは、各製品に特有な

ファームウェアアップグレードパッケージの一部として提供されます。ファームウェアは新しいバー

ジョンが利用可能になると、弊社の Web サイトに公開されます。このサイトにて、最新のファームウェ

アや関連情報を定期的にご確認ください。 

https://www.aten.com/jp/ja/ 

 

 ブラウザを使ったファームウェアのアップグレード方法については、p.327「ファームウェアアップグ

レード」を参照してください。 

 

作業を始める前に 

 

1. 製品に接続されていないコンピューターから弊社Webサイト（https://www.aten.com/jp/ja/）に

アクセスし、KE デバイスの最新ファームウェアアップグレードパッケージをダウンロードしてくだ

さい。ダウンロードは、1） 製品ページ内の「サポートとダウンロード」メニューからアクセス、また

は、2） ホームページ右上に表示される（表示画面のサイズによっては画面左上に三本線のア

イコンが表示されるので、それをクリックすると表示される）「サポートとダウンロード」→「ダウンロ

ード」→「他の製品の資料をダウンロードする」に型番を入力して検索する方法で行えます。 

 

2. インストールしたいファームウェアップグレードパッケージ（通常は最新版）を選択し、このパッ

ケージをお使いのコンピューターにダウンロードしてください。 

 

3. このコンピューターが、KE デバイスと同一の LAN セグメントに接続していることを確認してくだ

さい。 
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アップグレードの開始 

 

 ファームウェアをアップグレードする場合は、以下の手順に従って操作してください。 

 

1. 実行形式のファイルをダブルクリックするか、フルパスをコマンドラインに指定するかして、ダウ

ンロードしたファームウェアアップグレードパッケージを実行してください。 

「Firmware Upgrade Utility」の初期画面が表示されます。 

 

注意： 1. この図は参照用です。ファームウェアアップグレードユーティリティーで表示さ

れる実際の画面の言葉やレイアウトはこの例と多少異なることがあります。 

2. 実行形式の他にマトリックスマネジャー上でアップグレードができるファームウ

ェアファイルが同梱されています。マトリックスマネジャーでは遠隔地のリモー

ト PC からアップグレードができるという利点があります。手順の詳細は p.327

「ファームウェアアップグレード」をご確認ください。 

 

2. ライセンス使用許諾契約を確認してください（同意する場合は「I Agree」ラジオボタンを有効に

してください）。 

 

3. 「Next」ボタンをクリックしてください。ファームウェアアップグレードユーティリティーのメイン画

面が表示されます。 
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4. ユーティリティーは、お使いの機器構成を確認します。そして、このパッケージでアップグレー

ド可能なすべてのデバイスが、「Select Master Device」（マスターデバイスの選択）リストに表示

されます。 
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5. デバイスを選択したら、「OK」をクリックしてください。そして、「Next」（次へ）をクリックしてアッ

プグレードを開始してください。 

 

「Check Firmware Version」（ファームウェアバージョンを比較する）を有効にすると、ユーティリ

ティーはデバイスのファームウェアのバージョンとファームウェアアップグレードファイルのバー

ジョンを比較します。デバイスのファームウェアのバージョンがアップグレードファイルのバージ

ョンよりも新しければ、ダイアログボックスにその旨が表示されるので、このままアップグレード

を続けるか、キャンセルするかを選択してください。 

 

「Check Firmware Version」（ファームウェアバージョンを比較する）を有効にしなかった場合、

ユーティリティーはデバイスのファームウェアとアップグレードファイルのバージョンを比較せず

にそのままインストールされます。 

 

アップグレードの進行具合は「Status Messages」（ステータスメッセージ）パネルに表示され、ま

たプログレスバーに進捗状況が表示されます。 

 

  



378 

 

アップグレードの成功 

 

 アップグレードが完了すると、下図のような画面が表示され、アップグレードが成功したことを表し

ます。 
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ファームウェアアップグレードリカバリー 

 

 アップグレード成功画面が表示されない、または、（コンピューターの故障や停電などの理由で）

アップグレード処理が正常終了しなかった場合、機器が操作できなくなる可能性があります。アップ

グレードに失敗したり中断したりして、システムが正しく挙動しない、または、機器が操作できなくな

った場合には、以下の手順に従ってリカバリーを行ってください。 

 

1. KE デバイスの電源を切ってください。 

 

2. 「Reset」（リセット）ボタンを押したままにして、KE デバイスに電源を入れてください。 

 

3. KE デバイスに電源が入った後、「Reset」（リセット）ボタンを 7 秒間押したままにしてください。 

 

4. この操作で、KE デバイスは前のファームウェアバージョンに戻り、エラーからの回復処理を行

います。 

 

5. ファームウェアを最新のバージョンにアップグレードしてください。 
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第 13 章 

CLI コマンド 
 

シリアル操作プロトコルコマンド 

 

 KE デバイスに搭載された双方向通信の RS-232 シリアルインターフェースと LAN ポート接続を使

用すると、レシーバー経由でシリアルリモートコントローラーや PC を使ってシステムを制御すること

ができます。この制御機能には、Telnet を使用して TCP/IP 経由でアクセスすることもできます。

Telnet コマンド用のポートは 9130 を使用してください。 

 

シリアルポートの設定 

 コントローラーのシリアルポートは、下表を参考にしながら、レシーバーのデフォルト設定と同じに

なるように設定してください。 

 

ボーレート 9600 

データビット 8 ビット 

パリティ None 

ストップビット 1 ビット 

フローコントロール None 

 

 レシーバーのファンクションスイッチを、「RS-232 Config」（RS-232 設定）にする必要があります

（p.39参照）。ネットワーク上でRS-232コマンドを実行する前に、コンピューターにマトリックスマネジ

ャーをインストールして、オンライン状態になっていることを確認してください。また、スリムタイプの

KE シリーズ（KE8900ST/KE8900SR/KE9900ST）をお使いの場合は、コマンドを実行する前に

RS-232 シリアルポートが接続されていないことを確認してください。 

 

 お使いのコンピューターで、ターミナル（コマンドライン）セッションを開いてください。そうしたら、

「U/u」と入力し、CLI セッションを開始してください。 
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デバイス/プロファイル コマンド 

 コマンドの文字列の中にデバイスやプロファイルを入力する際に、コマンドラインインターフェース

において、デバイスプロファイルに対する名前を、IP アドレス（デバイスのみ）、ID、またはリスト番号

付の＠の各形式で入力することができます。 

 

注意： デバイスやプロファイルのリスト番号を確認するには、list コマンドを使用してください（p.402 参

照）。 

 

Telnet 

 KE シリーズは、Telnet を使ってリモートターミナルセッション経由で操作や設定を行うことができま

す。これは、初めてネットワークに接続してデバイスを設定するのに便利な方法です。 

 

 Telnet セッションを使って KE シリーズのデバイスにログインするには、下記の手順に従って操作

を行ってください。 

 

1. お使いのコンピューターで、ターミナル（コマンドライン）セッションを開いてください。 

2. プロンプトで、KE デバイスの IP アドレスを入力してください。このとき、ポートの部分には 9130

を指定してください（パラメーター前後のカッコ（[ ]）は入力不要です）。 

telnet [IP アドレス] [ポート番号] 

3. [Enter]キーを押してください。そうすると、ログイン画面が表示されます。ログインプロンプトが

表示されたら、パスワードを入力してください。 
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入力確認 

コマンドが送信されると、下記のような確認メッセージがコマンドラインの最後に表示されます。コ

マンドを番号で識別する場合は、echo コマンドを使用してください。 

 

◆ Command OK - コマンドは正確で、その機能が実行されます。 

◆ Command incorrect - コマンドのフォーマットまたはパラメーターが正しくありません。 

◆ Echo Command - コマンド文字列の最後に、「type: e1234」と入力してください。「1234」の部

分には任意の数字を使用できます。確認メッセージが echo 番号と共に返ってきます。 
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ポート切替コマンド 

ポート切替コマンドの構文は、下記の通りです。 

切替コマンド ＋ 出力 ＋ 番号 1 ＋ 入力 ＋ 番号 2 ＋ モード ＋ ストリーム ＋ 接続 ＋

[Enter] 

 

1. 例えば、レシーバーの接続をトランスミッター（192.168.0.20）に切り替えるには、下記を入力し

ます。 

 sw i192.168.0.20 [Enter] 
 

2. 例えば、レシーバーをトランスミッターの接続から切断するには、下記を入力します。 

sw off [Enter] 
 

3. 例えば、レシーバー（192.168.0.99）からトランスミッター（192.168.0.79）に対して排他アクセス

で接続し、ビデオやオーディオを送信するには、下記を入力します。 

 sw o192.168.0.99 i192.168.0.79 exclusive video audio on [Enter] 
 

4. 例えば、レシーバー（192.168.0.11）をビデオストリームから切断し、OSD メニューに戻るには、

下記を入力します。 

 sw o192.168.0.11 off [Enter] 
 

5. 例えば、レシーバー（192.168.0.9）をビデオストリームから切断し、OSD メニューからログアウト

するには、下記を入力します。 

 sw o192.168.0.9 logout [Enter] 
 

6. 例えば、レシーバーの USB ストリームを切断するには、下記を入力します。 

 sw usb off [Enter] 
 

7. 例えば、レシーバーを、コマンドラインのインターフェースの 5 番目に列挙されたトランスミッタ

ーに切り替えるには、下記を入力します。 

 sw i@5 exclusive all on [Enter] 
 

8. 例えば、echo コマンド 4312 を使って、レシーバーを、コマンドラインのインターフェースの 7 番

目に列挙されたトランスミッターに切り替えるには、下記を入力します。 

 sw i@7 exclusive all on e4312 



384 

 

9. 例えば、レシーバー（192.168.0.12）から、コマンドラインのインターフェースの 14 番目に列挙

されたトランスミッターに対して占有アクセスで接続し、ビデオとオーディオと USB の信号を送

信するには、下記を入力します。 

 sw o192.168.0.12 i@14 occupy video audio usb on [Enter] 
 

 

 本製品のポート切替コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

 

コマンド 説明 

sw 切替コマンド 

 

出力 説明 

o 出力ポートコマンド（RX） 

 

番号 1 説明 

xx 入力ポート 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

@zz zz 番を一覧表示 

zz：1～99 

コマンドラインインターフェースの 4 番目に列挙されたレシーバーを使う

場合は、「o@4」と入力してください。 

 

入力 説明 

i 入力ポートコマンド（TX） 

 

番号 2 説明 

yy 入力ポート 

yy：トランスミッターの ID または IP アドレス 

@zz zz 番を一覧表示 

zz：1～99 

コマンドラインインターフェースの 8 番目に列挙されたトランスミッターを

使う場合は、「i@8」と入力してください。 

 



385 

モード 説明 

exclusive アクセスモードを排他に設定します。 

share アクセスモードを共有に設定します。 

occupy アクセスモードを占有に設定します。 

viewonly アクセスモードを参照のみに設定します。モードのパラメーターを省略

した場合、このモードがデフォルトで適用されます。 

 

ストリーム 説明 

video ビデオソースストリームを設定します。 

audio オーディオソースストリームを設定します。 

serial シリアルソースストリームを設定します。 

usb USB ソースストリームを設定します。 

all すべてのソースストリームを設定します。 

 

接続 説明 

on 接続します。 

off 切断します。 

logout OSD からログアウトします。 
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 利用可能なポート切替コマンドは下表の通りです。 

コマ

ンド 
出力 番号 1 入力 番号 2 モード 

ストリ

ーム 
接続 説明 

sw o xx i yy exclusive video 

audio 

serial 

usb 

all 

on ソースに対して排他ア

クセスモードでアクセ

スし、出力ポート xx を

入力ポート yy に切替 

（xx: レシーバーID / 

yy: トランスミッター

ID） 

sw o xx i yy share video 

audio 

serial 

usb 

all 

on ソースに対して共有ア

クセスモードでアクセ

スし、出力ポート xx を

入力ポート yy に切替 

（xx: レシーバーID / 

yy: トランスミッター

ID） 

sw o xx i yy occupy video 

audio 

serial 

usb 

all 

on ソースに対して占有ア

クセスモードでアクセ

スし、出力ポート xx を

入力ポート yy に切替 

（xx: レシーバーID / 

yy: トランスミッター

ID） 

sw o xx i yy viewonly video 

audio 

serial 

usb 

all 

on ソースに対して参照の

みのアクセスモードで

アクセスし、出力ポー

ト xx を入力ポート yy

（xx: レシーバーID / 

yy: トランスミッター

ID） 

(表は次のページに続きます) 
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コマ

ンド 
出力 番号 1 入力 番号 2 モード 

ストリ

ーム 
接続 説明 

sw o xx     off 出力ポート xx を切り

替えて、ストリームを

切断し、OSD メニュ

ーに戻る 

（xx: レシーバーID） 

sw o xx     logout 出力ポート xx を切り

替えて、ストリームを

切断し、OSD メニュ

ーからログアウト 

（xx: レシーバーID） 

sw      video 

audio 

serial 

usb 

all 

off 切断するレシーバー

のストリームを切替 

sw       off レシーバーを切り替

えて、ストリームを切

断し、OSD メニュー

に戻る 

sw   i @zz exclusive 

share 

occupy 

viewonly 

video 

audio 

serial 

usb 

all 

on 選択したモードで、

レシーバーを入力ポ

ート zz に切り替え

て、ソースをストリー

ミングする 

（zz: コマンドライン

インターフェースで#

番に列挙されたトラ

ンスミッター） 

(表は次のページに続きます) 
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コマ

ンド 
出力 番号 1 入力 番号 2 モード 

ストリ

ーム 
接続 説明 

sw o xx i @zz exclusive 

share 

occupy 

viewonly 

video 

audio 

serial 

usb 

all 

on 選択したモードで、

出力ポート xx を入

力ポート zz に切り替

えて、ソースをストリ

ーム 

（xx: レシーバーID 

/ zz: コマンドライン

インターフェースで#

番に列挙されたトラ

ンスミッター） 

 

注意： 1. モードのコマンド文字列は省略することができます。この場合、デフォルトの値で

ある「view only」（参照のみ）が使用されます。 

2. ローカルのレシーバーを設定する場合は、出力および番号 1 のコマンド文字列

を省略してください。 
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ミュートコマンド 

 ミュートコマンドを使うと、オーディオを有効または無効にすることができます 

 

 ミュートコマンドの構文は、下記の通りです。 

ミュートコマンド ＋ 出力コマンド ＋ 番号 1 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、レシーバーのミュートを OFF にする（オーディオを ON にする）には、下記を入力して

ください。 

 mute off [Enter] 
 

2. 例えば、レシーバー（192.168.0.11）のミュートを ON にするには、下記を入力してください。 

 mute o192.168.0.11 on [Enter] 
 

3. 例えば、レシーバー（192.168.0.18）のミュートを OFF にするには、下記を入力してください。 

 mute o192.168.0.18 off [Enter] 
 

 ミュートコマンドで使用できる値は下表の通りです。 

 

コマンド 説明 

mute ミュートコマンド 

 

出力 説明 

o 出力ポートコマンド 

 

番号 1 説明 

xx 出力番号 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 
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操作 説明 

on ミュート ON: オーディオを無効にします。 

off ミュート OFF: オーディオを有効にします（デフォルト）。 

 

利用可能なミュートコマンドは下表の通りです。 

コマンド 出力 番号 1 操作 説明 

mute o xx on 出力ポート xx のオーディオをミュート（無効）にしま

す。 

xx：レシーバーの ID 

mute o xx off 出力ポート xx のオーディオを有効にします。 

xx：レシーバーの ID 

mute   on レシーバーのオーディオをミュート（無効）にします。 

mute   off レシーバーのオーディオを有効にします。 

 

注意： 1. 操作のコマンド文字列は省略することができます。この場合、デフォルトの値である

「view only」（参照のみ）が使用されます。 

2. ローカルのレシーバーを設定する場合は、出力および番号 1 のコマンド文字列を省

略してください。 
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プロファイルコマンド 

プロファイルコマンドを使うと、プロファイルやビデオウォールに接続することができます 

 

プロファイルコマンドの構文は、下記の通りです。 

プロファイルコマンド ＋ プロファイル ＋ 番号 1 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、8 番のプロファイルに接続し OSD メニューをロックするには、下記を入力してくださ

い。 

 profile f8 [Enter] 
 

2. 例えば、OSD メニューにアクセスできる状態を維持したまま、4 番のプロファイルに接続するに

は、下記を入力してください。 

 profile f4 release [Enter] 
 

3. 例えば、12 番のプロファイルから接続を切断し、レシーバーの OSD に戻るには、下記を入力

してください。 

 profile f12 back [Enter] 
 

 

 プロファイルコマンドで使用できる値は下表の通りです。 

 

コマンド 説明 

profile プロファイルコマンド 

 

プロファイル 説明 

f プロファイル ID コマンド 

 

番号 1 説明 

xx プロファイルまたはビデオウォールの ID 

xx：1～99 

 

  



392 

 

操作 説明 

lock プロファイルに接続し、OSD メニューへのアクセスをロックします（デフォルト）。 

release OSD メニューへのアクセスを維持したまま、プロファイルに接続します。 

back プロファイルへの接続を切断し、レシーバーの OSD メニューに戻ります。 

 

利用可能なプロファイルコマンドは下表の通りです。 

コマンド プロファイル 番号 1 操作 説明 

profile f xx lock xx 番のプロファイルに接続し、OSD へのアクセ

スをロックします。 

xx：1～99 

profile f xx release OSD へのアクセスを維持したまま、xx 番のプロ

ファイルに接続します。 

xx：1～99 

profile f xx back xx 番のプロファイルへの接続を切断し、レシー

バーの OSD メニューに戻ります。 

xx：1～99 

 

注意： 1. 操作のコマンド文字列は省略することができます。この場合、デフォルトの値である

「lock」（ロック）が使用されます。 

2. OSD のロック/ロック解除をコマンドで実行する場合は、プロファイルの作成時に

「Lock OSD when connecting」（接続時に OSD をロックする）オプションが有効になっ

ていることを確認してください。詳細は、p.306「Lock OSD（OSD をロックする）」を参

照してください。 
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EDID モードコマンド 

 EDID(Extended Display Identification Data)は、ディスプレイの基本情報を含むデータフォーフォ

ーマットで、ビデオソース/システムとの通信に使用されます。EDID コマンドを使用すると、トランスミ

ッターのEDID設定を変更することができます。EDID設定に関する詳細は、p.194「プロパティ」を参

照してください。 

 

EDID コマンドの構文は、下記の通りです。 

EDID コマンド ＋ アドレス ＋ 番号 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.3」に設定されたデバイスで、リミックス EDID を使用するには、

下記を入力してください。 

 edid a192.168.0.3 remix [Enter] 
 

 EDID コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

コマンド 説明 

edid EDID モードコマンド 

 

アドレス 説明 

a アドレスコマンド 

 

番号 説明 

xx アドレス番号 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

 

操作 説明 

auto 接続されているすべてのディスプレイの EDID および ATEN デフォルト EDID を精

査し、全ディスプレイに最適な共通解像度を使用します。 

remix 接続されているすべてのディスプレイの EDID および ATEN デフォルト EDID を手

動で精査し、全ディスプレイに最適である共通解像度を使用します（p.217「EDID

モード」参照）。 

default ATEN のプリセット EDID を実行します（デフォルト）。 

manual レシーバーの OSD から EDID を手動で設定します（p.217「EDID モード」参照）。 
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利用可能な EDID コマンドは下表の通りです。 

コマンド アドレス 番号 操作 Enter 説明 

edid a xx auto [Enter] アドレス xx の EDID を auto（自動）に

設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

edid a xx remix [Enter] アドレス xx の EDID を remix（リミック

ス）に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

edid a xx default [Enter] アドレス xx の EDID を default（デフォ

ルト）に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

edid a xx manual [Enter] アドレス xx の EDID を manual（手動）

に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 
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リセットコマンド 

 リセットコマンドを使用すると、デバイスを工場出荷時のデフォルト設定にリセットすることができま

す。この操作を行うと、デバイスの IP アドレスもリセットされます。 

 

注意： リセットコマンドを実行すると、ログイン情報を除くすべての設定がデフォルトの設定値に

戻ります。ログイン情報をリセットするには、p.463「全情報のリセット」を参照してください。 

 

リセットコマンドの構文は下記の通りです。 

リセットコマンド ＋ アドレス ＋ 番号 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.95」に設定されたデバイスの設定をリセットするには、下記を

入力してください。 

 reset a192.168.0.95 [Enter] 
 

2. 例えば、レシーバーの設定をリセットするには、下記を入力してください。 

 reset [Enter] 
 

 

 リセットコマンドで使用できる値は下表の通りです。 

 

コマンド 説明 

reset リセットコマンド 

 

アドレス 説明 

a アドレスコマンド 

 

番号 説明 

xx アドレス番号 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 
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利用可能なリセットコマンドは下表の通りです。 

コマンド アドレス 番号 Enter 説明 

reset a xx [Enter] アドレス xx のデバイスを工場出荷時における

デフォルト設定にリセットします。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

reset   [Enter] レシーバーの設定をリセットします。 

 

注意： ローカルのレシーバーをリセットする場合は、アドレスおよび番号のコマンド文字列を省

略してください。 
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RS-232 コマンド 

 RS-232 コマンドを使用すると、デバイスの RS-232 設定を行うことができます。 

 

 RS-232 コマンドの構文は下記の通りです。 

ボーレートコマンド ＋ アドレス ＋ 番号 ＋ ボーレート ＋ パリティ ＋ データビット ＋

ストップビット ＋ フロー制御 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.33」に設定されたデバイスに対して、ボーレートを「38400」、

パリティを「なし」、データビットを「8」、ストップビットを「1」にそれぞれ設定するには、下記を入

力します。 

 baud a192.168.0.33 38400 none 8 1 [Enter] 
 

2. 例えば、ローカルデバイスに対して、ボーレートを「19200」に設定するには、下記を入力しま

す。 

 baud 19200 [Enter] 
 

 

 RS-232 コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

 

コマンド 説明 

baud RS-232 コマンド 

 

アドレス 説明 

a アドレスコマンド 

 

番号 説明 

xx アドレス番号 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 
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ボーレート 説明 

9600 ボーレート 9600 を使用します。 

19200 ボーレート 19200 を使用します。 

38400 ボーレート 38400 を使用します。 

115200 ボーレート 115200 を使用します。 

 

パリティ 説明 

None パリティを「なし」に設定します。 

Even パリティを「偶数」に設定します。 

Odd パリティを「奇数」に設定します。 

 

データビット 説明 

5 データビットを「5」に設定します。 

6 データビットを「6」に設定します。 

7 データビットを「7」に設定します。 

8 データビットを「8」に設定します。 

 

ストップビット 説明 

1 ストップビットを「1」に設定します。 

2 ストップビットを「2」に設定します。 

 

フロー制御 説明 

None フロー制御を「なし」に設定します。 

Hardware フロー制御を「ハードウェア」に設定します。 

Xon フロー制御を「XON」に設定します。 

Xoff フロー制御を「XOFF」に設定します。 
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利用可能な RS-232 コマンドは下表の通りです。 

コマン

ド 

アド

レス 
番号 1 ボーレート パリティ 

データ

ビット 

ストップ

ビット 
フロー制御 説明 

baud a xx 9600 None 
Even 
Odd 

5 
6 
7 
8 

1 
2 

None 
Hardware 
Xon/Xoff 

アドレス xx のデ

バイスを、指定し

たパリティ/デー

タビット/ストップ

ビット/フロー制

御で、ボーレート

を 9600 に設定し

ます。 

baud a xx 19200 None 
Even 
Odd 

5 
6 
7 
8 

1 
2 

None 
Hardware 
Xon/Xoff 

アドレス xx のデ

バイスを、指定し

たパリティ/デー

タビット/ストップ

ビット/フロー制

御で、ボーレート

を 19200 に設定

します。 

baud a xx 38400 None 
Even 
Odd 

5 
6 
7 
8 

1 
2 

None 
Hardware 
Xon/Xoff 

アドレス xx のデ

バイスを、指定し

たパリティ/デー

タビット/ストップ

ビット/フロー制

御で、ボーレート

を 38400 に設定

します。 

(表は次のページに続きます) 
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コマン

ド 

アド

レス 
番号 1 ボーレート パリティ 

データ

ビット 

ストップ

ビット 
フロー制御 説明 

baud a xx 115200 None 
Even 
Odd 

5 
6 
7 
8 

1 
2 

None 
Hardware 
Xon/Xoff 

アドレス xx のデ

バイスを、指定し

たパリティ/デー

タビット/ストップ

ビット/フロー制

御で、ボーレート

を 115200 に設定

します。 

baud   9600     ローカルデバイ

スのボーレートを

9600 に設定しま

す。 

baud   19200     ローカルデバイ

スのボーレートを

19200 に設定し

ます。 

baud   38400     ローカルデバイ

スのボーレートを

38400 に設定し

ます。 

baud   115200     ローカルデバイ

スのボーレートを

115200 に設定し

ます。 

 

注意： 1. ボーレートの値は必須ですが、パリティ、データビット、ストップビットの各値は省略

可能です。省略した場合、これらの値は変更されません。 

2. ローカルのデバイスを設定する場合は、アドレスおよび番号のコマンド文字列を省

略してください。 
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OSD コマンド 

 下記のコマンドを使用して、レシーバーの OSD（オンスクリーンディスプレイ）を有効または無効に

することができます。 

 

OSD コマンド ＋ 出力 ＋ 番号 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.51」に設定されたレシーバーの OSD を有効にするには、下

記を入力してください。 

 osd o192.168.0.51 on [Enter] 
 

2. 例えば、ローカルのレシーバーの OSD を無効にするには、下記を入力してください。 

 osd off [Enter] 
 

 OSD コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

コマンド 説明 

osd OSD コマンド 

 

出力 説明 

o 出力コマンド 

 

番号 説明 

xx アドレス番号 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

 

操作 説明 

on OSD を有効にします。 

off OSD を無効にします（デフォルト）。 
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利用可能な OSD コマンドは下表の通りです。 

コマンド 出力 番号 操作 Enter 説明 

osd o xx on [Enter] 出力の OSD を有効にします。 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

osd o xx off [Enter] 出力 xx の OSD を無効にします（デフォルト）。 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

 

注意： ローカルのレシーバーを設定する場合は、出力および番号のコマンド文字列を省略して

ください。 

 

 

リストコマンド 

リストコマンドを使用すると、ユーザー、設定および接続に関する情報を取得することができま

す。 

 

リストコマンドの構文は下記の通りです。 

リストコマンド ＋ 出力 ＋ 入力 ＋ 番号 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、利用可能なチャネルをすべて一覧表示するには、下記を入力してください。 

 list channel [Enter] 
 

2. 例えば、利用可能なプロファイルをすべて一覧表示するには、下記を入力してください。 

 list profile [Enter] 
 

3. 例えば、全 OSD メニューにログインしているユーザーをすべて一覧表示するには、下記を入

力してください。 

 list login [Enter] 
 

4. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.44」に設定されたレシーバーの OSD にログインしているユー

ザーを一覧表示するには、下記を入力してください。 

 list o192.168.0.44 login [Enter] 
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5. 例えば、利用可能な接続をすべて一覧表示するには、下記を入力してください。 

 list connection [Enter] 
 

6. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.88」に設定されたトランスミッターに対する現在の接続を一覧

表示するには、下記を入力してください。 

 list i192.168.0.88 connection [Enter] 
 

 リストコマンドで使用できる値は下表の通りです。 

コマンド 説明 

list リストコマンド 

 

出力 説明 

o 出力コマンド 

 

入力 説明 

i 入力コマンド 

 

番号 説明 

xx 出力または入力番号 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

 

操作 説明 

channel 利用可能なチャネルに関する情報を一覧表示します。 

profile 利用可能なプロファイルおよびビデオウォールに関する情報を一覧表示します。 

rx レシーバーに関する情報を一覧表示します。 

login OSD メニューにログイン中のユーザーに関する情報を一覧表示します。 

connection トランスミッターに対する現在の接続に関する情報を一覧表示します。 
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利用可能なリストコマンドは下表の通りです。 

コマンド 出力 入力 番号 操作 説明 

list o  xx login 出力 xx の OSD にログイン中のユーザーを

一覧表示します。 

list o  xx rx 出力 xx のレシーバーに関する情報を一覧

表示します。 

list  i xx connection 入力 xx のトランスミッターに関する情報を

一覧表示します。 

list    channel 利用可能な全チャネルに関する情報を一

覧表示します。 

list    profile 利用可能な全プロファイルおよびビデオウ

ォールに関する情報を一覧表示します。 

list    rx 全レシーバーに関する情報を一覧表示しま

す。 

list    login OSD メニューにログイン中の全ユーザーに

関する情報を一覧表示します。 

list    connection すべての接続に関する情報を一覧表示し

ます。 

 

注意： ローカルのレシーバーに関する情報を参照する場合は、出力、入力および番号のコマン

ド文字列を省略してください。 
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読込コマンド 

 読込コマンドは、デバイスの現在の設定内容に関する情報を参照することができます。 

 

読込コマンドの構文は下記の通りです。 

読込コマンド ＋ 出力 ＋ 入力 ＋ 番号 ＋ 操作 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、ローカルのレシーバーのプロパティ情報をすべて読み込んで表示するには、下記を

入力してください。 

 read all [Enter] 
 

2. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.19」に設定されたレシーバーのプロパティ情報をすべて読み

込んで表示するには、下記を入力してください。 

 read o192.168.0.19 all [Enter] 
 

3. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.28」に設定されたトランスミッターのプロパティ情報をすべて

読み込んで表示するには、下記を入力してください。 

 read i192.168.0.28 all [Enter] 
 

4. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.61」に設定されたレシーバーの基本的なプロパティ情報を読

み込んで表示するには、下記を入力してください。 

 read o192.168.0.61 basic [Enter] 
 

5. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.71」に設定されたトランスミッターのネットワークに関するプロ

パティ情報を読み込んで表示するには、下記を入力してください。 

 read i192.168.0.71 network [Enter] 
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 読込コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

コマンド 説明 

read 読込コマンド 

 

出力 説明 

o 出力コマンド 

 

入力 説明 

i 入力コマンド 

 

番号 説明 

xx 出力または入力番号 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

 

操作 説明 

all プロパティ情報をすべて読み込みます。 

basic 基本的なプロパティ情報を読み込みます。 

network ネットワークのプロパティ情報を読み込みます。 

ipsettings IP 設定を読み込みます。 

rs232 RS-232 のプロパティ情報を読み込みます。 

properties 接続プロパティ情報を読み込みます。 

manager マトリックスマネジャーのプロパティ情報を読み込みます。 

streams 有効にするメディアに関するプロパティ情報を読み込みます。 

tx ソースストリームの IP プロパティ情報を読み込みます。 

（レシーバー） 

usbmode USB モードのプロパティ情報を読み込みます。（レシーバー） 

multicast マルチキャストのプロパティ情報を読み込みます。（トランスミッター） 

videoqtyadvanced ビデオプロパティの詳細情報を読み込みます。（トランスミッター） 

ossettings OS のプロパティ情報を読み込みます。（トランスミッター） 
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利用可能な読込コマンドは下表の通りです。 

コマンド 出力 入力 番号 操作 説明 

read o i xx all 出力または入力xxのデバイスに関するプロ

パティ情報をすべて読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx basic 出力または入力 xx の基本的なプロパティ

情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx network 出力または入力 xx のネットワークに関する

プロパティ情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx ipsettings 出力または入力 xx の IP アドレスに関する

プロパティ情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx rs232 出力または入力 xx の RS-232 に関するプロ

パティ情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx properties 出力または入力 xx の接続に関するプロパ

ティ情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx manager 出力または入力 xx のマトリックスマネジャー

の IP およびポートに関するプロパティ情報

を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o i xx streams 出力または入力 xx の有効なメディアに関

するプロパティ情報を読み込みます。 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

read o  xx tx 出力xxのソースストリームの IPアドレスに関

するプロパティ情報を読み込みます。 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 説明 

read o  xx usbmode 出力 xx の USB モードに関するプロパティ

情報を読み込みます。 

xx：レシーバーの ID または IP アドレス 

read i  xx multicast 入力 xx のマルチキャストに関するプロパテ

ィ情報を読み込みます。 

xx：トランスミッターの ID または IP アドレス 

read i  xx videoqtyad
vanced 

入力 xx のビデオに関する詳細プロパティ

情報を読み込みます。 

xx：トランスミッターの ID または IP アドレス 

read i  xx ossettings 入力 xx の OS プロパティ情報を読み込みま

す。 

xx：トランスミッターの ID または IP アドレス 

read    all ローカルレシーバーの全プロパティ情報を

読み込みます。 

read    basic 
network 

ipsettings 
rs232 

properties 
manager 
streams 

tx 
usbmode 

ローカルレシーバーの指定したプロパティ

情報を読み込みます。 

 

注意： ローカルのレシーバーに関するプロパティ情報を読み込む場合は、出力、入力および番

号のコマンド文字列を省略してください。 
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設定コマンド 

 設定コマンドを使用すると、デバイスのプロパティを設定することができます。一部の設定は、デ

バイスとマトリックスマネジャーの両方をオンライン状態にしてから行わないと、コマンドの実行が失

敗してしまいます。このコマンドで利用できる値については、マトリックスマネジャーの関連設定に

関するセクションをご参照ください。 

 

設定コマンドの構文は下記の通りです。 

設定コマンド ＋ 出力 ＋ 入力 ＋ 番号 ＋ 操作 ＋ 値 ＋ [Enter] 

 

1. 例えば、ローカルのレシーバーの名前を「KE6940TX1」に設定するには、下記を入力してくだ

さい。 

 set Name=KE6940TX1 [Enter] 
 

2. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.33」に設定されたトランスミッターの説明を「KE Room B」に設

定するには、下記を入力してください。 

 set o192.168.0.33 Description=KE RoomB [Enter] 
 

3. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.28」に設定されたトランスミッターの DHCP 設定を固定にする

には、下記を入力してください。 

 set i192.168.0.28 dhcpFlag=STATIC [Enter] 
 

4. 例えば、ローカルレシーバーの IPアドレスを「192.168.0.2」に設定するには、下記を入力してく

ださい。 

 set ipAddr=192.168.0.2 [Enter] 
 

5. 例えば、IP アドレスが「192.168.0.56」に設定されたレシーバーに対して、トランスミッターのビ

デオ IP 設定を「192.168.0.44」に設定するには、下記を入力してください。 

 set o192.168.0.56 TxVideoIP=192.168.0.44 [Enter] 
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 設定コマンドで使用できる値は下表の通りです。 

コマンド 説明 

set 設定コマンド 

 

出力 説明 

o 出力コマンド 

 

入力 説明 

i 入力コマンド 

 

番号 説明 

xx 出力または入力番号 

xx：デバイスの ID または IP アドレス 

 

操作 説明 

Name デバイスの名前を設定します。 

Description デバイスの説明を設定します。 

ipInstallerFlag IP インストーラーのオプションを設定します。 

dhcpFlag DHCP 設定を行います。 

ipAddr IP アドレスを設定します。 

netmask サブネットマスクを設定します。 

gw デフォルトゲートウェイを設定します。 

modeFlag デバイスモードを設定します。 

BaudRate ボーレートを設定します。 

Parity パリティを設定します。 

DataBit データビットを設定します。 

StopBit ストップビットを設定します。 

FlowCtrl フロー制御を設定します。 

（表は次のページに続きます） 
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操作 説明 

TxVideoIP トランスミッターのビデオ IP を設定します。 

TxAudioIP トランスミッターのオーディオ IP を設定します。 

TxUSBIP トランスミッターの USB IP を設定します。 

TxRSIP トランスミッターの RS-232 IP 設定を行います。 

VideoEnFlag （有効なメディアの）ビデオソースストリームを設定します。 

AudioEnFlag （有効なメディアの）オーディオソースストリームを設定します。 

USBEnFlag （有効なメディアの）USB ソースストリームを設定します。 

RSEnFlag （有効なメディアの）RS-232 ソースストリームを設定します。 

ManagerIP マトリックスマネジャーの IP アドレスを設定します。 

ManagerPort マトリックスマネジャーのポート番号を設定します。 

Beeper ビープ音を設定します。 

RxVM USB モードを設定します。 

USBSecure USB 暗号化を設定します。 

PortOS ポート OS を設定します。 

OSLanguage OS 言語を設定します。 

videoMCastEn マルチキャストのビデオ設定を有効にするかどうかを設定します。 

audioMCastEn マルチキャストのオーディオ設定を有効にするかどうかを設定します。 

Edid EDID モードの選択を設定します。 

VideoType ビデオの種類を設定します。 

ColorDepth 色深度を設定します。 

BandwidthLimit バンド幅の上限を設定します。 

VideoQty ビデオ品質を設定します。 

BGRefresh バックグラウンドの更新を設定します。 

OccupyTimeout 占有タイムアウトを設定します。 

Resolution 解像度を設定します。 

 

値 説明 

=yy 値を yy に設定します。 

yy：使用する操作に応じて、適当な値を入力してください。 
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設定コマンドで利用可能なコマンドは下表の通りです。 

コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o i xx Name yy 出力または入力 xx のデバイス

の名前を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：名前となる値 

set o i xx Description yy 出力または入力 xx のデバイス

の説明を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：説明となる値 

set o i xx ipinstallerFlag yy 出力または入力 xx のデバイス

の IP インストーラーフラグを yy

に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：enable（有効）、viewonly（参

照のみ）、disable（無効）のいず

れかを指定 

set o i xx dhcpFlag yy 出力または入力 xx のデバイス

の DHCP フラグを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：dhcp（DHCP）、static（固定）

のいずれかを指定 

set o i xx ipAddr yy 出力または入力 xx のデバイス

の IP アドレスを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：IP アドレスの値 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o i xx netmask yy 出力または入力 xx のデバイス

のネットマスクを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：サブネットマスクの値 

set o i xx gw yy 出力または入力 xx のデバイス

のデフォルトゲートウェイを yy に

設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：デフォルトゲートウェイの値 

set o i xx modeFlag yy 出力または入力 xx のデバイス

のモードフラグを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：extender（エクステンダー）、

matrix（マトリックス）のいずれか

を指定 

set o i xx BaudRate yy 出力または入力 xx のデバイス

のボーレートを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：9600、19200、38400、

115200 のいずれかを指定 

set o i xx Parity yy 出力または入力 xx のデバイス

のパリティを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：none（なし）、even（偶数）、

odd（奇数）のいずれかを指定 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o i xx DataBit yy 出力または入力 xx のデバイス

のデータビットを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：5、6、7、8 のいずれかを指

定 

set o i xx StopBit yy 出力または入力 xx のデバイス

のストップビットを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：1、1.5、2 のいずれかを指定 

set o i xx FlowCtrl yy 出力または入力 xx のデバイス

のフロー制御を yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：none（なし）、hardware（ハー

ドウェア）、Xon、Xoff のいずれ

かを指定 

set o  xx TxVideoIP yy 出力 xx のデバイスのトランスミッ

ターのビデオ IP を yy に設定し

ます。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：IP アドレスの値 

set o  xx TxAudioIP yy 出力 xx のデバイスのトランスミッ

ターのオーディオ IP を yy に設

定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：IP アドレスの値 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o  xx TxUSBIP yy 出力 xx のデバイスのトランスミッ

ターの USB IP を yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：IP アドレスの値 

set o  xx TxRSIP yy 出力 xx のデバイスのトランスミッ

ターの RS-232 IP を yy に設定し

ます。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：IP アドレスの値 

set o i xx VideoEnFlag yy 出力または入力 xx のデバイス

の（有効なメディアの）ビデオソ

ースストリームを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：enable（有効）、disable（無

効）のいずれかを指定 

set o i xx AudioEnFlag yy 出力または入力 xx のデバイス

の（有効なメディアの）オーディ

オソースストリームを yy に設定

します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：enable（有効）、disable（無

効）のいずれかを指定 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o i xx USBEnFlag yy 出力または入力 xx のデバイスの

（有効なメディアの）USB ソースス

トリームを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：enable（有効）、disable（無効）

のいずれかを指定 

set o i xx RSEnFlag yy 出力または入力 xx のデバイスの

（有効なメディアの）RS-232ソース

ストリームを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：enable（有効）、disable（無効）

のいずれかを指定 

set o i xx ManagerIP yy 出力または入力 xx のデバイスの

マトリックスマネジャーの IP アドレ

スを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：マトリックスマネジャーの IP ア

ドレス 

set o i xx ManagerPort yy 出力または入力 xx のデバイスの

マトリックスマネジャーのポート番

号を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：マトリックスマネジャーのポー

ト 

set o i xx Beeper yy 出力または入力 xx のデバイスの

ビープ音を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：enable（有効）、disable（無効）

のいずれかを指定 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set o  xx RxVM yy 出力 xx のデバイスの USB モード

を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：vm、vusb のいずれかを指定 

set o  xx USBSecure yy 出力 xx のデバイスのUSB暗号化

を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：on、off のいずれかを指定 

set  i xx PortOS yy 入力 xx のデバイスのポート OS を

yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：win、mac、sun、other（その

他）のいずれかを指定 

set  i xx OSLanguage yy 入力 xx のデバイスの OS 言語を

yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アドレ

ス 

yy：次のいずれかを指定 

english（英語）、japanese（日本

語）、french（フランス語）、german

（ドイツ語）、spanish（スペイン

語）、korean（韓国語）、

chinese(traditional)（繁体字中国

語）、english(uk)（イギリス英語）、

swedish（スウェーデン語）、arabic

（アラビア語）、belgian（ベルギー

語）、canadian-bilingual（カナダバ

イリンガル）、french(canada)（カナ

ダフランス語）、 

（次のページに続きます） 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set 

（続き） 

 i xx OSLanguage yy czech（チェコ語）、danish（デン

マーク語）、finnish（フィンランド

語）、greek（ギリシア語）、

hebrew（ヘブライ語）、hungarian

（ハンガリー語）、 

international(iso)（インターナシ

ョナル ISO）、italian（イタリア

語）、latin american（ラテンアメリ

カ）、dutch（オランダ語）、

norwegian（ノルウェー語）、

persian(farsi)（ペルシア語）、

polish（ポーランド語）、

portuguese（ポルトガル語）、

russian（ロシア語）、slovak（スロ

バキア語）、french(switzerland)

（フランス語（スイス））、german 

(switzerland)ドイツ語（スイス）、 

switzerland（スイス）、reserved

（予約済み）、turkish-q（トルコ

語）、reserved（予約済み）、

serbo-croatian（セルビア・クロア

チア語） 

set  i xx videoMCastEn yy 入力 xx のデバイスのマルチキ

ャストのビデオを yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：enable（有効）、disable（無

効）のいずれかを指定 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set  i xx audioMCastEn yy 入力 xx のデバイスのマルチキ

ャストのオーディオを yy に設定

します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：enable（有効）、disable（無

効）のいずれかを指定 

set  i xx Edid yy 入力xxのデバイスのEDIDモー

ドを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：default（デフォルト）、auto

（自動）、manual（マニュアル）、

remix（リミックス）のいずれかを

指定 

set  i xx VideoType yy 入力 xx のデバイスのビデオの

種類を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：dvi-d（DVI-D）、dvi-a

（DVI-A）のいずれかを指定 

set  i xx ColorDepth yy 入力 xx のデバイスの色深度を

yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：8、16、24、36（KE89 シリー

ズのみ）のいずれかを指定 

（表は次のページに続きます） 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set  i xx BandwidthLimit yy 入力xxのデバイスのバンド幅の

上限を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：unlimited（無制限）、100、

200、500 のいずれかを指定 

set  i xx VideoQty yy 入力 xx のデバイスのビデオ品

質を yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：1、2、3、4、5 のいずれかを

指定 

set  i xx BGRefresh yy 入力 xx のデバイスのバックグラ

ウンドの更新を yy に設定しま

す。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：off、16、32、64、128、256 の

いずれかを指定 

set  i xx OccupyTimeout yy 入力 xx のデバイスの占有タイム

アウトを yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：1～240 のいずれかを指定 

(表は次のページに続きます) 
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コマンド 出力 入力 番号 操作 値 説明 

set  i xx Resolution yy 入力 xx のデバイスの解像度を

yy に設定します。 

xx：デバイスの ID または IP アド

レス 

yy：1920x1200、1920x1080、

1680x1050、1600x1200、

1600x900、1440x900、 

1400x1050、1366x768、 

1280x1024、1280x960、 

1280x720、1152x864、 

1024x768、800x600、720x400、

640x480、2560x1080*、 

3840x2160*、1920x1440*、 

2560x1600*、2560x1440*、 

2048x1536* 

* KE89 シリーズのみ 
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付録 
製品仕様 

 

KE6900 

機能 KE6900R KE6900T 

コンピューター接続数 

ダイレクト - 1 

コンソール接続数 

ローカル - 1 

リモート 1 - 

コンピューター側 

対応インターフェース 

- キーボード/マウス：USB 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB キーボード/マウス：USB 

コネクター 

KVM ポート - キーボード/マウス：USB タイプ B メ

ス×1 

モニター：DVI-I メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB-9 ピン メス×1 

コンソールポート キーボード：USB タイプ A メス×

1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：DVI-I メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：DVI-I メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

バーチャルメディア USB タイプ A メス×2 - 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KE6900R KE6900T 

電源 DC 電源ジャック×1 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1 RJ-45×1 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ （動画）プッシュボタン×1 - 

グラフィック（静止画

像） 

プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 ピンホール型スイッチ×1 

LED 

リンク グリーン/オレンジ×1 グリーン/オレンジ×1 

電源 ブルー×1 ブルー×1 

ローカル グリーン×1 グリーン×1 

リモート グリーン×1 グリーン×1 

エミュレーション 

キーボード/マウス USB USB 

電源入力 

 電源アダプター 型番：0AD8-8005-40EG または

0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

型番：0AD8-8005-40EG または

0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

消費電力 16W 12W 

解像度 最大 1,920×1,200@60Hz 最大 1,920×1,200@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル メタル 

重量 1.25 kg ( 2.75 lb ) 1.14 kg ( 2.51 lb ) 

サイズ(W×D×H) 228×172×55 mm 215×163×42 mm 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KE6900R KE6900T 

同梱品 （KE6900 の同梱品） 

USB DVI-D KVM ケーブル×1 

電源アダプター×2 

KE6900T 用ウォールマウントキッ

ト×1 

クイックスタートガイド×1 

（KE6900 の同梱品） 

USB DVI-D KVM ケーブル×1 

電源アダプター×2 

KE6900T用ウォールマウントキット×

1 

クイックスタートガイド×1 

 

  



425 

 

KE6940 

機能 KE6940R KE6940T 

コンピューター接続数 

ダイレクト - 1 

コンソール接続数 

ローカル - 1 

リモート 1 - 

コンピューター側 

対応インターフェース 

- キーボード/マウス：USB 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB キーボード/マウス：USB 

コネクター 

KVM ポート - キーボード/マウス：USB タイプ B メ

ス×1 

モニター：DVI-I メス×2 

スピーカー：ステレオミニジャック×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB-9 ピン メス×1 

コンソールポート キーボード：USB タイプ A メス

×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：DVI-I メス×2 

スピーカー：ステレオミニジャッ

ク×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB9 ピン オス×1 

キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：DVI-I メス×2 

スピーカー：ステレオミニジャック×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB9 ピン オス×1 

バーチャルメディア USB タイプ A メス×2 - 

電源 DC 電源ジャック×1 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1 RJ-45×1 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ （動画）プッシュボタン×1 - 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KE6940R KE6940T 

グラフィック（静止画像） プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 ピンホール型スイッチ×1 

LED 

リンク グリーン/オレンジ×1 グリーン/オレンジ×1 

電源 ブルー×1 ブルー×1 

ローカル グリーン×1 グリーン×1 

リモート グリーン×1 グリーン×1 

エミュレーション 

キーボード/マウス USB USB 

電源入力 

電源アダプター 型番：0AD8-8005-40EG または

0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

型番：0AD8-8005-40EG または

0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

消費電力 16W 12W 

解像度 最大 1,920×1,200@60Hz 最大 1,920×1,200@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル メタル 

重量 1.25 kg ( 2.75 lb ) 1.15 kg ( 2.53 lb ) 

サイズ(W×D×H) 228×172×55 mm 215×163×42 mm 

同梱品 (KE6940 の同梱品) 

DVI-D ケーブル(2m)×1 

USB DVI-D KVM ケーブル×1 

電源アダプター×2 

KE6940T 用ウォールマウントキ

ット×1 

クイックスタートガイド×1 

(KE6940 の同梱品) 

DVI-D ケーブル(2m)×1 

USB DVI-D KVM ケーブル×1 

電源アダプター×2 

KE6940T用ウォールマウントキット×

1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6900A 

機能 KE6900AR KE6900AT 

コネクター 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×1（White） 

ス テ レ オ ミ ニ ジ ャ ッ ク × 1

（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-I メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

USB ポート USB Type-A メス×2（Ｗhite） - 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック 

（静止画像） 

プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 ス ラ イドス イッチ×1 （拡張 、

RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1（自動、RS-232 設定/

アクセス制御、ローカル） 

LED 

リンク  10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6900AR KE6900AT 

エミュレーション 

キーボード /  

マウス 

USB 

消費電力 DC5V: 6.35W DC5V: 7.95W 

解像度 最大 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.30 kg 1.15 kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215.0×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター、電源コード×1 

クイックスタートガイド×1 

電源アダプター、電源コード×1 

KVM ケーブル（DVI-D、USB、オーディ

オ：1.8m）×1 

フットパッドセット（4pcs）×1 

マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6940A 

機能 KE6940AR KE6940AT 

コネクター 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×2（White） 

ス テ レ オ ミ ニ ジ ャ ッ ク × 1

（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×2（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-I メス×2（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

USB ポート USB Type-A メス×2（Ｗhite） - 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック 

（静止画像） 

プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 ス ラ イドス イッチ×1 （拡張 、

RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1（自動、RS-232 設定/

アクセス制御、ローカル） 

LED 

リンク  10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6940AR KE6940AT 

エミュレーション 

キーボード /  

マウス 

USB 

消費電力 DC5V: 8.51W DC5V: 12.2W 

解像度 最大 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.31 kg 1.17 kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215.0×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター、電源コード×

1 

クイックスタートガイド×1 

電源アダプター、電源コード×1 

KVM ケーブル（DVI-D、USB、オーディ

オ：1.8m）×1 

DVI-D ケーブル（1.8m）×1 

フットパッドセット（4pcs）×1 

マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6900AiT 

機能 KE6900AiT 

コネクター 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

KVM ポート USB Type-B メス×1（White） 

DVI-I メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

インターネットポート RJ-45×1（Black） 

USB ポート - 

スイッチ 

OSD - 

ビデオ - 

グラフィック（静止画像） - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1（自動、RS-232 設定/アクセス制御、ローカ

ル） 

LED 

リンク 10 / 100 / 1000 Mbps 1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6900AiT 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC12V:12W 

解像度 最大 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.16 kg 

サイズ（W×D×H） 215.0×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター、電源コード×1 

KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ：1.8m）

×1 

フットパッドセット（4pcs）×1 

マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6940AiT 

機能 KE6940AiT 

コネクター 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DVI-I メス×2（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン オス×1（Black） 

KVM ポート USB Type-B メス×1（White） 

DVI-I メス×2（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 ピン メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

インターネットポート RJ-45×1（Black） 

USB ポート - 

スイッチ 

OSD - 

ビデオ - 

グラフィック（静止画像） - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1（自動、RS-232 設定/アクセス制御、ローカ

ル） 

LED 

リンク 10 / 100 / 1000 Mbps 1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6940AiT 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC12V:18.36W 

解像度 最大 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.18 kg 

サイズ（W×D×H） 215.0×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター、電源コード×1 

KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ：1.8m）

×1 

DVI-D ケーブル（1.8m）×1 

フットパッドセット（4pcs）×1 

マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6900ST 

コンピューター接続数 

ダイレクト 1 

コンピューター側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB 

コネクター 

KVM ポート キーボード/マウス：USB タイプ B メス×1 

モニター：DVI-D メス×1 

RS-232：DB-9 ピン メス×1 

電源 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1 

スイッチ 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

LED 

リンク グリーン/オレンジ×1 

電源 ブルー×1 

エミュレーション 

キーボード/マウス USB 

電源入力 

電源アダプター 型番：0AD8-0005-26MI 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 2.6A 

消費電力 DC5V:3.35W 

解像度 最大 1,920×1,200@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

（表は次のページに続きます） 
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ケース 

ケース材料 メタル 

重量 0.43 kg ( 0.95 lb ) 

サイズ(W×D×H) 144×103×30 mm 

同梱品 USB DVI-D KVM ケーブル（1.8m、型番：2L-7D02U) ×1 

電源アダプター×1 

フットパット（4 個入）×1 

ウォールマウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE6910 

機能 KE6910R KE6910T 

コネクター 

バーチャルメディア USB Type-A メス×2（White） - 

コンソールポート USB Type-A メス× 2（White） 

DVI-D メス×1 （White） 

ステレオミニジャック×1（Green）  

ステレオミニジャック×1 （Pink） 

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-D メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green）  

ステレオミニジャック×1 （Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2 （Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1 

（延長、RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1 

(自動、RS-232 設定/アクセス制

御、ローカル) 

LED 

リンク 10 / 100 / 1000 

Mbps 

1 （10Mbps：Orange / 100Mbps：Orange & Green / 1000Mbps：

Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6910R KE6910T 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

解像度 最大 2560×2048@50Hz / 2560×1600@60Hz 

消費電力 DC5V:9.02W DC5V:10.02W 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.26 kg 1.13 kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター×2 

電源ケーブル×2 

KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ）×1 （1.8m） 

フットパッド×1（4pcs） 

ラックマウントキット×1 

ユーザーガイド×1 
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KE6912 

機能 KE6912R KE6912T 

コネクター 

バーチャルメディア USB Type-A メス×2（White） - 

コンソールポート USB Type-A メス× 2（White） 

DVI-D メス×1 （White） 

ステレオミニジャック×1 （Green） 

ステレオミニジャック×1 （Pink） 

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-D メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×1 （Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black、PoE） 

SFP スロット×1 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1 

（延長、RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1 

(自動、RS-232 設定/アクセス制

御、ローカル) 

LED 

リンク 10 / 100 / 1000 

Mbps 

1 （10Mbps：Orange / 100Mbps：Orange & Green / 1000Mbps：

Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6912R KE6912T 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC48V:11.27W DC48V:12.53W 

解像度 最大 2560×2048@50Hz / 2560×1600@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.28 kg 1.17 kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215×163.3×41.8 mm 

同梱品 KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、USB、オーディオ）×1 （1.8m） 

フットパッド（4pcs）×1 

マウントキット×1 

ユーザーガイド×1 
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KE6920 

機能 KE6920R KE6920T 

コネクター 

USB ポート USB Type-A メス×2（White） - 

コンソールポート USB Type-A メス× 2（White） 

DVI-D メス×1 （White） 

ステレオミニジャック×1 （Green） 

ステレオミニジャック×1 （Pink） 

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-D メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×2 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1 

（延長、RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1 

(自動、RS-232 設定/アクセス制御、

ローカル) 

LED 

リンク 10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10Mbps：Orange / 100Mbps：Orange & Green / 1000Mbps：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6920R KE6920T 

エミュレーション 

キーボード /  

マウス 

USB 

消費電力 DC5V:8.86W DC5V:10.87W 

解像度 最大 2560×2048@50Hz / 2560×1600@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.27 kg 1.15kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215×163.3×41.8 mm 

同梱品 電源アダプター＆電源ケーブル×1 

ユーザーガイド×1 

電源アダプター＆電源ケーブル×1 

KVM ケ ー ブ ル （ デ ュ ア ル リ ン ク

DVI-D、USB、オーディオ、1.8m）×

1  

フットパッド（4pcs）×1 

マウントキット×1 

ユーザーガイド×1 

 

  



443 

 

KE6922 

機能 KE6922R KE6922T 

コネクター 

USB ポート USB Type-A メ ス × 2

（White） 

- 

コンソールポート USB Type-A メス× 2（White） 

DVI-D メス×1 （White） 

ステレオミニジャック×1 （Green） 

ステレオミニジャック×1 （Pink） 

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

DVI-D メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×2（Black） 

LAN ポート RJ-45×1（Black、PoE） 

SFP スロット×2 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

モード選択 スライドスイッチ×1 

（延長、RS-232 設定） 

スライドスイッチ×1 

(自動、RS-232 設定/アクセス制御、ローカ

ル) 

LED 

リンク 10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10Mbps：Orange / 100Mbps：Orange & Green / 1000Mbps：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE6922R KE6922T 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC5V:8.86W DC5V:10.87W 

解像度 最大 2560×2048@50Hz / 2560×1600@60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.30 kg 1.18kg 

サイズ（W×D×H） 227.5×171.6×54.8 mm 215×163.3×41.8 mm 

同梱品 ユーザーガイド×1 KVM ケーブル（デュアルリンク DVI-D、

USB、オーディオ、1.8m）×1 

フットパッド（4pcs）×1 

マウントキット×1 

ユーザーガイド×1 
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KE8900S 

機能 KE8900SR KE8900ST 

コネクター 

バーチャルメディア USB Type-A メス×2（Black） - 

コンソールポート USB Type-A メス×2（Black） 

HDMI メス×1（Black） 

DB-9 オス×1（Black） 

- 

KVM ポート - USB Type-B メス×1（White） 

HDMI メス×1（Black） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×1 DC 電源ジャック×1 

3 極式ターミナルブロック×1 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

スイッチ 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

LED 

10 / 100 / 1000 Mbps 1（10：Orange / 100：Orange&Green / 1000：Green） 

電源 1（Blue） 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC5V:4.35W DC5V:4.3W 

DC48V:6.61W 

解像度 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE8900SR KE8900ST 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 0.64 kg 0.65 kg 

サイズ（W×D×H） 182×118×29 mm 

同梱品 USB HDMI KVM ケーブル（HDMI、USB、オーディオ）×1（1.8m） 

電源アダプター×1 

マウントキット×1 

HDMI ケーブル抜け防止ホルダー（型番:2X-EA12）×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE8950 

機能 KE8950R KE8950T 

コンピューター接続数 

ダイレクト - 1 

コンソール接続数 

ローカル - 1 

リモート 1 - 

コンピューター側 

対応インターフェース 

- キーボード/マウス：USB 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB キーボード/マウス：USB 

コネクター 

KVM ポート - キーボード/マウス：USB タイプ B 

メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB-9 ピン メス×1 

コンソールポート キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

バーチャルメディア USB タイプ A メス×2 - 

電源 DC 電源ジャック×1 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1 

SFP スロット×1 

RJ-45×1 

SFP スロット×1 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE8950R KE8950T 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ （動画）プッシュボタン×1 - 

グラフィック（静止画像） プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 ピンホール型スイッチ×1 

LED 

10/100/1000 Mbps 1（10 Mbps: オレンジ / 100 

Mbps: オレンジ&グリーン / 1000 

Mbps: グリーン） 

1（10 Mbps: オレンジ / 100 

Mbps: オレンジ&グリーン / 1000 

Mbps: グリーン） 

電源 ブルー×1 ブルー×1 

ローカル グリーン×1 グリーン×1 

リモート グリーン×1 グリーン×1 

エミュレーション 

キーボード/マウス USB USB 

電源入力 

電源アダプター 型番：0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

型番：0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

消費電力 5.65W 7.22W 

解像度 最大 3,840×2,160@30Hz 最大 3,840×2,160@30Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル メタル 

重量 1.23 kg ( 2.71 lb ) 1.10 kg ( 2.42 lb ) 

サイズ(W×D×H) 228×172×55 mm 215×163×42 mm 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE8950R KE8950T 

同梱品 （KE8950 の同梱品） 

KVM（HDMI、USB、オーディオ）

ケーブル×1（1.8m） 

電源アダプター×2 

HDMI ケーブル抜け防止ホルダ

ー（型番:2X-EA12)×2 

フットパッドセット×1 

KE8950T 用マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 

（KE8950 の同梱品） 

KVM（HDMI、USB、オーディオ）

ケーブル×1（1.8m） 

電源アダプター×2 

HDMI ケーブル抜け防止ホルダ

ー（型番:2X-EA12)×2 

フットパッドセット×1 

KE8950T 用マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE8952 

機能 KE8952R KE8952T 

コンピューター接続数 

ダイレクト - 1 

コンソール接続数 

ローカル - 1 

リモート 1 - 

コンピューター側 

対応インターフェース 

- キーボード/マウス：USB 

コンソール側 

対応インターフェース 

キーボード/マウス：USB キーボード/マウス：USB 

コネクター 

KVM ポート - キーボード/マウス：USB タイプ B 

メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232：DB-9 ピン メス×1 

コンソールポート キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

キーボード：USB タイプ A メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1 

モニター：HDMI メス×1 

スピーカー：ステレオミニジャック

×1 

マイク：ステレオミニジャック×1 

RS-232:DB9 ピン オス×1 

バーチャルメディア USB タイプ A メス×2 - 

電源 DC 電源ジャック×1 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1 

SFP スロット×1 

RJ-45×1 

SFP スロット×1 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE8952R KE8952T 

スイッチ 

OSD プッシュボタン×1 - 

ビデオ プッシュボタン×1 - 

グラフィック（静止画像） プッシュボタン×1 - 

リセット ピンホール型スイッチ×1 ピンホール型スイッチ×1 

LED 

10/100/1000 Mbps 1（10 Mbps: オレンジ / 100 

Mbps: オレンジ&グリーン / 1000 

Mbps: グリーン） 

1（10 Mbps: オレンジ / 100 

Mbps: オレンジ&グリーン / 1000 

Mbps: グリーン） 

電源 ブルー×1 ブルー×1 

ローカル グリーン×1 グリーン×1 

リモート グリーン×1 グリーン×1 

エミュレーション 

キーボード/マウス USB USB 

電源入力 

電源アダプター （オプション） 

型番：0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

（オプション） 

型番：0AD8-8005-40MG 

入力：AC100V～240V 50/60Hz 

出力：DC5V 4A 

消費電力 DC48V:7.06W DC48V:9.02W 

解像度 最大 3,840×2,160@30Hz 最大 3,840×2,160@30Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル メタル 

重量 1.26kg (2.78lb) 1.13 kg ( 2.49 lb ) 

サイズ(W×D×H) 228×172×55 mm 215×163×42 mm 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE8952R KE8952T 

同梱品 （KE8952 の同梱品） 

KVM（HDMI、USB、オーディオ）

ケーブル×1（1.8m） 

HDMI ケーブル抜け防止ホルダ

ー（型番:2X-EA12)×2 

フットパッドセット×1 

KE8952T 用マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 

（KE8952 の同梱品） 

KVM（HDMI、USB、オーディオ）

ケーブル×1（1.8m） 

HDMI ケーブル抜け防止ホルダ

ー（型番:2X-EA12)×2 

フットパッドセット×1 

KE8952T 用マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE9900ST 

機能 KE9900ST 

コネクター 

KVM ポート USB Type-B メス×1（White） 

DisplayPort メス×1（Black） 

DB-9 メス×1（Black） 

電源 DC 電源ジャック×1 

3 極式ターミナルブロック×1 

LAN ポート RJ-45×1 

スイッチ 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

LED 

10 / 100 / 1000 Mbps 1（10：Orange / 100：Orange&Green / 1000：Green） 

電源 1（Blue） 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC5V:4.75W 

DC48V:6.97W 

解像度 1920×1200＠60Hz 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 0.65 kg 

サイズ（W×D×H） 182×118×29 mm 

同梱品 DisplayPort ケーブル×1（2m） 

USB2.0 Type-A→Type-B ケーブル×1（1.8m） 

電源アダプター×1 

マウントキット×1 

クイックスタートガイド×1 
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KE9950 

機能 KE9950T KE9950R 

コネクター 

バーチャルメディア - USB Type-A メス× 2（White） 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DisplayPort メス×1（Black） 

ステレオミニジャック×1（Green）  

ステレオミニジャック×1（Pink）  

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート USB Type-B メス×1（White） 

DisplayPort メス×1（Black） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

- 

電源 DC 電源ジャック×2 

LAN ポート RJ-45×1（Black） 

SFP スロット×1 

スイッチ 

OSD - プッシュボタン×1 

ビデオ - プッシュボタン×1 

グラフィック 

（静止画像） 

- プッシュボタン×1 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

LED 

リ ン ク  10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

解像度 3840×2160＠30Hz（4:4:4） 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE9950T KE9950R 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

消費電力 DC5V: 9.51W DC5V: 8.03W 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.12 kg 1.24 kg 

サイズ（W×D×H） 215×163×42 mm 228×172×55 mm 

同梱品 DisplayPort ケーブル×1（KE9950T

のみ） 

USB 2.0 Type-A→Type-B ケーブル

×1（KE9950T のみ） 

電源アダプター×1 

電源コード×1 

フ ッ ト パ ッ ド セ ッ ト （ 4pcs ） × 1

（KE9950T のみ） 

マウントキット×1（KE9950T のみ） 

クイックスタートガイド×1 

電源アダプター×1 

電源コード×1 
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KE9952 

機能 KE9952T KE9952R 

コネクター 

バーチャルメディア - USB Type-A メス× 2（White） 

コンソールポート USB Type-A メス×2（White） 

DisplayPort メス×1（Black） 

ステレオミニジャック×1（Green）  

ステレオミニジャック×1（Pink）  

DB-9 オス×1（Black） 

KVM ポート USB Type-B メス×1（White） 

DisplayPort メス×1（White） 

ステレオミニジャック×1（Green） 

ステレオミニジャック×1（Pink） 

DB-9 メス×1（Black） 

- 

電源 DC 電源ジャック×1 

LAN ポート RJ-45×1（Black、PoE） 

SFP スロット×1 

スイッチ 

OSD - プッシュボタン×1 

ビデオ - プッシュボタン×1 

グラフィック 

（静止画像） 

- プッシュボタン×1 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

LED 

リ ン ク  10 / 100 / 

1000 Mbps 

1 （10：Orange / 100：Orange & Green / 1000：Green） 

電源 1 （Blue） 

ローカル 1 （Green） 

リモート 1 （Green） 

エミュレーション 

キーボード / マウス USB 

（表は次のページに続きます） 
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機能 KE9952T KE9952R 

消費電力 DC48V: 11.88W DC48V: 10.04W 

解像度 3840×2160＠30Hz（4:4:4） 

動作環境 

動作温度 0～50℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～95% RH、結露なきこと 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 1.15 kg 1.27 kg 

サイズ（W×D×H） 215×163×42 mm 228×172×55 mm 

同梱品 DisplayPort ケ ー ブ ル × 1

（KE9952T のみ） 

USB 2.0 Type-A→Type-B ケー

ブル×1（KE9952T のみ） 

KE9952T 用フッ トパッ ドセッ ト

（4pcs）×1 

マウントキット×1（KE9952T の

み） 

クイックスタートガイド×1 

クイックスタートガイド×1 
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IP インストーラー 

 

 Windowsが稼働しているクライアントコンピューターから、IPインストーラーというユーティリティーを

使って、トランスミッターやレシーバーの IP アドレスを割り当てることができます。このユーティリティ

ーは、弊社 Web サイトのダウンロードメニューより取得することが可能です。ダウンロードは、1） 製

品ページ内の「サポートとダウンロード」メニューからアクセス、または、2） ホームページ右上に表

示される（表示画面のサイズによっては画面左上に三本線のアイコンが表示されるので、それをクリ

ックすると表示される）「サポートとダウンロード」→「ダウンロード」→「他の製品の資料をダウンロー

ドする」に型番を入力して検索する方法で行えます。お使いのクライアントコンピューターにユーテ

ィリティーをダウンロードしたら、以下の手順にしたがって操作を行ってください。 

 

1. ファイル「IPInstaller.zip」を、お使いのコンピューターのハードディスク上の適当なフォルダー

に解凍してください。 

2. 手順 1 でファイルを解凍したフォルダーに移動し、ファイル「IPInstaller.exe」を起動してくださ

い。プログラムを起動すると、下図のような画面が表示されます。 

 

 

3. トランスミッターまたはレシーバーを「Device List」から選択してください。 

注意： 1. リストが空欄に なっている、またはデバイスが 表示されない場合は、

「Enumerate」ボタンをクリックして、このリストを再度読み込み直してください。 

2. リストに複数台の KE デバイスが表示された場合は、MAC アドレスでデバイス

を判別してください。MAC アドレスは製品底面に記載されています。 

4. 「Obtain an IP address automatically (DHCP)」（IP アドレスを自動的に取得[DHCP]）または、

「Specify an IP address」（固定 IPアドレスを設定）を選択してください。後者を選択した場合は、

お使いのネットワーク環境で有効な IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを該当欄に入

力してください。 
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5. 「Set IP」ボタンをクリックしてください。 

6. IP アドレスが「Device List」に表示されたことを確認してから、「Exit」ボタンをクリックしてプログ

ラムを終了してください。 
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信頼された証明書 

 

概要 

 ブラウザ経由で KE デバイスにログインすると、以下のようなセキュリティ警告ダイアログが表示

され、デバイスの証明書が信頼できるものではないため、操作を続行するかどうかを問うメッセー

ジが表示されます。 

 

 

この証明書は信頼できるものですが、証明書の名前が Microsoft の信頼された認証局のリスト

に存在しないため、このようなダイアログが表示されます。この警告メッセージは無視しても構い

ませんので、「Yes」ボタンを押して、処理を続行してください。表示をさせたくない場合は、プライ

ベート証明書の登録を行う必要があります。手順の詳細は p.335「証明書」を参照してください。 
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自己署名(プライベート)証明書 

 

 オリジナルの自己署名暗号鍵や証明書を作成したい場合は、フリーツール「openssl.exe」を Web

サイト(www.openssl.org)からダウンロードすることができます。オリジナルのプライベートキーや証明

書を作成する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. ダウンロードした openssl.exe を解凍したディレクトリに移動してください。 

 

2. 以下のパラメーターを指定して openssl.exe を実行してください。 

 

 

注意： 1. 上記のコマンドは 1 行で入力してください。パラメーターの入力途中で

[Enter]キーを押さないでください。 

2. 入力値にスペースが含まれている場合は、その値をダブルクォートで囲

んでください。(例：”ATEN International”) 

 

 以下のパラメーターを使用して、作成時に入力するキーを少なくすることも可能です。 

      

 

 

例 

openssl req -new -newkey rsa:1024 -days 3653 -nodes -x509 -keyout CA.key  -out CA.cer 

-config openssl.cnf -subj "/C=yourcountry/ST=yourstateorprovince/L=yourlocationor 

city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@

yourcompany.com" 

 

入力例 

openssl req -new -newkey rsa:1024 -days 3653 -nodes -x509 -keyout CA.key  -out CA.cer 

-config openssl.cnf -subj "/C=CA/ST=BC/L=Richmond/O=ATEN 

International/OU=ATEN/CN=ATEN/emailAddress=eservice@aten.com.tw" 

  

http://www.openssl.org/
mailto:city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@yourcompany.com
mailto:city/O=yourorganiztion/OU=yourorganizationalunit/CN=yourcommonname/emailAddress=name@yourcompany.com
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ファイルのインポート 

 openssl.exe のプログラムが終了すると、このプログラムを実行したディレクトリに「CA.key」(プライ

ベートキー) と「CA.cer」(自己署名済 SSL 証明書)という 2 つのファイルが作成されます。 
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全情報のリセット 

 

 すべての情報（パスワードを含む）をリセットしてデフォルト設定に戻すには、次の手順に従っ

て操作を行ってください。 

 

1. 製品本体の電源を OFF にし、ケースを取り外してください。 

 

2. メインボード上で「DEFAULT PASSWORD」と記載されているピンを、ジャンパーキャップで

ショートさせてください。下図はその例です。 

 

 

3. 製品本体に電源を入れてください。 

 

4. 製品本体に電源が入ったことを確認したら、電源を切ってください。 

 

5. ジャンパーキャップを「Reset」（リセット）ピンから取り外したら、ケースを取り付けてください。 

 

6. もう一度、製品本体に電源を入れてください。 

製品本体に電源が入ると、デフォルトのアドミニストレーターのアカウントとパスワードを使用

してログインできるようになります（p.234「ログイン」参照）。 
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DEFAULT PASSWORD ピン 

 「DEFAULT PASSWORD」ピンの位置は機種によって異なります。下図を参考にして作業を行っ

てください。 

 

■KE6900ST 

 

■KE6900AR 

 

 

■KE6900AT 
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■KE6900AiT 

 

 

■KE6940AR 

 

 

■KE6940AT 
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■KE6940AiT 

 

 

■KE6910R/KE6912R 

 

 

■KE6910T/KE6912T 
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■KE6920R/KE6922R 

 

 

■KE6920T/KE6922T 

 

 

■KE8900SR 
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■KE8900ST 

 

 

■KE8950R/KE8952R 

 

 

■KE8950T/KE8952T 
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■KE9900ST 

 

 

■KE9950R/KE9952R 

 

 

■KE9950T/KE9952T 
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RS-232 ピンアサイン 

 

 トランスミッターとレシーバーのリア側にある RS-232 ポートはシリアルターミナル用に使用され

ます。これらの RS-232 ポートのピンアサインは下表のとおりです。 

 

トランスミッターのフロント RS-232 ポート 

 トランスミッターのフロント側にある RS-232 ポートは、シリアル制御の際にコンピューターとの接

続に使用されます。この RS-232 ポートのピンアサインは下表のとおりです。 

 

  

ピン アサイン 

1 N/A なし 

 

DB-9 ピン オス 

2 RXD 受信データ 

3 TXD 送信データ 

4 DTR データ端末レディ 

5 GND 信号用接地 

6 DSR データセットレディ 

7 RTS 送信要求 

8 CTS 送信許可 

9 N/A なし 

ピン アサイン 

1 N/A なし 

 

DB-9 ピン メス 

2 TXD 送信データ 

3 RXD 受信データ 

4 DSR データセットレディ 

5 GND 信号用接地 

6 DTR  データ端末レディ 

7 CTS  送信許可 

8 RTS 送信要求 

9 N/A なし 
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マルチキャスト IP アドレス 

 

 オーディオおよびビデオデータは、マルチキャストによって、トランスミッターから複数のレシーバ

ーへとネットワーク経由でブロードキャストされます。ネットワークスイッチにおいてマルチキャストの

設定を行うには、KE トランスミッターが検出できるオーディオおよびビデオのマルチキャスト IP アド

レスを把握しておく必要があります。KE デバイスによって設定されるデフォルトの IP アドレスを確定

するには、下記の方法をご参照ください。マルチキャスト IP アドレスは Telnet を使って手入力で設

定することができます。 

 

KE マルチキャストのルール 

 すべてのオーディオおよびビデオのマルチキャスト IP アドレスは、「230.X.Y.Z」のフォーマットを

使います。 

 

 「X.Y.Z」の部分は、トランスミッターの IP アドレスに関係します。また、「230」は、必ずマルチキャス

ト IPアドレスにおける最初のオクテットとなります。Xを割り出し、これを使ってオーディオおよびビデ

オのマルチキャスト IP アドレスを算出するには、トランスミッターの IP アドレスを使用します。 

 

マルチキャスト IP の公式 

 オーディオおよびビデオのマルチキャスト IP アドレスを算出するには、トランスミッターの IP アドレ

スを使って X を確定してから、次の正しい表を使って、各データストリーム（オーディオ/ビデオ）に

対してマルチキャスト IP アドレスを算出してください。 

 

例： 

トランスミッターの IP アドレス：172.16.27.146（172.X.Y.Z） 

X = 16 
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X が 0～127 の場合 

トランスミッタ

ーIP 

X ビデオ 

X+128 

オーディオ 

X+192 

マルチキャストの 

ビデオ IP アドレス 

マルチキャストの 

オーディオ IP アドレス 

172.16.27.146 

（例） 

16 16+128= 

144 

16+192= 

208 

230.144.27.146 230.208.27.146 

    +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

    +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

    +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

 

X が 128～192 の場合 

トランスミッタ

ーIP 

X-128 = 

A 

ビデオ 

A+128 

オーディオ 

A+192 

マルチキャストの 

ビデオ 

IP アドレス 

マルチキャストの 

オーディオ 

IP アドレス 

172.168.27.14 

（例） 

168-128 

=40 

40+128= 

168 

40+192= 

232 

230.168.27.14 230.232.27.14 

   -128=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

   -128=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

   -128=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

 

X が 193 以上の場合 

トランスミッタ

ーIP 

X-192 = 

A 

ビデオ 

A+128 

オーディオ 

A+192 

マルチキャストの 

ビデオ 

IP アドレス 

マルチキャストの 

オーディオ 

IP アドレス 

172.200.27.14 

（例） 

200-192 

=8 

8+128= 

136 

8+192= 

200 

230.136.27.14 230.200.27.14 

   -192=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

   -192=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    

   -192=   +128=   +192= 230.   .   .    230.   .   .    
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ネットワークパフォーマンス改善の秘訣 

 

 パフォーマンスを最適化するために、KE デバイスはネットワーク上で大量のデータ通信を必要と

します。このため、これらの KE デバイスをセットアップするにあたり、次の対策を施すことを推奨しま

す。弊社からの推奨事項を適用すれば、パフォーマンスが向上し、最大のビデオ解像度を利用す

ることが可能になります。次のポイントを押さえて、データ通信と最大スループットを最適化してくだ

さい。 

 

ネットワーク接続図の作成 

 効果的な KE システムを構築するために、まず、レイアウトを図に起こしてみましょう。KE デバイス、

コンピューター、およびルーターが、ネットワーク上でどのようにつながっているかがわかるように接

続図を作成してください。また、この図では、各デバイスが互いにどのように作用するかも書き起こ

します。システム構築にあたり、どのようなデバイスを購入すべきか、また、最良のデータスループッ

トを行うためには、どのようなネットワークを構築すれば効果的かを検討するには、この接続図をフ

レームワークとして用いるとよいでしょう。 

 

検討事項： 

◆ 可能であれば、KE デバイス用にプライベートネットワークを構築してください。 

◆ システム内において、すべて同じ型番の製品を使用するようにしてください。 

◆ フラットなカスケード接続のレイアウトを作成してください。 

◆ ツリー構造やピラミッド構造は使用しないでください。 

◆ カスケード接続は最大 2 段階としてください。 

◆ ネットワークスイッチは、互いに近づけてセットアップしてください。 

◆ 接続の距離が最短になるようにセットアップしてください。 

◆ マトリックスマネジャー（CCKM）コンピューターと KE デバイスは同一サブネットにセットアップし

てください。 

◆ 以下に記した 3 つの「その他の要因」を、セットアップの前に確認しておいてください。 

 

 

その他の要因 

■ 適切なケーブルの選択 

 2 台のデバイスを接続する際には、必ず、業務用の Cat 5/6e 以上の LAN ケーブルを使用するよ

うにしてください。信号の品質が確保できるよう、弊社が販売するイーサネットケーブルの使用を推
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奨します。システムのどの部分においても最新のイーサネットケーブルを使用し、通信データの信

頼性を確保することは、KE デバイスのセットアップにおいて最善の方法となります。これが、ネットワ

ーク上で割り込みされずに最良の解像度を得られるコツとなります。 

 

■ 距離の確定 

 ネットワークのセットアップにおいて、距離は重要な要因となります。距離をより短く、かつ、ルータ

ーを経由するホップ数をより少なくすることで、データ通信はさらに効率化されます。したがって、サ

ブネット間で相互に通信する環境では、可能な限り距離を短くし、ネットワークトラフィックを効果的

かつダイレクトに行うことで、データスループットを向上させてください。 

 

■ バンド幅の確保 

 バンド幅を前もって確保しておくと、KE デバイスをネットワークに組み込む前に、パフォーマンス

を確保することができます。これによって、ビデオ品質やデータ伝送に関わる根本的な原因を回避

することができます。お使いのネットワークで、どのポイントでも通信スピードが適切であるにもかか

わらず問題が解決されない場合、他の原因として、ルーター、スイッチ、またはデバイス設定によっ

て引き起こされるデバイスエラーや制限に関するものが考えられます。 

 

ネットワーク接続図の例 
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高性能スイッチの選択 

 高性能なネットワークスイッチの導入は、KE セットアップを成功させるための一つの方法です。ネ

ットワークスイッチを選択する際には、まず、種類を選択してください。 

 

レイヤー2 またはレイヤー3 スイッチ 

 お使いの KE ネットワークでレイヤー2 スイッチとレイヤー3 スイッチのどちらにするかを選択する必

要があります。レイヤー3 スイッチの方が複雑で、より多くのネットワークトラフィックを処理できるため、

レイヤー2 スイッチに比べると高価です。どちらのタイプのスイッチが必要かを知る最も良い方法は、

KE デバイス専用のネットワークを使うかどうか、または、KE デバイスを、コンピューターやサーバー、

プリンターといった、他のネットワーク機器とスループットを共有するネットワークにセットアップする

かどうかを、まず決めることです。ネットワークを他の機器と共有する場合は、レイヤー3 スイッチを

導入したほうが良いでしょう。KE デバイスの接続だけに使用するにはレイヤー2 スイッチの導入でも

構いません。主な相違点は次のとおりです。 

 

レイヤー3 スイッチ：パケットにおける IP アドレスがチェックされ、転送はインテリジェントフ

ォーワーディングによって行われます。広い範囲で、いくつものサブネットに分かれてい

る大規模なネットワークでは、レイヤー3 スイッチはネットワーク効率を改善し、より良いトラ

フィックフローを提供できるため、こちらのタイプを選択するのがベストです。レイヤー3 ス

イッチは、大規模で複雑化したネットワークの様々な場所で、より多くのトラフィックを転送

するのに、配下にあるレイヤー2 スイッチと連携するので、より高い効果を発揮します。 

 

レイヤー2 スイッチ：パケットはチェックされて、MAC アドレスだけを使って転送されます。

狭い範囲の中枢ネットワークでは、レイヤー2 スイッチが、その処理を行うべきでしょう。ネ

ットワークが排他的で、KE デバイスのバンド幅だけを伝送する場合は、レイヤー2 スイッ

チに適切な設定を行うことで、効果的に処理を行うことができます。 

 

検討事項 

ポート数 

 セットアップしようとしている KE デバイスの台数に合わせて、十分なポート数を備えたスイッチを

選択してください。スイッチは一般的に、5、8、10、16、24、28、48、52 ポートの設定ができるものが

提供されています。例えば、KE トランスミッターと KE レシーバーをそれぞれ 13 台セットアップしよう

としている場合は、最低でも 28 ポートあるスイッチを購入する必要があります。 
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スタッカブルとスタンドアロンのどちらを選択するのか 

 スタッカブルスイッチを使うと、KE デバイスが接続されている複数のスイッチに及ぶポートを簡単

に管理したり設定したりすることができます。これは、ネットワーク上にある KE デバイスの初回セット

アップにおいて設定やトラブルシューティングを 1 箇所から行うことができますので、バンド幅、デー

タスループット、そしてビデオ品質の調整が簡単になります。スタッカブルスイッチは、数あるユニッ

トの中から目的の KE デバイスの通信に対して、ピンポイントかつ効率的にアクセスするように設定

することが可能です。スタンドアロンのスイッチもスタッカブルスイッチと同様に設定することができま

すが、こちらを使用した場合は個々に設定する必要があります。 

 

 スタッカブルスイッチは、複数のスイッチを 1 台のユニットのように簡単に管理することができます。

例えば、28 ポートのスイッチを 6 台使っている環境では、スタッカブルスイッチを使うことで、これら 6

台を個別に設定・管理・トラブルシューティングするのではなく、1 台のユニットのように扱うことがで

きます。6 台のスイッチ（168 ポート）は 1 台のスイッチのように機能し、1 箇所の Web または GUI イ

ンターフェースから管理することができます。 

 

スタッカブルスイッチができること： 

1. 任意のスタッカブルスイッチにおける任意のポートを、別のスタッカブルスイッチのポートと結

び付けて、リンクアグリゲーションデバイスを作成することが可能。 

2. 任意のスタッカブルスイッチにおける任意のポートを選択し、別のスタッカブルスイッチにおけ

るポートにミラーリングすることが可能。このため、設定をコピーして、KE デバイス間のアクセス

をより効果的にすることが可能。 

3. 任意のスタッカブルスイッチにおける任意のポートに対して、カスタム ACL セキュリティ設定を

適用することが可能。 

4. スタッカブルスイッチはリング構成で設定可能。このため、ポートまたはケーブルでエラーがあ

った場合でも、スタッカブルスイッチがミリ秒の速さで自動的にエラーを回避。また、スタッカブ

ルスイッチの中で、自動的に更新されたり、そのように認識されたユニットを、メンバーに追加

したり、またメンバーから削除したりすることが可能。 

 

スイッチの仕様 

 レイヤー2 またはレイヤー3 のスイッチを選択した場合、以下の仕様を推奨します。 

◆ 1000Mbps ギガビットイーサネットスイッチ（1000Mbps 以上のイーサネットポート） 

◆ スイッチ間での高バンド幅に対応。可能であればファイバーチャネルを使用 

◆ IGMP クエリを効率的に処理できるレイヤー3 スイッチ 

◆ IGMP スヌーピング v2 または v3 

◆ フロー制御機能 
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◆ ポートごとに全二重通信、ポートあたり上り下りともに１Gbps のスループット 

◆ 最も負荷の高いタスク（例：IGMP スヌーピング）を複数の専用プロセッサー（ASICS）で処理で

きる性能 

◆ 各サブネットで同一スイッチのモデルを使用 

◆ スイッチが同時にスヌーピングできるグループの最大数が、チャネルグループの作成に使用さ

れる KE トランスミッターの数を満たす、またはそれ以上であること。 

 

スイッチと KE デバイスの設定 

 データをより効率的に受け渡しするには、スイッチを正しく設定することが重要です。これによって、

ネットワーク上において各 KE デバイスに対するストリーミングを改善することができます。下記の設

定を行うことで、スイッチ経由でのネットワークトラフィック改善につながります。 

 

◆ レイヤー2 スイッチで IGMP スヌーピングを有効にする。 

◆ レイヤー3 スイッチで IGMP クエリアを有効にする。 

◆ KE ユニットがダイレクトに接続されている環境では、すべてのスイッチで IGMP 高速脱退（Fast 

Leave）機能を有効にする。 

◆ すべてのスイッチでスパニングツリープロトコル（STP）を有効にし、KE ユニットが接続されてい

るスイッチのポートでは PortFast の設定だけを有効にする。 

◆ すべてのスイッチで適切なフォワーディングモードを選択する。可能であれば、カットスルー、

またはストアアンドフォワードを使用する（下記の「推奨ネットワークスイッチ」参照）。 

 

KE トランスミッターの設定 

◆ KE トランスミッターの設定は、設定結果が良いか悪いかを調整して、最高の画質と最大限に

可能なバンド幅が得られるように、短い時間間隔で、一度に付き 1 項目ずつ設定するようにし

てください。 

◆ 色の品質が重要な場合は、色深度を24ビット（KE69シリーズ）または36ビット（KE89シリーズ）

に設定し、出力結果に満足がいくまで、他の設定を手動で設定するようにしてください。 

◆ 動きのあるビデオイメージが頻繁に表示される場合は、ビデオ品質の設定値を最大にし、バン

ド幅の制限値と色深度の設定値を減らしてください。 

◆ 画面でのイメージにあまり動きがない場合は、バックグラウンドのリフレッシュやビデオ品質設

定の値を増やしてください。 

◆ すべての KE ユニットが最新バージョンのファームウェアにアップグレードされていることを確認

してください。 
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推奨ネットワークスイッチ 

 下記は、KE シリーズのエクステンダーに対して実施された ATEN の負荷テストに合格したネットワ

ークスイッチです。このテストは、解像度 1920×1200@60Hz（KE69 シリーズ、KE8900S、KE9900ST）

で 24 ビット色深度、および解像度 3840×2160@30Hz（KE8950 および KE8952）で 36 ビット色深度

のコンテンツをネットワーク上にストリーミングして検証したものです。 

 

◆ Cisco – Catalyst 2960X、Catalyst 2960XR、Catalyst 3750 

◆ HP – Procurve 2920 

◆ H3C – S5120 

◆ DLink DGS-1510 

 

 ネットワークスイッチの選択方法および ATEN カスタマーサービス部が収集したネットワークスイッ

チに関する情報については、下記のFAQリンクにアクセスして参照してください。このページには、

お客様が製品を実環境でセットアップして使用した経験からフィードバックされたものを含む情報が

提供されています。 

 

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/view.do?id=6276 

 

  

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/view.do?id=6276
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その他のマウス同期方法 

 

 本マニュアルに記載されているマウスの同期の設定を適用したにもかかわらず、お使いのコンピ

ューターでマウスポインターの問題が解決しない場合は、下記の手順を試してみてください。 

 

Windows 

注意： ローカルとリモートのマウスを同期させる場合は、Microsoft の OS 付属の汎用マウスド

ライバーを使用する必要があります。サードパーティー製のドライバー（例：マウスの製

造元から提供されたドライバーなど）を使用している場合は、そのドライバーを削除し

てください。 

 

1. Windows 2000 の場合 

a) 「マウスのプロパティ」ダイアログボックスを表示してください（[コントロールパネル]→[マウ

ス]→[マウスのプロパティ]）。 

b) 「動作」タブをクリックしてください。 

c) マウスの速度のスライダーバーを中央の位置（左から 6 目盛り目）に移動させてください。 

d) 「ポインターの加速」で、「いいえ」のラジオボタンを選択してください。 
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2. Windows XP/Windows Server 2003/Windows 7/Windows 8/Windows 10 の場合： 

a) 「マウスのプロパティ」ダイアログボックスを表示してください（[コントロールパネル]→[マウ

ス]→[マウスのプロパティ]）。 

（Windows 10 の場合は、[スタート]→[デバイス]→[マウス]→[マウスの追加オプション]の

順にクリックしてください。） 

b) 「マウスのプロパティ」ダイアログボックスから、「ポインター オプション」タブをクリックして

ください。 

c) マウスの速度のスライダーバーを中央の位置（左から 6 目盛り目）に移動させてください。 

d) 「ポインターの精度を高める」の項目からチェックを外して、この機能を無効にしてくださ

い。 

 

 

3. Windows ME の場合： 

マウスの速度を中間に設定し、マウスの加速機能を無効にしてください（この設定を行う場合

は、ダイアログから「詳細．．．」ボタンをクリックしてください）。 

 

4. Windows NT/Windows 98/Windows 95 の場合： 

マウスの速度を最も低い設定にしてください。 
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Sun/Linux 

 ターミナルセッションを開き、以下のコマンドを実行してください。 

 

Sun の場合： xset m 1 

Linux の場合: xset m 0 

         または、xset m 1  

（一方がうまくいかない場合は、もう一方を試してみてください。） 
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対応バーチャルメディア 

 

Windows クライアント Active X ビューワー/Win クライアント AP 

 IDE CD-ROM/DVD-ROM ドライブ - 読取専用 

 IDE ハードディスクドライブ - 読取専用 

 USB CD-ROM/DVD-ROM ドライブ- 読取専用 

 USB ハードディスクドライブ - 読取/書込対応* 

 USB フラッシュメモリー - 読取/書込対応* 

 USB フロッピードライブ - 読取/書込対応* 

* これらのドライブは、ドライブとリムーバブルディスクのどちらの方法でもマウントするこ

とができます（p.363「バーチャルメディア」参照）。リムーバルディスクとしてマウントした

場合、そのディスクにブート可能な OS が含まれていれば、そこからリモートサーバー

を起動することができます。さらに、そのディスクが複数のパーティションに分かれてい

る場合は、リモートサーバーはすべてのパーティションにアクセスすることができます。 

 ISO ファイル - 読取専用 

 フォルダー - 読取/書込対応 

 スマートカードリーダー 

 

Java アプレットビューワー/Java クライアント AP 

 ISO ファイル  - 読取専用 

 フォルダー - 読込/書込対応 

 

注意： 1. JavaクライアントはWindowsクライアントと同じようにバーチャルメディアに対応

していますが、アカウントは管理者レベルの操作権限を持っていなければなり

ません。 

2. フォルダーのマッピングには FAT16 ファイルシステムを使用しているため、

2GB の制限があります。バーチャルメディアは 4GB 未満の ISO ファイルのみ

をサポートします。 
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Windows における CCKM サーバーの IP アドレスの設定 

 

1. [ネットワークと共有センター]を選択したら、[アダプターの設定の変更]をクリックしてください。 

2. [ローカルエリア接続]を右クリックしたら、[プロパティ]を選択してください。 

3. [ローカルエリア接続プロパティ]のウィンドウで、[インターネット プロトコル バージョン 4

（TCP/IPv4）]を選択したら、[プロパティ]を選択してください。 

4. [次の IP アドレスを使う]を選択したら、お使いのネットワーク設定に応じて CCKM サーバーの

IP（192.168.0.2～192.168.0.253 の範囲における未使用のアドレス）*、サブネットマスク（例：

255.255.255.0）、およびデフォルトゲートウェイを入力してください。 

5. 「OK」をクリックして、CCKM サーバーの IP アドレスを変更してください。 

 

注意： IP アドレスの競合を避けるために、CCKM サーバーの IP アドレスが他と重複していな

いことを確認してください。 

 

 Web ブラウザ経由で CCKM サーバーに接続するには、CCKM の IP アドレスとポート番号（デフォ

ルトは 8443）を入力してください。例えば、CCKM の IP アドレスが 192.168.0.10 である場合は、次

のように入力します。 

https://192.168.0.10:8443 

 

 NIC カードをもう一枚使用している場合は、次の手順に従って操作を行ってください。 

 

6. [ネットワークと共有センター]を選択したら、[アダプターの設定の変更]をクリックしてください。 

7. 2 枚目の NIC の[ローカルエリア接続]を右クリックしたら、[プロパティ]を選択してください。 

8. [ローカルエリア接続プロパティ]のウィンドウで、[インターネット プロトコル バージョン 4

（TCP/IPv4）]を選択したら、[プロパティ]を選択してください。 

9. [次の IP アドレスを使う]を選択したら、お使いのネットワーク設定に応じて CCKM サーバーの

セカンドサブネットの IP（192.168.0.2～192.168.0.253 の範囲における未使用のアドレス）*、サ

ブネットマスク（例：255.255.255.0）、およびデフォルトゲートウェイを入力してください。 

10. 「OK」をクリックして、セカンドサブネットの CCKM サーバーの IP アドレスを変更してください。 

https://192.168.0.10:8443/
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